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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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　Ｉ章　火ひ蓋ぶた







　　　　１





　──何……何言ってんの、こいつら……


　なんでディンゴとウィザードが知り合いなんだ。ディンゴが甲か斐い氷ひよう太たって……どうして、そんな……


「ふん」


　ウィザード──景は鼻はなを鳴ならすと、廃はい車しやの山に腰こし掛かける甲斐に向けて手紙を突つきだした。和わ紙しに墨すみで書かれた手紙には、呆あきれたことに『果はたし状』とある。


「地図には地名を書き込め。こんな線と矢や印じるしだけでわかるか」


　景けいの非ひ難なんを受けると、甲斐は逆に喜よろこんだ。膝ひざを立てて座ったまま、その膝の上にのせた腕うでをぶらぶら揺ゆらして得とく意いげに解かい説せつする。


「クックック。浅い。浅いぜ、ウィザード。そりゃあ、あんまり早く来れないようにわざとそうしたんじゃねえか。何しろお前は、小こ細ざい工くが好きだからよ。つまらねえトラップとか仕し掛かけられちゃ面めん倒どうだろ」


「少しは学習したわけか」


「お前の方こそ。あんなちゃちな罠わなばっか凝こってねえで、たまにはこう、真まっ正しよう面めんからかかってきやがれってんだ」


「戦せん術じゆつの違ちがいだ。そのちゃちなトラップがお前の連れん勝しよう記き録ろくをストップした」


「ダアッ。あんなの納なつ得とくできるか！　だからこうしてリベンジしようと長い道のりを歩いてきたんだろうがっ。やり直しだ、やり直し。ハンデなしで頭からきちんとケリをつけようぜ」


「僕ぼくはもうお前に用はない」


　と景は両手を上げた。


「降こう伏ふくする。お前の勝ちだ」


　平然と負けを宣せん言げんする景に、甲斐は情なさけない顔でため息をついた。


「……なあ。もうちょっと真ま面じ目めにやってくれよ。俺おれにしてみりゃ、近きん来らい希まれに見る盛もり上がりなんだからよお」


「知ったことか。第一、まともにやれば僕に勝ち目はない。お前のデタラメな強さは、誰だれよりも身に染しみてる」


「これだよ」


　と大げさに天を仰あおぐ。


「お前なあ。ＤＤの甲斐氷太ともあろうもんが、直接出で向むいてバトル申し込んでんだぜ？　普ふ通つうはこう、挑ちよう発はつされたらよ。上じよう等とうだー、かかってこいやあー、とかって受けて立つみたいなさ。そのー、悪オ魔ー持ナちー同士の了りよう解かいっつーか、シキタリってもんがあんだろうがよ。ええ？」


「知らない」


「……ったく、泣けてくるね」


　盛せい大だいに嘆なげいてみせる甲斐だったが、その態たい度どと裏うら腹はらに、非常な上じよう機き嫌げんなのは傍はた目めにも明らかだった。はしゃいでいるといってもいいほどの浮うかれぶりである。


　一いつ方ぽう、一人取り残されていた茜あかねは、ようやく運転を再開した頭ず脳のうで、自分の周しゆう囲いで現在進行中の問題を理り解かいしようと躍やつ起きになった。だが、疑問と疑問が誘ゆう爆ばくし合い、ろくに前へ進まない。


　そんな茜に、景がもう一度注意を向けた。


「なぜ第三世代細胞サード・セルがここにいる」


「ぬはは。驚おどろけ。実はいま、俺も第三世代細胞サード・セルだ。その名も『ディンゴ』。なんと、あのカイムの手下だぜ」


「奴やつの？」


　景が目め元もとを険けわしくした。彼もカイムの悪あく名めいを知っているらしい。


「あのアマ、懲こりずに『飼かい犬』使ってやがんだけどな。その一人をとっつかまえて洗いざらい吐はかせてから、うちの連中にも秘ひ密みつでこっそりと入れ替かわったってわけよ。あいつはそこのデルタ以外とは、自分の細胞とも滅めつ多たに会わない方ほう針しんでな。おかげで全然バレなかった」


　甲斐は歯をむいて笑い、得とく意いそうに自じ慢まんした。


　あっけらかんと言ったが、これはおよそ茜の常じよう識しきでは想像もしないことだった。ＤＤといえばカプセルユーザーで知らない者はない葛くず根ね市の第二勢せい力りよくである。そのトップであり、しかも個人としてはもっとも名の知れた悪オ魔ー使ナいーである甲斐氷太が、単独セルネットの細胞構こう成せい員いんになりすますなど、誰が考えつくだろうか。


「じゃあ……あなた本物の『ディンゴ』じゃなかったの!?」


　なんとか事じ態たいをのみ込んだ茜が、もう一度確かく認にんした。


「悪かったな、デルタ。でもまあ、気づかなかったのはカイムが馬ば鹿かなんであって、お前の落ち度じゃねえよ。ま、気にせんでくれ」


　ピッ、と指を立てる。その気き取どったような子供っぽい仕し草ぐさは、紛まぎれもなく彼女の知るディンゴだ。甲斐が正しよう体たいを明あかしたあとも自分に対する話し方を変えなかったことに、茜はなぜかひどく安心した。


「さてさてウィザード。お前の言うとおり、俺も今回は学習したんでな。お前が本気を出せるように、あれこれ手を打たせてもらった」


　妙みように人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きをそのままに、甲斐は狡こう猾かつで抜ぬけ目ない薄うす笑わらいを浮かべた。


　景の瞳ひとみが鋭するどさを増ました。茜はふと、景が軽かる口くちの応おう酬しゆうにつき合いながらも、登とう場じようしてから一いつ時ときも気を緩ゆるめることなく、張りつめた気け配はいを保たもち続けていることに気が付いた。


　彼は警けい戒かいしている。当然だ、ディンゴが甲斐氷太というのなら、いま彼はあのＤＤの甲斐氷太と対たい峙じしているわけなのだから。


「お前のことはいろいろ調べさせてもらったよ、ミスタ物部。住所氏名から好きな食べ物や好このみのタイプまでな。特に最後のがポイントだ。わかるよな。どういう女が好みかってやつ」


　ザッ、と景がわずかに足を前に出した。顔は無表情なまま毛け筋すじほども動かしていない。しかし、サイズの合わない袖そでの先からのぞいた拳こぶしは、きつく握にぎりしめられていた。


「いま、とある場所で女探たん偵ていが相あい棒ぼう共とも々どもある女に会ってる。何を隠かくそう我わが細胞リーダーのカイム嬢じようだ。あいつにゃずいぶん好き勝かつ手てされてるんで、いい加か減げん、カタをつけとく必要がある。それでうちのそこそこ使える奴やつを集めて、探偵が誘さそい出したところに殴り込みをかけることにした」


「……貴き様さま」


「まあまあ、落ち着つけって。一応探偵の方には手ぇ出すなと言ってある。が、ほら。数揃そろえたたあいえ、仮かりにもカイムとやり合うわけだろ？　うちの連中も血ち眼まなこになる。弾カプセルキメまくってぶっ飛んだ状じよう態たいでの嚙かみつき合いになるだろうよ。つまり現場はスゲエ戦場になる。トーシロが二人紛まぎれてたとあっちゃ、どんな不ふ測そくの事じ態たいが生じるか知れたもんじゃねえよな？　幼おさななじみの魔ま法ほう使いにすりゃあ、いますぐ飛んでいきてえ、ってのが人にん情じようだ」


「…………」


「ところがあいにく、その行く手には悪い野や犬けんが立ち塞ふさがってる。お前ならどうする？　俺なら全力で叩たたきつぶして、女の元に駆かけつけるがね」


　スッ、と甲斐のトーンが下がった。両目からふざけた様よう子すがなくなり、酷こく薄はくな戦意が取って代かわる。


　甲斐がカプセルを取り出した。そしてカプセルを指先で飛ばし、自分の口の中に投げ入れた。恐おそろしく慣なれた、一いつ瞬しゆんの仕し草ぐさだ。


　陽気なオーラが燃もえ上がるような破は壊かい衝しよう動どうに変じた。


　そのオーラが空間を歪ゆがめる。歪んだ空間の奥、甲斐の魂たましいと繫つながった《ドア》から、目に見えない何かが泰たい然ぜんと扉とびらをくぐった。


　茜は意を決して自分の用意していたカプセルを口に入れた。カプセルを服用すると精せい神しんが高こう揚ようする。判断に悪あく影えい響きようがでてしまうが、いまこの状じよう況きようで悪あく魔まを目もく視しできなくては命に関かかわる。


　ゼラチンの容器を嚙かみ潰つぶすと、ドロリと内容物が舌したに絡からんだ。茜は渋じゆう面めんでカプセルをのみ込んだ。


「──っくー」


　足あし下もとから脳のう髄ずいまで、グインと芯しんを揺ゆさぶるような波が駆け抜ぬけた。強度のアルコールを頭の中心に塗ぬり込めたような不ふ快かい感かん。次ついで、全身が燃え上がり、息が焼けつくほどの快感。身体からだの中心に濡ぬれたスポンジのように重くなった快感の固まりが現あらわれ、それがずしりと茜の意い識しきにのしかかって混こん濁だくした快かい楽らくの渦うずへ引きずり込もうとした。


　──ダメっ。しっかりしなさい。溺おぼれてる場合じゃないんだから！


　うっすらと目を開けると、自分が地面に倒たおれているのがわかった。目眩めまいを起こしたのだ。


「むっ……」


　腰こしを地面についたまま背中を倒して背はい後ごの頭ず上じようを見る。


　瓦が礫れきの山のてっぺんに、狂きよう犬けんの王が立っていた。そしてその周しゆう囲いを睥へい睨げいするように力強く遊ゆう泳えいする影かげ。


　──鮫さめ……？


　そいつは体長十メートルを優ゆうに超こす巨きよ大だいな黒い鮫だった。そいつが甲斐を中心に、弧こを描えがくように宙を泳いでいた。


　重力の権けん威いを鼻はなで笑い、悠ゆう然ぜんと、しかも力強く遊泳するしなやかな肉体。


　分ぶ厚あつく伸のびやかに広がる胸むなビレと、天を突つくナイフ状の背ビレ。巨体の梶かじを取る巨大な尾ビレ。開いた口に並ならぶ酷こく薄はくな牙きば。光を吸すい取るような黒い肌はだ。うねる胴どう体たいと、その下の筋きん肉にくの束たば。


　そして紅あかく輝かがやく両目。目は魚ぎよ類るいや鮫のそれではなく、ネコ科の生物を思わせる縦たてに細い瞳どう孔こうを持っていた。その目が明めい確かくな意志を持って、茜と景を冷れい厳げんと見み下おろしている。


　巨体の影が茜の上に落ちた。あご先から胴、胴から尾へ、たっぷりと時間をかけて通過する。


　頭の芯が痺しびれた。


　自分より強大な生物が、行動を束そく縛ばくされることなく近きん距きよ離りで身体を動かしている。いま茜が感じているのは、捕ほ食しよく者しやを前にした小型動物が感じる、運うん命めいへの諦てい観かんだ。


「へっ。ゾクゾクするね」


　甲斐の両目が赤々と輝かがやく。十字に光る計四つの眼がん光こうが、薄うす闇やみの中禍まが々まがしく浮かんだ。


　黒鮫が身を躍おどらせた。


　矢のように宙を飛び、一いち瞬しゆんで地上に食らいつく。


　ブルーのウィンドブレーカーが素す早ばやく横に閃ひらめいた。


　鮫は身を翻ひるがえした景の頭上をかすって、廃はい車しやの壁かべの一いち角かくを食いちぎった。


　そこにはドラム缶かんがあった。鋼こう鉄てつが破やぶられ、中身が地面にぶちまけられた。中に入っていたのは黒い液えき体たい。刺し激げき臭しゆうが鼻を突ついた。ガソリンだ。甲斐が用意した物だった。


「いまごろ向こうも始まってる。こっちも始めようぜ、ウィザード」


　足あし下もとの廃はい材ざいをガラガラと崩くずして、甲斐が廃車の山の半なかばまで下りてきた。


　景は無む言ごんで甲斐をにらむと、懐ふところからライターを取り出し、火を点つけてガソリンに放ほうった。


　青白い炎ほのおが地面から立ち上がった。火はすぐに真まっ赤かな渦うずを巻き、ゴウゴウと黒こく煙えんを噴ふき上げて廃車置き場を照てらし出した。


　舞ぶ台たいが整ととのった。


　景はカプセルを取り出すと、ゆっくり口に含ふくみ、嚙かみ砕くだき、のみ下くだした。


　炎に照らし出された景の影かげが揺ゆらめく。身を屈くつしていた巨きよ人じんが身体からだを起こすように、うっそうと立ち上がった。


　明らかに景とは異ことなるシルエット。


〝影〟は西洋の甲かつ冑ちゆうに似にた鎧よろいをまとっていた。その鎧の上から、ワイヤーのような細い線で雁がん字じ搦がらめに拘こう束そくされている。


　そのワイヤーで縄なわ打うたれた下で、〝影〟は狂くるったように暴あばれていた。強大な「敵てき」を前に、原げん始し的な攻こう撃げき衝しよう動どうが荒れ狂っているのだ。


　脇わきに貼はり付けられた腕うでがわななき、鉤かぎ爪つめのような指先が空を搔かきむしっている。


　仮か面めんに空あいた呼こ吸きゆう孔こうの奥で、朧おぼろな眼がん光こうが興こう奮ふんに明めい滅めつしている。


〝影〟はあごを突つき上げ、肩かたを押し出し、身もだえしながら「敵」と戦たたかう意志を示しめしていた。


　甲斐の黒鮫に対し、景の〝影〟は、廃車の壁に映うつし出された、二に次じ元げん的てきな映像に過ぎなかった。景の足あし下もとから伸のびる影が、そのまま輪りん郭かくだけを変へん容ようさせたのだ。


　しかし、じっと見つめているとまるで物ぶつ理り的な厚あつみを持っているような錯さつ覚かくを誘さそう。現実世界における確かつ固こたる形が定さだまっていないのだ。まさに「影」だ。


　黒鮫もまた、かつての宿しゆく敵てきを認みとめたのか、己おのが主あるじの側そばに寄り、威い嚇かくするように牙きばを鳴ならした。


　──これが、甲斐氷太とウィザードの悪あく魔ま。


　葛くず根ね市に現あらわれた全すべての悪魔の中で五指しに入る二体だ。かつてこの二体がぶつかったとき、葛根市の勢せい力りよく図ずは大きく塗ぬり変わった。


　もう第三世代細胞サード・セルなどという肩かた書がきは通用しない。茜はいまここで、わずかな煽あおりを受けるだけでも命を落とすほど微び小しようで些さ細さいな存在に過ぎなかった。


　そんな茜の絶ぜつ望ぼう的な感かん慨がいを余よ所そに、甲斐が音を立てて、右の拳こぶしを左の手のひらに叩たたきつけた。


「どうだよ。お前の悪魔はやる気満々じゃねえか。ご主人様も、ちったあ気合い入れな」


　砕くだけた台詞せりふでこそあったが、その態たい度どたるや厳げん粛しゆくそのものだった。まるで神しん聖せい侵おかすべからざる儀ぎ式しきに挑いどむ神しん官かんだ。


　景は苦にが々にがしく、


「これは無意味な戦いだ」


「そんなことはねえ！」


　甲斐は激はげしく否ひ定ていした。


　驚おどろいたことに、切せつ羽ぱ詰つまった──まるでこの戦いを否定することは自分自身の存在意い義ぎを否定することだとでもいうような、狂くるおしい否定だった。


「そんなことがあるもんかっ。幻げん覚かくみてえな世界ん中で、こいつこそ──この真しん剣けん勝しよう負ぶこそが真実だ。違ちがうか!?　お前ならわかるはずだ。お前にはそれがわかるはずだぜ、ウィザード！」


　茜は息をのんだ。甲斐が、そしてディンゴが初めて見せる真剣な表情だったのだ。


　景は青白い顔のまま答えた。


「感かん傷しようだ」


　甲斐の目に怒いかりと憎にくしみが生じた。


「……なら、その感傷につき合ってもらうまでだ」


　甲斐の黒鮫がエラから蒸じよう気きを噴ふきだした。


　景が身み構がまえ、さっと手しゆ刀とうを横に切る。すると〝影〟を拘こう束そくしていたワイヤーが弛ゆるみ、待ち構えていた〝影〟がそれを引きちぎった。


　戦せん闘とうが開始された。
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　　　　２





　耐たえ難がたい屈くつ辱じよくだった。


　セルネットでトップランクに位置する自分が──IXＣナイン・シーの一人であり、第二世代細胞セカンド・セルでもっとも優ゆう秀しゆうな実力者である自分が、こんな野の良ら犬いぬどもと血まみれの乱らん闘とうを演じている。


　彼女の産うみ出した強く有能な悪魔は、野良犬どもの下級悪魔を順番に圧あつ殺さつしていった。いや、いくはずだった。


　だが、趨すう勢せいは彼女の思おも惑わく通りに進まなかった。


　一匹ぴきをとらえれば二匹が襲おそいかかり、二匹を攻こう撃げきすれば三匹が牙きばをむいてくる。連中は小こ癪しやくな連れん携けいを取り、彼女が致ち命めい的てきな攻撃を浴あびせるきっかけを与あたえずに波は状じよう攻撃をしかけてきた。下か等とうな犬どもは気が狂ったように苛か烈れつに、だが同時に極きわめて冷れい徹てつに彼女を包ほう囲いし、追い詰つめていった。それはまさに狩かりだ。敵を殺すという唯ゆい一いつの目もく的てきの元、荒くれた野や犬けんたちが一団となって力を発はつ揮きしていた。そして一度団だん結けつした犬どもは、自分の身など毛ほども顧かえりみぬ、勇ゆう猛もう果か敢かんな精せい兵へいだった。


　それでも彼女は屈しなかった。彼女もまた、長年修しゆ羅ら場ばをくぐってきた練れん達たつの戦士なのだ。


　彼女は犬たちの指し揮き官かんを見み極きわめ、その悪魔に食らいつくと、他の攻撃に対する防ぼう御ぎよを無む視しして、そいつの骨を粉こな々ごなに砕くだいた。


　次に、一番攻撃力を持つ悪魔に狙ねらいを定さだめ、再ふたたび多数の牙に身を晒さらしながら、その悪魔の身をへし折った。


　そして、果敢だが明らかに仲間より未み熟じゆくな一体をとらえると、その悪魔の四し肢しを引き裂さき、アスファルトに叩たたきつけて、連中の鼻はな先さきに吊つるし上げた。


　が、そこまでだった。


　彼女の悪魔は単純な構こう造ぞうの軟なん体たい生物に似にている。多少表ひよう皮ひを食いちぎられようと、花か弁べんの触しよく手しゆを切り落とされようと、戦せん闘とう中にでも再生することができる。しかし花弁の中ちゆう枢すう部ぶ、すなわち花か柱ちゆうや子し房ぼうに当たる部分は例外だった。そこは悪魔の中ちゆう核かくとなる部位なのだ。


　通常中枢部は幾いく枚まいもの花弁によってガードされている。だが今回はその余よ裕ゆうがなく、二枚を残して全すべての花弁を開き、攻撃に回していた。それでも常つねに敵てきの上じよう空くうに位置するよう戦たたかえば、中枢を攻撃される恐おそれはないと判断していた。


　だが犬ども──嚙かみつき喰くい殺すことしか頭にない低てい脳のうどもは、身体からだを半分砕かれながらも牙を外はずさず、外がい皮ひを食い破やぶってクラーケンの上に乗ると、中枢を守る二枚の花弁に攻撃をしかけた。


　攻撃をしかけた悪魔は、その時点で死にかけていた。二枚の花弁を突とつ破ぱする余よ力りよくはなかった。放ほう置ちし、他を捌さばいてからとどめを刺さしても間まに合っただろう。しかし、いままでにない危き機きに接し、クラーケンが彼女の制せい御ぎよを離はなれた。防ぼう衛えい本能のまま、残りの花弁を寄せ集めてしまった。


　その結果、攻撃をしかけた悪魔は挟はさみ潰つぶされた。四匹目の成せい果かだ。が、それは残りの六匹に、決定的な隙すきを見せることとなった。


　奴やつらは隙を見み逃のがさなかった。


　一いつ斉せいに攻撃をしかけ、クラーケンが対応する間まもなく、花弁の大半をむしり取った。


　ついに、敵の牙が、中枢に埋うまる。


　クラーケンは絶ぜつ叫きようし、その激げき痛つうは彼女の脳のう天てんを直ちよく撃げきした。


　それは彼女と彼女の悪魔が初めて受けたダメージだった。なまじ再生可能な外皮に覆おおわれているため、これまで傷きずというものを負おったことがなかったのだ。


　彼女は錯さく乱らんした。なぜ自分がこんな目に遭あわねばならないのかわからなかった。


　二度目の攻撃。


　まともに入り、彼女の精せい神しんの一部が、永遠に損そこなわれた。


　彼女は這はい蹲つくばって泣きわめいた。


　理り不ふ尽じんだ。なぜこんな羽は目めになっているのか。こんな馬ば鹿かなことはない。こんなことは間ま違ちがっている。


　死に物狂いでカプセルをかき込んだ。喉のどに詰つまって胃い液えきと一緒にカプセルが逆ぎやく流りゆうした。地面に吐はきだしたカプセルを、もう一度つかんで口に入れた。


　三度目の攻撃。


　四度目。


　五度目。


　魂たましいが囓かじられる。次々と欠かけ落ちて、もう戻もどらない。その穴あなを埋めるべく、カプセルを全すべてのみ下くだす。脳内で火花が飛んだ。何かが壊こわれる金きん属ぞく的な音が響ひびいた。


　なんだ。


　鍵かぎだ。


　鍵が壊れた。なんてことだ。《ドア》が開け放はなたれてしまったじゃないか。


　彼女の心が《ドア》に吸すい込まれた。落らつ下かしてゆく。どこまでも落下していく。どんどん堕おちる。止まらない。フフフ──





　いい気き味みだ。みんな死んでしまえ。
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　駆かけ付けた水みず原はらは、現場を見るなり回れ右をした。その首くび根ねっこをひっつかんで、梓あずさは耳元に怒ど鳴なりつけた。


「逃にげるなっ」


「勘かん弁べんしてよ～。あれって見えないけど、真っ最中だろ？　しかも相手ＤＤじゃん。なんでこんなトホーもねーことになってんだよー」


　梓は千ち絵えをつれて、アウトレット・モールの入り口付近に避ひ難なんしていた。駐ちゆう車しや場じようから外に出る遊ゆう歩ほ道どうまでは、カイムとＤＤの血で血を洗うような悪あく魔ま戦せんが繰くり広げられていたのである。


「全然段取りと違ちがうじゃんか。何があったんだよ、いったい」


「いろいろあったのよ」


「んなアバウトな」


　それでもヒステリックに取り乱みだすことなく苦く笑しようするのが、水原らしい。度ど胸きようがあるのか、考えなしなのかは微び妙みようだが。


「千絵が足を挫くじいたの。連つれて逃げて。お願い」


「待って、梓さん。あなた、まさか残る気？」


「見み届とどけるわ」


「おいおい無む茶ちや言うなよ」


　水原が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶす。しかし梓は本気だった。


　今回、一連の事件のきっかけとなったのは自分たちだ。その責せき任にんは自じ覚かくしている。自分たちにはことの顚てん末まつを見届ける義ぎ務むがあるはずだ。


　──それに……


　梓は唇くちびるを嚙んだ。


　──あれに向き合わなくちゃ、景ちゃんのことだって理り解かいできない。


　あそこで跋ばつ扈こしているものがなんなのか、説明することができる者はほとんどいないだろう。梓にはあれが自分の見ている幻げん覚かくでないと言い切る自信すらない。


　だが、景は、あの向こう側にいるのだ。夢ゆめだの幻だの悪魔だの幻覚だの、そういった得え体たいの知れない怪あやしげな世界にいる。以前病院で麻ま里り奈なと景の戦たたかいを見たとき、梓はそれに踏ふみ込こんでいく勇気が持てなかった。だけどいまは違う。


　──『あなたは物ものの部べ景よ』


　──『ウィザードだよ』


　あの晩、景はそう言った。景がウィザードを名な乗のるなら、梓はウィザードに近づくだけだ。


　梓は肩かたに回していた千絵の腕うでを水原に渡した。


　千絵が親と離はなれる子供のような顔を見せた。しかし彼女にも、梓の決意は理解できた。負ふ傷しようした自分は足あし手でまといになる。


「水原くん。千絵を──」


「その必要もないぜ。もう勝しよう負ぶはついた」


　ビーグルが割わって入った。水原は初めてビーグルがいるのに気がついた。そしてある程度の事情を察して唸うなった。


「この噓うそつきめ！　テンメエ、仲間に喋しやべりやがったな」


「ワリーな。実を言うと、そもそもあの晩お前についてったのは、氷ひよう太たの指し示じだったのさ。といっても、俺もなんにも聞かされてなくて、ただ会って来いって言われただけなんだがな」


「権力者に日ひ和よりやがったな。情じよう報ほう屋やのヨコの連れん帯たいを踏ふみにじりやがって。ヘルシー・バーガーの翔しよう子こちゃんに紹しよう介かいしてやった恩おんを忘れたかっ」


「うるせえ。翔子ちゃん、彼かれ氏しいたんじゃねえかよっ。元がん祖そコウモリが偉えらそうに言うな」


「勝負がついたって？」


　低てい次じ元げんの罵ののしり合いに梓が口を挟はさむと、ビーグルはしかつめらしく首しゆ肯こうした。


「四人も倒たおしやがったが、さすがにジ・エンドだ」


　ビーグルが断言するのを聞き、梓は首を伸のばしてカイムとＤＤたちの方を見やった。


　中央にカイムがいる。それを囲かこんでＤＤ。四人の男は倒れて動かないが、残る六人は植え込みやテーブル、モニュメントを盾たてにして、銃じゆう撃げき戦せんをするような配はい置ちについていた。それが、一いつ斉せいに防ぼう壁へきにしていた陰かげから飛び出し、カイムに向かって怒ど鳴なり立てる。もう身を晒さらしても問題ない戦せん況きようになり、全員が攻こう撃げきにのみ集中しているのだ。


　カイムの身体からだに衝しよう撃げきが走った。マネキンじみた四し肢しが糸吊り人形マリオネットのような踊おどりを踊った。そして操あやつり糸が切れ、カイムは膝ひざから地面に崩くずれた。


　猛たけ々だけしい歓かん声せいがあがった。


　水原が「やったのか」と目を凝こらす。確かく認にんするべく、ビーグルが仲間たちの元に駆かけ寄った。


　──倒した？


　そう見える。が、なぜだろう。ひどい胸むな騒さわぎがした。


　──なんだ……空気のにおいが変わった？


　異い変へんに気づいたのは梓だけだった。カイムの悪魔がおかしい。筋きん肉にくが弛し緩かんしたように、だらりと宙に花か弁べんを投げ出している。クラゲの死体みたいだ。けれど、宙に浮ういたまま、落ちても来なければ、消え失うせもしない。麻ま里り奈なのときはよく覚おぼえていないが、あんな風ふうに悪魔の死し骸がいが残ったままなのは不自然ではないのか。


「ねえ、あの──」


　と言いかけて梓は口をつぐんだ。いまここにいる人間は誰だれもカプセルをのんでいない。悪魔が見えないのだ。


「げっ。立った」


　水原が仰ぎよう天てんしてもらした。


　鋭するどく振ふり返る。カイムが立っていた。それどころか──


「……何、あれ？」


　カイムの長ちよう髪はつが逆さか立だっていた。髪かみだけではない。身にした衣い服ふくもまるで地面から吹ふき付ける突とつ風ぷうを受けているように、風をはらみ、上に向かってバタバタとはためいていた。


　と、カイムの身体が浮き上がり、足が大だい地ちから離はなれた。そのまま脱だつ力りよくした身体が一メートル、二メートルと空中に浮かんで停止する。


「浮いた!?」


　千絵が啞あ然ぜんとして叫さけんだ。


　浮いているのではない、と梓はなぜか理解した。


　あれは落ちているのだ。地上から二メートルの位置に止まったまま、落下し続けている。


　勝ち鬨どきを上げていたＤＤたちがパニックに陥おちいった。ついさっきまでの意い地じも戦意もかなぐり捨すてて、我われ先さきにその場から逃にげ出し始める。


「……どうしたの？　何があったの？　あ、あれはいったい、なんのトリック？」


　千絵が弱々しくつぶやいた。「こいつは……」と水原が身を乗り出した。


「水原、ずらかれ！」


　駐ちゆう車しや場じようから逃げ出す仲間たちの後うしろで、切せつ羽ぱ詰つまった様よう子すのビーグルが、水原に声をかけた。


「なんだよ、あれ。何があったっ！」


「あのアマ、『堕おち』やがった！」


「……へ？」


「『堕落クラツシユ』だっ！」


　あの水原が言葉をなくした。一いつ瞬しゆん愕がく然ぜんと自じ失しつしたのち、直ただちに我われに返る。千絵の背中と膝ひざの裏うらに手を回すと、文もん句くを言う手て間まさえ惜おしんで彼女を抱かかえ上げた。


「ちょっ、ちょっと」


　強ごう引いんなやり方に焦あせって千絵が抗こう議ぎしたが、水原は耳を貸かそうとしなかった。


「逃げるぞ！」


「どうしたの？」


「カイムが暴ぼう走そうした。最さい悪あくだ。ああなっちゃ意い識しきもない。どうなるかわからないぜ」


　優やさ男おとこ風の見た目によらず、水原は千絵を抱だき上げてもふらつく様よう子すがなかった。日ひ頃ごろは何かにつけて、無ぶ精しようと遊ゆう惰だを信しん条じようとする水原だが、いまは一分一秒を惜しむほど急きゆう迫はくしている。


　そのとき、クラーケンが地面に落ちた。


　支ささえを外はずされたように墜つい落らく。大だい地ちに激げき突とつし、ブヨブヨとした身体を波立たせた。


　そして、その身体が溶とけ崩くずれ、猛もう烈れつな勢いきおいで広がり始めた。下げ水すい管かんが破は裂れつして汚お水すいが溢あふれ出すように、遊ゆう歩ほ道どうと駐車場が浸しん水すいしていく。その先せん端たんは梓たちの足あし下もとにまで押し寄せてきた。


「危あぶない！」


　梓はとっさに水原を突つき飛ばした。


　バランスを崩し、水原が驚おどろいた顔で大きく後こう退たいする。梓は自分も水原の跡あとを追おうとしたが間まに合わなかった。クラーケンの触しよく手しゆが右足のくるぶしを、ぬぼっと包つつんだ。


「アッ！」


　焼け付く痛みに汗あせが吹ふき出し、言いようのない嫌けん悪お感かんに鳥とり肌はだが立った。


　触手はたちまち新しい餌えさに反はん応のうした。ずぬりと膝ひざ下したまで這はい上がる。血けつ液えきをホースで吸すい取られるような喪そう失しつ感かんが襲おそってきた。クラーケンに包まれている箇か所しよから、力が失うせてゆく。


　梓は歯を食いしばって足を引き抜ぬいた。反動でアスファルトに尻しり餅もちをつく。靴くつを残し、足首が外に抜けた。


　触手はしばらく梓の靴を咀そ嚼しやくするように弄もてあそんでいたが、すぐにもっと大きな獲え物ものを求めて梓の方へ押し寄せ始めた。


　──足が──！


　触手に包まれた向こう臑ずねより先の感かん覚かくが、ごっそりと刮こそぎ取られていた。まるで足がなくなったみたいだ。ひりつく痺しびれと痛みだけが泥どろのようにこびり付いている。


「梓ちゃん!?」


「ダメっ。こっちに来ないで！」


　水原が身体を強こわ張ばらせた。悪魔の仕し業わざと気づいたのだろう。慌あわててポケットからカプセルを取り出した。


　梓と水原たちの間には、クラーケンの触手が三メートルの幅に渡って横たわっていた。それが刻こく一いつ刻こくと梓に迫せまってきている。飛び越こえることも考えたが、上を通過しているときに触手が持ち上がれば一いつ巻かんの終わりだ。何より、この足では十じゆう分ぶんなジャンプができない。


「千絵をつれて逃げて！　わたしは別のところから逃げるから」


「何言ってるの、梓さん！」


　千絵が冗じよう談だんじゃないと叫さけんだ。


　水原は目を見開き、口を真ま一いち文もん字じに結むすんだ。カプセルをのんだ彼には、悪魔の姿すがたが見えたのだ。千絵を抱かかえたまま、梓まで救すくい出す方法が、彼にはなかった。


　水原は奥歯を嚙かみしめたあと、後ろに下がり、クラーケンから距きよ離りを開けた。千絵が抱えられたまま、「水原！」と胸むなぐらをつかんだ。


「あいつに連れん絡らくする！」


　言い残して水原も駐車場の出口へ向かった。千絵が金かな切きり声を上げて罵ののしるのが聞こえる。


　梓は二人を見み届とどける間もなく、迫せまり寄るクラーケンから身をかわした。逃げ込む場所──アウトレットの中しかない。


　背はい後ごで半はん透とう明めいの絨じゆう毯たんがブヨブヨ揺ゆれながら広がっていく。クラーケンはいまや、駐車場をほとんどのみ込んでいた。まるで湖みずうみだ。ゼリー状の肉でできた蠕ぜん動どうする生きた湖。形状は全然似にていないのに、梓は強く麻里奈のときを思い出した。これがカプセルの──悪魔の支配する、夜の世界。


　──『あいつに連絡する！』


　なら、それまでなんとしても逃げ延のびてみせる。
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　アイボリーホワイトの車体が宙に舞まった。


　二トンを超こす重量のセダン。それが紙かみ細ざい工くのように二転し、三転する。


　三回転したところでロックが外はずれ、ドアが開いた。空中で回転が緩ゆるやかに止まった。そこを甲か斐いの黒くろ鮫ざめが捕とらえ、粉こな々ごなに嚙み砕くだいた。


　砕かれた破は片へんが空中に散さん乱らんする。降ふり注そそぐ瓦が礫れきを縫ぬって、景の〝影かげ〟が地面から腕うでを伸のばす。


　黒鮫が胴どう体たいを跳はね上げて攻こう撃げきを躱かわす。鉤かぎ爪づめが空くうを裂さき、切っ先だけが黒い皮ひ膚ふに傷きずを残す。


　空に跳ね上げた尾をそのままに、黒鮫が宙を蹴けり、〝影〟の背中に回る。


〝影〟の右足が影から抜ぬけ出し、背後に迫った下あごを蹴り上げる。


　軌き道どうが逸それる。同時に、反動を利用して〝影〟が主あるじの影に潜もぐる。


　潜った影の上へ、セダンの折れたシャーシが落らつ下か。墓ぼ標ひようのように突つき立った。


　戦場の隅すみに座すわり込む茜あかねは、自室の枕まくらを強く夢む想そうしながら、目の前のシャーシを凝ぎよう視しした。


　激戦だった。


　そして死し闘とうだ。


　甲斐氷ひよう太たとウィザードは互たがいに一歩も譲ゆずらなかった。個体の力りき量りようでいえば、パワーとスタミナで甲斐の悪魔が圧あつ倒とうしている。それをウィザードは巧たくみにやり過ごしていた。


　ウィザードは自分の悪魔の特性を完かん璧ぺきに把は握あくしていた。茜の見るところ、あれは「影」だ。単に使し役えき者しやの影が悪魔になったというだけでなく、その性質からして「幻げん影えい」なのだ。本物の影のように炎ほのおに揺らめき、一いつ瞬しゆんで位置を入れ替かえる。廃はい車しやの屋や根ねや剝むき出しの大だい地ちを滑すべって移動し、敵の背後から襲おそいかかる。影であるため、主の身体からだと切り離はなれて移動することはできないようだが、そんな束そく縛ばくを感じさせないほどの卓たく越えつした機き動どう力りよくだ。


　また、物体の表面を滑る平面的な移動に対し、その影の中から立りつ体たい的てき質しつ感かんをともなって「外」に出てくることもあった。甲斐は特にその瞬間を狙ねらって攻撃を仕し掛かけた。しかし〝影〟は、立ち現あらわれたかと思えば、次の瞬間には、それが錯さつ覚かくであったかのように地面に潜っている。付け入る隙すきを見せることがない。すると甲斐は、効こう果かや効こう率りつを平気で無む視しして、地面ごとえぐり取る攻撃を始めた。


　廃車置き場は、数分のうちに鉄てつ屑くず置き場になっていた。


　積つみ上げられていた壁かべはほとんど崩くずされて跡あと形かたもない。地面の至いたる所に、地じ雷らい跡あとのような穴あなが開あいていた。炎は辺あたり一面に飛び火し、残っていたオイルに引いん火かして鉄を熱ねつしていた。


　轟ごう音おんが長く大たい気きを叩たたき、茜の鼓こ膜まくと皮膚と内ない臓ぞうを震ふるわせる。


　甲斐の黒鮫が上げた雄お叫たけびだった。


　Ｆ１マシンにニトロを垂たらせば、こんな排気音エキゾーストサウンドを奏かなでるのではないだろうか。それとも真横に落らく雷らいすれば、こんな衝しよう撃げきが生じるだろうか。


　ウィザードは闘とう牛ぎゆう士しのように、甲斐との戦闘をコントロールしている。だが甲斐はその状じよう況きようを楽しんでいた。戦たたかいの流れを相手に支配させておいて、敵の手のひらの中で縦じゆう横おうに暴あばれまくっているのだ。わずかでも対応をしくじれば、間かん髪はつ置かず致ち命めい的てきな攻撃が飛んでくる。ウィザードは甲斐を御ぎよすために、甲斐はウィザードのミスを誘さそうべく、互いに重じゆう圧あつを掛かけ合っていた。


　──ディンゴ……


　いや、甲斐氷太か。彼はいま嬉き々きとしていた。茜はカプセルに関かかわって以い来らい、誰だれかがあれほど楽しそうに生き生きとしているのを見たことがなかった。目をむき、ときに笑い、声を嗄からして、ぎらぎらしながらウィザードとの戦闘に熱ねつ中ちゆうしている。


　──でも、あれは……


　甲斐の熱ねつ狂きようはとても破は滅めつ的なものを感じさせた。エネルギーの塊かたまりが人の形を取っているだけだといわんばかりの活気にもかかわらず、茜はその燃もえたぎる炎の核かくにあるのが、マイナスの何か──タナトス的な翳かげりであるように思えてならなかった。


　甲斐はウィザードに勝ちたいとは思っていないのではないか。茜は唐とう突とつにそんな気がした。彼はただ、ウィザードと戦っていたいのだ。


　ところが、ふとした瞬間。ヒートアップする二人の戦闘に、水が差されたような間まが訪おとずれた。


　二人と二体の動きが止まった。


　二人とも対戦相手から視し線せんを逸そらし、東の方を見やった。景が戦闘で強こわ張ばっていた顔を青ざめさせた。甲斐もだ。甲斐は「馬ば鹿かが……！」と荒っぽく毒どくづいた。


「くそ……なんてことだ」


　そう言ったのは景だった。


　茜も二人が見ている方角を眺ながめた。彼女には何も変わったことは感じられない。


「何があったの」


　恐おそる恐る二人の魔人に声をかけてみる。甲斐は答えなかった。景が吐はき捨すてるように、


「『堕おち』た。あれは……あれはたぶん、カイムだっ」


　景は肩かたで息をしていた。やはり甲斐に比くらべると、消しよう耗もうが激はげしい。


「お、堕ちたって……？」


　茜が繰くり返すと、景は彼女に顔を向けて、赤い瞳ひとみのまま言った。


「堕落クラツシユ」


　茜は息を止めた。


「そんな……カイムが!?　なんてこと──！」


　行き過ぎた悪魔の行こう使しを揉もみ消すセルネットにとり、『堕落クラツシユ』こそもっとも警けい戒かいすべき災さい厄やくである。一度堕ちれば脅おどしや説せつ得とくによる解かい決けつは不可能。ただちに実働細胞アクト・セルを動かして力ずくで悪魔を排はい除じよせねばならない。


　だが、暴ぼう走そうした悪魔は、使し役えき者しやの指し揮き下にあったときとは比べられないほどの力を発はつ揮きする。カイムほどの実力者が堕落クラツシユしたなら、いったい誰だれに止められるだろうか。


　景は瓦が礫れきから飛び降おりようと甲斐に背を向けた。


「待ちなっ」


　黒こく煙えんが幾いく条じようも立ち上のぼる空を横切り、甲斐の黒鮫が景の行く手を塞ふさいだ。


「まだ終わってねえ。気を散らしてんじゃねえよ」


　声には剣けん呑のんな響きがこもっていた。茜が正しよう気きを疑うたがうように甲斐を正せい視しした。


「ば、馬鹿、何言ってるのよ、ディンゴ！　それどころじゃないでしょ!?」


「るせえっ、黙だまれ！」


　甲斐が一いつ喝かつした。


「あのアマがくたばろうが堕っこちようが知ったことかよ！　んな間ま抜ぬけなんざ、俺たちには関係ねえ！」


　激戦が甲斐を獰どう猛もう化かさせていた。両りよう眼がんを赤く光らせて歯をむき出しにし、肩を怒いからせて立つ姿すがたは、同じ人間とは思えない。


　大声で喚わめく甲斐を、景がにらみつけた。景もまた、高ぶっていた。怒りと、それに何より焦しよう燥そうのたぎる高こう密みつ度どの視線で甲斐を貫つらぬくと、


「それで新につ田た菫すみれも見殺しにしたのか。貴き様さまの下くだらない趣しゆ味みのために」


「──！」


「聞いたぞ。彼女は『飼かい犬』だったそうだな。それがお前を頼たよってカイムを裏うら切ぎった。お前は彼女をカイムから守る立場だったんじゃないのか？　捨てておけばいずれはカイムの報ほう復ふくを受けると、わかっていたはずだ」


　甲斐の長身が動どう揺ように揺ゆれた。


　茜は弾はじかれたように甲斐を見た。甲斐はあのころディンゴとして自分と一いつ緒しよに行動していた。新田菫の存在は知っていたのだろうが、飼い犬とは気づいていなかった。カイムの動どう向こうにしろ、あれは完全な彼女のスタンドプレーだ。阻そ止しできなかったのも無む理りはない。


　しかし同時に甲斐は、菫が祐ゆう子この細胞仲間だったことを利用して囮おとりに使い、今回の事件が起こるよう仕向けた。菫を害する意志はなかったとしても、彼女を危き険けんにさらしたことに違ちがいはない。しかも彼女の警けい護ごは万ばん全ぜんではなかった。景は甲斐の粗そ略りやくなやり口を責せめているのだ。


「行かせてもらうぞ、甲斐」


　景が言い放はなち、ウィンドブレーカーをばさりと翻ひるがえす。甲斐はそれでも納なつ得とくしなかった。黒鮫の尾が地面を打って瓦が礫れきを粉ふん砕さいし、噴ふん霧むのように破片を撒まき散らした。


　景はやむなく足を止めた。


「甲斐っ！」


「うるさいっ。まだだ。まだ俺たちはやれる。まだやるんだ。弾カプセルを込こめろ、ウィザード」


　それ以上の議論を一いつ切さい拒きよ否ひして甲斐は言い捨すてた。


　景はしばらく立ち尽つくした。


　訪おとずれた沈ちん黙もくの中に、微かすかな振しん動どう音おんが流れた。携けい帯たいの着ちやく信しん音おん。景だ。


　相手によってバイブの種類を変えているのか、景には携帯を取り出すまでもなく、発はつ信しん者しやがわかったようだった。表情がいよいよ厳きびしく緊きん迫ぱくしたものになった。


　甲斐は微び動どうだにしない。出で方かたを待っている。景はついにカプセルを取り出し、一度に四、五粒つぶを口に放ほうり込んだ。


　甲斐は自分で強制しておきながら、景の行動に意い表ひようをつかれたようだった。ハッと目を開け、まるで制止するように景に手を伸のばしかけたが、慌あわててその手を握にぎりしめた。


「……よし。再開だ」


　甲斐が自分も新たなカプセルを取り出す。その瞬しゆん間かん、景の双そう眸ぼうがいままでにない激しい色しき彩さいを放はなった。赤というより、ルビーに黄おう金ごんを練ねり込んだような複ふく雑ざつな色彩。


〝影〟が、海面に舞まうシャチのように地面から伸び上がった。威い嚇かくのために低てい空くうに止とどまっていた黒鮫に取りつき、その肌はだの表面に移動して、黒鮫を大地に引きずり落とした。


　網あみに絡からまった黒鮫が激しく身体からだをばたつかせる。瞬またたく間まに瓦礫の山が崩くずれ、地形が地じ震しんのように波打った。


　黒鮫が咆ほう吼こうを上げる。〝影〟はダメージを無む視しして、黒鮫を大地に縫ぬい止め続けた。


　戦せん闘とうとしては無む茶ちやな行こう為いだ。パワーで勝まさる甲斐の悪あく魔まを相手に、こんなやり方が通用するわけはない。これは明めい確かくな時間稼かせぎだった。逃とう亡ぼうするために、あえて身を切らせているのである。


「舐なめるな！」


　甲斐はたちどころに景の意い図とを見み抜ぬいた。そして取り出したカプセルをのもうと口を開ける。使し役えき者しやのカプセル服ふく用ようは、悪魔にとってエネルギーの補ほ給きゆうに等ひとしい。甲斐が本気を出せば、こんな力比くらべなど一瞬で逆転することができるはずだった。


　が、その使役者目がけ、景はダートを投げるように手首を閃ひらめかせた。すると景の足あし下もと。〝影〟と繫つながる景の影から、数本の黒いラインが地面を駆かけて甲斐へと直進した。


　魚ぎよ雷らいのように迫せまるそれは、〝影〟を拘こう束そくしていたワイヤーに他ほかならなかった。〝影〟と同じく、景の影でできた幻まぼろしの鎖くさりだ。


　猛たけり狂くるう〝影〟を力尽くで縛しばり付けていたワイヤー。それが音もなく伸びて甲斐の足下に到とう達たつした。そのまま足首から蔦つたのように絡みつき、甲斐の全身を縛る。まさにのみ込もうと構かまえていたカプセルが鉄てつ屑くずの上に落ちた。


「て、テメエ！」


　甲斐の目が驚きよう愕がくと賛さん嘆たんに見開かれた。


「ツーパターン!?　ハハハッ。つくづく小こ細ざい工くの達たつ者しやな野や郎ろうだっ」


　景はそれ以上甲斐に構わなかった。甲斐と茜をその場に残し、廃はい車しや置き場から姿すがたを消す。完全に見えなくなってから、戦場に残っていた〝影〟とワイヤーがかき消えた。


　それで二人の戦たたかいは幕まくを下おろした。


　拘こう束そくを解とかれた甲斐は、しばらく瓦が礫れきの上で景の消えた方向をにらんでいた。


「……これで逃にがしたわけじゃねえ。それはわかってるよな、ウィザード。いや、物ものの部べっていったか」


　正しよう体たいをつかんだからには、再戦に持ち込むのはわけもない。だが、それは景が生きていてこそだ。堕おちたカイムと戦うなら、彼一人では苦しいだろう。


　甲斐は革かわジャンから埃ほこりや煤すすを払いながら、比ひ較かく的安全そうな場所に隠かくれていた茜の元に歩あゆみ寄った。


「場所はわかってる。俺たちも跡あとを追うぜ」


「……ま、待って。私、その……」


「あん？」


　甲斐が凶きよう暴ぼう極きわまりない眼がん光こうを放はなった。ＤＤの甲斐氷太は裏うら切ぎり者を許ゆるさない。だがデルタに対していえば、裏切り者なのは彼の方だ。


　そう思いさして甲斐は怒いかりを静めた。いくらか寂さびしそうな目つきになって顔を逸そらせた。


「そうだったな。第三世代細胞サード・セルのエリートさんが、ＤＤとつるんでちゃまずい。お前には借かりができたが、この借りはいずれ──」


「あ、いやね。そういうんじゃなくて」


「……んだよ？」


「腰こしが抜ぬけたの」


　甲斐は大いに脱だつ力りよくして東の方角を仰あおいだ。奴やつ一人で、どこまで保もつか。





　　　　◆◆◆◆◆





　アウトレット・モールの中に逃げ込んだ梓は、負ふ傷しようした足を引きずりながら階段を上へと逃げた。


　すぐ後うしろでクラーケンの肥ひ大だいした触しよく手しゆ──それはもう触手と呼よぶのも相応ふさわしくなかった──が階段の下に打ち寄せた。そして水みず嵩かさを増ますように体積を厚あつくし、階段を一段一段上のぼり始めた。予想したとおり、階段を上る動きは、駐ちゆう車しや場じようを満たしたときに比くらべて格段に遅おそい。横に広がる速度は驚きよう異い的てきだが、上下の移動はずっと緩ゆるやかだった。


　──沈ちん没ぼつする船に乗ってるみたい。それとも大だい洪こう水ずいの街まちとか。


　以前見た映画のシーンを思い出しながら、梓は階段を上がった。


　さしあたって悪あく魔まを回かい避ひする方法としては、上に逃げるのがもっとも安全だ。だが上に行くほど、最終的な脱だつ出しゆつの手しゆ段だんはなくなっていく。


　──二階の窓まどから飛び降おりようか？


　この足で着ちやく地ちするのは辛つらいが、命には替かえられない。梓は明かりの消えた店内を、駐車場と反対側へ走った。


　店の二階は様さま々ざまなブティックが並ならんでいた。広いフロアを複数のブースに割わり、店名を飾かざった壁かべや、商品を並べた棚たなで区く切ぎっている。その配はい置ちはなかなか複ふく雑ざつで、このアウトレットに入ったことのない梓は、自分の位置がつかめずにいた。


「はあ……はあ……」


　足の痺しびれが薄うすれるにつれ、痛みがひどくなってきた。つかまれたときの嫌いやな感かん触しよくがまだ残っている。


　──大だい丈じよう夫ぶ。こんなの平気。


　と気合いを入れた瞬しゆん間かん、足が何かを蹴け飛とばした。目の前の暗くら闇やみに、腰こしの高さほどの平棚があったのだ。


　思わず手をつくと、その棚が傾かたむいた。おそらく備そなえ付けの物と違って、ベニヤ板に布をかけて作ったような急ごしらえの棚だったのだろう。


　梓は傾いた板と一いつ緒しよに倒たおれ、身体からだを床ゆかに打ちつけた。伏ふせた身体に、テーブルクロスとディスプレイされていた商品が落ちてくる。暗闇に派は手でな音が響ひびき渡った。


「──いッ、つー」


　──もうっ、馬ば鹿か！


　擦すりむいた腕うでで立ち上がり、もう一度暗闇の中に足を進める。今度は慎しん重ちように、障しよう害がい物ぶつに注意する。明かりをつけたかったが、スイッチを探さがす時間が惜おしかった。


　──夜の世界。


　かつて麻ま里り奈なは自分たちの住む世界を称してそう言った。陽ひの光が当たらない、暗闇の世界だと。闇は恐きよう怖ふを増ぞう大だいさせ、恐怖は幻げん覚かくをリアルにする。いまも、まだ余よ裕ゆうがあると信じながら、すぐ後ろまで悪魔が迫せまってきている気がしてならなかった。


　──窓……窓はどこっ？


　いつの間まにか方向感かん覚かくにも自信が持てなくなっていた。駐車場と反対方向に進んでいるはずだが……はたして合っているだろうか。


　──案内図か何かあれば……


　この暗闇で読めるだろうか？　いや、それでも何もないよりはマシだ。


　梓は顔を上げて目を凝こらした。何か……何か標ひよう識しきのようなものでも出てないか。


　──あ、あれっ。


　天てん井じようから下がっているプレートがあった。何かマークのような物が二つ並んでいる。


「──トイレ？」


　──そうだ。トイレになら外と繫つながる窓があるかも……


　たとえ窓がなくても、建たて物ものの構こう造ぞう上トイレがあるのは外がい壁へきの近くだ。なら、その壁沿ぞいに移動すればどこかに窓がある。


　梓は標識に従したがって角かどを曲がった。壁の裏うら側がわにトイレがあった。中に入る。きれいに清せい掃そうされたタイルの床。その奥にベージュ色の壁があり、中に網あみ目め状の針はり金がねを埋うめ込こんだ分ぶ厚あついガラスの窓があった。


　──ビンゴ！


　梓は痛みを忘れて窓に駆かけ寄った。


　外を覗のぞく。左手に駐車場が見えた。駐車場があったのは建物の南側。とすると、こちらは西側の壁だ。正反対の方向ではないが、こちらからでも大きく迂う回かいすれば大通りまで逃げられる。


　梓は窓のロックを外はずした。


　その途と端たん。


　ビシャ！


　透とう明めいのヒレが外側から窓ガラスを叩たたいた。触しよく手しゆだ。


「うわっ！」


　触手はすぐに窓に張り付き、がたがたとガラスを揺ゆすり始めた。梓は慌あわててロックを戻もどした。


　──くそっ。こっち側の壁にも回り込んできたのかっ。


　唇くちびるを嚙かみしめる。それから、ゾッとして後ろを向いた。いまトイレの入り口を塞ふさがれたらお終しまいだ。まだ二階に来るには早過ぎると冷れい静せいに考えつつも、梓は想像の恐怖に押されて外に飛び出した。


　トイレの隣となりには階段があった。


　──一度一階に下おりよう。駐車場と反対側の非ひ常じよう口ぐちから外に出られるかもしれない。


　階段を下に降おりる。半分下りて踊おどり場に来たところで足が止まった。


　梓は絶ぜつ句くした。


　目の前の一階の床が、ブヨブヨ蠢うごめく液体で薄く満たされていたのだ。


　暗闇の中で見ると、身体が淡あわい燐りん光こうを発しているのがわかった。その光で一階が広く浮うかび上がっている。見える限り全すべての床がクラーケンの身体で埋うまっていた。


　駐車場で外がい灯とうの明かりに照てらされていた生きた湖みずうみが、今度は地ち底てい湖このように暗い室内を満たしている。西側の壁に回り込む速度といい、横に広がるスピードは、津つ波なみのように速い。ゆらゆらと揺ゆれ光る水面がまるで自分を嘲あざ笑わらっているようだ。


　──ちくしょう！


　梓は下りかけた階段を上のぼり直した。その階段を、一段、一段とクラーケンがよじ上り始める。


　身体からだが震ふるえていた。気を緩ゆるめると泣きそうだった。


　もう囲かこまれてしまったのだろうか？　一度悪い方向に考え出すと、嫌いやな想像ばかりが浮かんだ。さっき足をつかまれた感かん触しよくや、溶とけた嘲ちよう笑しようを浮かべるつぐみ。それに病院で廃はい人じんのように横たわる菫すみれ。あの触手に囚とらわれれば、自分も同じ結果になる。いや、もっとひどいだろう。いまクラーケンを制せい御ぎよする人間はいないのだ。


　液えき状じようの肉にく塊かいにのみ込まれる自分が脳のう裏りに浮かんだ。服の中に侵しん入にゆうし、肌はだに触ふれ、顔を覆おおい、毛け穴あなから中に入り込み、やがては息ができずに口を開け、そこから口こう内ないへ、のどへ、胃いへ──


　気が付くと、動きを止めて立ち竦すくむ自分がいた。梓は震える足を無む理り矢や理りに動かした。


　──景ちゃん……景ちゃん……


　挫くじけてはいけない。この暗闇の中、小さくなって泣いていても助かりはしないのだ。


　悪お寒かんを抱かかえたまま梓はもう一度二階フロアの奥を目め指ざした。


　吹ふき抜ぬけに出た。


　丸い回かい廊ろうの下に、一階のクラーケンが見える。梓は手すりから階下をのぞき込み、嫌けん悪おに顔を歪ゆがめながらも、ある一点に気を取られた。水面の一部が盛もり上がったのだ。


　膨ふくらみは人の背せ丈たけほどもある塊かたまりになり、さらに上へと伸のび上がった。動きを追う梓の視し線せんが水平になる。二階の高さまで持ち上がった塊が、ブルブル震えて形を作った。


　人間の顔だ。


　つぐみだった。


「…………」


　梓が戦せん慄りつする。その梓の前で、直ちよつ径けい一メートルはあるつぐみの顔が崩くずれた艶えん笑しようを浮かべた。口が開き、ゴボゴボと水すい泡ほうを弾はじかせて声を出す。


「どぼじたん、だあい……にげばくて、いいのか、ばあ……？」


「…………ヒッ」


「たっぶり、かばあいがって、ばげるばら、べえ……」


　にたぁり、と笑い、巨きよ大だいな顔がん面めんが近づいてきた。梓は後あと退ずさろうとしたが、足がいうことを聞かずに、その場にすとんとしゃがみ込んだ。


　近づいた顔面は大きく口を開けて頭を仰のけ反ぞらせた。そして手すりにかぶりついた。


　巨人が拳こぶしを叩たたき落とすように、顔面が手すりと床ゆかに衝しよう突とつした。亀き裂れつが走り、床が割われる。梓が座すわり込んでいた床が、ガクンと沈しずんだ。


　──落ちる。


　下はゼリーの海だ。落ちればどうなるか。梓は我われを忘れた。


「キャアアアアッ。助けてっ──助けてえぇぇぇっ！」


　傾かたむいた床の上を身体が滑すべった。梓は死しに物もの狂ぐるいで腕うでを伸ばしたが、その手は空むなしく宙を搔かいた。身の竦すくむ浮ふ遊ゆう間かん。突つき落とされる絶ぜつ望ぼう。


　梓は落らつ下かした。だが、その落下は梓が思ったより短かった。空中で何かにつかまれたのだ。


　真っ白になった頭で自分の身体を見る。身体がコートごと黒い何かにつかまれていた。


　指。いや、巨大な鉤かぎ爪づめだ。梓は、闇やみ色いろをした巨大な腕に、落下する途と中ちゆうでつかまれたのだった。


　腕を伸ばしているのは鎧よろいをまとった鬼おに。その姿すがたは、以前、この目で見た。


「景ちゃん！」


　一階に景が立っていた。それもクラーケンの湖みずうみの真ん中に。


　売り物のライトスタンドの明かりが景の影かげを作っていた。その影が景の周しゆう囲い一メートルに渡って円形に広がり、クラーケンの侵しん蝕しよくを阻そ止ししている。


〝影〟は梓の身体を乱らん暴ぼうに景に押しつけた。景は梓を受け取ると、痛いほど腕を引いて走り出した。行き先はさっきの階段。景が走るのに沿そって足あし下もとの影も移動し、湖の水を割わり裂さいた。


「景ちゃん!?」


「走れ。速くっ」


　声は掠かすれ、いつになく切せつ迫ぱくしていた。顔が苦く渋じゆうに歪ゆがんでいる。ゼリーの中を強ごう引いんに横切るのは、景にとっても大変な負ふ荷かになっているようだ。


　あと一歩というところで、いきなり景が梓を前方の階段に押し飛ばした。


「いたっ！」


　痛めた足でとっさに踏ふん張ばり、階段の中なか程ほどに飛び上がる。直後に、後こう方ほうのライトスタンドがクラーケンに破は壊かいされた。


　明かりが消え、影も消える。


「ッグ！」


　景が鉛なまりのような呻うめき声をもらして階段の上に倒れ込んだ。ぎりぎり間まに合わなかった。両足がクラーケンに触ふれたのだ。


　──いけない！


「景ちゃんっ、しっかりして！」


　梓が慌てて景を引き上げる。景は踊おどり場まで這はい上がり、そこでぐったりと横たわった。


「ハッ、ハッ、ハッ、ハッ──ぐ！」


　景は額ひたいを床に打ちつけると、ゲエゲエと嘔おう吐とした。吐と瀉しや物ぶつにはまだ溶とけきっていない、へしゃげたカプセルの容よう器きがいくつも混まじっていた。


　梓は慌てて景の身体に手をかけた。そして──


「──え？」


　と我わが目を疑うたがった。


　──……え、な、何これ……？


　梓は景を見て言葉を失うしなった。


　景は──壊こわれかけていた。それがなぜかはっきりと見えた。


『テアー・チェイン』での乱らん戦せん。甲か斐い氷太との決けつ闘とう。本ほん来らいなら、いずれも万ばん全ぜんの態勢を整ととのえ、全力を出し尽つくして事ことに当たるべき大事である。それをろくな用意もないまま、連れん日じつのようにこなしてきたのだ。カプセルの乱らん用ようや悪あく魔まの行こう使しは、ただでさえ心しん身しんを破は壊かいする。景がこの数日、自分に課かしてきた無む茶ちやは、並なみのユーザーの限界を優ゆうに超こえていた。その恐おそるべき負ふ担たんは、景の両肩かたにズシリと食い込んでいた。


　それだけではない。梓の目にはこの数年間で蓄ちく積せきされたカプセルの残ざん滓しが見えた。景の身体はすでに取り返しがつかないほど酷こく使しされていた。それは、放ほうっておけば死ぬ、というレベルに達している。生命のオーラが、穴あなだらけになっているのだ。


　景のマンションでの発ほつ作さが脳のう裏りを過よぎった。景が副ふく作さ用ように苦しみながら、カプセルを要求した理由がわかった。景は半はん壊かいした身体を、カプセルで維い持じしていたのである。


「なんてこと……」


　なぜそんなものが見えるのか、梓にはわからなかった。しかし見えているものが間ま違ちがいではないことが確信できた。


　幼おさななじみの少年は、すでに半分死んでいるのだ。中ちゆう毒どくとか、そんな段階ではなかった。


　──ああ、こんな……これほどだなんて……


　梓は目に涙なみだを浮うかべて口元を覆おおった。その梓の見守る前で、嘔吐し、息をついていた景が、ボロボロのまま身体を震ふるわせた。


　やがて景の身体の振しん動どうは、低い、笑い声になった。


「ク──クク、クククク──」


　震えはひどくなり、たがが外はずれたように四し肢しがガタガタと揺ゆれ動いた。梓は景を抱だきしめて止めようとしたが効こう果かがなかった。


　低い、喉のどを震わせる笑い声は、すぐに薄うすら笑いになり、はっきりとした嘲ちよう笑しようへ。そして耳をつんざく哄こう笑しようへと変わった。


　ガツ、と景が拳こぶしを床ゆかに叩たたきつけた。


「やってくれるぜ、あのアバズレ！」


　吐はき捨すてた台詞せりふには、まざまざとした怒いかりと、血に飢うえた興こう奮ふんがあった。


　梓は震しん撼かんした。


　景はカプセルを二粒つぶ取り出して口に入れた。震える足で立ち上がる。両足はクラーケンの攻こう撃げきを受けたはずだが、痛みを感じていないかのようだった。


　手すりにしがみつきながら階段を上のぼる。


「本体はどこだっ？」


「ほ、本体……？」


「新につ田たつぐみの身体だ」


「景ちゃん!?　なんでそのこと？」


「話は水原から聞いてる。どこなんだ！」


　梓が問い返すと、景は神しん経けい質しつに怒ど鳴なり返した。冷れい徹てつさがない。感情をむき出しにしている。


　普ふ段だんの景ではなかった。幼いころも含ふくめて、こんな景を見るのは初めてだった。梓は心しん臓ぞうが冷ひえる思いだった。


「たぶん、まだ駐ちゆう車しや場じようの方に」


「あそこか」


　景は手すりを頼たよりに階段を上りきった。それから駐車場の方を目め指ざそうとしたが、ろくに動かない足に妨さまたげられて床に転てん倒とうした。


　梓は急いで階段を駆かけ上がり、倒たおれた景に手を貸かした。


「ど、どうする気なの？」


「あの女を殺す」


　簡かん潔けつな言い草が、梓に衝しよう撃げきを与あたえた。


「そんな……噓うそでしょ？　そんなのいいから逃にげようよ。あんな人、放ほうって置けばいいじゃない……」


「馬ば鹿かなっ」


　景は逆ぎやく上じようしたように梓の襟えり元もとをつかんだ。


「あの女は、君を喰くおうとしやがったんだぞ！　ユーザーですらない君を、奴やつは──」


　あっ、と梓は自分の誤ご解かいを悟さとった。同時に景が我われに返って、梓の襟元を放はなした。


「景ちゃん」


「……どのみち、奴を止めるしか生き延のびる術すべはない……」


　景が硬かたい表情に戻もどって足を引きつつ前に進んだ。梓も無む言ごんで彼に肩かたを貸し、一いつ緒しよになって来た道を引き返した。


　──景ちゃんは、


　景は自分を襲おそったからカイムに怒おこっているのではない。梓を傷きずつけたから怒っているのだ。そうと知って、梓は、いまさっき景に感じたばかりの恐きよう怖ふと違い和わ感かんが風ふう化かするのを感じた。


　──なんて馬鹿な、単純な女。


　だがその思いは、単純な景への恐おそればかりでなく、クラーケンへの恐怖や、闇やみへの恐怖。夜の世界への恐怖までを、風化し、吹ふき払ってしまった。


　二人でいる。隣となりに景がいる。景と触ふれ合っている。それが梓の、恐怖に打ち勝つ十じゆう分ぶんじ条よう件けんだった。


　二階の駐車場に面する側には喫きつ茶さ店てんがあり、バルコニーのように外に出られる場所があった。二人はそこから夜空の下に出た。


　眼がん前ぜんに広がる駐車場は、相あい変かわらずクラーケンの身体からだに覆おおい尽つくされていた。梓は遊ゆう歩ほ道どうに視し線せんを向けた。


　いた。


　つぐみの身体は、まだ同じ位置で地上──いや、水上二メートルの位置に浮うかんでいた。


　景が、ぜえぜえと息を切らしながらつぐみの姿すがたを認みとめる。と、景の目が半分裏うら返がえり、ネジが切れたように足あし下もとに崩くずれた。もう限界なのだ。


「景ちゃんっ。やっぱり無む理りよ。あなた、ほんとに死んじゃうわ！」


「……光だ」


「え？」


「光がいる……影かげを」


　梓は何か光こう源げんを求めて辺あたりを見回した。


　バルコニーを照てらすための外がい灯とうがある。あのスイッチは？　たぶん喫茶店の中だ。


　梓は喫茶店に引き返して明かりのスイッチを探さがした。カウンターの中に見つけだしたスイッチを全すべて入れる。店内の電でん灯とうが灯ともり、バルコニーのライトが点てん灯とうした。


　影ができた。


　景が、うっすらと笑えみを浮かべた。


「いいとこ三十秒か……面おも白しろいっ」


　景がさらにカプセルをのんだ。もう何十粒つぶのんだのかわからない。


〝影〟が主あるじの召しよう喚かんに応こたえた。


　その姿すがたもすでに充じゆう分ぶん傷ついている。立ち上がる力もなく、両手をついた格かつ好こうで肩を激はげしく上じよう下げさせていた。


　梓は異い形ぎようの存在に恐れながらも、景の下もとに駆け戻もどった。ウィンドブレーカーにくるまって座すわり込こむ景の下にしゃがみ、背中から彼を支ささえる。景は梓に背中を預あずけ、霞かすむ視線を〝影〟に投げた。


「行け」


　景の命を受け、〝影〟が前のめりにバルコニーから身を乗り出した。


　身体が大きく伸び上がる。そして、〝影〟は、クラーケンの海に入った。


　這はいずるように腕で移動する。まずは右手。たちまち触しよく手しゆが絡からみ、腕うでを這い上がってきた。


　左手。同じように手首から二の腕をよじ登ってくる。


〝影〟は右腕を抜ぬいて前方に投げ出し、身体を引き上げて腕を下ろした。それから左手を抜く。身体を前に。左手を着つく。今度は右手。


　一いつ歩ぽ一いつ歩ぽ、腕を前に着き、身体を伸ばしてつぐみに近ちか寄よる。星明かりと外灯に照てらされ、燐りん光こうを放つ沼ぬまを泳ぐ黒い巨人。幻げん想そうの中の光こう景けいだ。


〝影〟は底そこ力ぢからを見せたが、それでも限界があった。動きは徐々に鈍にぶく、腕は重たくなっていった。クラーケンが〝影〟に触ふれるたび、景の身体には焼やきごてを当てられたような鋭するどい衝撃が走った。梓は何もできないまま、ただ景の手を強つよくにぎった。


「もういい。もういいわ。やめて、景ちゃん。戻って！」


　梓が景の耳元で懇こん願がんした。景は答えない。瞳が朦もう朧ろうとして、すでに梓を映うつしていない。


　景が自みずから宣せん言げんした三十秒が、無情にも過ぎ去った。


　ついに〝影〟の背中にまでクラーケンがのしかかってきた。身体の半分がクラーケンの中に埋うまった。そのままずぶずぶと肉にく塊かいに沈んでいく。〝影〟の動きが止まった。


「……く」


　弱々しい声をもらし、景の首が前に傾かたむいた。同時に呼吸が止まる。


　梓は真まっ青さおになった。


「景ちゃんっ!?　景ちゃん！」


　半狂乱になって身体を揺ゆさぶる。見れば〝影〟は完全にクラーケンにのみ込まれていた。


　──噓……噓……！


「しっかりして！　目を開けてよ。冗談じゃないわ。景ちゃんっ。ねえ、景ちゃんっ！」


　反応はなかった。景の命の火が消えかけている。なのに、それを止める方法がわからない。


　この時点で梓は完全に我われを失っていた。


　だから、どうして自分がそんなことを口走ったのかも、理り解かいしていなかった。


「こんなのでいいの？　景ちゃん、あなた『彼女』をどうする気？　あなたはこれでいいの!?」


　その一ひと言ことを聞いた瞬間。景の目に光が戻もどった。その光は、黄おう金ごんの混まじった紅くれない色をしていた。


「──！」


　全身の血を絞しぼるかのように、景がウィンドブレーカーの中で激はげしく身もだえした。


　バルコニーの床ゆかに爪つめを立てる。
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　砂をかくように踵かかとを動かす。


　喉のどを突つき上げて空気を貪むさぼる。


　眦まなじりが裂さけるほど両目を見み開ひらく。


「ガアアアアッ！」


　景が獣けものじみた叫さけび声ごえを放った。


　景の変化に連れん動どうし、肉塊に沈んだ〝影〟が腕を持ち上げた。すぐさまクラーケンが動きを妨げ、ゴム状に四し肢しに絡みついた。〝影〟は全身の筋きん肉にくを力りきませ、触しよく手しゆをバリバリと引きはがしながら立ち上がった。


　仮面の呼こ吸きゆう孔こうから金色の光がもれていた。全身が熱を発はつし、触ふれる物ものを焼やいている。クラーケンは怯おびえたように身体を縮ちぢませた。


　──な、何!?


　唐突な変化だった。景の全身がまざまざとした闘とう志しに燃え上がった。


　梓が止める間もなく、景は残っていたカプセルを余あまさず口に入れた。歯で嚙かみ潰つぶし、中身を啜すすって殻からを吐はき捨すてた。血ち走ばしった目を錐きりのように細める。爪つめの割われた指を広げ、見えない果実を摘つまむように腕を上げる。


〝影〟もまた灼しやく熱ねつした鉤かぎ爪づめを天てん空くうに掲かかげた。


「ッ！」


　景が、ぐっ、と拳こぶしを握にぎりしめた。


〝影〟が鉤爪を、つぐみの頭ず上じようへ叩たたきつけた。


　バシッ


　つぐみの身体がクラーケンの海にはたき落とされた。そのままアスファルトと激げき突とつする。


　飛沫しぶきが跳はねた。ゼリーの下でつぐみが横たわる。


　それを最後に景は力尽つきた。梓の腕の中に倒たおれ込んで意い識しきを失うしなった。


　──神様……！


　シン──と辺あたりが静まりかえった。そして──


「引いていく!?」


　潮しおが引く光景に似にていた。洪こう水ずいのように溢あふれていたクラーケンの身体が、音もなく水位を減げんじ、同時にどんどん稀き薄はくになって、ついには見えなくなった。


　あとには四肢を広げて投げ出されたままの、つぐみだけが残った。


「……消えた……終わったの？」


「の、ようだな」


　心しん臓ぞうが飛び跳はねた。いつのまにかバルコニーへの出入り口に二人の人間が立っていた。しかも、そのうちの一人は顔見知りだ。


「み、皆みな見みさん！」


　茜あかねはばつが悪そうな顔で観かん念ねんしたように梓を見返した。


　──隣となりにいるのは誰だれ？


　背の高い、野や性せい味みに溢れた精せい悍かんな男だった。革かわジャンを着きている。ということはＤＤか？


　──あれ、待って。別人みたいだけど、あいつって確たしかセンター街がいで……


「ウィザードは？」


　男が尋たずねた。梓はハッとして景の様よう子すを確かく認にんした。景は意識を失っていた。呼こ吸きゆうは掠かすれ、心しん音おんが弱々しい。だがクラーケンに潰つぶされかけていたときの、死につつある、と梓を凍こおり付かせる危き機き感かんは失せていた。


　男も状じよう態たいを見て取ったのか「無ぶ事じか」と小さくつぶやいた。


　男はなぜかウズウズしていた。男の視し線せんには、わき上がる歓かん喜きと欲よく望ぼうを必ひつ死しで堪こらえているような緊きん張ちよう感かんがあった。暗い衝しよう動どうを抑おさえつけているように見えるのだ。


「この件はＤＤが持つ」


　梓が警けい戒かいする前で、男は厳げん粛しゆくに宣せん言げんした。


「この店の破は損そんと新田つぐみの後あと始し末まつをな。幸さいわいあの女、死んじゃいねえ。全部、うちがやったことにする。海うみ野のには、警けい察さつには行かないよう言っとけ。うちがカタをつける。いいな」


　一いつ方ぽう的てきに言って、男はその場をあとにした。


　残った茜は梓に淡たん々たんと言った。


「セルネットはすぐにウィザードの正しよう体たいを暴あばきにかかるわ」


「え？」


「……注意するのね」


　そう忠ちゆう告こくして茜もまた男の跡あとを追った。


　梓は景を抱だきかかえたまま、しばらく呆ぼう然ぜんとバルコニーにしゃがみ込んでいた。





　　　　４





　翌よく日じつは、霧きり雨さめの降ふる静かな日曜日だった。


　十二月の雨は冷たい。傘かさを差して道行く人々は、いっそ雪になってくれないものかとコートを抱き寄せ、マフラーを巻き直している。身体からだに染しみ入る寒かん気きを厭いとい、多くの人は急ぎ足で濡ぬれた歩道を歩いていた。


　風は凪ないでいた。濡れる心しん配ぱいはなかったが、視し界かいが雨に煙けむっている。


　喫きつ茶さ店てん『パンドラ』もまた、薄い水すい膜まくのカーテンで覆おおわれていた。外がい壁へきを飾かざる蔓つる草くさは雨に触ふれてうっすらと湿しめり、店名を記しるした赤茶色の銅どう板ばんも水すい滴てきを落としている。ただ、半地下の店内に通じる採さい光こう窓まどだけは、店内の空気に触れて暖あたたかに曇くもっていた。


「コーヒーが美う味まいねえ」


　香こうばしい湯ゆ気げをあごに当て、水原がのんびりと身体を伸のばした。


「雨とコーヒーって誰だれか歌ってなかったっけ？　休みの日の歌」


　ゆるんだ表情でコーヒーを口に運ぶ。悩なやみのない様よう子すが真実なのか演えん技ぎなのか、梓にはわからなかった。


　同席していた千絵は、ため息をついて自分のコーヒーカップを取った。


「レコーダーを落としたのは大失敗だったわ。犯はん人にんもいまでは病院。どうしようもないわね」


　千絵が落らく胆たんするのを見て、梓もまた項うな垂だれた。


　千絵は、甲か斐いの伝でん言ごんを伝つたえるまでもなく、警察に連れん絡らくを取らなかった。やはり物ぶつ証しようがないというのが一番の理由らしい。そしてまた、肝かん心じんのつぐみが意い識しき不明の重じゆう態たいとあっては、菫すみれの事件の詳しよう細さいを話しても信じないと判断したのである。


「二人とも重態だけど、回復は菫さんの方が早いと思うの。そうすれば、彼女自身の口から説明できる。他人が口を挟はさむ必要はないでしょう」


　と千絵は梓に言った。


　以前の千絵なら何を置いても警察に報ほう告こくしていただろう。祐ゆう子この一件以い来らい、彼女は人の罪つみを暴あばくという行こう為いに、とても慎しん重ちようになった。梓も千絵と同じ意見だった。


　それに、千絵が調ちよう査さを打ち切った理由は他ほかにもある。あの現場に居い合あわせた彼女は、悪あく魔まを目もく撃げきこそしなかったものの、さすがに何か尋じん常じようでない空気を感じ取ったようだった。特に、つぐみの『堕落クラツシユ』だ。


「あのとき、新田つぐみの身体は空中に浮ういてたわ」


　目の錯さつ覚かくだ、と言いたくて言いたくて仕し方かたない口くち振ぶりだった。


　あの場所は千絵が指し定ていした場所だし、時間だってそうだ。あんなトリックが用意できるわけはない。何より、あんなトリックを用意する意味がない。


「手しゆ段だんも理由もわからない。少なくともまともな理り屈くつじゃない」


　千絵はそう言ったきり、つぐみの空中浮ふ遊ゆうの件については意見しなかった。だが、口には出さずとも、いま彼女の頭の中が「悪魔」のことでいっぱいなのは間ま違ちがいない。以前菫に話した案を大おお幅はばに修しゆう正せいしつつ、あらゆる角度から彼女の持つ「常じよう識しき」とのすり合わせを行おこなっているのだ。何も言わないのは、答えを出せずにいる証しよう拠こだろう。


　例によって、水原は何も喋しやべろうとしない。


　梓もまた話さなかった。昨日きのうの晩の衝しよう撃げきは、まだ少しも薄れていない。あれから梓は景の意識が回復するまでアウトレットの中にいた。それからタクシーで景を家に送り、ベッドに寝かしてからマンションを出たのである。


　クラーケンとの戦せん闘とうの最中、梓には、景の身体が廃はい人じんのようにボロボロになっているのが見えた。だが、夜が明あけ、彼の家に着いたときには、それが錯覚だったように何も感じられなくなっていた。


　いまとなっては、あのとき見たものがなんだったのか、梓にはわからない。あのとき梓はカプセルものんでいなかったのだ。それで悪魔が見えたこと自体おかしなことである。何にせよ、景が抱かかえる病びよう巣そうが深しん刻こくであることははっきりしている。景が休きゆう息そくしたら、真しん剣けんに彼の病びよう状じようを話し合う必要があるだろう。


　──でも……


　一番頭から離はなれないのは、景が最後に見せた姿すがただった。


　麻ま里り奈なと戦たたかっていたときも、景は梓の知らない姿を見せた。揺ゆるぎない自信と、冷れい徹てつな意志。敵てきを嘲あざける不ふ遜そん。死し線せんを愉たのしむ狂気。それは別に悪魔を使うからどうだという問題ではなく、パーソナリティーの問題だった。あのときの景は、幼おさないころの景とは似ても似つかなかったし、また高校生活で見せる陰いん気きで無ぶ愛あい想そうな景とも明らかに異ことなっていた。


　そして昨夜ゆうべの景。まるで破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまりだった。


　──『例たとえば僕ぼくの悪魔。あれは元々僕の中にいた奴やつだ』


　──『あれは僕の中に潜せん在ざいしていた性質が形を取ったものだってことさ』


　まさしくその通り。梓にはあのときの景が、彼の操あやつる〝影かげ〟に重かさなって見えた。普ふ段だんの彼なら絶対にあり得えない剝むき出しの激げき情じようといい、自じ滅めつしてでも敵を倒たおそうする盲もう目もく的てきな戦意といい、梓が想像もしていなかったドロドロした景の姿だ。あれが彼の、本ほん性しようなのだろうか？　そんな風ふうに思いたくはないが、しかし……


　──わたしはいったい、どうやって景ちゃんを助ければいいんだろう。


　このままにしておけないことは、はっきりしている。それなのに取るべき手しゆ段だんがわからない。梓にとって一番嫌いやな状じよう況きようだった。


「ま、何にしろ、一いつ件けん落らく着ちやくでねーの？　あとは菫ちゃんのお見み舞まいに通かよって、ゆっくり回復を待ちましょうや」


　完全にリラックスした物もの腰ごしで水原が言う。彼にかかると、どんな問題もイージーになる。昨晩、梓を残して別れたときの苦く渋じゆうに満ちた態たい度どが噓うそのようだ。


　脳のう天てん気きな水原を、千絵が恨うらめしそうに横目で見た。


「なんだか納なつ得とくできないわ……あなた本当はもっといろいろ知ってるのに隠かくしてない？」


「ふ、千絵ちゃん。ミステリアスであることは、モテる男の特権だぜ。いい男ってのは、寝ね物もの語がたりで一つずつベールを脱ぬいでゆくものなのさ」


　斜ななめ四十度の角度で、髪かみをかき上げながら言う。千絵はげんなりと顔をしかめた。


「……気き色しよく悪わるいウィンクを飛ばさないでちょうだい。私が言ってるのは、あなたの個人的な秘ひ密みつじゃなくて、カプセルやセルネットやＤＤに関する情じよう報ほうのことよ」


「それはほら、俺おれの訳わけありな過か去こと密みつ接せつに繫つながってるわけじゃん？　その手の蘊うん蓄ちくは、俺のハードボイルドなエピソードをにぎわす演えん出しゆつ材料なわけなんだからさ。そう。たとえば、俺が当時組んでたジョニーの裏うら切ぎりを知ったとき……」


「ああ、もういいわ。どうせあなたの戯ざれ言ごとを聞いても、その真しん偽ぎをリサーチするのは結局私なんだから。その手て間まがどれほどのものか、あんたに言ったってわかりやしないでしょうよ」


　と、うんざりするのを通り越こし、沈ちん痛つうな面おももちで千絵はぐちった。それから口の中でぶつぶつと、


「……なのに、どうもこいつばかり、いいとこ取ってる気がするのよね。理り不ふ尽じんだわ……」


「ん、何かな？」


「……なんでもないわよ」


「それはね、千絵ちゃん。世の中には努力しても報むくわれない者と、努力しなくてもオイシい目をみる者がいるという、不公平ながらも否ひ定ていできない現実の現あらわれなのだヨ」


「き、聞こえてんなら、わざとらしく聞き返さないでちょうだいっ！　しかも、何？　その、世の中を舐なめきった考こう察さつは!?」


「真しん理りだろ？」


「帰れっ」


　千絵が唾つばを飛ばすのを見て、梓は思わず吹ふき出した。心温あたたまる二人の口こう論ろんを聞いていると、梓にも少しは力がわいてくる。


　──いつかはこの二人にも、景ちゃんのことを相そう談だんできるようになるかもしれない。


　そうなればいいと思う。一人で悩なやんでわからないことでも、この二人となら解かい決けつの方法が思いつくかもしれない。でも、いまはまだ駄だ目めだった。二人を信用しないわけではなく、梓自身の心の問題だ。


　──ごめん。もうちょっと待ってね。わたし自身の整理がついたら、何もかも打ち明けるから……


「千絵。わたしちょっと先に帰るね。用事があるから」


「あ、あら。そう……わかったわ。お大事にね」


「千絵こそ。足挫くじいたの、早く治してね」


　まだ減へらず口と憎にくまれ口の応おう酬しゆうを続ける千絵と水原に苦く笑しようを残し、梓は一人で『パンドラ』の階段を上のぼった。


　雨はまだ変わらずに降ふり続いていた。


　梓は傘かさを広げた。曇くもっているわりに外は明るい。この辺あたりは人通りもないし、柔やわらかい雨あま音おとが、遠くから聞こえる雑ざつ踏とうやエンジン音を消していた。とても静かな、落ち着ついた空気だ。


　梓は水溜たまりに足を踏ふみ出し、そのまま立ち止まった。


『パンドラ』を出たところに、景が傘を差して立っていたのだ。


　とっさにかける言葉が出なかった。


　景は昨日きのうの服装のまま、青いウィンドブレーカーを着きて立っていた。ただ、その格かつ好こうをしているときの超ちよう俗ぞく的てきな雰ふん囲い気きはなかった。魔ま法ほう使いのローブではなく、たんに服を着ているのと変わらない感じなのだ。フードも外はずしていた。何より、眼鏡めがねをしていない目に、他人と距きよ離りを取る構かまえた様よう子すがなかった。


　飾かざらない、ごく普ふ通つうの男の子に見えた。


「景ちゃん……どうしたの？　身体からだ、もういいの？」


「……ああ。もう、大だい丈じよう夫ぶだ」


「そ、そう。でも無む理りしないで。こんなとこに、いったいどうしたの？」


　景はしばらく口ごもった末すえ、意を決したように口を開けた。


「君きみに謝あやまりにきた。それと、お礼れいを言いに」


「え？」


　おかしなことに、それは梓が一番思ってもみなかった台詞せりふだった。景は飾らない眼まな差ざしのまま、真まっ直すぐに梓を見て言った。


「昨日はすまなかった。君たちは知らないかもしれないけど、昨日カイムが君たちを襲おそおうとしたのも、ＤＤがそれを機に襲しゆう撃げきをかけたのも、元を正ただせば僕に責せき任にんの一いつ端たんがある。僕のせいで危き険けんな目に遭あわせた。ごめん」


「……え。あの」


　──『ごめん』？　いま景ちゃん、『ごめん』って言った？


　面めん食くらう梓に、景は丁てい寧ねいに言葉を続けた。


「それにありがとう。昨日、君の助けがなければ、僕は勝てなかった。君のおかげだ」


　景は視し線せんを逸そらさない。梓は、カーッと頭に血が上のぼる気がした。


「そんな、わたしは何も……ありがとうだなんて……わ、わたしこそ助けてもらって……」


　──なんなの。急に一体……


　顔が火ほ照てった。景からこんな風ふうに言われたのは、生まれて初めてだった。いつにない改あらたまった態たい度どが、梓の胸むねをドギマギさせる。幼おさないころにはなかったことだ。


「これは僕の携けい帯たいのナンバーだ」


　と景は錯さく乱らんする梓に一枚の紙切れを渡した。


「携帯って……」


「僕はある悪あく魔まを追っている」


　真ま面じ目めな口く調ちようとその内容に、梓はハッと気を引き締しめた。


「その悪魔を見つけるまで、僕はこの世界から逃にげ出すつもりはない。だから君のことは巻き込みたくなかった。関かかわって欲ほしくなかったんだ。でも、今回のようなことがあった以上、今後も僕の問題が君にまで迷めい惑わくをかける事じ態たいはありえると思う」


　景はわずかにうつむいて嚙かみしめるように告こく白はくした。




[image: ]


　そして顔を上げ、梓の目を正しよう面めんから見つめた。


「何かあったら連れん絡らくしてほしい。僕は自分の目もく的てきを諦あきらめることはできないけど──君のことは、絶対に守ってみせる」


　真しん剣けんな、そして真しん摯しな表情だった。


　そう言い残して景は背を向けた。そのまま霧きり雨さめの中を歩あゆみ去っていく。


　梓はぼうっとしたまま景の背中を見送った。


　それからもしばらく、ぼうっとしたままだった。


　二十分後、千絵と水原が店を出て、驚おどろいて梓に声をかけるまで、ずっとそのままだった。





　　　　◆◆◆◆◆





　おかしな夢ゆめを見た。





　わたしたちがいるのは、あの懐なつかしい王国だった。


　わたしが女王様で、景ちゃんがその国の住人。


　景ちゃんには不ふ思し議ぎな才さい能のうがあって、王国を言葉で飾かざるのだ。やっていることはただのゴッコ遊びなのに、景ちゃんが言うと空くう想そうは色をつけた。無限に広がり、深みをたたえ、においと音と手て触ざわりを持った。


　そこにはいろんなものがあるんだ──


　と景ちゃんは両手を広げながら魔ま法ほうを唱となえた。


　お城しろがあるのは深い森の中で、訪おとずれた人は暗い樹じゆ木もくの道を、馬を引いて歩かなきゃいけない。森には鹿しかや兎うさぎの他ほかに、黒くろ豹ひようや大だい蛇じやもいる。魔ま物ものだっている。だから道から外はずれないよう、一団になって進まなきゃならないし、昼でも松たい明まつを絶たやさないよう、油の量を気にしてなきゃいけない。休きゆう息そくできる場所は限られてて、ちょっとした森の切れ目とか、見み晴はらしのいい丘おかの上とかだけなんだ。湧わき水の出る岩いわ場ばや、木イチゴのなる茂しげみには、それだけ森の生き物もいっぱいいるからね──


　森を抜ぬけると、広い湖みずうみに出るんだ。湖はひっそりと息を潜ひそめてて、所々雲の切れ目から差し込む陽光で、キラキラと光ってる。枯かれた大たい木ぼくが水面から突つき出してて、その下を人の背せ丈たけもある大きな魚が泳いでる。水みず辺べにはいいにおいのする花が咲さいてて虫や蝶ちようが飛び交かってる──


　そして湖の向こうにお城があるんだよ。小さいけど細こまやかな造つくりのお城で、細い尖せん塔とうがいくつもあって、白い大だい理り石せきで組まれてる。大理石には蔓つる草くさが絡からんでて、城じよう壁へきの窓まどには鳥が巣すを作っている。真っ白でとてもきれいなんだけど、森の中に溶とけ込んでるんだ。湖こ面めんには水上に突き出す大たい樹じゆの枝えだと、白くそびえるお城の尖塔が映うつっているんだよ──


　それで訪れた人はびっくりして湖を渡るんだ。森の木を伐きり、いかだを組んで。湖はとても静かで、櫂かいを入れると水音が湖の端はしまで届とどくんだ。風も凪ないでて波も立たない。いかだは水面を滑すべってあっという間まに湖を渡ってしまう──


　お城の門は開いてるんだ──


　中に入っても誰だれもいない──


　部へ屋やはイタチや山やま猫ねこの住すみ処かになってて、地下室には鼠ねずみが巣を作ってる。屋や根ね裏うらには大きな赤あか狒ひ狒ひの親子が住んでて、ときどき天てん窓まどから屋根に出てくる。庭にわは野や生せい化かした花が実みをつけていて、やってきた小鳥がそれをついばんでいる。そこはとても平和なところだけど、人は一人もいない、忘れられた国なんだ──


　あれ、とわたしは首を捻ひねった。


　景ちゃんの話はいっぱい聞いたけど、そんな話は聞いたことがなかった。


　夢の中のわたしは、人は誰も住んでないのか、と尋たずねた。


　昔むかしはいたんだよ、と景ちゃんは答えた。


　でも、もう誰もいないんだ──


　わたしは、ぶるっと寒さむ気けを感じて身体からだを震ふるわせた。


　景ちゃんは続けて話した。


　訪れた人々は、そこで一夜を明あかすんだ。夜が明けたらまた森に戻もどる。そしてもう帰ってこない。また王国は密ひそやかに森の中で眠ねむるんだ。誰にも知られることもなく。思い出されることもなく──


　そう語る景ちゃんの目は、暗い眼まな差ざしをしていた。わたしは、やめてと思った。そんな話はなんだか嫌いやだ。


　でも、夢の中のわたしは何も言わなかった。黙だまって景ちゃんの話に耳を傾かたむけてから、それからどうなるのかと訊きいた。


　それでおしまいと景ちゃんが答えた。


　夢の中のわたしはしばらく口を閉ざしてから、昔の話を聞きたいと言った。まだその国に人がいたときの話が。


　景ちゃんは困こまったような顔をしたけど、ぽつりぽつりと話を始めた。


　わがままな女王様の話。悪い魔法使いの話。気け高だかい騎き士しの話。小さな王国の、秘ひ密みつの話。


　わたしはまた口を閉ざして、景ちゃんの話に耳を傾けた。そして、


「それはいいですね」


　と冷たい声で景ちゃんに言った。


　夢の中のわたしは、ひどく無む慈じ悲ひな顔をしていた。
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　霧きり雨さめは降り続いている。


　無人の路地を、景は傘かさを差して、独り歩いている。


　過去の記憶と現在の課題。思し慮りよすべきことは尽きないが、いまは頭が上手く働かない。脳のう裏りに浮かぶのは、ただ彼女の顔ばかりだ。あれで良かったのか。本当に正しいのか。思考にならない想いが、浮かんでは消える。


　ふと足が止まった。


　顔を上げる。景はぼんやりと、雨に煙けむる路地を見つめた。


　ここはどこで、自分はどこに向かえばいいのか。


　霧雨は降り続いている。
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　昔むかし々むかしあるところに、森の中の小さな王国がありました。


　その王国には、美しい女王様が住んでいました。


　彼女は聡そう明めいで誰だれにでも優やさしく、人々は自分たちの主あるじをとても誇ほこりに思っていました。


　ところがあるとき、森の奥おくに住む魔ま法ほう使つかいが、そんな女王を独ひとり占じめしようと考えたのです。


　魔法使いは女王をさらい、自分の建たてた塔とうのてっぺんに閉とじ込めてしまいました。そして女王の気を惹ひこうと、毎日毎日彼女に話しかけました。


　最初の十日間は魔法の言葉で女王の心を騙だまそうとしました。けれども女王は魔法使いの噓うそを見み抜ぬき、怒おこった魔法使いは彼女を罵ののしって食事を与あたえませんでした。


　次の十日間は見たこともない珍めずらしい宝たから物ものを贈おくりました。けれども女王は宝物に見向きもせず、怒った魔法使いは宝物を残らず石に変えてしまいました。


　次の十日間は、お前をちっぽけな蛙かえるにしてやる、いや、哀あわれな羽は虫むしにしてやると脅おどしました。けれども女王は少しも怖こわがらないで魔法使いを見つめ返し、魔法使いは地じ団だん駄だを踏ふんだだけで、すごすご引き返しました。


　そしてその月の最後の日、とうとう魔法使いは女王にお願いしました。


　どうかわたくしの塔でわたくしと一いつ緒しよに暮くらしてください。


　女王は魔法使いを諭さとして言いました。


　私は国に帰らなければなりません。あなたも一緒に私の王国で暮らしましょう。


　それは無む理りなことでした。魔法使いの魔法は、塔の中でしかかかりません。もし王国へ行けば、魔法使いはただの人になってしまうのです。ただの人になってしまっては、もう女王からは相手にされなくなるでしょう。


　魔法使いは女王の部へ屋やに鍵かぎをかけました。


　やがて、王国から一人の騎き士しがやってきます。


　彼は王国でもっとも気け高だかく、もっとも強く、もっとも忠ちゆう実じつな騎士でした。


　彼は黄おう金ごんに輝かがやく鎧よろいをまとい、水すい晶しようの剣けんを持っていました。


　魔法使いは塔の扉とびらを全すべて塞ふさいでしまいました。しかし騎士の剣は扉をなんなく切り裂さきました。水晶の剣は破は魔まの剣。女王の身体からだを除のぞくあらゆる物を切り裂くのです。


　魔法使いは敵てきを焼き尽つくす魔法を唱となえました。しかし魔法は彼の鎧を傷きずつけることができませんでした。黄金の鎧は退たい魔まの鎧。女王の言葉を除くあらゆる魔法を弾はじき返すのです。


　騎士は魔法使いを成せい敗ばいしました。魔法使いの魔法は解とけて、すべては無むに帰りました。


　こうして女王は無ぶ事じ王国へと帰き還かんしたのでした。





　──というのが、梓あずさのお気に入りの物語だった。


　この話は、梓が見つけてきた外国の絵本に、景けいが勝かつ手てに話をつけたものだった。挿さし絵えを見ながら筋すじを考え、それを脚きやく本ほんのようにして遊ぶのだ。


　本当はもっと長い物語で、女王を捜さがす騎士の旅が話の中心になっていた。しかし梓が女王の役しかやらないものだから、女王の出てこない場面は全てカットされた。


　第一、挿絵を見る限り、梓の役は女王ではなく王女様だ。なのに梓は女王だと言い張はった。景も反論はしなかった。王女が両りよう親しんと仲なか良よくしている頁ページは、険けわしい顔の梓に破やぶり捨すてられた。


　だから物語の中心は、女王と魔法使いのやり取りになった。


　梓はこのやり取りが大好きだった。景はいつも本当にお菓か子しを差し出さねばならなかったし、毎回違ちがう誉ほめ言葉を考えなければならなかった。あげくは梓が許ゆるしてくれるまで命いのち乞ごいの演えん技ぎを続けて終わるのだ。


　景はすぐに、この魔法使いに深く同情し、共きよう感かんするようになった。


　魔法使いのお願いは、そんなに悪いことなのだろうか？


　自分たちだって、いまこうして、周まわりに背を向けたままひっそりと遊んでいるのに。


　その魔法使いは貧ひん相そうな小男なのだが、女王の前に出るときは、一番立りつ派ぱな青いローブを着きて彼女と話をした。ところがそのローブはぶかぶかで、魔法使いが着ると布きれのお化ばけみたいに見えた。裾すそを引きずりながら、それでも偉えらそうにローブを着ている魔法使いは、まるで道どう化けのようだった。身みの程ほど知らずな邪じや恋れんで身を滅ほろぼす、愚おろか者の道化だった。





　景は知ち恵えを絞しぼった。女王に「いいよ」と言わせるような口く説どき文もん句くやプレゼントを考えた。女王の喜よろこびそうな遊びや、女王が心変わりしそうなプレゼントを用意した。


　しかし、女王の答えはいつも決まって拒きよ否ひだった。梓は台本通りのゴッコ遊びと信じていたのだ。もし景の演技が本気だったと知れば、梓はひどくびっくりしただろう。


　景は梓に黙だまったまま一人で挑ちよう戦せんを続け、黒くろ星ぼしを増ふやしていった。どんなに女王が頑かたくなでも諦あきらめなかったし、どれほど女王に馬ば鹿かにされてもへこたれなかった。


　それが無む意い味みなこととわかっていても。


　彼女はいつか帰って行くとわかっていても。





　　　　◆◆◆◆◆





　クリスマスを三日後に控ひかえ、街まちは赤と緑みどりの装よそおいで華はなやいでいた。


　きらめくイルミネーションと陽気なクリスマス・ソングは、道行く人々の顔を明るくした。通りは人のにぎわいで満たされ、偶ぐう然ぜん通りかかっただけで、理由もなく心が軽くなる。まるで街全体に人を陽気にする魔法がかかっているかのようだった。


　しかし例外もいる。


　物ものの部べ景は雑ざつ踏とうの中に身を埋うずめ、陰いん気きな目と陰気な表情を浮うかべたまま通りを歩いていた。


「鏡」を買った帰りだった。眼鏡めがねの下の瞳ひとみがいつになく重たげなのは、仮か眠みんを取ったあとだからである。その証しよう拠こに右側頭部の髪かみが寝ね癖ぐせで真ま上うえに跳はねていた。


　パーカーにダウンコート。カーゴパンツにスニーカー。これといった特とく徴ちようのないありきたりな服ふく装そうは、彼が放はなつ他人を寄よせ付けない雰ふん囲い気きを上う手まく誤ご魔ま化かしていた。


　景は視し線せんを地面に投げたまま、人の流れに乗っていた。雑踏に押されるままの姿すがたは、ひどく無気力に見える。しかしその表面下では、彼の思し考こうは休むことなく躍やく動どうし、総力を挙あげてある難なん問もんに挑いどみ続けていた。


　──正しよう体たいを知られた。


　個人情じよう報ほうの漏ろう洩えい。それに伴ともなう敵てき対たい組そ織しきのリアクション。どう対応すべきか？


　景は両手をコートにつっこみ、肩かたを落とした姿し勢せいで、苦にがいため息をついた。


　倉くら沢さわ麻ま里り奈なの飛び降おり自じ殺さつ未み遂すいに始まる、葛くず根ね東ひがし高校内の一連のカプセル騒さわぎ。ライブハウス『テアー・チェイン』で発生したドラッグ・ドッグズとの乱らん闘とう。そのＤＤのリーダーである甲か斐い氷ひよう太たとの再戦。堕落クラツシユしたカイムの始し末まつ。ここ数週間にわたる事じ態たいの経けい緯いは、あまりにも急すぎた。これほど身み近ぢかで、しかも立て続けにカプセル絡がらみの事件が発生するなど予想できたはずもない。そして何よりも誤ご算さんだったのは、これらの事件すべてが、帰き国こくした幼おさななじみ、姫ひめ木き梓の関かん与よに端たんを発している点だった。


　幼なじみのことを考えると、景は一層の渋じゆう面めんになった。


　いまや姫木梓は、海うみ野の千ち絵えと並ならんでセルネットから注ちゆう目もく、いや、敵てき視しされる立場にある。ＤＤにいたっては、梓と自分の関係までつかんでいる。深しん刻こくな危き機きだ。動かねばならない。


「ではどう動くか？」


　景は目の焦しよう点てんを定さだめぬまま、ぼそりと小さくつぶやいた。


　あれからセルネットに積せつ極きよく的てきな動きはない。信じられない幸こう運うんだが、自分の情報はネットへは回っていないらしい。


　自分の正体を確実に知っているのは、ＤＤの甲斐氷太。そして『デルタ』と名な乗のったセルネットの第三世代細胞サード・セル構こう成せい員いん。甲斐は、己おのれに唯ゆい一いつ黒くろ星ぼしをつけたウィザードとの決けつ着ちやくを熱ねつ望ぼうしており、以前から行方ゆくえを追っていた。そしてついには身分を隠かくして単たん身しんネットに侵しん入にゆうし、デルタの協力を得えて、その正体を突つき止めた。


「しかし、いま、奴やつは動けない」


　甲斐は派は手でに動きすぎた。


　先日の戦せん闘とう。スクラップ工場の一件と、アウトレット・モールの一件。あの二件は不法侵入と器き物ぶつ破は損そん事件として警けい察さつの手が入っている。ほとぼりが冷さめるまで、表おもて立だって動くことは困こん難なんなはずだった。だがそれは、襲しゆう撃げきの危き険けんが潜せん在ざい化かすることを意味する。正体を知られたまま、いつ来るとも知れない敵てき襲しゆうに備そなえる立場に立たされたということだ。


　そしてセルネット。


　ネットに情報が漏もれていないということは、捜そう索さくに参加していたのがカイムの指し揮きする第三世代細胞サード・セルだけだった可か能のう性せいが高い。カイムが独力によるウィザード撃げき墜ついにこだわるあまり、情報を独どく占せんしていたのだろう。しかし、ネットの幹かん部ぶであるカイムが倒たおれ、またしても悪オ魔ー持ナちーによるトラブルが浮うき彫ぼりになったからには、より徹てつ底ていした捜索が開始されるはずだ。


　鍵かぎはデルタという構成員の動どう向こうにある。リーダーのカイムが倒れたあと、彼女はネットに戻もどっていない。水みず原はらから聞いた話と合わせて考えると、彼女が「皆みな見み茜あかね」という梓たちのもとを訪おとずれた依い頼らい人にんと同どう一いつ人物であることは間ま違ちがいない。だが、行方を追おうにも、名前以外の素す性じようが知れないため捜索は難むずかしかった。


「どうするか、な」


　正しよう直じき言って景は迷まよっていた。


　自分一人なら恐おそれることなどない。我わが身を惜おしむなら、もとよりカプセルなどに手を染そめるはずがない。


　だがいま、事じ態たいは自分の身一つに止とどまらず、周しゆう囲いをも巻まき込こむ方向へ動きつつある。これは経けい験けんのないプレッシャーだった。


　そして、もう一つ。


　──カイムでもなかった。


　予想していたことだが、これでいよいよ可能性は絞しぼられてきた。残る有ゆう力りよく候こう補ほは、IXＣナイン・シーの参加者か、実働細胞アクト・セルの中の有力者。あるいは、まだ見ぬ未み知ち数すうの悪オ魔ー持ナちー。


「どこにいる……」


　つぶやく景の口元に、苦にがい苛いら立だちが刻きざまれた。


　と、その口がきつく結むすばれる。景は喉のどの奥おくから突つき上げてきた咳せきを、必死になって嚙かみ殺した。


　発ほつ作さだ。


「……くっ！」


　針はり金がねを通されたように足が止まった。とたんに人の流れが乱みだれ、景の背中に後こう続ぞくのカップルがぶつかった。


　軽量な景はぐらつき、絡まる足を必死に踏ふん張ばった。連つれの男は短い罵ば声せいと非ひ難なんの視し線せんを投げたが、景の青ざめた様よう子すを見ると、気き味み悪わるそうに脇わきを通り抜ぬけた。


「く……そっ」


　もれそうになる喘あえぎ声を押おし殺し、景は震ふるえる指で胸むな元もとをまさぐった。ペンダントをつかみ、かじかむ指を操あやつるようなもどかしさでクロスの飾かざりを折おり曲げようとする。


　だが、力りきみながら引っ張ったため、ペンダントの留とめ金がねが外れた。滑り落ちたクロスは、自由の利きかない手のひらから舗ほ道どうの上に転ころげ落ちた。


　同時に激げき痛つうが内ない臓ぞうから手足の末まつ端たんに向けて迸ほとばしった。頭ず蓋がい骨こつに釘くぎが打ち込まれ、脳のうに深々と突き立つような感かん覚かく。景は目を閉じ、歯を食いしばった。


　雑ざつ踏とうが景を境さかいに二つに割われる。


　ある者は迷めい惑わくそうな視線を送り、ある者は心配する眼まな差ざしを投げ、ある者は無む視しして景の横を通り過ぎていった。


　注ちゆう目もくを浴あびるのはまずい。景は地面に落ちたクロスを拾ひろおうと身を屈かがめた。その瞬しゆん間かん、目め眩まいがした。平へい衡こう感覚が波なみ打うち、頭にかかる重力が倍加したような気がした。


　──しまった。


　倒たおれる。遠くから見ているような感覚で、景は自分の身体からだの感覚が消えるのを自じ覚かくした。


　しかし、景が路上に横たわることはなかった。


　横から差し出された手が景の腕うでをつかみ、的てき確かくな動きで彼を支ささえたのだ。


「──────？」


　景を支えた腕はそのまま脇の下に回され、その細い感かん触しよくからは想像できないしっかりした力で彼を立ち上がらせた。そして素す早ばやくクロスを拾うと、景を抱かかえたまま雑踏をかき分けた。


　救すくいの主ぬしは景を近くの店のショーウィンドウまで誘ゆう導どうしてようやく息をついた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　景ちゃん」


　意い識しきは朦もう朧ろうとしていたが、その声を聞き違ちがうほど弱ってはいなかった。


「──姫木さん！」


　景を助けたのは姫木梓だった。


　驚おどろいているのは向こうも同様のようだ。だが事情は察さつしたらしい。


「例の発ほつ作さね？　酷ひどいの？」


　梓は真しん剣けんな口く調ちようで尋たずねた。


　関かかわらせたくはない。しかし虚きよ勢せいを張はる余よ裕ゆうはなかった。景は弱々しく頷うなずき、梓の手にあるクロスに視線を向けた。クロスは中が空くう洞どうになっていて、カプセルが詰め込まれている。


　梓は唾つばを飲んだ。それから重々しく了りよう解かいし、カプセルを取り出して景に渡わたした。


　景はカプセルを受け取るとさっそく口に含ふくみ、歯で潰つぶしてのみ込んだ。


　身体を固めたまま効こう果かが現あらわれるのを待つ。効果はすぐに現れ、身体の痛いたみが麻ま痺ひしていった。


　肺はいの制せい御ぎよが戻もどるのを待って、景は深く息を吐はいた。一連の反はん応のうを、梓は青ざめながらも目を逸そらすことなく見み届とどけた。


「もう、平気？」


「……ああ。済すまなかった。助かったよ」


「びっくりしたわ。偶ぐう然ぜん通りかかったら、景ちゃんが倒れるところだったんだもん」


　まだ心配そうな口くち振ぶりのまま梓は首を振った。


　セーターにジーンズと普ふ段だん通りの活動的な私し服ふく姿すがただった。ポニーテールにした栗くり色いろの髪かみが、そわそわと落ち着つかない。買い物帰りらしく、野や菜さいの入ったビニール袋ぶくろを下げていた。


「あの発作、前も見たよね。景ちゃん、だんだん酷くなってない？」


「……いつものことだよ。もう慣なれてる。さっきはちょっと急だっただけだ。騒さわぐほどのことじゃないさ」


「本当に？」


　梓の双そう眸ぼうが景の瞳ひとみを真まっ直すぐのぞいた。


「……ああ」


　完全に怯ひるまずに返へん答とうすることはできなかった。それでも梓は「そう……」とささやいただけで、それ以上の追つい及きゆうはしてこなかった。


　それから暗い空気を振り払うように、


「よしっ。とにかく一度家に帰りましょう」


　と立ち上がった。


　景の手を握にぎって、


「ほら、立って。送っていくよ」


　梓の申し出に、景は複ふく雑ざつな表ひよう情じようを返した。


「いや、いいよ。買い物の途と中ちゆうだったんだろ？　僕ぼくはもう大だい丈じよう夫ぶだから」


「そんなわけないでしょ。まだちょっとふらついてるじゃない。それにわたしの買い物はもう済すんだわ」


「しかし──」


「いいから。さっ、行くよ」


　梓は笑え顔がおを見せると景の手を引っ張ぱって再ふたたび雑ざつ踏とうに戻もどった。景もやむなくあとに続く。二人は周しゆう囲いの人に囲かこまれ、たちまち寄り添そって歩くことになった。


　流れはゆったりとしていた。二人は会話もなく並ならんで歩いていたが、徐じよ々じよにつなげた梓の手がぎこちなくなるのがわかった。


　見ると、妙みように硬かたい横顔が微かすかに上じよう気きしている。


　最初はどうしたのかと思った景だったが、すぐに自分たちが手を握り合ったままだということに気が付いた。情なさけないことに、そうと知ると自分の方まで指が強こわ張ばるのがわかった。


「ひ、姫木さん。僕はもうほんとに大丈夫だ。この辺で──」


　慌あわてて梓は首を振った。


「な、何言ってるのよ。ちゃんと家まで送るから」


「しかし」


「あーもう。ごちゃごちゃ言わないの。助けてあげたんだから、大人おとなしく言うこと聞きなさいって」


　視し線せんを合わせようとしないまま、梓は強ごう引いんな笑顔を見せた。無む理りに強気を装よそおう笑顔だ。


　景は自分の失しつ敗ぱいを悟さとった。いくら窮きゆう地ちを救すくわれたとはいえ、礼れいなど言うべきではなかったのだ。そしてすぐに自みずからの感情を殺した。


　──調ちよう子しに乗らないでくれ。──礼は言った、これ以上つき合う義ぎ理りはない。──さっさと手を離はなせよ。──何考えてんだ。


　梓を突つき放はなすための辛しん辣らつな台詞せりふが脳のう裏りに浮うかんだ。しかし、それを口にすることはできなかった。口にする前に、その言葉を聞いた瞬しゆん間かんの梓の顔を思い浮かべてしまった。そんな真ま似ねはできない。言うべきだとわかっているのに。


　再び沈ちん黙もくしたまま二人は歩く。


　間まが持たないのか、梓は時とき折おりいかにもわざとらしい仕し草ぐさで、ウィンドウのディスプレイを目で追っていた。気になる素そ振ぶりを見せてはいるが、気にしていないのは明めい白はくだ。あとでディスプレイの内容を尋たずねても、一つも説明できないだろう。


　景は唇くちびるを嚙かんだ。


　うやむやにするべきではない。こういう馴なれ合いはすぐに油ゆ断だんへと繫つながる。いまの時期ほどわずかな油断も許ゆるされない状じよう態たいはないのだ。


　いまからでも遅おそくない。さっきの台詞を鼻はなっ面つらに叩たたきつければいい。足を止めて手を振り払うのだ。馬ば鹿かにした視線を突き立てろ。二度とこんな真似をしないように。必要以上に自分の側そばへ寄よりつかないように。


　しかし、そんな勇気はどうやったって湧わいてきやしなかった。


「あ、そうだ。景ちゃんさ。晩ご飯食べた？」


「……いや」


「だったらさ。い、一いつ緒しよに食べない？　実はわたし、晩ご飯の買い物に来てたんだ。どうせ家に帰っても、わたし一人だし。材料は揃そろってるから、景ちゃん家ちのキッチン貸かしてくれないかな？　ほら。前に寄らせてもらったとき、景ちゃん、インスタント食品ばっかり食べてたじゃない。たまには健けん康こう的な食事も取らなきゃ」


　何でもない口く調ちようを必ひつ死しに心がけているようだが、成せい果かは上がっていなかった。少し気をつけて聞けば、梓の鼓こ動どうの音までも伝つたわってきそうな声だ。


　断ことわられたらどうしよう。嫌いやがられたらどうしよう。強気に出た方がいいだろうか？　それとも冗じよう談だんで誤ご魔ま化かそうか？


　手に取るようにわかった。手に取るようにわかる自分に驚おどろいた。


「……ああ」


　と景は思わず返事をした。直後に後こう悔かいしたが、もう遅い。とたんに梓の声が軽くなり、「シチューだよ」と弾はずむような返事が返ってきた。そうなるともう、景には反はん駁ばくの余よ地ちがない。景は自みずからの不ふ甲が斐いなさに呆あきれた。


　──なんて様ざまだ。


　根ね暗くらで無ぶ愛あい想そうな冷れい血けつ漢かんたる物部景が聞いて呆れる。シビアな未み来らい像ぞうに自じ戒かいを誓ちかったばかりだというのに。


　──あんな夢ゆめを見たからか？


　先ほど仮か眠みんを取ったときに見た夢のことを、景は思い出した。あのころ、景にとって梓の言葉は絶対だったものだ。


　物部景と姫木梓は幼おさななじみである。当時クラスでいじめられていた景を、梓は助けてくれた。


　二人はすぐに仲良くなった。他ほかに友達はいなかったが、そんなことは全まつたく気にならないくらい充じゆう足そくされていた。


　梓は景より腕うでっ節ぷしが強く、勝ち気で向こう見ずな性格をしていた。なんでも自分で決めたがったし、常つねに景の上に立って発言した。景はいたって従じゆう順じゆんで、いつも笑顔のまま梓の指し示じに従したがった。景にとって、彼女の支配下に入ることはごく自然なことで、そればかりか、なんだかとても気持ちのいいことだった。


　気の弱い、いじめられっ子の少年と、彼の面めん倒どうを見る闊かつ達たつな少女。二人の関係は、そういう類たぐいのものだった。


　少なくとも表面上は。


　知らず知らず微笑ほほえんでいる自分を見つけ、景は微び笑しようを苦く笑しように変えた。


　──『あの発ほつ作さ、前も見たよね。景ちゃん、だんだん酷ひどくなってない？』


　梓の指し摘てきは正しかった。発作の間かん隔かくが短くなっている。それに前ぜん兆ちようが感じ取れないほど突とつ発ぱつ的になってきた。


　まめに休きゆう息そくを取っているつもりだが、どうやら多少の仮眠など、なんの意味も持たなくなっているようだ。回復力にはっきりと翳かげりが見られる。


　──この正しよう念ねん場ばに来て……


　自分の身体からだが、長く保もたないことはわかっていた。その限界が、いよいよ目もく前ぜんに迫せまりつつあるらしい。


　それまでに、けりをつける必要があった。決意も、覚かく悟ごも、幼おさないあの日に済すませてある。


「あっ。景ちゃん見て、あのツリー！」


　通りを抜ぬけ駅えき前まえのロータリーに出たとき、梓がビニール袋ぶくろを持った手を挙あげて中央の広ひろ場ばを指さした。


　そこには円えん錐すい型のタワーが設せつ置ちされていた。格こう子し状じように骨ほね組ぐみを組み合わせた物で、電でん飾しよくが絡からみつき、指先ほどの小さい光を何百も点ともしていた。


「あれ、わたしが日本こつちにいたときにも飾かざってあったやつだっ」


「……そうかな？」


「そうだよ。間ま違ちがいないって。ほらっ、あの天てつ辺ぺんの青い星！　昔むかしわたし、あれが欲ほしいって景ちゃんに駄だ々だこねたじゃない」


　覚おぼえてない。そう言うと梓は「もうっ」と頰ほおを膨ふくらませて景をクリスマス・ツリーの側そばに引っ張ぱった。


「うわ。懐なつかしい。ほらほら、見て。ここに三つ並ならんだ傷きずがあるでしょ。これ、わたしが付けたんだよ」


　嬉うれしそうに笑いかけてくる梓に、景は戸と惑まどいを返すことしかできなかった。


　そのとき。


「わっ、何これ!?」


　時じ刻こくが八時になると同時に、クリスマス・ツリーの電飾が一いつ斉せいに瞬またたき始めた。


　梓はツリーを仰あおぎ、魅み入いられたように瞳ひとみを輝かがやかせた。


　明めい滅めつする幾いく多たの明かりを受けて、十七歳さいの少女のシルエットが逆ぎやく光こうの中に浮うかぶ。


　降ふり注そそぐ光の粒りゆう子しが、梓の髪かみに着ちやく地ちし、滑すべり、その輪りん郭かくを彩いろどった。


「きれいだね」


　歌うように、梓はつぶやいた。


　景は離はなれた位置に立ち尽つくし、光の下にいる彼女に見とれた。


　不ふ覚かくにも、見とれてしまった。


　──まったく。なんて様ざまだ。


　梓と距きよ離りを取ると決めたのは、渡と米べいした彼女が帰き国こくしてすぐだった。


　景と梓は、昔むかし二人が多くの時間を共きよう有ゆうした、彼の生せい家かの離れで再さい会かいした。


　あのときの衝しよう撃げきは薄うすれることがない。友人はなんの予よ告こくもなく、七年の時間を飛び越こして景の前に現あらわれた。


　闊かつ達たつな仕し草ぐさ。屈くつ託たくのない瞳。しなやかな肢し体たいやこぼれる笑え顔がお。再会した姫木梓は、同世代の男ならたいてい惹ひきつけられるほど魅み力りよく的てきだった。若わか木ぎのように成長していたが、それでも一目で梓と気づいた。


　そして同時に、痛いたみと自じ虐ぎやくが胸むねを突ついた。


　別れた友の前に立つ自分は、なんと変わり果はてたことだろう。彼女の側そばにいた無害な少年はもういない。現在の物部景は、世せ間けんから無む視しされるはみ出し者であり、自みずから進んで汚お濁だくにまみれるジャンキーであり、幻げん覚かくと戦せん闘とうの高こう揚ように溺おぼれるカプセルユーザーだった。時の流れが残ざん酷こくだとは使い古された表現だが、これではまるで、そのお手本だ。


　以い来らい、彼女とは細さい心しんの注意を払はらって接してきたつもりだった。自分の踏ふみ込こんだ世界に、近づけないように。市内に蔓延はびこる悪意が、彼女に手を伸のばすことのないように。


　だが、いまにいたって過か去こを振り返れば、選せん択たくした行動の多くが、最良からほど遠い判はん断だんだったことは明めい白はくだ。実際、なんと多くの拙まずい選択を重かさねたものか。もう、これ以上の失しつ敗ぱいは許ゆるされない。


　──やり遂とげなくちゃな。


　幼おさないころと違ちがい、いまの景はたいていの感情を深く沈しずめる術すべを得えていた。そのいつもと変わらぬやり方で、わき上がる無数の思いを抑おさえつけた。


「景ちゃん？」


　と、黙だまりこくった景に、梓が首を傾かしげる。


　景は透とう明めいな微び笑しようで応こたえた。


　その顔に浮うかぶ死し相そうに、彼だけが気づいていた。





　　　　２





　目を覚さました皆みな見み茜は、覚めない夢ゆめに強い頭ず痛つうを覚おぼえた。


　体調不良による頭痛ではなく、よって薬やく学がく的てきな対たい処しよは不可能であった。このことは事じ態たいが深しん刻こくなことを物語っている。実際、すでにかなりの部分、取り返しはつかないだろう。


　──ああ。なんでこんなことに……


　深いため息とともに、しょぼつく目で周まわりを見る。


　部へ屋やの明かりは音量を絞しぼったテレビだけだった。ブラウン管かんのざらついた明かりに照てらされているのは、ようやく見み慣なれた天てん井じようと、雑ざつ然ぜんとして埃ほこりっぽい部へ屋や。シーツに染しみ付いた、きつい煙草たばこのにおいには、まだ慣れない。


　茜は頭痛がするこめかみに指を当てた。それから枕まくら元もとに置いた眼鏡めがねに手が伸びて、まだ重たいまぶたの上にのせた。


　眼鏡をかけると自分の格かつ好こうに気が付いた。素すっ裸ぱだかの上に長なが袖そでのシャツ一枚。慌あわててベッドの下に手を伸ばし、脱ぬいだままの下した着ぎを取る。シーツの下で、もぞもぞと下着をつける。


　あらゆる行こう為いにひどい違い和わ感かんがつきまとっていた。茜のイメージでは、この手の行為は、もっと物もの憂うい表ひよう情じようの似に合あう、大人おとなで美人でセンスのいい、恋れん愛あいの機き微びを心こころ得えた女性が行おこなうものなのである。再ふたたび重いため息がもれた。


　隣となりでは甲斐氷ひよう太たが大の字になり、パイプベッドの柵さくに首だけのせた格好で煙草をくゆらせていた。


　無気力な眼まな差ざしで音のないテレビを見ている。くわえた煙草はすでに半なかばまで灰はいになっていたが、甲斐は身動きする気け配はいを見せなかった。上じよう半はん身しんは裸のまま。細ほそ身みのジーンズだけはいていた。


　茜は下着を着つけ終えるとベッドから抜ぬけ出して、部屋の隅すみにある冷れい蔵ぞう庫こを開けた。ミネラルウォーターを取り出して口から飲む。飲みながら甲斐を横目で見た。相あい変かわらず甲斐に動きはない。まるで死体みたいだ、などと思っていると、水が口からこぼれて首くび筋すじを這はった。


「うひゃい」


　と冷たさに変な悲ひ鳴めいを上げる。すると手の中のペットボトルが躍おどり、水が鼻はなの奥おくに流れた。


　茜は冷蔵庫のドアに突つっ伏ぷして、ゴホゴホと咳せき込こんだ。


　甲斐がちらりと茜を見る。そして、何やってんだ、と言いたげな視し線せんを残して、再びテレビに戻もどった。その拍ひよう子しに灰が胸むねに落ちたが、やはり甲斐は何もしなかった。


　頭ず痛つうがひどくなった。


　──何？　このジャンキーライクなベッドシーンは、いったいなんなの……？


　どうして、この私が。他ほかの誰だれでもない、この、私が。まさかこんな──よりにもよってこの男とこんなことになっているのだろう。


　──ミスキャストだわ。


　自分はカプセルにこそ手を出していたが、それ以外では極きわめて慎しん重ちようで平へい均きん的てきな生活を過ごしていたはずだ。見た目も中身も平へい凡ぼんで地じ味み。これまでの人生、同どう性せいからも異い性せいからも面おも白しろ味みがないと言われ続けてきた。いずれはカプセルからも手を引き、適てき当とうに勉強して、そこそこは遊びもやって、それなりの生活を送っていくだろうと思っていた。根こん拠きよがあったわけではないが、まあたぶん、そんなもんだろうと。せいぜい興きよう味みの持てる仕事か趣しゆ味みでも見つかれば、それに関かかわる人生を送れるかなあ、とか。


　間ま違ちがっても、ディンゴと名な乗のる馬ば鹿かで下げ品ひんで無む神しん経けいな男とねんごろになるわけがなく、ましてや、ドラッグ・ドッグズのトップにして葛くず根ね市最強の悪オ魔ー持ナちーである甲斐氷太とイイ仲になり、あまつさえＤＤのメンバーから姐あね御ご扱あつかいされるなど、まさかまさか、そんな馬鹿げたことがあるわけなんかなかったはずだ。
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　それなのに自分はいま、ディンゴこと甲斐氷太のマンションで、下着にシャツ姿すがたのまま、冷蔵庫から取り出したミネラルウォーターでむせている。


　そんな馬鹿な、だ。


　──どこで、何を、いくつぐらい間違ってしまったのかしら……


　茜はついこの間まで葛根市最大のカプセルディーラー、セルネットに所しよ属ぞくし、細セ胞ルと呼よばれる四人一組のグループを形成していた。さらにいえばコードネームを『デルタ』といい、第三世代細胞サード・セルと呼ばれるセルネットの中でも上位の細胞に属する構こう成せい員いんだった。それが、たった一晩でガラリと変わってしまった。


　始まりは、葛根東高校で起こった一連のカプセル騒そう動どうだった。マスコミ沙ざ汰たにまで発はつ展てんしたこの事件は、表面上、一応の解決を迎むかえた。だがその陰かげには、悪オ魔ー持ナちーと呼ばれる特とく殊しゆ能力者の存在が見え隠かくれしていた。


　カプセル売ばい買ばいを支配するセルネットは、カプセルが公おおやけになることを嫌きらう。事件の関係者はネットの手によって速すみやかに口を封ふうじられ、正しよう体たい不明の悪オ魔ー持ナちー『Ｘ』にも、ただちに調ちよう査さの手が向けられた。その調査に乗り出したのが、『カイム』というコードネームを持つセルネットの幹かん部ぶ。つまり、茜の属する細胞のリーダーだったわけである。


　茜は葛根東の事件を表おもて向むき解決に導みちびいたという女生徒二人、海野千絵と姫木梓に接せつ触しよくした。そして二人の周辺から『Ｘ』をあぶり出すべく罠わなを仕し掛かけたが、かかった人物は、こちらの予想を超こえる大物だった。『ウィザード』と呼ばれる名うての悪オ魔ー持ナちーだ。


　ウィザードの登とう場じよう後、事じ態たいは急激に混こん迷めいの様よう相そうを呈ていする。茜は暴ぼう走そうするカイムの指し揮き下かを離はなれ、細胞仲間のディンゴの手を借かりて独自の調査を進めた。そしてついには、長らく謎なぞに包つつまれていたウィザードの正体を突つき止めることに成功した。それが、物部景。葛根東で起こった最初の事件の容よう疑ぎ者しやにあげられていた生徒だ。


　茜はウィザードの正体をネタに、彼を自みずからの部下に取り込もうとした。そうすることが余よ計けいな衝しよう突とつを避さける最上の策さくだと思った。騒動も、これで丸く収おさまると。


　それなのに──


　その後の破は綻たんは、自分の責せき任にんではない。断じてない。


　責任があるのは、いま阿あ呆ほ面づらを晒さらしたままテレビを眺ながめている、長身のジャンキーだった。


　彼こそが共ともにウィザードを追い詰つめた細胞仲間のディンゴだ。その正体はネットの構成員と入れ替かわっていた敵てき対たい組そ織しきドラッグ・ドッグズのボス、甲斐氷太。甲斐は、茜の苦く心しんの策をぶち壊こわしたあげく、彼女の目もく前ぜんでウィザードと悪あく魔ま戦せんをやらかした。しかも同時期にリーダーであるカイムが独どく断だん専せん行こうし、海野千絵と姫木梓を謀ぼう殺さつしようとして失しつ敗ぱいしたのみか、ＤＤに襲おそわれて自じ滅めつ。甲斐との戦せん闘とうを投げ打って駆かけ付けたウィザードの手で始し末まつされる。おかげで行き場のなくなった茜は、いまここでこんな羽は目めに陥おちいっているのである。


　──いまさらネットにも戻もどれないしなあ……


　茜は自分の個人情じよう報ほうをネットに黙だまっていた。また、カイムがいなくなったいま、彼女の顔を知る者はネットに存在しない。だから表向きの生活はいままで通り送ることができた。セルネットは構成員の足あし抜ぬけには寛かん容ようだ。皆見茜が姿を消したところで、気にすることはないだろう。


　しかし、『デルタ』の存在は無む視ししてくれまい。それがどんな人間で、どこの誰だれなのかがわからなくとも、デルタという構成員がいて、カイムの失しつ墜ついと同時にいずこへか去ったとなれば、必かならずや行方ゆくえを追ってくる。


　ネットだけではない。ウィザードもだ。彼もまた、自みずからの正体を知る茜の口を封ふうじるために方ほう策さくを練ねっているはず。セルネットの刺し客かくと、悪あく魔ま狩がりのウィザードを相手に、茜一人で身を守ることは極きわめて困こん難なんだった。


　だから甲斐の、


「わかった！　わかったからそう、ヒステリックに物を投げるな。当分、俺の部へ屋や使わせてやるから！」


　という騎き士し的てき申し出を受じゆ諾だくしたのであった。


　その後のことはまあ、トラジックなシチュエーションとアルコールの勢いきおいである。


　タオルの在あり処かを知らない茜は、やむなくシャツの裾すそで口元を拭ぬぐってから、


「……ねえ」


　と甲斐に声をかけた。


　甲斐はテレビと見合ったまま、


「あ？」


　と生なま返事を返した。ひどく不ふ機き嫌げんな声だ。


「なんで音消してるの？」


「リモコンがねーんだよ」


　甲斐の投げやりな返へん答とうに、茜は室内を見回した。


　部屋の主ぬしは、整せい頓とんという概がい念ねんに激はげしい敵てき意いを抱いだいているらしかった。


　十二畳じようのフローリングは、セミダブルのパイプベッドを中央に置くという無む謀ぼうな配はい置ちのため、あまり広く感じられない。窓まどのない壁かべの片側にはテレビ、オーディオ、スピーカーが床ゆかに並ならべられ、もう片側は天てん井じように届とどくスチールラックで埋うまっていた。


　テレビやオーディオの周辺にはＣＤのプラスチックケースやラベルのないビデオテープが散さん乱らんし、コンビニのビニール袋ぶくろや読み終えた週しゆう刊かん誌しらを傘さん下かに収おさめながら一いち大だい勢せい力りよくを築きずいている。他た方ほうスチールラックはといえば、雑ざつ多たな書しよ籍せきに、多た彩さいながらくた。果はてはバイクのマフラーまでが、手当たり次し第だいに詰つめ込こまれていた。特に書籍は多い。明めい治じ時代の純じゆん文ぶん学がくもあれば、ベストセラーに顔を出すビジネス書もある。はたまた、表ひよう紙しを見ただけで茜を絶ぜつ句くさせた無む修しゆう正せいの裏うら本ぼんから、キルケゴールやフッサールといった哲てつ学がく書しよのハードカバーまで、ジャンルは多た岐きにわたった。その節せつ操そうのない書しよ物もつ群ぐんが床の上にも山やま積づみになっていて、その上に放ほうり出された衣い類るいと手を組んで、壁の中なか程ほどに届とどく緩ゆるやかなスロープを形成しているのである。他の地ち域いきは空あき缶かんやペットボトルの容器といった比ひ較かく的てき小しよう規き模ぼな集団が乱らん立りつし、わずかな足場を奪うばい合っていた。


　リモコンがない。正確には見当たらない。大いに納なつ得とくだ。実は密ひそかに「お前が寝てたからだよ」的な返答を期き待たいしていた茜は、自みずからの不明を恥はじた。


「灰はい皿ざらもないの？」


「ああ」


「空き缶使えば？」


「うるせえ」


　煙草をくわえたままのくぐもった声で、甲斐は怠だるそうに唸うなった。


　甲斐は現在、不ふ本ほん意いな雌し伏ふくを強しいられている。そのため、たいそう機嫌が悪かった。


　先日の無む茶ちやな悪あく魔ま戦せんは当然ながら周辺に実じつ害がいを出し、司し直ちよくの注ちゆう目もくを集める結果となった。ＤＤはセルネットと異ことなり、自らの悪あく事じを隠かくさない。メンバーは札付きで、警けい察さつの世せ話わになった経けい験けん者しやが大たい半はんを占しめる。警察がカプセルの真しんの効こう用よう──悪魔の使し役えきに関かかわる事実を知らずとも、にらまれる要よう因いんは掃はいて捨すてるほどあるのである。


　そうした監かん視しの中、意い気き揚よう々ようとウィザードに再戦を申し込むわけにはいかない。自分だけでなく、ＤＤのメンバーに迷めい惑わくがかかる。甲斐はそう判はん断だんし、自じ戒かいしているのだ。


　甲斐の決定を知ったとき、茜は意外な気がした。


　甲斐の身み勝がつ手てさは、ディンゴ時代から身を以もつて知っている。およそ他人の思おも惑わくなどを気にする人間ではない。やりたいことがあれば迷まよわずやるし、他人の意い向こうが絡からんでいれば、それを裏うら切ぎる方向へ好んで動く。典てん型けい的てきなトラブルメーカーだ。


　ところが、これが自分の仲間のことになると少々勝手が違ちがってくるらしい。


　もともとＤＤはセルネットのような組そ織しきとしての体てい裁さいを持たない、単なる不良──というか、ならず者の集団である。メンバーの多くは根っからのジャンキーで、全員似にたような気質の人間ばかりが集まっていた。中には驚おどろくほど頭の回転が速はやい者もいるが、たいていは場ば当あたり的な思し考こうで動くチンピラ崩くずれだ。しかし彼らは例外なく甲斐に心しん酔すいしていて、一ひと声こえ号ごう令れいが下くだれば命を賭かけることも臆おくさない。


　甲斐は計算高い敵てき対たい者しやに対しては奸かん智ちと巧こう言げんを以て接し、いささかの哀あわれみも払はらうことなく叩たたき潰つぶすことができる。だが、馬ば鹿かなりに誠せい実じつで、自分を慕したってくる者たちに対しては、無む情じように出ることができないのだ。茜はそのことに、最近になってようやく気が付いた。


　この一面に限らず、甲斐は巨きよ人じん的てき風ふう聞ぶんからは想像できない脆もろい面を持っていた。計算高いようでいて破は滅めつ的。酷こく薄はくなようでいて情に弱い。情じよう緒ちよも不安定で、躁そう鬱うつの傾けい向こうがある。


　そして、いったん陰いんに籠こもると、この男ぐらい手のつけられない人間も珍めずらしかった。


　一日中、人でも殺しかねない目で壁かべをにらんでいたかと思うと、空あき缶かんでピラミッドを造つくったり、逆さか立だちして本を読んだりする。かと思えば不意に姿すがたを消し、明け方になって帰ってくる。どこに行っていたのかと聞けば、「阿あ蘇そ山ざん」と答える始し末まつだ。翌よく日じつ、熊くま本もとのヤクザが七人重じゆう態たいというニュースを聞いたときには、さすがに青くなった。


　何もこんな男に頼たよらなくてもと思うのだが、どうしても手を切ることができない。


　昨さく晩ばん夜中に茜が起きたとき、部へ屋やに甲斐の姿すがたはなかった。ＤＤの一人から姿を見たと聞かされた場所に向かってみると、そこはウィザードと対戦したスクラップ工場だった。


　せっかく警察の目をやり過ごしているいま、そんな場所に来るなど何を考えているのか。そう怒ど鳴なってやろうとした茜が見たのは、いまにも消えてしまいそうな、妙みように切せつない顔で瓦が礫れきの山を見つめる甲斐の横顔だった。


　いまの甲斐は紙の鎖くさりで縛しばられた猟りよう犬けんだ。鎖はしがらみである。甲斐ならば、わけなく引き千ち切ぎることができるが、一度千切ってしまえば元には戻もどらない。それは鋼こう鉄てつの戒いましめより、はるかにもどかしく甲斐を苛さいなんでいた。


　いまになって思う。この半分壊こわれたような人じん格かくこそ『甲斐氷太』なのだ。『ディンゴ』があれほどに陽気だったのは、たぶん、あのときの彼が鎖から外はずされ、ただ一心にウィザードを追っていたからだ。


　あのころ、この男は本当に楽しそうだった。


「そんなにウィザードと戦たたかいたいの？」


　ぽつりと聞いてみる。


　子供が見たら例外なく泣き出しそうな、凶きよう悪あく極きわまりない眼がん光こうが返ってきた。やはりウィザードという言葉にだけは、どんな状じよう態たいでも反はん応のうする。


　茜は、処しよ置ちなし、と肩かたを竦すくめた。


　彼女は知らないが、甲斐の逆げき鱗りんに触ふれておきながら、彼の目の前で肩を竦めてみせる度ど胸きようがある者はＤＤにいない。彼女が姐あね御ご扱あつかいされている所以ゆえんである。


　甲斐はなおしばらく茜をにらみつけていたが、やがてふて腐くされたようにフィルタだけになった煙草たばこをフローリングに押おしつけて揉もみ消した。


　茜はため息をついてベッドの反対側に回り、煙草の吸すい殻がらを拾ひろった。灰はい皿ざらを探さがして一帯に視し線せんをさまよわせ、きょろきょろと部屋を行き来する。


　その様よう子すを、甲斐は無む言ごんで眺ながめていた。


　それから、頭をベッドの柵さくにのせた格かつ好こうのまま、前まえ触ぶれもなくカプセルを口にした。


　両目の瞳どう孔こうが、血が流れ込んだように赤く光った。


　頭ず上じように巨きよ大だいな気け配はいが出しゆつ現げんする。あまりに巨大な気配は、出現するだけで部屋の空間を埋うめ尽つくした。


　茜の背せ筋すじが粟あわだった。


「んなっ……!?」


　気配は、身体からだを伸のばす余よ裕ゆうもないはずの室内をぐるりと一回りして消えた。同時に部屋中の物が崩くずれ落ち、ミキサーの中のように攪かく拌はんされた。


　轟ごう音おんと共ともにラックが倒たおれ、中身が一いつ斉せいにぶちまけられる。並ならんでいた家か電でんがサイコロのように部屋を転ころがる。雑ざつ誌しやビニール袋ぶくろが宙に舞まい上がり、固こ形けい物ぶつの半分以上がひび割われ、あるいは粉こな々ごなになった。茜は尻しり餅もちをついた。


　一いつ瞬しゆんの嵐あらしが去ると、部屋の中は廃はい墟きよのごとき様よう相そうに変じていた。茜の視し線せんを受けて、寝ころんだままの甲斐は物で埋もれた部屋の中央を指さした。


　山になった物のてっぺんに、灰皿が乗っかっていた。


　茜は二十秒ほど灰皿を眺めてから、首を甲斐に向けた。


　いったいどんな顔をしていたのか、茜の顔を見たとたん、極きわめつけの強こわ面もてを見せていた甲斐が、


「ぷ」


　と吹ふき出した。


　見る見る茜の顔が怒いかりに染そまっていく。茜は手の届とどく範はん囲いで一番硬かたくて尖とがっている投とう擲てき可能な物体をつかんだ。が、それを投げつけるより先に、携けい帯たい電話が鳴なった。


　まだ低く笑っている甲斐が電話に出る。


　笑いが消えた。


　二言三言やり取りしたあと、


「──わかった。そっちで上う手まくやってくれ」


　と、ぶっきらぼうに言い捨すてて電話を切った。


　切ると同時に携帯をテレビの画面目がけて叩たたきつけようと振りかぶる。しかし茜の視線に気づいて腕うでを下おろした。


「……何？」


「……ビーグルからだ。ネットがＤうＤちの情じよう報ほうを警察に流してるらしい」


　茜の眉まゆがぴくりと動いた。


　予想できた行動だ。セルネットにせよ、これ以上ＤＤに下へ手たな動きをされたくはない。これはその牽けん制せいだ。


　甲斐は「ケッ」と毒どくづいて再ふたたびベッドで大の字になった。


　甲斐には、いますぐにでも部屋を飛び出していくことができる。事件を起こし、ネットの幹かん部ぶを引きずり出して叩き潰つぶすことができる。戦争をふっかけ、どちらかが決定的に敗はい北ぼくするまで、とことん戦たたかう選せん択たくだってあり得える。やろうと思えばできるのだ。彼だけならば。


　甲斐はむっつりと新しい煙草たばこに火を点つけた。


　茜はそんな甲斐を複ふく雑ざつな気持ちで見つめた。


　また少しずつ頭ず痛つうがぶり返してきた。





　　　　３





　最後の一人が揃そろうと、ただちに会議が始まった。


「で、やはりＤＤか？」


「間ま違ちがいありませんわ。アウトレットの方は目もく撃げき証しよう言げんもありますし」


「スクラップ工場の方は？」


「現場を見た。あれは甲斐だ。それ以外には考えられん」


「また派は手でにやらかしたものだ。いったいカイムは何をしたんだ？」


「ヘマさ」


　誰だれかが面おも白しろくもなさそうに言い捨すてた。


　彼は思わずクスリと笑ったが、笑ったのは彼だけだった。


「ともあれ、ＤＤの暴ぼう走そうもいったんは収おさまったようですね。誰か動かれましたか？」


「私だ。当たり障さわりのない情報を、いくつか警けい察さつにリークした。当分は大人おとなしいはずさ」


　ニヤリと答える。答えた男には見み覚おぼえがあった。確たしか『カーク』だったはず。信しん司じが──つまり『ベルゼブブ』が自分の細胞にスカウトした奴やつだ。セルネットでも、切きり札ふだ的てきなポジションにいる人物である。


「お気を付けくださいね。あの連中は、キレると相手が警察でも関係ないのでしょう？　あまりやりすぎると逆ぎやく効こう果かですわ」


「甲斐は利り口こうな男だよ。警察相手に本気で悪あく魔まを使うもんか。ましてや奴は、愚ぐにも付かない部下を抱かかえて身動きが取れない。下を切る甲か斐い性しようがない以上、静せい観かんせざるを得えんさ」


「ほうっ。自信たっぷりじゃねえか。あんま、さえずってるとカイムの二の舞まいだぜ」


「おいおい。あんな蛸たこ女おんなと一いつ緒しよにしないでくれ。もっとも、彼女のポストを穴あな埋うめする分には構かまわないぞ。ＤＤ対たい策さくも、私ならもっと巧うまくやる」


「甲斐氷太とやり合う覚かく悟ごがあるってか？」


「犬と嚙かみ合ってどうする。犬ってのは鎖くさりにつなげて初めて役に立つもんだ」


　カークが涼すずやかに言うと、相手の男──彼は確か『ケルベロス』だった──は、気取った物言いを小こ馬ば鹿かにするように鼻はなを鳴ならした。


　彼はため息をついた。


　IXＣナイン・シーには長いこと参加していなかったが、友ゆう好こう的とは言い難がたい雰ふん囲い気きは相あい変かわらずだった。　現在のセルネット──彼にとっては『無む慈じ悲ひな女王』の呼よび名の方がしっくりくる──は、細胞システムの頂ちよう点てんに立つ執行細胞フアースト・セルではなく、その下の第二世代細胞セカンド・セルからなる会議、通つう称しようIXＣナイン・シーによって運うん営えいされている。当初九人いた『Ｃ』たちは、カイムが消えたいまでは五人にまで数を減へらしていた。最近では組そ織しきの運営方法を巡めぐって、現げん状じよう維い持じ派はと革かく新しん派に二分している。カークは前者、ケルベロスは後こう者しやなのだ。


　ただ、悪意に満ちていようと激することはない。その点は些さ細さいな困こん難なんで思し考こうを放ほう棄きするジャンキーとは違ちがっていた。


　ここにいるのは、全員マーケットの勝者である。


　システムが完成されたいま、黙だまっていても飢うえたジャンキーどもは彼らの足あし下もとに跪ひざまずく。そのオカルティックな性質上、司し法ほうの追つい及きゆうを受けることも、他の犯はん罪ざい組織と争あらそうことも少ない。第一、リセットする気になれば、いつでも全すべてを投げ出して行方ゆくえをくらませればいいのである。


　彼はあらためてメンバーの顔を見回した。


　全員二十代。その本ほん来らいの社会的身分とかけ離はなれた、金と権けん力りよくと「力」とが、彼らにはある。だから彼らは「キレない」。ただ薄うす笑わらいを浮うかべながら冷れい徹てつに利り益えきを追つい求きゆうするのみだ。温おん室しつの闇やみを謳おう歌かする彼らにとって、秩ちつ序じよを乱みだす者は唾だ棄きすべき存在といえた。


「ＤＤはいい。問題はもう片かた方ほうだ」


　と別の男が発言した。


「アウトレット・モールとスクラップ工場。この二か所の戦せん闘とうは、ほぼ同時期に行おこなわれている。アウトレットの方がカイムとＤＤだとして、問題はスクラップ工場だ。どうやら、甲斐が参加したのはこちらの戦闘らしい。ではその相手は誰だ？　私も現場を見たが、正しよう直じきゾッとしたぞ。少なくとも、この相手は甲斐とまともにやり合ってる」


「しかも気け配はいは、甲斐の他ほかには一つだけだ」


　と再ふたたびケルベロスが口を挟はさんだ。


「敵てきは一人。その野や郎ろうは甲斐とタイマン張ったわけだ。世せい紀きの物好きだな」


　悪魔単体の戦闘能力ではIXＣナイン・シーの中でもカイムがトップだった。そのカイムでさえ、甲斐との直接対決は避さけ続けていたのである。いまのネットで、甲斐と一対一で戦たたかえるほどの使い手はいない。だからこそ、悪魔戦以外の対たい策さくが練ねられているのだ。


「相手に関しては、一つ推すい測そくがありますの」


　ケルベロスの言葉に、女性が応こたえた。彼女は『クリスタル』だ。一応は現状維持派に入るが、中ちゆう立りつの立場を取ることを好このむ。そのため自然と会議の進行役を務つとめることが多い。


「この二つの事件が起こる三日前、『テアー・チェイン』というＤＤのねぐらで乱らん闘とう騒さわぎがありました。その際、この騒ぎに、ある人物が乱らん入にゆうしたそうなのです。情じよう報ほうサイトを騒がしていましたから、皆みなさん当然ご存じでしょう？」


　返事は返らなかった。肯こう定ていの沈ちん黙もくだ。クリスタルは続けた。


「そう、あの『ウィザード』です。どうやら魔ま法ほう使つかいは、活動を再開したみたいですわね」


　クリスタルの推測に、カークがため息をついた。


「得え体たいが知れないという点では、ＤＤよりずっと質たちが悪い。正しよう体たいはおろか目もく的てきもいまだ不明。うちの主要メンバーを襲おそったかと思えば、今度はＤＤと乱闘ときた。奴やつは一体、何者だ？」


　この問いかけにも返へん答とうする者はない。


　ウィザードと呼よばれる悪オ魔ー持ナちーはどこのグループにも属さない一いつ匹ぴき狼おおかみだ。そのため信しん頼らいできる情報が極きわめて乏とぼしい人物だった。


　彼の活動は、カプセルの市し場じようが確かく立りつした初期のころから続いている。古こ参さんとしては甲斐氷太や執行細胞フアースト・セルに匹ひつ敵てきし、この場にいる面々がいまの権力を握にぎったころには、すでに勇ゆう名めいを轟とどろかせていた。


「実は、彼に関して気になることがありますの。皆みなさん、海野千絵という名前はご存じかしら？」


　クリスタルは全員の顔を見回した。聞き返す者はいない。クリスタルの視し線せんは、最後にカークの上で意味ありげに止まった。


　カークは肩かたを竦すくめた。


「彼女は別に私の担たん当とうじゃないぜ」


「でも、あなたが一番お詳くわしいでしょう？」


「どうせ全員知ってるみたいじゃないか。一応解説しておくと、彼女は葛くず根ね東ひがし高校二年の女生徒だ。探たん偵てい気取りでカプセル犯はん罪ざいの摘てき発はつに邁まい進しんしている──まあ言えば変へん人じんだな」


「結けつ構こういい女だぜ」


　ケルベロスが揶や揄ゆすると、カークは眉まゆをひそめた。


「物好きな。あの女のせいで挙あげられた下か部ぶ細胞は一つや二つじゃないんだ。いい加か減げん、笑って見過ごせる範はん疇ちゆうを出ている。IXこＣこでの議題に挙あげてもいいぐらいだ」


「鎖くさりにでもつなげろよ。テメエの趣しゆ味みなんだろ」


「はっ。ＤＤのような口を利きくな？　地じ獄ごくの番ばん犬けんもしょせんは犬か？」


　両者の目が赤色に染そまった。嘲ちよう弄ろうの波は紋もんが周しゆう囲いを不ふ快かいに波なみ立だてる。


　クリスタルがうんざりとテーブルを叩たたいた。


「馬ば鹿かな真ま似ねはおよしください。やるなら目に付かないところで、ナイフででも片かたを付けたらどうです。悪魔を私し闘とうに使うような愚おろか者は、セルネットには必要ありませんわ」


　面めん倒どうそうに一いつ喝かつする。


　二人は敵てき意いと憎ぞう悪おのブレンドされた冷れい笑しようを浮うかべながら瞳ひとみの色を戻もどした。


「話を戻しますよ。問題の乱らん闘とう騒さわぎですけど、乱闘直前に、この海野千絵が『テアー・チェイン』に潜せん入にゆうしていたようなのです。はっきりとは申せませんが、どうやらウィザードは彼女を助けるために、乗り込んで乱闘を起こしたようですね」


　クリスタルが、そう報ほう告こくすると、その場にいた多くの者が軽い驚おどろきを浮かべた。


「おいおい。ほんとかよ？」


「断言はできません。何しろＤＤにいる『飼かい犬』はカイムが管かん理りしていましたから、彼女がいないと正確なソースが確かく保ほできないのです。けれど、海野千絵が『テアー・チェイン』に侵しん入にゆうした直後にウィザードが現あらわれ、ＤＤとの乱闘になったことだけは確たしかですわ。ウィザードが助けにきたというのも、あながちあり得えないことじゃないと思います」


「そう言えば、以前ウィザードの正しよう体たいが、その海野じゃないかという意見が出ていたな？」


「その説は否ひ定てい済ずみです。カイムの最後の報告でも、海野千絵は悪オ魔ー持ナちーではないとありましたわ」


「両者の関係を知る必要があるな。仮かりに手を組んだとすれば、無む視しできない脅きよう威いとなるぞ」


「大げさだな」


「大げさなものか。いまネットとＤＤは新たなパワーバランスを築きずきつつある。このデリケートな時期に、奴やつらの跳ちよう梁りようを許ゆるすわけにはいかん」


　口数が増ふえてきた。ウィザードの復ふつ帰きというのは、彼らをして浮うき足立たせるだけの事件ということだろう。


　場が落ち着つくのを待って、クリスタルが再ふたたび発言する。


「他ほかにも情報があります。最近、海野千絵にはパートナーができましたの。知ってますかしら？　姫木梓という海野のクラスメイトです。格かく闘とう技ぎの心こころ得えがあるらしくて、事実、腕うでは立つようですわね」


「まさかそいつが？」


「違ちがいますわ。姫木梓は帰き国こく子し女じよです。渡と米べいしたのが七年前で、帰国したのが三か月前。ウィザードとは活動時期が重かさなりません。ただ、裏うらがないとは言い切れませんわね。どうも不ふ審しんな動きが見られるようですし」


　一度言葉を切り、一同を見回してからクリスタルは言った。


「実働細胞アクト・セル三つ以上による、この二人の緊きん急きゆう調ちよう査さを提案しますわ」


　沈ちん黙もくの中、複数の視し線せんが交こう錯さくした。そして、カークとケルベロスを除のぞく三人が指を立てた。これは賛さん同どうの意味だ。


　クリスタルは反対の二名に無む言ごんで理由を問い掛かけた。視線を受けて、カークが口を開ける。


「調査と同時に『事故』の準じゆん備びを進めることを提案する」


　全員の視線がカークに集中した。


「海野千絵はこれ以上放ほう置ちするべきではない。だが脅おどしの通用する相手ではないし、直接始し末まつしようにも、すでに彼女は警けい察さつ内に私的な繫つながりを持っている。下へ手たに襲おそえば彼女を知る警察関係者の注ちゆう目もくを集めることになる。相あい棒ぼう共とも々ども『事故』に遭あってもらうのが妥だ当とうだろう」


「……タイミングはいかがします？」


「調査の進行次し第だいだ。海野の近くにウィザードがいるとすれば、三人が一堂に会したとき、周辺のその他大おお勢ぜいもろとも事故に遭ってもらう形がもっとも望ましい」


　自みずからの意見を述のべ、カークが指を立てた。


　しばらく黙もう考こうした末すえ、クリスタルもまた指を立てる。これで五人。


　最後に残ったのはケルベロスだった。ケルベロスは議題を無む視しするかのように見けん当とう違ちがいの方向を向いて固まっていた。


　なぜか額ひたいに汗あせを流していた。それどころか、目が赤く変じている。そんなケルベロスを、カークが忌いま々いましげにねめつけた。


「私し情じようを判はん断だんに持ち込こむつもりか？　いい加か減げんに──」


「お前……誰だ？」


　カークを黙もく殺さつし、ケルベロスが強こわ張ばった顔で彼に言った。息苦しく喘あえぐような声だった。


「馬ば鹿かな……なぜIXこＣこにいる。何者だ……いや、知ってる。わかってるのに……」


　勇ゆう猛もうさではカイムにも勝まさると自じ他た共ともに認みとめるケルベロスが、青ざめて戦せん闘とう態たい勢せいを取った。


　彼にはケルベロスの混こん乱らんはよくわかった。彼を知っているのに、思い出すことができない。彼だと直ちよつ感かんしていながら、その彼の外がい見けんはおろか、彼が誰なのかすら覚おぼえていない。そうした記き憶おくの混乱が起こり、過か去こから現在に続く現実感が揺ゆらいでいるのだ。


　これは末まつ期きの倉くら沢さわ麻ま里り奈なにも見られた現げん象しようで、力のある悪あく魔まの主あるじが『堕落クラツシユ』する前まえ触ぶれとして当事者周辺に現れる現象だった。実体が悪魔に喰くわれ、他者の中で存在がコード化するのである。彼は、そのコードをこちらの手で改かい変へんしたのだ。


　他の者もすぐにケルベロスの混乱に気づいた。


　人数が一人多い。


　カイムが消えたいま、IXＣナイン・シーを構こう成せいする第二世代細胞セカンド・セルの人間は五人。だが、ここには六人いる。


　指し摘てきされるまで、そのことに気づきもしなかった。集まった者は全員、その場にいる自分以外の五人を非常によく「知って」いたからだ。にも拘かかわらず改あらためて彼を見たいま、彼が何者かを説明できる者は一人もいなかった。


　ケルベロスが席を蹴けった。


　カークがすぐさまケルベロスのカバーにつく。戦闘に向かないクリスタルは、二人の陰かげに逃にげ込み、残りの二人もそれぞれカプセルを嚙かみ砕くだいた。


　彼は両手を挙げた。


「落ち着つけ、諸しよ君くん。黙だまっていたのは悪かった。ちょっとした……遊び心さ」


「誰ですっ!?」


　わずかに震ふるえる声で斬きり付けたのはクリスタルだった。彼は悲しそうに首を振ふった。


「頼たのむよ、クリスタル。ほったらかしにしてたのは悪かった。けど、君きみにまでそう邪じや険けんにされると、さすがにショックだ」


　そう言って彼が笑った。穏おだやかで、少し愁うれいを帯おびた笑え顔がおだった。


　微笑ほほえむのと一いつ緒しよに、少しだけ元いた世界に近ちか寄よる。すると、クリスタルの中で靄もやのように拡かく散さんしていた彼の記憶が一か所に集まって密みつ度どを増ました。そして認にん識しき可か能のうな像ぞうを結むすぶ。


　ぽかんと口を開け、クリスタルは自信のない口く調ちようでつぶやいた。


「……バール？」


　その一言がきっかけになり、IXＣナイン・シー全員の脳のう裏りに理り解かいの火ひ花ばなが弾はじけた。


『バール』。クリスタルの細胞リーダー。執行細胞フアースト・セルの一員たる、三人の『Ｂ』の一いつ角かくだ。


　クリスタルが打たれたように膝ひざをつき、他の者もそれに倣ならった。バールは苦く笑しようした。


「よせよ、白々しい。なんだか君たち、芝しば居いがかってるぞ」


　世代の上下とは地位の違ちがいではなく単なるポジションの違いに過ぎない。少なくともベルゼブブが考こう案あんした建たて前まえではそうだった。まあ、こうなることはお互たがいわかっていたことだが。


　第二世代細胞セカンド・セルたちの間で素す早ばやく憶おく測そくと打だ算さんが飛び交かうのがわかった。何しろバールが顔を見せたのは丸二年ぶりだ。上のいぬ間まに利り権けん争あらそいに明あけ暮くれていた身としては、いったいなんの用件で現れたのか気が気ではないだろう。


　彼らは温室にいる。だが、その温室は彼ら自身が作り上げたものではない。


　細胞システムを立ち上げ、混こん乱らんの極きわみにあったマーケットに秩ちつ序じよをもたらしたのも、デマが飛び交う中、ユーザーに悪あく魔まの情じよう報ほうを伝つたえたのも、凶きよう暴ぼう化かしたジャンキーを排はいしながら組そ織しきを拡かく大だいしていったのも、全すべてはバールら執行細胞フアースト・セルの面々と、その片かた腕うでとなった最初の第二世代細胞セカンド・セルたちだった。
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　当時活動した第二世代細胞セカンド・セルたちは、あるいは敵てき弾だんに倒たおれ、あるいはカプセルにのみ込まれ、あるいは派は閥ばつ争いに嫌いや気けを差して姿すがたを消した。いまいる連中は、その後の権力闘とう争そうで最後まで残ったというに過ぎない。


　バールも思いは同じだ。ベルゼブブには悪いが、いまのセルネットに興きよう味みなどない。


　ただ、今回は不ふ干かん渉しようの方ほう針しんを曲げねばならない事じ態たいだった。


「君らに口出しするつもりはない。はっきり言ってネットの運うん営えいには携たずさわりたくない。今回はただの参さん観かんだ。しばらくは、ちらほらと出しゆつ没ぼつするけど、どうか気にしないでくれ」


　大噓うそだった。状じよう況きようを見守る点に偽いつわりはないが、事態が拙まずい方向に動くなら手しゆ段だんを問わず是ぜ正せいするつもりだ。


　バールの前に跪ひざまずいた者たちは、一いち様ように戸と惑まどい、警けい戒かいした。


「……失しつ礼れいですが、バール。その……なぜ参観なのですか？　指し揮きを取ってくださるなら、我われ我われは指し示じに従したがいますわ」


　とクリスタル。殊しゆ勝しような態たい度どだが腹は知れたものでない。組そ織しきでの立ち回りでは人じん後ごに落ちない女だ。


「いいさ。年とし寄よりが口挟はさんでもやっかまれるだけだろ？　やなんだ、そういうの。俺は何もしない。指示もしないし、評ひよう価かする気もない。諸君の好きにしてくれ」


　一いつ方ぽう的てきに言うと、バールは再ふたたび存在を霞かすませた。


　第二世代細胞セカンド・セルたちが息をのむ。彼らの目の前で身動きもしないまま、バールは「バールだと思う男」になり、「バールかもしれない男」となって、「知っている誰だれか」に変化した。正確には、バール自身が変化しているわけではなく、見る側の意い識しきが変化したのだ。


　クリスタルが目をまじまじと見開いて唇くちびるを結むすんだ。


　顔に書いてあった。自分はさっきまでバールと話していた。ということは、目の前のこの男はバールであるはずだ。そう、必ひつ死しで自分に言い聞かせている。ジャンキーのくせに、細こまかいことを気にする奴やつだ。


　バールは弾はずみを付けて椅い子すから立ち上がった。


　一同は一いつ斉せいに身み構がまえた。


「俺がいちゃやりにくいよな。今日きようはもう消えるとしよう。ごきげんよう」


　左手をポケットにつっこみ、右手を軽く挙あげてからバールが背中を向ける。


「待てっ」


　とケルベロスが呼よび止めた。慌あわててクリスタルが何か言おうとしたが、カークがそれを止めた。


　バールが「ん？」と振ふり返る。


　ケルベロスの額ひたいに汗あせが浮うかんだ。


「他の二人は……どうした？」


　バールから表情が消えた。双そう眸ぼうがガラス玉のように作り物めいて光を弾はじいた。


「お前が知る必要のないことだ」


　とバールは答えた。まるで機械が喋しやべっているような声だった。


　敵てき意いはなかったし、悪あく魔まの力を感じたわけでもない。それでもケルベロスは、何か目に見えない大きな圧あつ力りよくに締しめ付けられて、それ以外の質問をすることはできなくなった。


　ガラス玉の瞳ひとみが残る四人に視し線せんを向ける。四人もまた、身動きができなかった。次の質問がないことを確かく認にんすると、バールは部へ屋やを出た。





　バールの消えたあと、しばらくは口を利きく者がいなかった。


　ところが、会議が再開されると、すぐに皆みな、普ふ段だん通りの態たい度どに戻もどっていった。まるで彼に関する記き憶おくが、特に問もん題だい視しすることのない、当たり前の出で来き事ごとだったかのように。


　それきり、バールのことは誰も口にしなくなった。
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　景けいちゃんが泣いていた。


　幼おさないわたしはかわいげのない顔で、景ちゃんの手を引いていた。


　小さなスニーカーがじゅぷじゅぷと嫌いやな音を立てている。地面にボタボタ泥どろ水みずが滴したたり落ちた。わたしも景ちゃんも、頭からずぶ濡ぬれになっていた。髪かみが顔に貼はり付いて気持ちが悪かった。


　わたしはムスッと黙だまったまま、泣きやまない景ちゃんの手を引いて歩き続けた。周まわりには他ほかに誰だれもいなかった。同情されるのが嫌で、わざと人ひと気けのない河か川せん敷じきの道を歩いていた。


　膝ひざぐらいの高さの雑ざつ草そうが鬱うつ蒼そうと茂しげっていた。草は川風にそよぎ、名前を知らない黄色の花も、草に合わせて揺ゆれていた。


　角かどの尖とがった小石を踏ふみ、わたしは思わず顔をしかめた。片足が履はいているのは泥水に湿しめったソックス。脱ぬいだスニーカーは、靴くつを隠かくされた景ちゃんに履かせていた。二人で一足ずつ、泥水でぐちゃぐちゃのスニーカーを履いて道を歩いていた。


　そのうち景ちゃんの泣き声はぐずつく鼻はな声ごえになった。わたしは景ちゃんの手をきつく握にぎった。柔やわらかくて暖あたたかい、人ひと肌はだの感かん触しよくがした。


「うちに帰ったらクッキー焼こう」


　わたしは前を向いたまま後うしろの景ちゃんに言った。


　ぶっきらぼうな台詞せりふに、景ちゃんはびっくりしたように顔を上げた。


　それきり泣き声がしなくなった。


　ちょっと振ふり返ると、景ちゃんと目が合い、景ちゃんは涙なみだまみれの顔で笑え顔がおを見せた。





　どうして二人だけがそんな目に遭あうのかと誰かが尋たずねた。


　たぶん、わたしたちだけ他と違ちがっていたからだろう。


　わたしたちは異い邦ほうの人間で、お互たがいだけが同どう胞ほうだったんだ。





　　　　◆◆◆◆　◆





　その日の梓は、朝から最高に機き嫌げんが良かった。原げん因いんはもちろん昨日きのうの晩ばん餐さんだ。昨晩ゆうべは帰き宅たくしてからも興こう奮ふんで目が冴さえて遅おそくまで眠ねむることができなかった。


　──なんかもう、すごいクリスマス・プレゼントもらっちゃったみたい。


　学校に向かう道すがら、ついつい思い出し笑いをしてしまう。


　景と二人きりであんな風ふうに食事するなんて七年ぶりだ。思いもよらないことになった。


　──明日あしたも料理作りに行っちゃおうかな。


　明日は十二月二十四日。つまりクリスマス・イブだ。梓はアメリカから帰き国こくが決まったとき、密ひそかに景と二人でクリスマスを過ごすことを考えていた。ひょっとすると、その願ねがいも叶かなうかもしれない。


　しかし……


　軽かった足取りが、ゆっくりと重たくなった。無む邪じや気きに浮うかれることを許ゆるさない事情が、梓にはあった。ポケットには、あのときのペンダントが、まだ入ったままだ。


　──あの発ほつ作さ。


　街中の混こん雑ざつに辟へき易えきしていたとき、ふと、人が避よける空間があることに気が付いた。そこにいるのが景で、いままさに倒たおれる寸すん前ぜんだとわかったときには、心しん臓ぞうが止まるかと思った。その場で大声を出さなかったのは、発作の原因を知っていたからである。万が一救きゆう急きゆう車しやでも呼よばれたら厄やつ介かいなことになる。我われながらいい判断だった。


　しかし、急場しのぎだ。あの場を救すくったからといって、根こん本ぽん的てきな解決とはほど遠い。


　以前梓は、景の身体からだがカプセルに蝕むしばまれて半はん壊かいしているのを知った。もしあの状じよう態たいが本当なら、景はいますぐにでも本格的な治ち療りようを受けねば命に関かかわると思う。それほどはっきりと深しん刻こくな状態だった。


　だが、その判断には根こん拠きよがない。


　梓に医学的な知ち識しきなど皆かい無むだ。景の病びよう状じようにせよ、彼の生命力が目に見えたという、不ふ可か解かいな現げん象しようで気づいたのである。それも見えたのは一度きりで、そのときは間ま違ちがいないと感じた確信も、時間の経けい過かと共ともに薄うすれていった。ただ拭ぬぐえない不安だけが澱おりのように残った。


　──やっぱりいまのままじゃいけない。きちんとした所で、医者に診みてもらわないと……


　それが正しいやり方だと思うが、景は決して賛さん同どうすまい。どうにかして、彼を説せつ得とくする方法を模も索さくしなければならない。


　のだが──


　──医者に診せて……それで本当に解決するの？


　景は薬やく物ぶつ依い存ぞん症しようだ。だが、その薬物とは、ただの薬物とは訳わけが違う。


　どうにかせねばならない。それは嫌いやというほどわかりきっているのに、どうすればよいのか正しい道がわからないのだ。もどかしく、苦しかった。


　──でも。


　一つだけ絶対に間違いないことがある。


　それは景のことを諦あきらめてはいけないということだ。


　たとえ景自身が自みずからのことを諦めても、梓は最後まで彼のために全力を尽つくしてみせる。


　そう決意を新たにすると、ようやく梓に笑え顔がおが戻もどった。


　昨日の景の表情を思い出す。自分に手を引かれて、どう対応すればいいのか困こん惑わくを隠かくしきれない表情だった。景が命を投げ出しても、梓がその手を引いたとき、彼はまたあのような表情を見せてくれるかもしれない。


　そんなことを想像しながら、梓は校門をくぐった。


　今日きようは本ほん来らい祝しゆく日じつで学校は休みだ。今日登校したのは、追試を受けるためだった。先日、期き末まつ試し験けんが行おこなわれたのだが、梓と相あい棒ぼうの千ち絵えは都つ合ごうがあって欠けつ席せきしたのだ。


　梓が教室に着ついたとき、追試を受ける生徒はほとんど揃そろっていた。


「おはよう」


　ドアを開けた梓は、誰にともなく挨あい拶さつを投げた。


　返事は一つも返らなかった。


　──ああ。またか……


　梓は何食わぬ態たい度どを装よそおって、スタスタと自分の席に着いた。


　鞄かばんを開けて教科書を取り出し机つくえに移す。そのあとは誰に話しかけるでもなく、膝ひざを立てて頰ほおをのせ、窓まどの外を眺ながめた。


　追試にしては人数が多い。それもほとんどが女子だ。これは試験のあった日、近ちか場ばの屋おく外がいステージで有名なロック・グループのコンサートがあったからだった。試験をすっぽかしてコンサートを観みに行った生徒が、追試のため集まっているのである。


　ぼんやりとしていると他のクラスメイトたちの会話が耳に入ってくる。昨日のＴＶ番組の感想や冬休みの旅行の計画。クリスマス・イブは誰と過ごすか。とりとめもない、ありきたりな話わ題だい。自分もあの事件が起こるまでは、そんな話ばかりしていた。


　ガラ、と教室のドアが開く音がして「おはよう」という控ひかえめな挨拶が梓の耳にまで届とどいてきた。


　すぐに何人かの女生徒が「おっはよー」と挨拶を返す。梓も思わず振り返った。


　教室に入ってきたのは清きよ井い美み加かだった。


　カプセルに関かかわることになる前、梓はいまとは違うグループの友人とつき合っていた。それが松まつ崎ざき祐ゆう子こと清井美加の二人だ。


　二人はセルネットの構こう成せい員いんだった。


　事件のあと、松崎祐子は警察の取り調べ最中に暴ぼう走そうして自じ滅めつ。精神を病やみ、いまも意い識しきの戻もどらないまま入院している。一いつ方ぽうの清井美加は、一度はカプセルの過か剰じよう摂せつ取しゆで病院に担かつぎ込こまれたものの、祐子に比くらべてずっと症しよう状じようは軽かった。先週、退たい院いんしたのだ。


　美加は記き憶おくの一部を失うしなっていた。主おもにカプセルに関することで、これは中ちゆう毒どく症しようで倒たおれたカプセルユーザーの多くに見られる特とく徴ちようだった。元々ネットに深く関わっていたわけでもない彼女は、形式的な警察の聴ちよう取しゆのあと学校に復ふつ帰きした。


　──美加……


　梓が少し腰こしを浮うかせて美加を見る。


　美加が梓の視し線せんに気づいた。そして青い表情で口を結むすび、逃にげるように視線をそらせた。


　美加はそのまま挨拶を交かわし合った級友のもとに移動し、以前に比べると少し弱々しくなった笑顔を見せて彼女たちと会話を始めた。梓はため息と共ともに腰を下おろした。


　美加が学校に来るようになってから、梓は彼女とほとんど言葉を交かわしていなかった。


　──仕し方かたないよね。


　梓は千絵と二人で、祐子と美加の罪つみを暴あばいた。口さがない者は、警察に売り渡わたしたとさえ言っている。以前の親しん交こうを取り戻すことは難むずかしいだろう。


　美加は祐子と違い、積せつ極きよく的てきにネットに参加していたわけではない。祐子の言うことに従したがい、仲間グループの一体感を損そこなうことを嫌きらって、彼女につき合ったに過ぎない。美加の選せん択たくはクラスメイトのほとんどから共感を得えている。特に女子は全員、美加に同情的だった。


　そして、美加に同情的だということは、梓と千絵、特に友人だった梓に批ひ判はん的てきだということだ。


　もともと少なかった梓に話しかけていたクラスメイトは、美加が復帰してからは一人もいなくなった。クラスの女子たちは、この手の暗あん黙もくの排はい他た行こう為いには積極的に反はん応のうする。クラスのまとめ役である千絵が側そばについているから表おもて立だってどうこうするということはない。しかし裏うらでは、梓の陰かげ口ぐちを叩たたくのはクラスの流は行やりになっていた。


　──いいけどね。別に。


　梓に対し、真しん剣けんに義ぎ憤ふんを感じている者などいないのだ。どうせ一いつ時ときのブームに過ぎない。こんなものは、かつて自分と景が味わっていたいじめに比くらべれば、そよ風のようなものだった。


　帰国したばかりの頃ころは、この手の孤こ独どく感かんが堪こたえ、祐子や美加の存在が救すくいになった。しかし、カプセルの事件に関かかわり、悪あく魔ま関かん連れんの異い常じような経けい験けんを経へたいま、学校での孤こ立りつなど毛ほども気にならないと梓は本気で思っている。


　自分には千絵がいるし、何より景がいる。他にはまあ、水みず原はらも。


　梓は再ふたたび腕うでをついて外の景け色しきに目を移した。


　一ひと際きわわざとらしい声で梓の名前がつぶやかれ、それを追うように笑い声が弾はじけた。また何か自分のことをネタにしているのかもしれない。談だん笑しようの中にいる美加も、困こまったような顔で大人おとなしい笑顔を浮かべているだろう。美加にせよ、梓に恨うらみを抱いだいているわけではないことは、顔を見ればわかる。ただ、自分のために梓をあげつらう新しい友人グループの空気を壊こわしたくないだけなのだ。


　梓は窓ガラスに映うつる自分の顔を見て、皮ひ肉にくっぽい感じで唇くちびるを曲げた。その手が無意識にポケットの中のクロスに伸びた。


　美加は美加で上う手まくやっていくだろう。それでいいじゃないか。


　──よしっ。やっぱり明日も景ちゃん家ちに行こう。それから今後のことを一いつ緒しよに話ししよう。


　と梓は百八十度気持ちを切り替かえた。


　発ほつ作さに備そなえるにしろ、側そばにいなくては話にならない。景は嫌いやな顔をするかもしれないが構かまうものか。いまの景は、誰かと一緒にいる方がいいに決まっているのだ。それなら、その誰かは自分でありたい。


　──ついでに料理も作っちゃおうか。一緒にいるなら、文もん句くは言わないでしょ。


　と勝かつ手てに決めつけ、梓は気分を盛もり上げることにした。


　何を作ろうか？　どうせならクリスマスらしいメニューにしたいところだ。


　まずはポテトサラダ。それにポタージュスープ。七面鳥ターキーは大げさだけど、シチューはもう作ったし。そうそう、ケーキは外はずせない。けど手作りってのもいかにもだしなあ……あ、それと飲み物どうしよう。シャンパン？　アルコール──入ってるのでもいいよね。ちょっとぐらい。


　洒落しやれたグラスを用意して──キャンドルの明かりで、コン、ってやって「乾かん杯ぱい」なんて言っちゃって──


「あの、梓さん？」


「………………うふ……」


「……梓さん？　もしもし？」


「ん、え？」


　振ふり返ると千絵がいた。梓は赤くなって声を裏返した。


「あ、千絵っ。オ、おはヨ！」


「ええ。おはよう。なんだかご機き嫌げんね」


「ハハ。そうかなあ」


　見るからに不自然な梓の態たい度どを見て、千絵は、ふむ、と腕うでを組んだ。


　一いつ見けんすると落ち着いた雰ふん囲い気きのある少女で、癖くせのない黒くろ髪かみやすっきりと通った鼻はな筋すじが、古風な美び貌ぼうを誇ほこっていた。あと数年経たてば、和わ装そうの似に合あう美人になりそうである。


　ただ、たおやかな外がい見けんとは裏うら腹はらに、彼女の本ほん性しようはユニークな内面にあった。彼女は自じ称しよう──恐おそるべきことに、いまや一部筋では「自称」という限定は外されつつある──探たん偵ていである。


　千絵は腕を組んで梓を見返したまま、右手の人差し指を唇くちびるに当てた。さっそく友人の上機嫌の訳わけを推すい理りしにかかっているのだ。


　お酒は慎つつしみたまえよ、梓クン。ち、千絵。どーしてそれを？　何、簡かん単たんな推理だよ。空くう想そうにふけるキミの右手が、グラスを持ち上げて乾杯してたのサ──という案あん配ばいである。彼女は隙すきあらば、この手の推理を仕し掛かけてくる。もっとも週に一回ぐらいしか的てき中ちゆうしないが。


　そして不ふ意いに千絵が瞳ひとみを輝かがやかせた。


「ははあ。なるほど……仕し方かたないわね。どの病院なの？」


「え？」


「あなたがＫＯした犯はん罪ざい者しやよ。ああ、いやいいの言わないで。窓を見ながらもただならぬ気け配はいを発していたわ。そのときの戦せん闘とうを回想してたのね。私が話しかけたとき、あなたの手が、まさに敵てきの襟えり首くびをつかみ上げていたところだったから」


「つ、つかみ上げてって……」


「それにその指の絆ばん創そう膏こう。あなたに突つき指させるなんて、よほどの相手だったのでしょう」


「え、いや。これはニンジンが硬かたくてつい……」


「でもね、梓さん。最近あなた、ちょっとやりすぎなところがあるわよ。ついこの前だって、そうだったじゃない。あなたの腕を疑うたがう訳じゃないけど、あまり無む茶ちやはしない方がいいわ」


　梓の反論を受け流し、千絵は得とく意いの教師口く調ちようで指し摘てきした。


　梓は渋じゆう面めんになったがオトナの判断で何も言わなかった。千絵の推理を覆くつがえすためには多くの言葉を費ついやさねばならず、しかも最終的に「はいはい、わかってるわ。そうね、そういうことにしておきましょうか」的な決けつ着ちやくに落ち着くのが常つねだ。ムキになるだけ損そんである。


　期き末まつ試し験けんを欠けつ席せきした日のことだ。夜九時を回った頃ころ、梓と千絵はセルネットの下か部ぶ細胞と見られるカプセルの売ばい人にんグループを張はっていた。最近では市内のカプセルユーザーから「アルティメット風ふう紀き委い員いん」と警けい察さつ以上に恐れられている、海野千絵率ひきいる実じつ践せん捜そう査さ研けん究きゆう会かいの私的犯罪摘てき発はつ活動である。


　場所は繁はん華か街がいから二区く画かく奥おくに入った公園横の路ろ地じ。名めい刺し大だいのチラシがところ狭せましと貼はり付けられた電話ボックスの隣となりで、二つの少年グループがカプセルを求めて対たい峙じしていた。


　バイヤーは細胞を構こう成せいする四人。買い手はいかにも喧けん嘩か慣なれしたストリート風の五人。ボックスからもれる光の輪わの中で、交こう渉しようする両者の声が次し第だいに高くなり、ついには怒ど鳴なり声となるのを、梓と千絵は息を呑のみながら見守っていた。


　乱らん闘とうになるとストリート風の五人は、慣れた動きで細胞三人をアスファルトに転ころがした。ところが、残る一人。細胞のリーダー格らしきスキンヘッドは、三人の部下が倒れたあと、一人で、一いつ瞬しゆんにして、五倍の敵てきを叩たたきのめした。


　運の悪いカップルが通りかかったのは、その直後だった。


　カップルは地面に倒れた少年たちを見て、悲ひ鳴めいを上げながらその場を逃にげようとした。スキンヘッドはどこか虚うつろな様よう子すで突っ立っていたが、逃げる獲え物ものに反はん応のうして、鼠ねずみを追う猫ねこのように跡あとを追おうとした。そこで梓が飛び出したのである。


　駆かけ寄った梓は問もん答どう無む用ようでスキンヘッドを攻こう撃げき。フェイントを仕し掛かけたあとローキックで足を殺すと、三発目の掌しよう打だで反撃能力を奪うばい、四発目の肘ひじ打うちで意い識しきを奪った。


「あのとき、男とカップルの間には十じゆう分ぶん距きよ離りがあったわ。ちょっと走れば人通りのある場所に抜ぬけられたんだし、何も梓さんが成せい敗ばいに出向く必要はなかったのよ。あ、いや、もちろん人助けはいいことだし、あなたの勇気には感かん服ぷくするわ。けど、相手は五人組を一人でやっつけちゃうような強つわ者ものだったのよ？　もうちょっと自分の身を大事にしなきゃ」


　と千絵は注意する。梓が千絵の行き過ぎ捜査をたしなめるならともかく、その逆は珍めずらしい。


　確たしかに千絵の言うとおりだ。スキンヘッドには、あのカップルが安全な場所に逃げ込むより早く二人に追いつくことはできなかっただろう。


　しかし、奴やつが呼び出した体長一メートルの真っ赤なカマキリは、二人を逃がさなかったはずだ。


　そいつが見え、そいつがカップル目がけて四本の後あと足あしをワサワサと動かしたとき、梓は冷れい静せいに考えるより先に飛び出して、スキンヘッドの注意を引いていた。スキンヘッドが驚おどろいて振り返ったたとき、奴の両目は赤く染そまっていた。


　そのあとは夢む中ちゆうだった。悪あく魔まを倒すには、その主あるじを倒すこと。過か去この経けい験けんと、数少ない景との会話から、梓はそう学まなんでいた。全力でスキンヘッドに駆け寄った。スキンヘッドが梓を敵と認にん識しきするのがわかった。同時にカマキリが目もく標ひようを変へん更こうした。


　カマキリの頭とう部ぶには、人間の顔が張はり付いていた。その顔が梓を見てキイイと笑った。そしてすごいスピードで向かってきた。


　ぞっとした。恐きよう怖ふが身体からだを突つき抜ぬけた。


　だが、耐たえられない恐怖ではなかった。


　これよりずっと恐ろしい悪魔を、梓は見てきた。梓がこれまでに相あい対たいした悪魔を思い出すと、恐怖はただの嫌けん悪お感かんに変わった。こいつは小こ物ものだ、と。


　カマキリが右の前足を振りかぶった。梓はその鎌かま状じようの前足目がけ、ポケットから出した防ぼう犯はんスプレーを叩たたきつけた。


　スプレーが鎌に刺ささった。裂さけ目から吹ふき出したガスが顔がん面めんを直ちよく撃げきし、カマキリが苦しげな悲ひ鳴めいを上げた。そして得えた十数秒。おそらく、そのとき居い合あわせた少年たちの中で、体力的にはもっとも劣おとっていただろうスキンヘッドを黙だまらせるには、十分な時間だった。


　──勝てた。


　悪魔を使う敵に。景の援えん護ごもなく、自分一人の力で勝つことができた。


　千絵に指し摘てきされるまでもない。無む謀ぼう極きわまりない行こう為いだった。猛もう省せいし、二度とはせぬよう肝きもに銘めいじて当然の一ひと幕まくだ。けれど、戦たたかいの興こう奮ふんから冷さめ、悪オ魔ー持ナちーを自じ力りきで倒したと実感するにつれ、己おのれの軽けい挙きよを戒いましめる気は失うせてしまった。


　嬉うれしかった。


　手て応ごたえを得た気がした。自分は戦えるのだと。


　これまで梓は、ずっと景に助けられてきた。一いつ方ぽう的てきに守られるだけだった。足手まといでしかなかった。しかしこれで、自分も役に立てるかもしれないという希望が見えた。それは、景の抱かかえる事情を知ってからずっと、梓が何よりも強く欲ほつしていたもの──自信だった。


「……梓さん？　聞いてる？」


「え？　あ、うん」


　今度は本当に回かい想そうに引き込まれていた梓が、慌あわてて顔を上げた。


　千絵は心配そうに，眉まゆをひそめていた。


「なんだか疲つかれてるみたいよ。ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？」


　心配してくれるのは嬉しいが、間ま違ちがっても景と食事して興こう奮ふんして眠ねむれなかったとは言えない。梓は笑って誤ご魔ま化かし、違う話わ題だいを振った。


「それよりさ。あのときの携けい帯たい。あれってどうだったの？」


「あ、あれ。やっぱり、お宝たからだったみたいよ」


　梓の質問に、千絵は得とく意いそうに小こ鼻ばなを膨ふくらませた。


　梓がスキンヘッドを倒したあと、二人は近くの交番まで警官を呼よびに行くことにした。ただ、その前に少しばかり「捜そう査さ活動」を行おこなわせてもらったのである。何しろ現場には意い識しきのない細胞構成員が四人も倒れていたのだ。千絵は大おお喜よろこびで四人の所しよ持じ品ひんを漁あさり、財さい布ふから身み分ぶん証しようを抜ぬき取って内容を書き写うつした。携帯電話にいたっては丸ごと隠いん匿とくしてしまった。そして梓一人に通つう報ほうさせ、自分はそのまま姿すがたを消したのである。


　紛まぎれもない窃せつ盗とう罪ざいだ。梓がからかい半分で言うと、「翌よく朝あさ九時には、あそこの交番に届とどけたもの」と胸むねを張はって主しゆ張ちようした。もちろん中身のデータは残らずコピー済ずみだ。


　それ以い来らい、千絵は研究会の活動を休止して、思わず入にゆう手しゆできた情じよう報ほうの検けん証しように没ぼつ頭とうしている。景の家に行く暇ひまができたのも、そのおかげだった。


「何かわかったんだ」


「そのことなんだけど──そうね。教こ室こで言うのもなんだし、お昼休みにでも話すわ」


　思わせぶりに言うと、ウィンクを一つ残して千絵は自分の席に戻もどっていった。





「……やっぱり、放ほう課か後ごにしましょうか……」


「え、何？　何がやっぱりなの？　あ、ちょっと、どこ行くのさ、千絵ちゃん。ほら、ここ空あいてるよ。日当たりもいーし。景け色しきもいーし。せっかく特とく等とう席せき取っといたんだからさ」


　へらへらという擬ぎ音おんが聞こえてきそうな笑え顔がおで、水原勇ゆう司じが千絵と梓を手て招まねきした。


　千絵は、ええいこの男どうしてくれよう、と炭すみでも嚙かむような苦にがい顔で水原をにらんだ。


　昼休み、中なか庭にわの一いつ角かく。真冬の寒かん風ぷうは凪ないでおり、おかげで十二月のかすかな陽光も、無ぶ事じ地上まで熱ねつを届とどけてくれていた。


　中庭には日差しに誘さそわれた生徒の姿すがたがちらほらあった。千絵もその一人で、梓を誘さそい、弁当を抱かかえて外に出たのだ。そこに待ち構かまえていたのが、サンドイッチのパックを破やぶり、トマトジュースのストローをくわえる水原だったわけである。


　手入れの行き届いた茶ちや髪ぱつに、着き崩くずした制服。恋れん愛あいの友にして享きよう楽らくの使し徒とたる軟なん派ぱ男おとこは、芝しば生ふの上に長い足を投げ出して、目元の泣き黒子ぼくろをほころばせていた。当然の如ごとく追試に参加していた彼こそ、実じつ践せん捜査研究会、第三の男である。


「聞いたよ、お二人さん。こないだ、また捕とり物ものだったんだって？　それも結けつ構こうでかいヤマだったそうじゃん。なーんで俺おれ呼よんでくれないのさ」


「馬ば鹿かおっしゃい。あなたを呼んだところで、なんの役に立つっていうのよ。寒いだの、退たい屈くつだの、愚ぐ痴ちと文もん句くしか言わないじゃない」


「組そ織しきにはあえて苦く言げんを呈ていする人間が必要だと思うけどなあ。万ばん事じにつけ、批ひ判はん的てき観かん点てんを持つことは大事なことだよ、千絵ちゃん」


「批判的観点しか持ってないでしょ、あなたの場合」


　千絵はそのまま踵きびすを返そうとしたが、梓の説せつ得とくでなんとかその場に留まった。


　三人揃そろってのミーティングも、いい加か減げん回数を重かさねたというのに、千絵と水原には成長の跡あとがまるで見られない。会議が意い義ぎあるディベートに至いたるまでには、毎回長い道のりを必要としていた。


　何しろ、片かたや自みずからを正せい義ぎの規き範はんたらんと欲ほつする私し立りつ探たん偵てい志し望ぼうの優ゆう等とう生せいであり、片やコツコツやる奴やつぁゴクローサンを座ざ右ゆうの銘めいとする校内一の無む責せき任にん男おとこである。意見の合うはずもなく、歩あゆみ寄よる気け配はいもない。梓の苦労は増ふえる一方なのだ。ただ、それだけ性格の食い違う同士でありながら、端はたから見る分には息が合っているから不ふ思し議ぎだった。


　ともあれ、千絵としても水原のせいでせっかくの屋おく外がいランチを諦あきらめるのは癪しやくに障さわるらしい。結局二人は、その場に腰を下ろして、冬の日差しの下、弁べん当とうを広げた。


「まったく、どうしていつもこう……まあいいわ。それじゃあ食べながら話しましょうか。──いいかしら梓さん。さっきの続き」


「携帯の話ね。いいよ」


「携帯？　千絵ちゃん、また新しい携帯買ったの？　これで四つ目じゃん。好きだね、そういうの」


「そんな話じゃないわよ──って、待ちなさいっ。なんであなたが私の携帯の数を知ってるのよ！」


「ナンバーも知ってるよ」


「なんですってえ!?」


　目をむく千絵を再ふたたび梓が宥なだめる。そこからさらに三分間ほど不ふ毛もうなやり取りを経へて、ようやく千絵は本題に入った。


「掲けい示じ板ばん？」


　と膝ひざの上に弁当箱ばこをのせた梓が、同じ格かつ好こうの千絵に聞き返した。


「──のアドレスが携帯電話の記き録ろくに残ってたの。それも明らかにセルネットが運うん営えいしているＢＢＳだったわ。内容はカプセルや他のドラッグの情じよう報ほうが中心ね。バイヤーのことや相そう場ばのこと。売ばい買ばいの符ふ丁ちようなんかもあったわ。残ざん念ねんながら少し前のログは自動的に削さく除じよされる仕組みなんだけど、それでも大変な量の情報だったもの」


　特に、書き込みの中に記き述じゆつされている他のサイトのアドレスは貴き重ちような情報だった。携帯用ではない普ふ通つうのウェブサイトもあったし、通常の方法では検けん索さくできない裏うらサイトのアドレスまであった。そこにある情報は、携帯専用ページのものとは質も量も比ひ較かくにならない。さらには、そのサイトから他の関かん連れんサイトへのリンク。そこから、また次へのリンク。千絵は、閉とざされていたアンダーグラウンドへの入り口を、ネットの世界で手に入れたのだ。
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「それでね。落ち着ついて聞いて欲ほしいんだけど、そこには私たちの名前も書かれてたの」


「えっ！　その掲示板に？」


　梓が驚おどろいて箸はしを止めた。そんなの当然じゃんという顔の水原を脇わき目めに、千絵は「ええ」と神しん妙みように頷うなずいた。


「どうやら私たちのことは、カプセルユーザーの間では、そこそこの認にん知ち度どがあるみたいね。まあ、書き込まれてた内容に関しては、品ひん行こう方ほう正せいとは言い難がたかったから割かつ愛あいしておくけど」


　千絵にすればジャンキーたちに広く恐おそれられるのは望むところであり、自じ慢まんの一つもしたいだろう。それがないということは、余よ程ほど忌いま々いましい中ちゆう傷しようが書き込まれていたに違いない。


「なるべく客きやつ観かん的てきに読んだ上での私の感想を言うわね。私たちは彼らの間では、まだ『敵てき』というほど憎にくまれても警けい戒かいされてもいないわ。私たちに捕つかまった仲間を、ドジな連中ってあげつらう内容が一番多かった。差し当たって私たちをどうこうしてやろうという気け配はいは感じられなかったわ」


　千絵がそう説明すると、ハムとチーズのサンドイッチをぱくついていた水原が、気軽に肩かたを竦すくめてみせた。


「だろうね。ネットってＤＤと違って、基本的に冷さめた連中だからさ。掲示板でネチネチ嫌いやみ言う奴はいても、わざわざ千絵ちゃんにちょっかい出す物好きはいないだろうよ」


　水原はかつて『フェスタ』というコードネームを持つ、セルネットの細胞構こう成せい員いんだった。従したがってネットの内ない実じつには詳くわしい。


　水原の意見に、珍めずらしく千絵も同意した。


「おそらく、その通りよ。それから、これはたぶん上位の細胞の書き込みだと思うんだけど、『海野千絵は警けい察さつと繫つながりがあるから悪戯いたずらに手を出すな』っていう警けい告こくなんかもあったわ。だから、当面は直接的な脅きよう威いはないと思うの。もちろん、名前が知られている事実に変わりはないから、十分な注意は必要でしょう。けど、いますぐ臨りん戦せん態たい勢せいに入るほどじゃないわね」


　仮かりにセルネットが動くとしたら、それは千絵たちが彼らのシステムにとって致ち命めい的てきな何かをつかんだときだろう。そのときは掲示板に徴ちよう候こうが現あらわれる暇ひまなどない。直後にでも口くち封ふうじの手が伸のびてくるはずだ。


　セルネットは、カプセルユーザーが純じゆん粋すいにカプセルを楽しむために組そ織しきされた。その活動の一いつ環かんとして、騒さわぎを起こしかねない要素を排はい除じよする。カプセルの存在が公おおやけになった場合に発生する、ユーザーへのトラブルを回かい避ひするためだ。もし千絵が、「カプセルの秘ひ密みつを暴あばき、公こう機き関かんに通つう報ほうする可能性がある」とネット上じよう層そう部ぶに判断されれば、その時点で刺し客かくが向けられるのである。


　だが同時に、不必要な事件を起こして警察の注意を引かないよう、機き密みつ漏ろう洩えいの危き険けん性せいがない間は極きよく力りよく干かん渉しようも控ひかえられる。のんきに掲示板で話題を呼よんでいるということは、千絵はまだ、上層部から危険視されるには至いたっていないという証しよう拠こといえた。


「覗のぞいて回ったサイトやＢＢＳで、いま一番話題に上のぼってるのは、この前の彼のことよ」


「ははあ。ウィザードだな？」


「その通り」


　と千絵は水原に向かってウィンナーを突つき刺さした箸はしを持ち上げた。


　梓がビクリと緊きん張ちようして身体からだを硬かたくした。


「ＤＤのビーグルと話したときも同じ印いん象しようを受けたけど、やっぱりウィザードという人は相当のネームバリューがあるみたいね。セルネットにとっては敵てき対たい者しやのはずなのに、好こう意い的てき、あるいは一いち目もく置くといった感想が多かったし、彼をカリスマ視する意見もあったぐらいだもの。フリーランスの実力者というのが受けてるんでしょうね。カプセルユーザーっていうのは、基本的に反社会的な人たちだから。特に、この間の『テアー・チェイン』の事件に関する反はん応のうはすごかったわ。私たちの名前も、あの件に関かかわる形で知られるようになったみたいなの。どうもその、彼と私たちが仲間なんじゃないかっていう噂うわさが広まってるようよ」


「……そういえば、あのカイムもそんなこと言ってたよね」


　と梓がつぶやく。


「ええ。ビーグルには口止めしたけど、結局あまり効こう果かはなかったわね。私たちとウィザードが同どう一いつ陣じん営えいと見なされることが、どういう反はん応のうを呼ぶかは一いち概がいには言えないわ。けど、現段階では、私たちの存在がクローズアップされたことによって、逆にネット上層部が私たちとの接せつ触しよくを戒いましめるよう圧あつ力りよくをかけてきたみたいね。さっき言った『手を出すな』っていう書き込みも、背はい後ごにはウィザードをにらんだ思おも惑わくが絡からんでるのかもしれないし」


　と、さしもの千絵も難むずかしい口く調ちようになった。


　梓は千絵の説明に、それ以上口を挟はさまなかった。だが、その心中は穏おだやかではなかった。


　──『ウィザード』、か……


　それこそが景の抱かかえる事情を象しよう徴ちようする名前だろう。昨日きのう、自発的にはほとんど喋しやべらず、梓の話を聞いているだけだった少年。始し終じゆう不ふ本ほん意いそうにして、しかしシチューもパンもおかわりして、最後には「おいしかった」と渋しぶ々しぶ礼れいを言った幼おさななじみ。彼は、陰いん気きで捻ひねくれてはいるが決して冷れい酷こくでも悪あく辣らつでもない、無口なだけの少年である。だが、それだけではないのだ。彼は、多くのジャンキーが畏い怖ふと畏い敬けいの念を向け、葛くず根ね市に君くん臨りんするセルネットが、その挙きよ動どうに注ちゆう視しするほどの「大物」なのである。


　梓の知る物ものの部べ景と、世せ間けんに広がるウィザードの人物像。そして、梓が見た、景のウィザードとしての本当の姿すがた。それら、一人の人物が見せるいくつもの側そく面めんが、梓を困こん惑わくさせるのだ。


　──それでも、景ちゃんは、景ちゃんだ。


　一いつ緒しよに戦たたかうと決めたのだ。自分は景ちゃんを信じる。信じて、一緒に闇やみの中へ足を踏ふみ出してみせる。そして景を、そこから連つれ戻もどしてみせる。


　──うん。


　そうしようと、昨日きのう決意した。


　失しつ敗ぱいするかもしれない。あるいは罪つみにまみれるかもしれない。中ちゆう毒どくになってしまうかもしれないし、景は助からないかもしれない。敵に倒たおされるかもしれないし、警けい察さつに捕つかまるかもしれない。けれども、それが景と一緒なら。それは決して悲しいことじゃないはずだ。


　ふと、


　周しゆう囲いの景け色しきが遠とお退のき、白はく日じつ夢むのような鮮せん明めいなイメージに、心が吸すい込こまれた。


　幼おさないころの記き憶おくだった。


　二人で泥どろ水みずを被かぶったまま、手を繫つないで帰き路ろを歩いている。いじめられた帰り道だ。景はグスグスと泣いていた。自分はうつむきながら、強く景の手を握にぎっていた。


　端はたから見れば、哀あわれな光景だっただろう。可か哀わい相そうだと同情されるような場面だったに違いない。


　しかしあのとき、二人は自分たちを不ふ幸こうだなんて思っていなかった。


　笑え顔がおじゃなかったけれど。うつむいて泣いていたかもしれないけれど。別に不幸だなんて思わなかった。あのまま手を握りしめて、ずっといつまでも歩いていたって構かまわなかった。


　景と一緒に手を繫いだまま、他ほかに誰だれもいない、他の誰も手の届とどかない、暗くて深い闇の奥へと、二人でのみ込まれるのなら。それはむしろ──





「素す敵てきなことです」





　と、つぶやいた瞬しゆん間かん、梓はぱちりと瞬まばたきをした。


　気がつくと、水原がきょとんとした顔で、千絵が気がかりそうな顔で、梓のことを見つめていた。


「……どしたの、梓ちゃん？」


「う、ごめん。わたし寝ねてた？」


「寝──ちゃあいないけどさ」


　面めん食くらったように水原が頭をかいた。


「ひょっとして寝ね不ぶ足そくか？」


「うん、その……ちょっとね」


「いけないなあ。睡すい眠みん不足は美び容ようの大たい敵てきだぜ？　なんなら不ふ肖しようこの水原勇司が、抱だっこでも添そい寝でもしてあげるからさ」


　と笑った瞬間、千絵が水原の鼻はなに容よう赦しやなく卵焼きを命中させた。


　水原は「うおっ」と仰のけ反ぞりながらも、地面に落ちる前に卵焼きを口でキャッチする。そのまま咀そ嚼しやくして、


「ん、美う味まい。九十五点」


「……今度からは練ねりわさびを用意しておくわ」


　舌打ちしてから千絵が梓に目を向けた。


「やっぱり調ちよう子しが悪いみたいね。早退した方がいいかもしれないわよ」


「大だい丈じよう夫ぶだって。こんなの。これでもわたし、実じつ践せん捜そう査さ研究会のフォワードなんだよ」


　無む理り矢や理り作った強気な笑顔を見せる。それでも千絵は気がかりそうな態たい度どを隠かくさなかった。


「で、さっきの話だけどさ。千絵ちゃんが思ってた以上に有名で、ウィザードがそれよりもっと有名だったのが改あらためて確かく認にんできました、ってのはわかったよ。でも、それって前から知ってたことじゃん。結局、新しくわかったことはないってことになるのかな？」


　水原が話題を戻もどすと、千絵はムッとしたように早口で答えた。


「仕し方かたないわ。何しろいい加か減げんな書き込みがほとんどだから、本当に信用できる情報を選せん別べつするのが難むずかしいの。大多数が匿とく名めいの書き込みだし、どうしても曖あい昧まいな推すい測そくしかできないわよ。ただ、そういった細こまかい内容じゃなくて、今回見て回ったサイトの全体的な雰ふん囲い気きから、セルネットの全体像に関して、いままで以上に明めい確かくなイメージができたわ」


「というと？」


「これまでセルネット全体の規き模ぼがどうしてもつかみ切れていなかったの。上はどの程度まで広がっているのか。一いつ般ぱん的てきに知られる他た組そ織しきと関かかわりはあるのか。資し金きんは？　人じん員いんは？　それがなんとなくだけど見えてきたのよ」


　と、そこで千絵は居い住ずまいを正ただした。梓と水原も食事の手を止めて続きを待った。


「いいかしら？　セルネットは全国的に展てん開かいされてる組織でもなければ、広こう域いき暴ぼう力りよく団だんとの繫つながりもない。葛くず根ね市内でだけ活動している組織だと思うわ。おそらく幹かん部ぶにも社会的に高い地位についている人間はいないでしょう。それどころか、ごく若い人間が中心になってる気がするわ。組織自体もすごく若いし。仲間内だけの集まりが肥ひ大だいしたような──ようやくにして安定できたベンチャー企き業ぎようみたいなイメージかしら。何しろ一般的な『大人おとな』がいるという感じがしない。アンダーグラウンドの、若者文ぶん化か圏けんだけの組織と見て間ま違ちがいないはずよ」


　熱ねつ心しんに耳を傾かたむける二人に、千絵は自分の考えを淡たん々たんと述のべた。


　仮かりに、この彼女の意見をIXＣナイン・シーが聞いていたら、やはりなるべく早い時期に口を封ふうじた方が無ぶ難なんだと、改めて結論したことだろう。


　セルネットの利点の一つに、組織の全体像を外部からも内部からもつかむことが難しいという点がある。実体がわからないから、市し場じように流れる噂うわさを利用して、巨きよ大だいなシンジケートのように思わせることも可能だし、身近な仲間感かん覚かくを演えん出しゆつすることもできる。警察にせよ捜そう査さ規模が決定できないから、本格的な摘てき発はつを開始できない。組織全体の規模が見えてこないということは、セルネットが存そん続ぞくしてきた大きな一因なのである。


　しかし千絵は、それを感覚的に見み抜ぬきつつある。


「これは朗ろう報ほうといってもいいわ。たかが知れた、なんて口が裂さけてもいえないけど。でもね、梓さん。水原も。覚えておいて。セルネットは謎なぞの麻ま薬やく組織なんかじゃない。葛根市に住んでる、同世代か、せいぜい少し年上の人間が作ってるだけのグループなの」


　梓と水原を引き締しめるように、千絵は胸むねを張はって言った。


「私たちにだって、勝てる相手よ」





　　　　２





　追試が終しゆう了りようしたのは午後三時過ぎだった。


　その日も千絵はインターネットで情じよう報ほうを探さぐると言って真まっ直すぐ自宅に帰った。


　用心のため梓は千絵を家まで送った。それから、一いつ緒しよに調べようという千絵の申し出を辞じ退たいして、一人家いえ路じに着ついていた。


　──勝てる相手かあ……


　千絵はすごいな、と思う。どうして彼女はあんなにも行動力に溢あふれているのだろう。自身の利り益えきになるわけでもない犯はん罪ざい摘てき発はつに邁まい進しんし、周しゆう囲いの無む理り解かいにも挫くじけず、巨大な敵に臆おくすることもなく、着実に前進しているのだ。ついには警察からも、セルネットからも、無む視ししかねる存在となったのだから、その努力たるや大変なものだ。自分も見み習ならいたい。


　──だけど……


　千絵の説明には欠かけていた点があった。千絵が見た掲けい示じ板ばんに、そのことが書かれていなかったはずはない。ということは、彼女は意い図と的てきに話さなかったに違いない。


　悪あく魔まのことだ。


　──セルネットは千絵の言う通り、組織としては案外小規模かもしれない。けど。


　だとしても、それはただの組織ではない。


　常じよう識しき的てきな対応だけでは、決して届とどかない力を持った組織だ。そしてまた、セルネットはその力を組織的に活用する機能を備そなえていた。


　例えば、いまのように。


　ショッピング街がい。


　クリスマスの装よそおいがされたショーウィンドウの並ならぶ、四つ角かどの交差点。


　梓は唐とう突とつに足を止めて、歩いていた道を左に折おれた。


　そのまま小走りに進んで缶かんジュースの自じ販はん機きに近づき、財さい布ふを取り出す動作をしながら曲がった角の方を盗ぬすみ見た。


　信号を渡わたる人ひと波なみの中、一いつ瞬しゆん視し線せんをさまよわせた男が、そのまま交差点を渡っていった。


　灰はい色いろのハーフコートに、ベージュのチノパン。赤いニットを被かぶった十八、九の男。千絵と別れた直後の通りでも見かけた男だった。


　梓は缶コーヒーを買いながら、わずかに瞳ひとみを細めた。


　尾び行こうだ。


　昼休み、千絵は、ウィザードとの関係を探さぐりにセルネットの人間が現あらわれるかもしれない、と梓に指し摘てきした。どうやら的てき中ちゆうしたようだ。


　──どうする？


　今日もまた景の家に寄よるか悩なやんでいたが、どうやらそうもいかなくなった。このまま大人おとなしく家に帰ってじっとしているのも一つの手だが──


　──それじゃあ、せっかく出てきた貴き重ちような情じよう報ほう源げんに失しつ礼れいよね。


　梓は素す早ばやく計画を立てた。まだこちらが尾行に気づいたことは悟さとられていないだろう。このまま誘おびき出し、反撃に転じるのに相応ふさわしい場所はどこか？


　──……よし。


　梓はさらに二本缶ジュースを買ってから、曲がった道を真まっ直すぐに進んだ。


　ショッピング街から離はなれてさらに進む。街まちに流れるクリスマス・ソングが遠とお退のき、雑ざつ踏とうの気け配はいも薄うすれていった。それでも真っ直ぐに歩き続けた。


　十分ほども歩いた末すえ、市の施し設せつが集まっている区く画かくに出た。緑みどりに囲かこまれた公立図と書しよ館かんを抜ぬけ、その裏うら手てにある公園に入る。公園の中央には小さな湖みずうみがあり、寒さむ空ぞらの下、幾いくつかのボートが恋こい人びとたちを乗せて浮うかんでいた。


　湖の畔ほとりには大きなもみの木。いまはクリスマスに備そなえて電でん飾しよくで飾かざられていた。梓はツリーを見上げる振ふりをして、背はい後ごを確かく認にんした。だいぶ人ひと影かげがまばらになったせいか、視し界かいにはさっきの男は見当たらなかった。しかし──


　──いる。


　梓が公園に入ったあと、入り口に走り寄る足音が微かすかに聞こえた。尾行者にすれば、対たい象しようと同じ空間にいれば目もく標ひようを見み失うしなうことは少ない。危き険けんなのは違う空間に出入りするときだ。例たとえば、街がい頭とうからデパートに出入りする瞬間や、校門をくぐる前後が一番見失いやすい。これは建たて物ものでも、公園のような封ふう鎖さされた場所でも同様である。


　一度公園に入ってしまえば、身を隠かくす場所はいくらでもあり、そこから梓を見み張はることができる。いまもどこか──大きく移動する時間はなかったから、たぶん入り口付近のどこかに隠かくれて、梓の方を見ているはずった。


　梓は以前千絵と共ともに、痴ち漢かん追つい放ほうキャンペーンに参加して、この公園を訪おとずれたことがあった。公園の地理は頭に入っている。


「さて」


　梓は心持ち速いペースで、公園の中でも特に木々が密集している林の方向へ進んだ。木こ立だちの間の散さん歩ぽ道みちに入り、徐じよ々じよに速度を上げていく。道は曲がりくねっていた。他に歩いている人間はいない。


　──うん、ここなら。


　道が大きく曲がったところで、梓は素す早ばやく道を外はずれた。近くの柊ひいらぎの大たい木ぼくに隠れ、じっと息をひそめる。


　小さく駆かける足音が聞こえてきた。


　梓は缶ジュースの入った鞄かばんを背中から下おろして両手で持った。梓がよく使う、即そく席せきの武器だ。


　足音が途と中ちゆうから大きくなった。目標を見失ったことに気づいたのだ。もう間ま違ちがいない。足音の主ぬしは、やはり自分を尾行していた。


　心しん臓ぞうが倍ばい速そくで鼓こ動どうし始めた。男は梓が隠れた柊の、すぐ裏うら側がわまで来た。走って荒あらくなった呼こ吸きゆう音おんまで聞こえた。


　急に弱気になった。このままやり過ごした方がいいんじゃないか？　逆に捕つかまりでもしたらどうするのだ？　何もこんな危険を冒さなくても……


　──いや、駄だ目めだ。やるんだ！


　舗ほ道どうで倒たおれ込む景が浮かんだ。


　景の負ふ担たんを軽くするためにも、いま求められているのは、戦力だ。わたしはやれる。


　梓は震ふるえるほど深しん呼こ吸きゆうをした。そして、足音が通り過ぎた直後に、道に飛び出した。


「こっちよ」


　尾行していた男が驚おどろいて振り返る。あの男だ。


　振り返った男の腹を目がけて、鞄を叩たたきつけた。


　入った。


「ぐっ」と重たい悲ひ鳴めいを落として、男が身を屈かがめた。梓は、前屈みになり地面につこうとした男の右手をつかんで、素早く背はい後ごに回った。そのまま腕うでをねじ上げて、男を跪ひざまずかせる形で地面に押おさえ込んだ。


　──上う手まくいった！


「動かないで！　腕を折るわよ！」


　腹に響ひびく声で怒ど鳴なる。


　だが、男は動いた。


「くそアマぁ！」


　空あいていた左手がハーフコートのポケットに滑すべり込んだ。


　──ナイフ!?


　危険を感じた梓が、とっさに腕を解ほどいて後うしろに下がった。


　男が素早く立ち上がって向き直った。左手にあるのは、予想通りの折り畳たたみナイフ。手首を返して刃を出すと、男はそれを脅おどすように突つきつけた。


　頭で考えるより先に、訓くん練れんした身体からだが動いた。


　男の右手にあるナイフの外側、向かって左方向へ大きく飛び込む。梓の動きを追って男がナイフを振るった。それよりも早く、ナイフの軌き道どうの内側へ入り込んだ。


　腕の動きを身体で止め、外側から手首をつかむ。男が抵てい抗こうして腕を振り動かしたが、絶対に放はなさないよう、がっちりと手首の関かん節せつを固める。そして、つかんだ手首に目がけて、鞄を力ちから一いつ杯ぱい叩きつけた。


　男が悲鳴を上げてナイフを落とした。男の手の甲こうが、たちまち紫むらさき色いろに腫はれ上がった。


　再ふたたび腕をねじ上げ、


「動くなって言ったでしょ！」


　今度は両手を封ふうじ、足あし技わざを警けい戒かいする体勢で男の動きを押さえ込んだ。


　ひやりとした。


　まさかあれほど素早い反撃を受けるとは思っていなかった。


　──実戦慣なれしてる？


　いままで見たセルネットの下か部ぶ細胞にも喧けん嘩かっ早ぱやい奴やつはいた。しかし、この男は格かく別べつ動きが的てき確かくだ。


「あなた、ひょっとして実働細胞アクト・セルってやつ？」


　男は返事をしなかった。しかし否ひ定ていしないところを見ると、図ず星ぼしのようだ。


　通常、セルネットは組そ織しき的てきな活動はしない。せいぜい情じよう報ほうの伝でん達たつ程度である。ただ例外があり、それが上じよう層そう部ぶの細胞と、実働細胞アクト・セルと呼よばれる実行部隊だった。上位細胞は組織の管かん理りを行おこない、彼らの決定した事じ項こうを実際に実行するのが実働細胞アクト・セルである。このことは水原の口から聞いていた。


　──そうか。普ふ通つうの細胞なら尾び行こうなんかしないよね。


　この男が実働細胞アクト・セルの一員なら、いままでにないセルネットの情報を知っているはずだ。まさに貴き重ちような情報源といえる。


　梓は男の身動きを封じたまま落ちたナイフを取り上げた。


「こっちの質問に答えたら、警察に突き出すのは考えてもいいわよ。どう？」


　男は苦く悶もんの表情のまま、なおしばらく無む言ごんを通した。


　が、やがて憎にく々にくしい冷れい笑しようを見せて、


「……ケッ。どうせしくじったなら、ここで『事じ故こ』っても構かまわねえよな」


　ガリ、と奥おく歯ばを嚙かみ合わせた。


　──口の中に何か……！


　考えつく物は一つしかない。梓は腕を限界まで折り曲げたが、男は苦く痛つうに耐たえて嚙み潰つぶした物をのみ込んだ。


　とたんに男の身体からだからオーラのようなものが立ち上のぼった。それが空中で収しゆう束そくし、そして──


「くそっ！」


　梓は男を放して後こう方ほうに転ころがった。直後に、転がる梓を狙ねらって、巨きよ大だいな刃やいばが地面を切り裂さいた。


　危あやういところで避よける。ポニーテールから切せつ断だんされた髪かみが数本宙に舞まう。


　梓は勢いきおいを削そがないまま飛び跳はねるように立ち上がって距きよ離りを取った。


　木こ立だちの中の狭せまい散さん歩ぽ道みち。そこにうずくまる一人の男。


　その彼の側そばに高さ三メートルの巨大なコンパスが現あらわれた。


　コンパスの両りよう脚あしは作さく図ず用のそれと異ことなり、手術に使用するメスを巨大化したような刃はになっていた。つまみの部分に剝むき出しの目玉があり、その目玉が無表情に梓を見み下おろしていた。


　これまでに嫌いやというほど見てきた敵てき。


　カプセルの呼よぶ悪あく魔まだ。


　男がよろめきながら立ち上がった。目が赤あかく光っているのは、悪オ魔ー持ナちーが悪魔を使し役えきする際の特とく徴ちようである。少し驚おどろいている様よう子すだった。梓がさっきの一撃を躱かわしたことが信じられないのだ。


　──お生あい憎にく様さま、だ！


　通常、悪魔はカプセルをのまないと見ることはできない。しかしなぜか、梓はカプセルを服ふく用ようしない状態で、悪魔を目もく視しすることができた。景が「フラッシュバック」と呼んでいた現げん象しようで、ヘビーユーザーでもない梓には本ほん来らい起こるはずがない現象である。


　男は慎しん重ちように悪魔を動かした。


　さっき攻撃を仕し掛かけた脚を軸じくに、今度はもう片方の脚が素す早ばやく弧こを描えがいた。


　速はやい。が、動きは単純でモーションも大きい。梓は正確な動きで、コンパスの攻撃を避けた。


　男が目を見開いた。「きさま……！」と思わず唸うなり声を出した。


　敵が驚いている。その事実が梓を勇気づけた。


　──落ち着ついて。冷れい静せいに考えろ。


　コンパスの刃は鋭するどい。空気を割さく音でわかる。触ふれただけでも切れそうな鋭さだ。


　だが、奴やつの攻撃は軽かった。巨大さに見合う重量感が感じられない。まさしく手術用のメスと同じ印いん象しようだ。もしあの攻撃を腕でガードしたなら、肉は切られても、骨ほねは断たたれないかもしれない。そしてあの目。あの剝き出しの目は弱じやく点てんだとは考えられないだろうか？　先日のカマキリのことを思い出してみる。あのときは防ぼう犯はんスプレーが役に立った。いまスプレーは手元にないが、代かわりの物なら……


　梓は男の真まっ正しよう面めんに立って、嘲ちよう笑しようを投げつけた。


「ずいぶんのろまな文ぶん房ぼう具ぐね。実働細胞アクト・セルってのは、買いかぶりだったみたい」


「……なんだと」


　男が怒ど気きを露あらわにする。カプセルをのむと感情が高ぶる。挑ちよ発はつに乗りやすくなっているのだ。


　男が再度コンパスを動かした。悪魔が大きく一歩を踏ふみ出す。梓は横に移動した。その梓をコンパスの目玉が追う。


　踏み出した脚を軸に、もう片方が地面を蹴けった。五十センチの高さを、滑すべるように横から迫せまる。梓は後こう方ほうに跳んだ。


「かかったな！」


　男が凄せい惨さんな笑えみを浮かべた。


　ぐん、とコンパスが広がって、迫る刃の軌き道どうが膨ふくらんだ。後うしろに跳んだ梓に届とどく軌道だ。だが、それこそ梓の狙ねらいだった。


　梓はコンパスの動きを誘ゆう導どうするように、さっき隠かくれていたひ柊いらぎの後ろに回った。コンパスの刃は、柊の表ひよう皮ひに食い込こんだが、そこで動きが止まった。


　──いまだっ！


　梓は盾たてにした柊から飛び出し、鞄かばんからさっき買った缶ジュースを取り出した。取り出したのは炭たん酸さん飲いん料りよう。そのプルタブを、脚を広げたため結果的に低い位置に下おりてきていたコンパスの目玉に向けて引き開けた。


　炭酸が吹ふき付ける。口のない悪魔は、身もだえした。だが、まぶたのない目は閉じることもできない。


　さらに一歩近づく。今度は男から奪うばった折り畳たたみナイフを目玉に突つき立てた。


　悪魔は声なき絶ぜつ叫きようを放はなち、悪魔の主あるじは声を嗄からして絶叫した。


「っのアマッ、よくも……！」


　男が顔がん面めんを押おさえてのたうち回る。梓はコンパスの巨体を迂う回かいして男に近づき、隙すきだらけの身体からだに渾こん身しんの一撃をたたき込んだ。


　男は崩くずれ落ち、同時に悪魔がかき消えた。


　梓は全身で大きく息を吐はいた。


「……やった」


　勝った。また勝った。


　身体の熱ねつ気きを冷さますように、林の冷気を何度も吸すい込んだ。そうしていると、嬉うれしさと誇ほこらしさがこみ上げてきた。


　木こ立だちを縫ぬって通る、公園の中の散さん歩ぽ道みち。人ひと気けのない林は静まりかえり、微び風ふうに揺ゆれる枯かれ葉だけが、カサカサと乾かわいた音を立てていた。


　ふと我われに返ってみれば、場違いなほど平和な景け色しきである。梓はなんだか可お笑かしくなって、足あし下もとに気き絶ぜつした悪オ魔ー持ナちーがいるのも忘れて顔を綻ほころばせた。


　その笑顔が凍こおり付いた。


　──何!?


　コンパスとは比ひ較かくにならない、比くらべることさえ愚おろかしいほどの強力な気け配はいが、弾だん丸がんのように迫せまってきた。


　でかい。


　しかも速い。


　巨大な力の塊かたまりが梓を目め指ざして急速に迫っている。


　その方角を振り向いた。直後には、それが目に見えた。


「──ひっ」


　見た瞬しゆ間かんに全身が竦すくみあがった。


　そいつはティラノザウルスに匹ひつ敵てきするかと思えるほど巨大な、黒い鮫さめだった。


　樹じゆ木もくの密集した狭せま苦くるしい木立の中を、その巨体を感じさせないほどリズミカルな動きで縫ぬうようにすっ飛んでくる。先ほどのコンパスと対たい照しよう的てきに、動作は軽かろやかだが身をくねらす動き一つ一つに隠かくしようのない重みと、それを自在に操あやつる筋きん力りよくが見て取れた。


　ぞろりと歯の並ならぶ口は、梓など一のみにするほど大きい。その両りよう脇わきで輝かがやく両眼がんは豹ひようや虎とらと同じ種類の物で、縦たてに細い瞳どう孔こうを持ち、しかも赤く光っていた。


　殺される──という思いを抱いだく余よ裕ゆうすらなかった。ただ圧あつ倒とうされて立ち尽つくした。


　だが、黒鮫は梓を襲おそわなかった。


　為なす術すべもなく慄りつ然ぜんとなった梓にニヤリと笑うような視し線せんを残し、黒鮫は梓の脇を突つき抜ぬけてその背はい後ごに消えた。


　直後に、林の奥おくから男の悲ひ鳴めいがあがった。


　梓が硬こう直ちよくを解とかれて振り返る。


　恐きよう怖ふの悲鳴がもう一つ。別の人間だ。その悲鳴も間まを置かず途と切ぎれた。混こん乱らんし、訳わけもわからぬまま、梓は悲鳴がした方向──黒鮫の消えた方向を凝ぎよう視しした。


「ちっ。一人逃のがしたか」


　声がした。


　三み度たび梓が振り返る。鮫が現あらわれた方向から、一人の男が姿すがたを見せた。


「まあ、こんな窮きゆう屈くつなとこじゃあな。つっても、木を薙なぎ倒たおしてたんじゃ後あと始し末まつが面めん倒どうだし……あーくそっ。最近、こんなつまんねえことばっか悩なやんでるな。辛しん気きくせえ」


　背の高い、瘦そう身しんの男だった。瘦やせているが貧ひん弱じやくという言葉からはほど遠い、野や生せいの虎とらのような獰どう猛もうな空気をまとっている。銀色に光る鋲びようや鎖くさりの飾かざられた革かわジャンを着きていた。無ぶ骨こつで無む駄だがなく、鉄てつ条じようを束たばねて作ったような印いん象しようがあった。


　見み覚おぼえのある男だった。


「あ、あなた……」


　アウトレットで、景がカイムを倒したあとに現れた男だ。皆みな見み茜あかねと一いつ緒しよにいた男。


　梓の視線を受けて、男は「ふん」と鼻はなを鳴ならした。


「生なま身みで悪オ魔ー持ナちーを畳たたむたあ見上げたもんだが、そのあとの腑ふ抜ぬけっぷりはどうしたよ。細胞は四人一組だ。まさか知らないわけじゃねえだろ？」


「…………」


「んだよ。別に取って食いやしねえよ。いまは動けねえ事情があるんでな」


　男には、そこにいるだけで他ひ人とを怖おじ気けづかせるほどの存在感があった。ただ少なくとも噓うそを吐ついている様よう子すはない。害意もない──ように思える。それどころか、言葉の節ふし々ぶしに慣なれ慣なれしいと感じられるほどのおどけた気軽さが垣かい間ま見えた。


「あなた……誰だれ？」


　まだ衝しよう撃げきの去らない頭で、梓が思ったことをそのまま口にした。


　質問を聞いて、男は拍ひよう子し抜ぬけしたように肩を落とし、嘆なげきながら天を仰あおいだ。


「どうだよ、これ？　野や郎ろうが野郎なら、女も女だぜ。ったく」


　訳わけのわからない愚ぐ痴ちを吐はいて、男は梓をにらんだ。あの恐ろしい悪魔の主あるじににらまれているのに、不ふ思し議ぎと恐きよう怖ふはなかった。


「ＤＤの甲斐氷ひよう太ただ。覚えときな」





　もちろん、その名は知っていた。


　梓は息を呑のみ、目の前の男を見つめ直した。


　甲斐はぶすっとした仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、ぶっきらぼうに言った。


「──どんな様よう子すだ。あいつ？」


「……え？」


「え、じゃねえよ。ウィザードだ。体調はどんななんだって聞いてんだよ。だいぶ、やべえんじゃねえのか」


　梓は目を丸くした。


「どうして、そのことを……」


　と、もらした瞬間、あっ、と口を押さえる。


　聞いた話では、甲斐氷太というのはウィザードの、つまり景の宿しゆく敵てきらしい。そんな相手に景の病びよう状じようを教えるわけにはいなかい。


　しかし甲斐は、そんな梓の思おも惑わくは承しよう知ちの上のようだった。


「バーカ。あの野郎にガタが来てることなんざ、一ひと目め見りゃ明らかだろ。こちとら、ついこの間、奴やつと直接やり合ったんだぜ。気づかねえわけがねえ」


　と半はん眼がんで吐き捨すてる。


　対する梓は驚おどろきで声を上げた。


「直接やり合ったですって。いつ!?」


　今度は甲斐が驚き呆あきれた。


「なんだテメエ。まさか何も知らねえのかよ？　こないだんときだよ。カイムが『堕おちた』あのときだ」


「…………」


「……ほんとに知らなかったのか？　お前、奴とはどういう仲なんだ？」


　怪け訝げんな表情を隠かくしもせず、甲斐が不ぶ躾しつけに聞いた。


　梓は何も言えなかった。


　どことなく気まずい沈ちん黙もくが立ち込めた。そういう種類の沈黙が大だい嫌きらいなのだろう。たまらずに甲斐が口を開けた。


「で、奴の様子はどうなんだよ。まだ、くたばっちゃいねえだろ？　それと──だな。あいつ、まさか他のしょうもねえ連中となんか、やり合ってねえだろうな？　あの野郎、悪魔狩がりとなりゃ、見み境さかいねえからな。まだ保もつとはいえ、余よ計けいな三さん下したと遊んでる余よ裕ゆうはねえはずだぞ」


　と足あし下もとの土を蹴けりながら三さん白ぱく眼がんで尋たずねる。


「おら。どうなんだよ。大人おとなしく養よう生じようしてんだろうな。え？」


　梓は困こん惑わくして口をつぐんでいた。こんな質問を敵から受けて、いったいなんと答えればいいのか。


　それも、あの態たい度どはどうだろう。


　普ふ通つうに考えれば、これは敵てき情じようを探さぐりに来たのだと思う。ライバルの戦力を計はかりに現れたのだ。だが、それならこんな風ふうに正しよう面めん切って正しよう体たいを明かし、馬ば鹿か正しよう直じきに尋ねるのは、どう考えてもおかしい。


　──何か裏うらがあるとか？


　仮かりにも、あのＤＤのリーダーである。それが宿敵ウィザードの仲間と知った上で、自分の前に登とう場じようしたのだ。洒落しやれや冗じよう談だんで済すむシチュエーションではない。


　なのに。


「……おい。……おいっ。なんか喋しやべれよ」


　ふて腐くされたようにねめつける。わざとらしく唾つばを吐く。


　それはどう見ても、喧けん嘩か相手の怪け我がの具ぐ合あいを聞き出しに来ているガキ大だい将しようが、不器用にする照てれ隠かくしにしか見えなかった。


「……いまは、静せい養ようしてるわ」


　と梓は答えた。甲斐は目を逸そらしながら、「けっ」と毒どくづいた。


「だろうな……まあ当然だよな。いまの状じよう況きようじゃ、さしもの野郎も自じ重ちようせざるを得えねえよな」


　そうつぶやく甲斐の横顔は、意外にも寂さびしそうだった。


　梓は一層当とう惑わくを深めながら、


「それ、どういうことなの？」


　甲斐は、ぎろりと梓をにらんだ。


「ネットが本ほん腰ごし入れてウィザードの正体を暴あばきに動いてる。お前の尾び行こうだって、狙ねらいは奴だ」


　甲斐の指し摘てきに、梓は奥おく歯ばを嚙かんだ。


　──やっぱり。


　千絵は、すぐにネットの魔ま手しゆが動くことはないと判断した。だが、ウィザードの存在は予想以上に重じゆ要よう視しされているようだ。


「いいか、姫木梓」


　と甲斐が梓をフルネームで呼んだ。お前のことはよく知ってる、という意味だろう。梓は虚きよ勢せいを張はって、甲斐の視線を真まっ直すぐ受け止めた。


「お前は奴のアキレス腱けんだ。ネットの連中は敵の弱みを見み逃のがすような、とんまじゃねえ。お前や、あの海野千絵から攻せめてかかるのは当然なんだよ」


「…………」


「まあ、そこに転ころがってる阿呆あほうは明らかに勇いさみ足だ。もしバレたらただじゃすまねえだろう。だが、いずれは実力行こう使しにでるぜ。それもそんな先のことじゃねえ。拙まずいことに、お前がドジると奴がケツ持つのは、前回で確かく認にん済ずみだ。カイムは消えたが、まだネットには、ケルベロスってのと、カークってのがいる。どちらもカイムには劣おとるが腕うでの立つ奴らだ。実働細胞アクト・セルの中にも腕うで利ききは少なくねえ。何より数が揃そろってる。いまのウィザードが一々相手するには、荷が重い敵なんだ。わかるな？」


「……自分の身は自分で守れって言いたいの？」


「さもなきゃ手を引くんだな。警けい察さつにでも駆かけ込こんで、洗いざらいぶちまけろ」


「そんなことしたら、あなたもしょっ引ぴかれるわよ」


「ハッ。警察だって馬鹿じゃねえんだ。俺おれのことなんざ、とっくに承しよう知ちしてるだろうよ。まあ確たしかに、あの晩アウトレットに俺がいたって証しよう言げんされると、いささかヤバイ。が、それには、お前がそこにいた理由も必要になる。お前だって野や郎ろうまで巻き込む気はないだろ？」


　ニヤニヤしながら甲斐が肩かたを竦すくめた。


　確かに、そんなつもりはない。どうにも粗そ野やな仕し草ぐさが目め立だつが、この男、頭は切れるようだ。


　梓は低い声で、


「ウィザードに不利なことをする気はないわ」


　と一言一言はっきりと答えた。


　甲斐は偉えらそうに、「いいだろう」と頷うなずいた。梓は警けい戒かいしつつも聞かずにいられなかった。


「ねえ。どうしてわざわざ、そんなことを言いに来たの？」


「答える義ぎ理りはねえ」


「わたしは質問に答えたわよ」


「知るか。俺は俺だ」


　と、ふんぞり返る。


　梓は相手が誰なのかも忘れて、むかっとした。決して実力が伴ともなっていないわけではないのだが、どうしても「なんて生なま意い気きな奴だ」と思ってしまう男なのである。たぶん茜がいたら、一も二もなく賛さん同どうしただろう。


　もっとも、すっとぼけてはいても、甲斐の真しん意いは読み取れる気がした。


　噂うわさ通り、この男はウィザードを本気でライバル視している。その好こう敵てき手しゆが、他の誰かにむざむざ倒されてしまわないよう、余よ計けいな口出しをしに来たのだ。


　この男は景を付け狙う強敵である。しかし一いつ方ぽうで、上う手まくすれば利用できる相手かもしれない。梓はそんな風な印いん象しようを持った。


「あなたはウィザードをどうしたいの？」


「うるせえな。テメエの知ったことかよ」


「でも……」


「黙だまれ。俺が言いたいのはそんだけだ。うろちょろするなとは言わねえが、間ま違ちがっても下へ手たを踏ふむなよ。──奴にも、そう言っとけ」


　そう言い捨すてて甲斐は背中を向けた。言いたいことを言って、さっさと失うせるつもりらしい。


　──勝かつ手てな奴。


　と思いつつも、敵てき意いを持つことはできなかった。どことなく水原にも通じる、憎にくめないキャラクターだ。


　それに、


「ありがとう。助けてくれて」


　この男は自分を助けてくれた。彼がいなければ、尾び行こう役を倒たおされた実働細胞アクト・セルがどんな動きに出たか知れたものではなかったのだ。


　林の中に消えようとする革かわジャンに梓の声がぶつかると、甲斐は足を止めて軽く振り返った。


　力強い黒い瞳ひとみが、片方の眉まゆを上げ、少し面おも白しろそうに梓を見返してきた。礼れいを言われるとは思っていなかったのだろう。


　が、どこか稚ち気きの残る相そう貌ぼうが、不ふ意いに引き締しまった。


　両目が、ふっと半はん眼がんになり、瞳の焦しよう点てんを絞しぼった。細められた瞳に鋭するどい光が点ともる。それまでとはまるで異ことなる、「物」を見るような酷こく薄はくな光だった。


「お前──」


　心の底を探さぐるような眼まな差ざしが、容よう赦しやなく突き立った。


　それだけで動けなくなった。


「お前──弾たまはやってねえよな」


「……弾？」


「カプセル」


「や、やってないわ」


　恐きよう怖ふと緊きん張ちようで答える声が引きつった。梓がカプセルをのまない状態で悪あく魔まを目もく視しできることに気づいたのだろうか？　それにしては、この大げさな──まるで容よう易いならぬ敵と対たい峙じしているような視し線せんはなんだ？


　粘ねん着ちやく質しつな時間が肌はだにまとわりつく。


　カサカサと枯かれ葉が地表を舞まう音が聞こえてきた。


　甲斐は振り返ったときと同様、唐とう突とつに視線の力を消した。


「ま、いい」


　梓は、どっと汗あせを流した。ただのにらみ合いで、とんでもなく消しよう耗もうしてしまった。


　──な、なるほど……ＤＤの甲斐氷太だ。


　ただのチンピラとは違う。ようやく実感できた。


　哀あわれなほど青ざめた梓を、甲斐は「口ほどにもねえ」と言いたげな目で見み下おろした。


　そして、意い地じの悪い含ふくみ笑いをして、


「物部によろしくな」


　と捨て台詞ぜりふを投げた。


　捨て台詞は、梓を直ちよく撃げきした。


　──なんで、名前を！


　蒼そう白はくになった梓を残し、甲斐は今度こそ姿すがたを消した。





　　　　３





「いいから、もう少し落ち着ついて」


『でも！　あいつ、あなたのこと知ってたのよ!?　きっと名前だけじゃなく、他ほかのことだって──！』


「わかってる。甲斐が僕ぼくの正しよう体たいに気づいたことは、こっちも承しよう知ちしてるよ」


『なんですって!?　ほんとなの？』


「ああ。でも、そんなに取り乱みださなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。手は打ってあるから」


　と景は電話の向こうの梓に適てき当とうなことを言った。


　いま甲斐は動くに動けないという立場にいるが、それは景が手を打ったからではなく、ただの偶ぐう然ぜんに過ぎない。ほとぼりが冷さめ次し第だい、再戦を仕し掛かけてくることは、火を見るより明らかだ。


　だが、いま重要なのは、そんなことではない。


「いいかい。もう一度聞くけど、いま君きみは安全な場所にいるんだね？　間ま違ちがいなく？」


『うん。もうここはセンター街がいのすぐ側そばだから』


　本当だろうか。こと、セルネット絡がらみの件に関しては、梓は完全には信用できない。


　と、梓の声の奥おくから、微かすかなメロディーが聞こえてきた。『ラスト・クリスマス』。街がい頭とうに流れるクリスマス・ソングだ。ということは、少なくともセンター街の近くにいることに噓うそはないようだ。


　素す早ばやく──これ以上ないぐらいに素早く、全力で考える。


　現状で、セルネットが再ふたたび梓を襲おそう可能性はないか？　ドラッグ・ドッグズは？　甲斐でなくとも、その手下は？　両陣じん営えいとも、いま動くとは考えにくい。だが、本当にそうなのか？　ジャンキーどもにまともな状じよう況きよう判断を期き待たいし過ぎていないか？　事情を知らない第三者はどうなんだ？　街まちのチンピラや、細胞崩くずれ。梓の情じよう報ほうはどの程度広がっているんだ？


　明かりを点つけていない部へ屋やは、暗くら闇やみに落ちていた。


　景は床ゆかに直接腰こしを下おろして片かた膝ひざを立て、サイズの大きすぎるウィンドブレーカーにすっぽりと包つつまれて闇に沈しずんでいた。


「……怪け我がはしてない？」


『大丈夫よ。擦かすり傷きず一つないわ』


　声に震ふるえはない。不自然な響ひびきは感じ取れない。明めい快かいな台詞せりふと、だいぶ落ち着いてきた口く調ちようがそれを証明している。たぶん無ぶ事じだ。怪我はしていない。しかし頭に浮うかぶのは、照しよう明めいの落ちたアウトレットで、足を引きずり、手足を傷つけ、目を赤くしながら逃にげ惑まどう梓の姿すがただった。


　ふと気がつくと携けい帯たいを持つ手が震えていた。景は無む理り矢や理り震えを止めた。


「それで？　君が倒したっていう細胞の一人はどうしたんだ？」


『あ、それなんだけどね……』


　携帯の向こうで梓が口ごもった。我われ知らず景の眉まゆがつり上がる。


「どうした？」


『気き絶ぜつしたまんま起きないもんだから、ここまで担かついで来ちゃった』


　景は沈ちん痛つうな面おも持もちで目を閉じた。喉のどの奥からもれる唸うなり声で、


「いますぐに捨すてて、そこから離はなれるんだっ。男なんだろ？　それを担いでセンター街まで歩いたのか？」


『いや、まあ。あんまり人目に付かない道で来たから……』


「なお悪いっ。いますぐ人通りの多い、できれば交番の近くに移動しろ」


『でも──せっかく捕つかまえたのよ？　何か知ってるかもしれないのに』


「細胞一つ捕まえたところで、なんにもなるもんかっ。いいから、そいつから離れろっ」


『わかったわよ。そんな大声出さないで』


　と言いながらも、電話からは動く気け配はいがない。


「いま、すぐにだ！」


　とうとう怒ど鳴なった。


　携帯から『わかったわかった。わかりましたあ』と辟へき易えきした声が返ってきた。そして、声が遠とお退のくと、代かわりにアスファルトを蹴ける足音が聞こえた。


『はい。大通りに出たよ』


　と梓が答えた。呆あきれてからかう口くち振ぶりだったが、はっきりと楽しそうな声だった。


　ああ可お笑かしいだろうよ。こんなに取り乱みだしてる僕は、さぞ珍めずらしかろう。構かまうもんか。


「尾び行こうの気配は？」


『ないと思う』


「実家までの道は？　人通りはあるのか？」


『うん。結けつ構こうにぎやかな方だから』


　護ご衛えいにいくべきか……駄だ目めだ。自分が動いては緊きん張ちようが崩くずれる。それに……


　景は電話を持っていない左手の手のひらを見た。


　生なま乾がわきの血が付いていた。


　唇くちびるにもまだ残っているはずだった。ついさっき喀かつ血けつした跡あとだ。


　本当に、もうわずかでも余よ計けいな力を割さく余よ力りよくはない。


　水原を向かわせよう。プレゼントの用意がどうとか、スケジュール調ちよう整せいがどうとか吹ふいていたが知ったことか。ぐずつくようなら奴やつの彼女全員に、全員の名前と電話番号を公表してやる。


　さらに幾いくつか細こまかい質問を繰くり返して、ようやく景は息をついた。


　景がいるのは実家のマンションではなかった。


　梓が夕食を作って帰ったあと、景は荷物をまとめてマンションを出た。いまいるのは、以前梓と再会した離れである。


　身元が割われた場合、実家のマンションもすぐにバレる。しかし、この離れを知る者はいないはずだ。それで、用心のため、居きよを移したのだった。


　畳たたみの上に絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかには、着き替がえの入ったバッグと、広げたままの寝ね袋ぶくろがあった。他ほかには、適当に買い込こんだコンビニ弁べん当とうと、その食べ終わったゴミ。文ふ机づくえの上には、マンションから持ち出したノートパソコンが、ＰＨＳと繫つながってウェブサイトを表ひよう示じしていた。そのディスプレイの明かりが、部へ屋やにある唯ゆい一いつの光こう源げんだ。


『景ちゃん、さあ。もうちょっとわたしを信しん頼らいしてよ。これでも修しゆ羅ら場ばくぐって来たつもりなんだけどなあ』


　調ちよう子しに乗って梓が言う。心配されているのが嬉うれしくて言っているのだが、当の景には、そんな機き微びはわからなかった。


「一人で実働細胞アクト・セルに歯向かって、闖ちん入にゆうした甲斐に救すくわれた上、そいつを担かついで帰るような人間が信頼できるか……」


　口に出して言うと、あらためて鳥とり肌はだが立った。


　梓は、たった一人で、自分を尾行していた実働細胞アクト・セルの悪オ魔ー持ナちーに挑いどんでそいつを倒し、直後に甲斐と会って危き険けん極きわまりない会話を交かわした上、倒した男を担いでおそらく次の尾行者が監かん視しする中をのうのうと引き返してきたのだ。なんて無む茶ちやをしでかすのか。目め眩まいがしそうだ。


「いいかい、梓ちゃん。いまから水原をやるから、それまでそこで大人おとなしくしててくれ。それから家に帰って、あとはもうどこにも行くんじゃない」


『…………』


「梓ちゃん？　聞いてるのか？」


　また嫌いやな想像がかき立てられ、景は思わず携帯を握にぎりしめた。


　しかし、すぐに返事が戻もどった。


『うん。わかったよ。景ちゃん……』


　妙みように素す直なおな返事だった。


　景は一いつ瞬しゆん、また何か企たくらんでいるのかと勘かんぐったが、梓はもう一度、『じゃあ、待ってるね』と繰り返した。


　結局、景はそのまま携帯を切った。張りつめていた糸が切れたようにぐったりとなった。


　──ついに来たか……


　梓がマークされた。


　いずれこうなるとわかっていたのに、打だ開かい策さくのないまま、事じ態たいの悪化を許ゆるしてしまった。


　──しかし。


　結果的に、代だい償しようを払はらうことなく敵てきの動きを察さつ知ちできたことは、大いなる収しゆう穫かくでもある。


　ウィザードが無む謀ぼうな悪魔狩がりを続けてこられたのは、常つねに攻こう勢せいに立ち、イニシアチブを握にぎることで状じよう況きようをコントロールしてきたからだ。ところがいま、二つの組そ織しきと警けい察さつが三さん竦すくみになり、自身は身体からだが限界に近づきつつあって、景は慎しん重ちようにならざるを得えなかった。そして、慎重になった結果、動き出す時期をつかめずにいた。


　たったいま、それが見えた。


　梓がマークされた。


　つまり、いまこそ、動くときだ。


　景はまとわりつく疲ひ弊へいを払はらうように首を振り、水原に電話をかけ直して事情を説明した。


『なるほど了りよう解かいした。しっかし、女じよ傑けつだね、梓ちゃん。実働細胞アクト・セルに拳こぶしで歯向うとワ』


　乾かわいた笑い声がした。冗じよう談だん口く調ちようにしようとして失しつ敗ぱいしたらしい。水原の基き準じゆんで言っても、常じよう軌きを逸いつした行動だったのだ。


「頼たのむ。それが済すんだら例の場所に来てくれ」


『んだよー。俺、今日きよう明あ日す予定詰つまってんだぜ？　一日三十時間ないと合わない予定をこなそうってんのに』


「動くことにする」


　ぼやいていた電話の向こうが、ぴりっと張りつめた沈ちん黙もくに閉とざされた。


「時間がない。IXＣナイン・シーがこちらを捉とらえてからでは手て遅おくれなんだ」


　沈黙はなおしばらく続いた。それから『やれやれ』と普ふ段だん通りの水原の声がした。


『人使いの荒あらい魔ご法主使人い様だぜ』


　そして水原の電話も切れた。


　再ふたたび周しゆう囲いから物音が消えた。


　景は自分の言葉を反はん芻すうした。時間がない。そう、いろんな意味で、時間は限られている。


　闇やみの中、青い布地に包つつまれた景が、もそりと身動きした。近くにあったプラスチックの小こ箱ばこに手を伸のばして、中から何かを取り出した。


　クッキーの缶かんだった。


　中身はない。空からだ。代かわりに小さな紙切れが一枚入っている。紙切れの裏うら側がわにはサインペンで一言、「苦しゅうない」。


　フードの奥おくに隠かくれた景の唇くちびるが掠かすれるように笑った。


　このカードは、最初の事件が終わったあと、何者かによってクッキーとすり替かえられていたものだ。離はなれの前にある『関係者以外立入禁止』の看かん板ばんが新しん調ちようされていたから、たぶん犯はん人にんは看板を直したあと、お腹なかが減へってクッキーを食べたのだろう。いや、お召めしになったのだ。


　あるいはあれが最後になるかもしれない。魔法使いが贈おくる、女王への貢みつぎ物は。


　景は文ふ机づくえの引出しから一冊の本を取り出した。それは古い絵本だった。その本にカードをはさみ、胸に抱くようにして闇の中にうずくまった。


　そのまま息をひそめた。


　目だけが、爛らん々らんと光っていた。





　　　　◆◆◆◆◆





　なるべく簡かん潔けつにまとめたいと思う。よって詳しよう細さいは削さく除じよする。




11:58 98/03/01　Beelzebub




「召しよう喚かん」は成功した。だが「契けい約やく」をしくじった。原因は不明。仕し方かたがない。「召喚」に成功した理由さえ定さだかでないのだ。《夢む魔ま》は消えた。




21:49 95/12/24　Beelzebub




　消えたと思っていた。そうではなかった。


　今日《夢魔》を発見した。「憑ついて」いる。予期せぬ事じ態たい。




20:07 96/04/14　Beelzebub




　調査開始。「宿やど主ぬし」は男子小学生。成せい績せきは優ゆう秀しゆうだが自じ閉へい気ぎ味みで話し相手も存在しない。《夢魔》が好このむ環かん境きよう。あれの知性や行動原げん則そくは不明だが、こちらを覚おぼえている可能性は高い。不用意な接せつ触しよくは避さける。しばらくは放ほう置ちし、距きよ離りを置いて観かん察さつを続ける。




01:55 96/04/16　Beelzebub







「ちぇっ」


　と千絵はマウスから手を放はなした。


　その隠しページにはプロテクトはかかっていなかった。注意力さえあれば誰だれでも気づいただろう。ただ、その隠し方に、他のカプセル関かん連れんサイトにはないセンスを感じた。ちょっと予感があった隠しページだったのである。しかし開けてみればなんということもない、よくある創そう作さく日記だった。


　千絵はため息をついて肩かたを揉もみ、パソコンデスクの隣となりに置いたティーポットから紅こう茶ちやを注ついで一口すすった。


　これでだいたいのサイトは見み尽つくした。セルネットの掲けい示じ板ばんから散さん々ざんリンクを辿たどって回ったが、それもお終しまいだ。あとはアクセスにＩＤを要求されたサイトが二つ残っているが、肝かん心じんのＩＤを入にゆう手しゆする方法は思いつかない。ハッキングを仕し掛かけるほどの技術もなかった。


「当面はここまでね」


　それでも十分な情じよう報ほう量りようだった。これから入手した情報の裏うらを取るわけだが、その膨ぼう大だいな手て間まを考えるだけで、さすがの千絵もうんざりした。いったいどこから手を付ければよいのか……特にやっかいなのは、やはり『悪魔』についてだ。


　ティースプーンをくわえたまま、千絵はプリントアウトしたＡ４用紙の山を横目でにらんだ。


「まさか、こんなにあるなんて」


　悪魔に関する情報は、驚おどろくほど多く、中にはかなり具体的なものもあった。


　掲示板の発言やサイトの情報などは、全すべて個人が発した情報である。発言内容やロジック、記き述じゆつ方法などは実に多た様ようだ。


　ただ、そこにはある種の共通認にん識しきが存在していた。『悪魔』がどんなものかという、明確な共通イメージがある──ように見える。


　確信が持てないのは、部外者には内容が把は握あくしづらいからだ。聞き慣なれない略りやく語ごや造ぞう語ごが飛び交かい、言い回しの至いたる所に暗あん黙もくの了りよう解かいが見られる。マニア系けいのサイトと同じだ。知っている者同士がお互おたいにだけわかるように書いてあるのだから、知らない者にはさっぱり読どつ解かいができない。例たとえばこれが、ごく一部でのみ騒さわがれるインディーズ・ムービーのファンサイトだったとしても納なつ得とくできてしまいそうな作りなのである。


　だが、そんなものであるはずはない。


　カプセルもセルネットも、共ともにこの葛くず根ね市に実在しているのである。


　ここで度たび々たび話題に上のぼっている『悪魔』もまた、なんらかの形で現実に存在していると考えるのが妥だ当とうだ。


　と、そこまで考えて千絵は恨うらめしそうに「うーん……」と口を尖とがらせた。


　妥当──現実と理り屈くつの両方に無む理りなく当てはまること。千絵の良りよう識しきに照てらし合わせれば、悪魔がいる、という結論は「妥当」からはかけ離はなれていた。認みとめたくない。それはもう、なんとしても認めたくない。


　がしかし──


　あのとき、信じがたいことだが、新田つぐみは宙に浮いていやがったのだ。


　そして──と視し線せんは、机つくえの上に置かれたひしゃげたスプレー缶かんに移る。


　梓の投げた防犯スプレーは、何もない空中で破裂してしまったのだ。


　憂ゆう鬱うつだった。


「梓さん──」


　と千絵はぼんやりつぶやいた。


　最近、様よう子すがおかしい。会話の最中ですら、気がつけばフッと表ひよう情じようを消して反はん応のうしなくなることがよくある。転てん校こうしてきたときから物思いに沈しずむ癖くせはあった。しかし近ちか頃ごろその傾けい向こうが強まっている。気になった。心配だった。


　梓はいま学校でも孤こ立りつしがちだ。清きよ井い美み加かが回復したので、風当たりが強くなったのも理由の一つである。しかし、決してそれだけではない。最近の彼女は望んで他人を遠ざけている節ふしがある。他人とのコミュニケーションを避さけている。なぜ？


　ギシ、と椅い子すを傾かたむけ、千絵は身体からだを沈しずめた。


　梓が以前から、自分だけの秘ひ密みつを抱かかえていることは知っていた。そのことで悩なやんでいることもわかっている。


　最初は何も言ってくれない梓が水くさかった。まだ信しん頼らいされていないのだろうかと落ち込んだ。すぐに、そうではないとわかった。梓は自分を信頼してくれている。それでもなお、言うわけにはいかない秘密なのだ。それで一人で悩み、苦しんでいるのだ。


　やっぱり水くさいと思う。


　千絵にとって、梓は親しん友ゆうであり、ようやくにして得えた相あい棒ぼうだった。自分の勝かつ手てな活動につき合わせ、幾いく度ども危あぶない目に遭あわせた。それでも友達でいてくれたし、身を挺ていして助けてくれた。


　力になりたい。


　梓の抱える秘密。それはたぶん──


「でもねえ……だとしても、このままじゃねえ……」


　悩みを明かされたとしても、本当に力になれるかどうかは怪あやしかった。それにはまず、『悪魔』の正しよう体たいを解とき明かさなければならない。


　千絵の手が放ほうり出したマウスに伸のび、機械的にカチカチとボタンをクリックした。





　第三者を介かいして「宿やど主ぬし」と接せつ触しよく。《夢む魔ま》は見み違ちがえるほど成長していた。どうやら「宿主」との意い思し疎そ通つうを円えん滑かつに行おこなうべく、「宿主」の精神的不満を補おぎなう形で疑ぎ似じ人じん格かくを形成したらしい。




01:55 96/05/03　Beelzebub




　二度目の接触。比ひ較かく対たい照しようがないため断言はできないが、やはり異い常じような成長度。「宿主」の教育効こう果かと考えられる。《夢魔》は極きわめて生存に適した「宿主」に「憑ついた」のだ。


　我われ々われの認にん識しきが正しければ、「宿主」はいずれ精神を損そこなう。どうする。




23:22 96/05/10　Beelzebub




　説明できない現げん象しようを複数確かく認にん。詳しよう細さい不明。嫌いやな予感。




01:47 96/05/27　Beelzebub




　説明不能な物理現象多数確認。物理的影えい響きよう力りよく？　まさか。




02:03 96/05/30　Beelzebub




　うかつだった。「宿主」の周しゆう囲いに異い変へんがある。彼のクラスメイトの様よう子すがおかしい。調ちよう査さ対たい象しようを拡大。




00:41 96/06/12　Beelzebub




　増ぞう殖しよくしている？




11:22 96/06/14　Beelzebub







　掲けい示じ板ばんですらない、ただの作り話。それもテキストオンリーの味も素そっ気けもないページが次次とスクロールしていった。千絵は字じ面づらだけを眺ながめながら、頭では別のことを考えていた。


『悪魔』に関する情報は多いが、『悪魔』そのものについての考こう察さつは少なかった。カプセルユーザーの多くは、その正体に関心がないらしい。数少ない考察にしても、正せい統とう派は悪魔学に則のつとった説明から、カプセルの作用による精神感かん応のう力りよくだという説、超ちよう物理学の国家的実じつ験けん説せつ、悪魔イコール守しゆ護ご霊れい説、超能力説と様さま々ざまである。これは全部俺の夢だと豪ごう語ごする者もいた。いずれも読む気すら起こらない思いつきとこじつけの説明ばかりだ。


　と、そのときクリックする指が止まった。


　偶ぐう然ぜん目に飛び込んできた単語が千絵の意い識しきに止まった。


　細さい胞ぼう？





　非ひ常じよう事じ態たい。大だい至し急きゆう現在の状じよう況きようを把は握あくしなければならない。無知な召しよう喚かん者しやを必要最小限でも教育する必要がある。総意を取り、これから情報ネットワークの構こう築ちくに取りかかる。細胞システムが適てき当とうだろう。罪つみ深ぶかい。今後の混こん乱らんと破は滅めつを思って、ワクワクしている。




00:57 96/07/01　Beelzebub







「……なんですって？」


　食い入るように画面を見つめた。構築？　これから情報ネットワークの構築に取りかかる？


　日付に視し線せんが飛んだ。一九九六年七月一日。六年前。カプセルが蔓延はびこり始めたと予想される時期だ。その後うしろ。Ｂｅｅｌｚｅｂｕｂ──『ベルゼブブ』？　まさか──


　興こう奮ふんに両目と鼻び孔こうが膨ふくらんだ。慌あわてて画面をコピーし、バックアップを取る。取しゆ得とくしたデータから、さらに二つコピーを取り、片方はウェブ上の自分のホームページのメールアドレスに送信。片方はフロッピーディスクに落として、上うわ書がき防止のシャッターを下おろした。


「ま、まあ。過か度どの期き待たいはよくないわよね。誰だれかが考えついたフィクションってことも……」


　冗じよう談だんめかした口く調ちようでつぶやいたが、顔の表情はガチガチに硬かたい。とりあえず全体量を把は握あくするために、頭からずっと流してみることにした。




[image: ]


　マウスのボタンを押しっぱなしにする。表ひよう示じ位い置ちを示しめす画面端はしのバーが、音を立てずに降こう下かし始めた。


「……長いわね」


　全すべて文字データだけだが、にもかかわらずかなりの量がある。千絵は画面が止まるまでスクロールさせた。


　止まった。





　以上。不要と思われる記き述じゆつは削さく除じよした。公こう正せいに取しゆ捨しやしたつもりだ。


　これから命を絶たつ。これで彼女が消しよう滅めつする確信はないがやってみる。それともこの決断こそ、最後の一歩なのだろうか？


　正しよう直じきに告こく白はくする。後こう者しやを望んでいる。僕ぼくはあの王国に行きたい。




14:03 98/03/01　Beelzebub




　俺ももうじき、そっちに行けそうだ。


　エロイムエッサイム




00:01 02/12/24　Baal







　最後の記き述じゆつの更こう新しん時間を見て、心しん臓ぞうが跳はねた。


　時計を見る。午前零れい時じ三十六分。この記述がアップされたのは、わずか三十五分前だ。


　気になる。すごく気になる。しかし、これは要するに一いち方ほう向こうの更新に過ぎない。メールアドレスが提てい示じされているわけでもなし、こちらからこのＢａａｌに対してアクションを起こす手しゆ段だんはない。


「……くっ。じれったいぃぃ」


　何者だろう。ひょっとして……ひょっとしたら……しかも、もしそうなのだとしたら、こいつらは『Ｂ』だ。執行細胞フアースト・セルだ！


「他ほかに……他に何か手がかりは？」


　召しよう喚かん。契けい約やく。具体的な説明がない。言葉通りに捉とらえていいのか？　《夢む魔ま》？　何かの隠いん語ご？　宿やど主ぬしって？　憑ついた──悪魔が憑いたということか？　彼女って誰だれだ？　王国？


　疑問が連れん鎖さ的てきに爆ばく発はつして止まらない。文章がぶつ切りで、日付も飛びまくっている。削除した結果だろうか。なんでもいいから固こ有ゆう名めい詞しは残っていないのか？


　もう一度頭から残らず読み直そうとし、直前で止めた。


　最後から二つ目の記述。「これから命を絶つ」とある。その一文を読んで閃ひらめいた。


　千絵はすぐに新聞社のデータベースにつなげた。過去の記事から、一九九八年三月一日の自殺事件に関する記事を拾ひろい上げる。


　一件ヒットした。


　素す早ばやく文字をなぞると、記事の初しよっぱなに「葛くず根ね市」の文字。


「やった！」


　と思わず声がもれ……


　そのまま絶ぜつ句くした。





　──１日午後５時15分ごろ、葛根市北町在住の大学生、水みず原はら信しん司じさん（22）が自宅の部へ屋やで拳けん銃じゆう自じ殺さつしているところが発見された。第一発見者は水原さんの弟おとうと。遺ゆい言ごんは残されておらず、動どう機きは不明のままである。また使用された拳銃も発見されていない。


　調べでは、水原さんは数か月前から大学へも行っておらず、家族も「弟以外とは会話もなかった」と話している。葛根署しよは水原さんが何らかの犯はん罪ざい事件に巻き込まれた可能性を考こう慮りよし、自殺の原因と拳銃の入にゆう手しゆ経けい路ろ等とうを調ちよう査さするため、弟から事情を聴きいている。──





　　　　◆◆◆◆◆





　その晩、クリスタルの情じよう報ほう網もうに密みつ告こくがあった。


　クリスタルは日付が変わった直後に、IXＣナイン・シーを集しゆう結けつさせた。


　前例のない招しよう集しゆうに一同は強く抗こう議ぎしたが、クリスタルがつかんだ情報を公開すると、一人残らず口を閉とざした。


　ウィザードの正しよう体たいは、葛根東高校二年の男子生徒、物部景であるという。


　カークが情報元を尋たずねた。


　密告者は電話で『デルタ』と名な乗のった。カイムが倒たおれたとき行方ゆくえをくらました第三世代細胞サード・セルの一人である。本物なら、カイムが指し揮きした一連の調査で、ウィザードの正体を確かく認にんした可能性は高い。


　自分はネットを抜ぬけたい。身の安全と引き替かえに、カイムが秘ひ匿とくしていた情報を明かす、ということだった。密告者はデルタ本人である証しよう明めいとして、カイム対ＤＤ戦の結けつ末まつ、『堕落クラツシユ』に至いたる詳しよう細さいを報告してきた。一いつ般ぱん細胞では知ることのできないレベルの情報だが、どれもクリスタルの調査と一いつ致ちした。


　ケルベロスが情報の信しん憑ぴよう性せいを尋ねた。


　クリスタルが調査を進める対たい象しように、葛根東高校の生徒、清井美加がいる。葛根東の事件の関係者で、松まつ崎ざき祐ゆう子この細胞の一員だった。彼女は悪あく魔まに襲おそわれ記き憶おくを失うしなったが、ダメージは軽かった。何名かの細胞を接せつ触しよくさせ、それとなく事件の真しん相そうを探さぐった結果、曖あい昧まいな記憶ではあるが、幾いくつかの証しよう言げんを得えている。その中には、物部景の名前が何度も挙あがっていた。


　また、物部景は海野千絵のパートナーである姫木梓の幼おさななじみである。葛根東の事件では、姫木梓は物部景を弁べん護ごし、海野千絵も彼の容よう疑ぎを晴はらすのに尽じん力りよくしている。両者の間には協力体制があると判断できた。


　もう一つ。デルタの密告では、甲斐氷太もウィザードの正体に感づいたことが告つげられていた。


　カークが発言した。


　今日きよう、姫木梓についていた実働細胞アクト・セルが、一人を残して潰つぶされた。姫木梓のもとに甲斐氷太が接近し、彼女を助けたらしい。理由は不明だ。しかし姫木梓がウィザードと繫つながりがあるとすれば、彼を追う甲斐氷太が彼女に近づいたのも納なつ得とくできる。


　甲斐氷太は遠からずウィザードにリターンマッチを挑いどむだろう。


　そのとき周しゆう囲いへの配はい慮りよがあるとは考えにくい。


　決が採とられた。


　全員一いつ致ちでウィザード──物部景の『事じ故こ』が決定した。


　条件その一。確実に仕し留とめること。


　失しつ敗ぱいすれば反撃を招まねくことは間ま違ちがいなく、その反撃を世せ間けんの目から隠かくすことは極きわめて困こん難なんと推測される。この際、カプセルの件さえ浮ふ上じようしなければ、『事故』がニュースになっても構かまわない。どうせすぐに過か去この事件になる。


　その二。海野千絵、姫木梓の両名と同時であること。


『事故』を連続して起こすのは不自然であり、また一いつ方ぽうのみを始し末まつした場合、残る一方が逆ぎやく襲しゆう、あるいは秘ひ密みつの暴ばく露ろに動く可能性が高い。三名を同時に処理せねばならない。


　その三。甲斐が動くより先に。可か及きゆう的てき速すみやかに。


　その場で作戦が練ねられた。


　日付の変わった今日は十二月二十四日。市内の公立高校では二学期最後の日。葛根東でも終しゆう業ぎよう式しきが行われる。


　三名が一堂に会するまたとない好こう機き。しかも、この日を最後に冬とう季き休業に入り、以後の機会は激げき減げんする。


　検けん討とうの末すえ、実行は本日と決まった。


　指し揮きは最もつとも適てき切せつと思われるカークが選ばれ、彼の率ひきいる第三世代細胞サード・セルが周囲を固める。サポートとしてケルベロスがつくことになった。


　夜明けと共ともに、作戦がスタートした。
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　わたしと景けいちゃんの二人にとって、そこは戦場以外の何ものでもなかった。


　わたしの周まわりは、いつもピリピリしていた。痺しびれるように痛いたい空気がいつまでも留とどまっていた。わたしは一言も口を利きかず、ずっとうつむいて痛みに耐たえていた。


　休み時間のたびに景ちゃんと二人外に出た。そのまま戻もどらないときもよくあった。


　そのせいで何度も叱しかられた。けど反はん省せいはしなかった。そうでもしないと二人とも、きっと死んでしまっていた。


　あそこは空気が腐くさっている。あそこでじっとしていたら腐って死んでしまう。


　わたしはそう言って、何度も景ちゃんを外に連つれ出した。景ちゃんは一度も反対しないで、わたしの言うことに従したがった。


　そんなときに行くのは、決まって景ちゃんの家の離はなれだった。そこはいつしか、わたしと景ちゃんの聖せい域いきになっていた。


　わたしと景ちゃんはそこで二人の王国を作った。それは素す晴ばらしい王国で、そこにいるときだけ、わたしも景ちゃんも心から笑い合えた。ずっとそこに隠かくれていたかった。


「まるでハンザイシャみたいだね」


　わたしが言うと、景ちゃんも嬉うれしそうに頷うなずいた。





　どうしてそれが罪つみなのかと誰だれかが尋たずねた。


　たぶん、誰しもが夢ゆめに見て、それでも叶かなわない世界だからだ。


　みんな本当は羨うらやましいんだ。それが欲ほしいのに貰もらえないから、嫌いやなことを言うんだよ。





　　　　◆◆◆　◆　　◆





　その日の梓あずさも、朝から最高に機き嫌げんが良かった。原げん因いんはもちろん、昨日きのうの電話のやり取りだ。


　ムキになって心配する景が、おかしくて嬉うれしくて堪たまらなかった。それに、景は気づいてもいなかっただろうが、あのとき確たしかに言ったのだ。


　──「梓ちゃん」って言った。「姫ひめ木きさん」じゃなくて。


　梓は背せ伸のびするような伸びやかな動きで、タ、タ、と軽けい快かいにアスファルトを蹴けり歩いていた。


　気を緩ゆるめれば、どんどんにやけ顔になっていくのがわかる。くすぐったいような、走り出したいような、喉のどをなでられている子こ猫ねこみたいな気分だった。


　風は冷たく、きっぱりとして足あし下もとをすり抜ぬけている。弾はずむ息が白く靄もやをなす。昨日とはうってかわって、空気のにおいまで冬である。


　見上げれば生あい憎にくの空そら模も様ようで、青空はどこにも見当たらない。煙けむりを炊たき込こめたような灰はい色いろの乱らん雲うんが、天てん上じようから地ち表ひように向かって刻こく一いつ刻こくと迫せまりつつあった。大空を埋うめ尽つくすほどの暗あん雲うんであったが、巨きよ大だいな雲が躍やく動どうする様さまは見ていて飽あきない。それに今日きようはクリスマス・イブだ。いずれは雪を降ふらすかもしれないと思えば、膨ふくらむ雲が楽しみであった。


　ポニーテールをなびかせながら、梓は校門をくぐり、校こう舎しやに入った。そのころには、もう隠しようもなく笑えみがこぼれていた。


「おはよーっ」


　弾はずむ気分そのままに、梓は教室のドアを開けた。


　例によって返事は一つも返ってこない。そればかりか、一人で浮うかれている梓に、失しつ笑しようを向けるような視し線せんが投げかけられた。


　それでも梓は怯ひるむどころか、鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおにヒビ一つ入れずに教室に入った。口くち笛ぶえの一つも吹ふきそうな気持ちのまま席に着つく。


　周まわりから拍ひよう子し抜ぬけするような気け配はいがした。逆にいよいよかさにかかって嘲あざけり、馬ば鹿かにするような空気も感じた。どちらも、どうでもよかった。というより──


　仕し方かたがないと思った。


　みんなが自分に対して隔かく意いを持つのは仕方がない、当然のことだという気がした。


　だって自分はみんなが話しているようなことに興きよう味みが持てないのだから。ビジュアル系けいバンドがどうとか、新しん装そうしたカラオケボックスがどうとか、深しん夜やのお笑い番組がどうとか。


　自分はつい昨日、身の丈たけが倍もあるコンパスの化ばけ物ものと戦たたかった。その戦いに勝って、幼おさななじみとそのことを電話で話した。それでちょっと昔むかしの呼よび方をされた。


　いまの自分は、そんなことが頭を占しめている。それなのに、こんなにも楽しいのだ。ウキウキしているのだ。そんな人間が、この部へ屋やに、他ほかに一人でもいるだろうか？


　やっぱり、違ちがう。


　自分はみんなと違う。自分や景は、他のみんなとは違っている。それを肌はだで感じるからこそ、クラスメイトたちは距きよ離りを取るのだろう。


　──ま、仕方ないわよね。


　自分は自分、みんなはみんなだ。向こうだって陰かげ口ぐちを叩たたこうが、害を為なすわけじゃない。もし邪じや魔まするなら容よう赦しやしないが、そうでないなら関係ない。


　梓は暗い目をして、いつものように窓まどガラスを見つめた。ちょっとびっくりして、次ついで下した唇くちびるを突つき出すように笑った。窓ガラスに映うつる自分の顔。再会したばかりのころの景に、そっくりだった。


　梓の手がポケットに伸び、そこにあるペンダントのクロスをなでる。


　そうとも。そっちはそっちで楽しくやっていればいいのだ。


　──今日きようこそ景ちゃんと、きっちり話ししないとね。


　自分だって戦力になりうると証明できた。この上は多た岐きにわたって景を補ほ佐さし、彼の更こう生せいに尽じん力りよくするつもりだ。そのためにも早い時期に腹を割わって話し合う必要がある。


　とはいえ、自分は尾び行こうを受ける不自由な身。堂々と景のマンションを訪おとずれるのはまずい。適てき当とうな話を作って、誰だれにも見つからないところに景を呼び出すのがいいだろう。


　隠かくれ家がに身を潜ひそませて、ロウソクの明かりを頼たよりに意見を交かわす。食事は堅かたいパンにソーセージ。フライパンの料理を直接フォークでつつき合って……うん。ちょっと不ふ謹きん慎しんだが、逃とう亡ぼう者しやライクな晩ばん餐さんというのも、なんだがロマンチックかもしれない。


　──そうだ、隠れ家っていえば！


　景の旧きゆう家かの離はなれ。あそこは文も字じ通りの隠れ家だ。あそこで食事しながら話し合うというのはどうだろうか。尾行さえまいてしまえば、あそこなら見つかる心配はない。


　──景ちゃん、あのカード見つけたかな？


　以前梓は、勝かつ手てに離れに入って、景が買い置きしていたクッキーを食べてしまったことがある。そのときクッキーの缶かんには替かわりに伝でん言ごんを残したカードを入れておいたのだ。昔むかし二人がよくやっていたゴッコ遊びの符ふ丁ちようである。


　あれ以い来らい、景にクッキーのことは聞いていない。果はたして気づいているだろうか。気づいているなら、どんな風ふうに思っただろうか。勝手な想像を巡めぐらせて、梓は一人で悦えつに入っていた。


　そこに、


「梓さん」


　と呼びかけられ、梓はくるりとポニーテールの毛先を回転させた。


「あ、ああ、千ち絵え。なんだ。おはよ」


「水みず原はら、見なかった？」


「え、水原くん？　昨日の午後会ったよ。ちょっと家まで送ってもらったんだけど」


「昨日帰ってから会ったの？　それからは？」


「すぐ別れてそれきりだよ。今日はまだ見てないけど……なんで？」


「Ａ組にいなかったから」


「まだ来てないんじゃないの？　どうしたのよ。何かあったの？」


　梓は問い返したが、千絵は黙だまったまま腕うでを組み、右手の人差し指を唇くちびるに当てて宙をにらんでいた。


　事件に直面したときに千絵が見せる表情だった。おまけに目は赤く充じゆう血けつして隈くままである。


「どうしたの、千絵。ひょっとして寝ねてない？」


「……ええ。ちょっと気になることがあったから……」


　千絵はうつむき加か減げんのまま、上うわの空で返事をした。


「急用？」


「ん……いえ、急いだところで、どうなるわけじゃ……あ、でも、最後の更こう新しんは今日なのよね。あれになんの意味があるかわからないけど、やっぱり早い方が……」


　梓に答えるというよりは、考えていることをそのまま口にしているように、千絵はブツブツとつぶやいた。自分の中でも意見がまとまっていないのだ。こういうときは下へ手たに尋たずねても、千絵は何も説明してくれない。


「携けい帯たいで呼んでみれば？」


　梓が提案すると、「それが」と千絵は声を落とした。


「繫つながらないの」


「え、あの水原くんが？　それって事件かも」


　ぬかりない水原のことだから携帯を持ち忘れることがあるとは思えない。かといって、滅めつ多たにかかってこない千絵からの電話に居い留る守すを使うとは、なおさら考えにくい。


　梓は教室の時と計けいを見て、


「ホームルームまでまだ時間あるし。水原くんがいそうな場所、覗のぞいてみる？」


　千絵が顔を上げた。


「……そうね。手て伝つだってくれる？」


「もちろん」


　梓は機き敏びんに席を立った。


　またしても周しゆう囲いの口数が減へった。その分、冷ひややかな視し線せんが向けられるのがわかり、梓は思わず苦く笑しようする。そうか。こんな風に目め立だった行動が多いのも、にらまれる原げん因いんの一つなのかもしれない。


　梓は自分の考えに没ぼつ頭とうして周囲にまで目がいっていない千絵を連つれて教室を出た。二ふた手てに分わかれ、それぞれ校内で電でん波ぱの届とどかないところを捜さがして回ることにする。とはいえ、葛くず根ね東ひがし高があるのは、市のただ中である。電波の入りが悪い箇か所しよなどないに等ひとしい。


　二人は屋おく内ない外がいで担たん当とうを分け、梓は屋外を調べるべく校こう舎しやを出た。


　登とう校こう口ぐちからグラウンドを見み渡わたし、中なか庭にわに入ってぐるりと校舎を回る。授業がない解かい放ほう感かんからか、外に出て談だん笑しようしている生徒も少なくはない。梓は、そんな人ひと垣がきを一つ一つ確かく認にんしながら歩いて回った。


　校舎の壁かべとフェンスに挟はさまれた、狭せまく細長い裏うら庭にわに出る。この辺あたりに出てくる生徒は少ないし、教師もあまり立ち寄よらない。点々と腰こし丈たけの木が植えられ、校舎の壁かべからは柱はしらの突とつ起きが突つき出しているので、見み晴はらしも悪い。そのため一部の生徒の「喫きつ煙えん」スポットになっている場所だった。


「ここでもないか」


　と梓は頭を搔かいた。腕うで時ど計けいを見て少し慌あわてる。すでにホームルームが始まる時間だ。あとはそのまま終しゆう業ぎよう式しきである。


　だが、登校口に駆かけ戻もどろうと向きを変えたとき、「姫木っ」と呼よび止める声がかかった。


　身み構がまえながら振ふり返ると、どこか見み覚おぼえのある男子生徒が、植え込みの陰かげから梓に向かって手て招まねきしていた。見覚えがあるが、誰だれだかわからない。


　──え、え？　クラスの子じゃないよね。うちの学年にいたっけ……


　向こうはこっちを知っているのだから、知らない相手ではないはずだ。自分だけ男子生徒の名前を思い出せない気まずさに、「えーと」と口を濁にごらせながら、梓は記き憶おくの箱はこをひっくり返した。


　向こうは梓が思い出せないでいることに感づいたらしい。


「俺だ」


　と取り出したレザーキャップを頭に被かぶった。


　とたんに誰だかわかった。葛根東の生徒ではない。


「あなた……ビーグル！　どうしたの、その格かつ好こう。葛根東こんなとこで何してるのよ!?」


　葛根東の制服を着きていたのは、ＤＤの情じよう報ほう屋や、ビーグルだった。あの甲か斐い氷ひよう太たの手下の一人で、ＤＤでは珍めずらしく暴ぼう力りよくより頭の切れで勝しよう負ぶするタイプだ。水原と繫つながりがあり、梓は以前の新につ田た菫すみれを巡めぐる事件で、この男と面めん識しきができていた。


　とはいえ、ビーグルはあくまでＤＤだ。決して親したしい仲ではない。


　梓は露ろ骨こつに警けい戒かいし、


「……なんの用なのっ？」


　と険けわしい声をぶつけた。


　ビーグルは両手を挙あげて敵てき意いがないことを示しめした。場ば違ちがいなシチュエーションを自じ覚かくしているのだろう。取り入るような愛あい想そう笑わらいを見せている。


「いや実は、用があるのは、こちらの方かたでね」


　と自分の後うしろにあごをしゃくる。


　するとビーグルの背はい後ごから、小さなお下げ頭が、おっかなびっくり顔を覗のぞかせた。


「皆みな見みさん！」


　梓が目を丸める。どこから手に入れたのか、やはり葛根東の制服を着ている黒い眼鏡めがねの少女は、以前千絵と梓のもとに依い頼らいに現あらわれた皆見茜あかねだった。


　──そうだ。この人は甲か斐い氷ひよう太たと一いつ緒しよにいた。ＤＤだったの？


　梓が鋭するどい視線を向けると、現れた茜もビーグル同様、バネ仕じ掛かけのように両手を挙げた。


「待って、誤ご解かいよ！　私は何も知らないの。ほんとよっ」


　開かい口こう一いち番ばん、茜は青ざめた様よう子すで、そう言った。


　梓は訝いぶかしく眉まゆをひそめた。


「……何言ってるの？」


「だから、水原勇ゆう司じに伝つたえて欲ほしいの。私は密みつ告こくなんかしてないわ。私じゃない。私のコードネームを騙かたった誰かの策さく略りやくなのよ！」


　──……え、何？　水原くんが？　密告？


　表面上は不ふ審しんな表ひよう情じようを保たもっていたが、梓はてきめんに混こん乱らんした。


「……どういうこと。水原くんがいったい何したっていうの？」


　問い返すと、「聞いてないの？」と茜は意外そうな顔をした。それから、


「今け朝さ方がた、水原勇司から、こっちのビーグルに連れん絡らくが入ったの。『デルタ』って奴やつが、ウィザードの正体をIXＣナイン・シーにたれ込んだ。いったいどういうつもりだ、ってね」


　聞いた瞬しゆん間かんは何を言っているのかよくわからなかった。それがわかったとき、梓は茜に負けないほど一気に色を失うしなった。


「ウィザードの正体ですって……なんであなた、そんなこと!?」


「……物ものの部べ景。ディンゴ──甲斐も知ってるわ。昨日きのうあなたも会ったんじゃないの？」


　そうだ。甲斐が知っているのだから、アウトレットで一緒にいた茜も知っていて不ふ思し議ぎはない。なんてことだろう。


「たれ込んだって……『ナイン・シー』っていうのは何!?　まさか──！」


　茜は一瞬、ほんとに何も知らないんだな、という顔を見せたが、すぐに冷れい静せいさを取り戻もどした。


「IXＣナイン・シーというのは、セルネットの幹かん部ぶ会議のことよ。水原勇司からの連絡を受けて、急いでこっちも調べてみたの。確たしかに、ネット上じよう層そう部ぶで動きがあるわ。私も詳くわしくはつかみ切れてないんだけど、何か仕し掛かけてくるつもりかもしれないわ」
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　ホームルームが始まる時間になり、千絵は結局水原を見つけられないまま教室に戻った。


　──あれ？


　窓まど際ぎわの席が埋うまっていない。梓の席だ。


　──まだ戻ってないの？


　どこかで水原を見つけたのだろうか？　それにしては連絡がなかったが……


　席に着ついた直後に担たん当とう教師が入ってきた。クラス委員の千絵は動どう揺ようを隠かくして「起き立りつっ」と号ごう令れいをかけた。


　──嫌いやだな。


　胸むな騒さわぎがする。あの記事を見てから、胸の奥おくがざわついてやまないのである。


　梓が何か隠かくしていることは知っていた。水原が何か隠していることだって感じていた。自分が触ふれていない領りよう域いきがあることもわかっている。それがいま、かつてなくくっきりと浮かび上がって、千絵を苛さいなんでいた。


　その領域は、夜の領域。『悪あく魔ま』の潜ひそむ領域だ。


　自分が一人、本流から外はずれている気がしてならない。自分の知らない場所で、気づかないうちに進行していた事じ態たいが、ゆっくりと浮ふ上じようしてきた。そんな気がするのだ。


　──馬ば鹿かね。考えすぎだわ。


　寝てないから思し考こうが突とつ拍ぴよう子しもなく飛ひ躍やくしているのだ。


「姫木っ。姫木は休みか？」


　出席を取る担たん任にんに、千絵は慌あわてて手を挙あげた。


「済すみません。彼女ちょっと体調が悪いらしくて。いま私が保ほ健けん室しつに連つれて行きました」


　千絵がその場を誤ご魔ま化かすと、担任は顔をしかめた。


「悪いのか？」


「いいえ。休めば良くなると思います」


　そうか、と担任は一つ頷うなずいてから、咳せき払ばらいした。


「今日は特別に警けい察さつの方がお見えになっている。麻ま薬やくの危き険けん性せいについて式でお話ししてくださる予定だ。その……だな。うちのクラスでは少し残ざん念ねんな事件もあったが、だからといって目を背そむけるわけにはいかん問題だ。今回はあらためてドラッグの知ち識しきを身につけてほしい」


　担任はいかもに言いづらそうに話した。生徒たちも、いつになく黙だまって担任の話を聞いている。だが仲間内では、しきりに目め配くばせを交かわし合っていた。


　千絵は素す早ばやく美み加かの方をのぞき見た。美加は神しん妙みようにうつむいていたが、戸と惑まどいを隠しきれずにいた。


　退たい院いん後、気まずくなった梓に代かわり、千絵は美加と何度か話をしている。それでわかったのだが、彼女は中ちゆう毒どく症しようになった多くのユーザーと同じく、カプセルに関する記き憶おくをほとんど失うしなっていた。自分がカプセルで破は滅めつしかけたことは理り解かいしていても、その体たい験けんを曖あい昧まいにしか覚おぼえていないようなのだ。まるで、見ていた夢について、なんとか思い出して話しているような口くち振ぶりだった。たぶん警察から事情聴ちよう取しゆを受けること自体、他ひ人と事ごとのような気がしているだろう。


　彼女は『悪魔』のことを知っていたのだろうか？　いまとなっては、彼女自身にも答えられない質問だ。


　そのあとは今日の段だん取どりと冬とう季き休業中の連れん絡らく事じ項こうを担任が伝つたえ、ホームルームは終わった。それからすぐに教室を出て終しゆう業ぎよう式しきの式場である体育館に移動が始まる。


　千絵は真っ先に教室を出ると、Ａ組の廊ろう下かを見た。


　Ａ組もホームルームが終わり、体育館に向かう生徒が廊下に出ていた。雑ざつ談だんを交かわしながら、やる気のない様よう子すでダラダラと移動している。やはり水原の姿すがたはなかった。


「ごめん。水原くんって、まだ来てないの？」


「え、さあ？　教室にいなかったけど」


　Ａ組の顔見知りに尋たずねると、その女の子は首を傾かしげた。代かわって隣となりの連つれが「ああ」と答えた。


「あたし、朝見たよ。水原くんっていつもギリギリに来るから、なんでこんな早いのかびっくりしちゃった。そういや、なんで教室に来ないんだろうね？」


「今日きようは朝から晩まで、予定びっしりなんじゃん？」


「言えてるー」


　と同級生をネタにコロコロ笑い合う。千絵は礼を言って、その場を離はなれた。


　──来てるの？　だったらなんで携けい帯たいに出ないのよ。


　すでに校内のめぼしい場所は捜さがして回った。いまさら捜しに行くところもない。千絵は逸はやる胸むねを抑おさえて、体育館に向かう生徒の流れに従したがった。


　校こう舎しやから出て中なか庭にわとグラウンドを区く切ぎる渡わたり廊下を進めば、そこが体育館である。


　入ると小さなロビーがあり、端はしから用具室とトイレ、教官室への扉とびらが並ならんでいる。その手前には二階に続く階段があった。


　正しよう面めんには左右に大きく開けられたアリーナへの入り口。


　館内は十二月の冷えた空気に満たされていた。アリーナの広さはバスケットコート二面分。高さは校舎三階より少し低い程度だった。ドーム状の天てん井じようは途と中ちゆうまで天てん窓まどになって空を映うつしている。採さい光こうのための天窓は、この体育館唯ゆい一いつの特とく徴ちようだが、今日は黒々とした雲が見えるばかりである。明かりが足たりないので昼間から照しよう明めいが点つき、館内を薄うすいベージュ色に照てらしていた。


　床ゆかには深ふか緑みどりのシートが敷しかれている。そして等とう間かん隔かくでパイプ椅い子すが並んでいた。卒そつ業ぎよう式しきならともかく、終業式で椅子まで用意しているのは、警けい察さつなど外部の人間が来ているからだろう。


　奥おくにステージがあり、演えん壇だんが用意されていた。


　生徒たちはバラバラと席に着つきつつあった。千絵たちＣ組の生徒も、ほとんど着ちやく席せきしている。もうすぐ式が始まるというのに、梓はまだ現あらわれなかった。


「どうしたのよ、梓さん」


　携帯に着ちやく信しんした様よう子すもない。千絵は諦あきらめて携帯をスカートのポケットに押おし込こんだ。


　そうしながら、視線は水原を求めて体育館の中をさまよわせる。


　遠くで雷らい鳴めいが響ひびいた。


　──雷かみなり？


　思わず二階の窓を見上げる。その視線が、途と中ちゆうで止まった。


　──ん？


　体育館は吹ふき抜ぬけ構こう造ぞうで、ロビーの上が二階になっている。ロッカー室と更こう衣い室しつ。それに卓たつ球きゆう台だいやトレーニング用品が置いてあるスペースだ。そこから左右の壁かべに沿そって、ステージ方向へ伸びる回かい廊ろうがある。そこに見知らぬ男がいて、二階のカーテンを閉めて回っていた。


　──警察の人？　ドラッグの説明にスライドでも使うのかしら。


　つぶやいたとき、担たん任にんから呼よばれた。千絵は急いで自分の席に座すわった。座る直前にもう一度二階を仰あおぎ見た。


　男はカーテンを閉め終わると、二階の端にある照明の制せい御ぎよ室しつに入った。どうせ外は曇くもり空だというのに、念の入いったことだ。これで天窓のブラインドを下おろして照明を消せば、館内は完全な暗闇になる。


「うーん」


　千絵は鼻はなから息を吐はいて、座り心ごこ地ちが悪そうに身じろぎした。それでも礼れい儀ぎ正しく背せ筋すじを伸ばし、膝ひざの上に両手を置くと演壇を眺ながめながら黙だまって自分の考えに潜もぐり込んだ。





　式が始まった。





　　　　◆◆◆◆◆





　遠くで雷鳴が轟とどろいた。


　空は刻こく一いつ刻こくと黒く染そまりつつあった。


　──景ちゃんのことが知られた？　セルネットが動き出した？


　すぐに信じるには、あまりに重大なニュースだった。梓は頑かたくなな態たい度どで、かつての依い頼らい人にんをにらんだ。


「……確たしかなの？」


「断言はできないわ」


　と茜は言いづらそうに、しかし冗じよう談だん扱あつかいされてはたまらないという真しん摯しな表情で返事をした。


「私たちも、水原の連れん絡らくで初めて知ったの。彼はどこ？　繰くり返すけど、私は何も動いてないわ。どこの誰だれが私のコードネームを騙かたったのかはわからないけど、誤ご解かいなのよ」


　茜は胸むな元もとで両手を握にぎりしめ、にじり寄りそうな勢いきおいで言った。梓の腕うで前まえを知っているビーグルは、彼女の後うしろでハラハラと成なり行ゆきを見守っている。


「……信用できない」


　梓は貫つらぬくような視線をぶつけたまま、信じたくない、という思いのまま吐き捨すてた。


「姫木さん……」


「ねえ、皆見さん。そもそも、あなたはいったい何者なの？　最初、わたしたちに依い頼らいしたとき、あなたＤＤに脅おどされたって言ったよね。そのあなたがどうして甲斐氷太と一いつ緒しよに行動してるわけ？　あなたＤＤのメンバーなの？　それとも──」


「私は元はセルネットの細胞よ。コードネームは『デルタ』。第三世代細胞サード・セルの──カイムの部下だったわ」


　言い淀よどむかと思いきや、茜は梓が言い切る前に自分から正しよう体たいを明かした。後ろでビーグルが、黙ってりゃいいものを、と顔を覆おおう。梓は驚おどろいて、思わず態たい度どを崩くずした。


「カ、カイムの部下って……それがどうして甲斐といるの!?」


「カイムに愛あい想そうが尽つきたの。ＤＤにいるのは身を守るためよ。いまや私も裏うら切ぎり者だからね」


「…………」


　梓はまじまじと茜の顔を見つめた。平然と言っているが、これはなかなか大したことだ。迷まよいのない物言いが見かけに反して大人おとなびて見えた。


「お願い、水原に会わせて。言わせてもらえば、私としては、このまま甲斐の側そばに隠かくれてた方が安全なのよ。わざわざ誤解を解ときに来たのは、いまウィザードやセルネットに動いて欲ほしくないからなの」


「……どうして？」


「決まってるわ。大おお騒さわぎになりかねないからよ。自じ慢まんじゃないけど、うちの甲斐はいつ暴ぼう走そうしてもおかしくない状じよう態たいなの。昨日あなたに会いに行った件だってそうよ。しかもあなたについてた実働細胞アクト・セルを潰つぶしてくるなんて、本ほん来らいなら絶対やってはならないことだわ。あなただってトラブルは避さけたいでしょう？」


「そりゃあ……」


「どうやらあなたも何も知らないみたいだし、事実関係の確かく認にんが先じゃないかしら？　──おかしいのよね。ウィザードの正体を知る人間が、それほどいるはずはないのに、いったい誰がこんなことを仕組んだのか」


「甲斐氷太はどうなのよ？」


「甲斐はむしろ彼のことを知られたくないはずよ。何しろウィザードを倒たおして名を挙あげたいと思ってる連中はわんさかいるからさ。そんな連中に、自分とウィザードの決けつ着ちやくを邪じや魔まされるのは我が慢まんならないはずだわ」


　──『余よ計けいな三さん下したと遊んでる余よ裕ゆうはねえはずだぞ』


　そういえば昨日きのう、そんなことを言っていた。


「他ほかにも不ふ審しんな点はある。水原はどうやって、この情じよう報ほうをつかんだのかってこと。IXＣナイン・シーの内ない実じつはほぼ完全にクローズされてるわ。彼がどういう立場の人間か知らないけど、IXＣナイン・シーの動きを外から追えるなんて信じられない。ただ、セルネットにいつもと違ちがう動きがあるのは確かで、無む視しするわけにもいかなかった。放ほう置ちすれば、最悪、ウィザードの矛ほこ先さきが密みつ告こくしたことになってる私に向くかもしれないでしょ？　それでこうして潔けつ白ぱくを訴うつたえに来たの」


　茜はそう梓に説明した。一応筋すじは通っている。


「……連れん絡らくがあったって言ったわね。ほんとに水原本人なの？」


　梓が問うと、茜はビーグルに説明を求めた。


　ビーグルは肩かたを竦すくめ、


「俺と奴やつの間でしか使ってない暗あん号ごうだった。まあ、水原がドジ踏ふんで暗号を吐はいたんなら、他の誰かってこともあり得えるけどな」


　冷れい淡たんな言い方に、梓の心しん臓ぞうが大きく鼓こ動どうした。


　──『……ええ。ちょっと、気になることがあったから……』


　──『繫つながらないの』


　──まさか……でも、そんな。


　昨日家まで送ってもらったとき、普ふ段だんと変わった様よう子すはなかった。あのあと何かあったとでも？　千絵は何か気づいているのか？


「ここに来たのは私とビーグルかれだけ。二人とも悪あく魔まは持ってないわ。お願い、水原と会わせて。急いで真しん相そうを知らなくちゃ」


「…………」


　梓は唇くちびるを嚙かんだ。しかしそれも数秒のことだった。


「水原と連絡がつかないの」


　茜とビーグルに緊きん張ちようが走るのがわかった。


「いつから？」


「最後に会ったのは昨日の夕方。甲斐氷太と会ったあとよ。それからはわからないわ」


「今日は？」


「わからない。学校ではまだ見てないの」


　茜は一いつ瞬しゆん目を伏ふせ、黙もつ考こうしたのち上うわ目め遣づかいに聞いた。


「じゃあ、物部景は？」


　──景ちゃん!?


「待って、景──彼にも何かあるっていうの!?」


「さっきIXＣナイン・シーが動いてるらしいって言ったでしょ。もしIXＣナイン・シーがウィザードの正体をつかんだなら、真っ先にすることは物部景の排はい除じよ。おそらく事じ故こを装よそおってね」


「そんな……」


　梓はすぐさま携けい帯たいを取り出した。景の番号に電話をかける。


　呼び出し音が聞こえた。一度──二度──しかし応おう答とうはない。もうホームルームも終わり、体育館に移動している時間だ。携帯を教室に置いていったなら、連絡は取りようがない。


　また雷らい鳴めいがした。


　空がわずかに稲妻いなずまで光った。


　梓は携帯をかけながら、


「事故を装うって？」


「ネットの最終的な口くち封ふうじよ。通常は取引きを持ちかけたり脅きよう迫はくして口を封じるの。でも、そういった手しゆ段だんが通用しない相手は、悪魔で攻こう撃げきをしかけるのよ。その際、火か災さいや交通事故なんかを装うわけ。目もく標ひようの周しゆう囲いに事故を起こす状じよう況きようをセッティングして──」


　と、そこまで言ったとき、携帯の振しん動どう音おんが流れた。


　梓は思わず自分の携帯を見たが、もちろんコール中の梓の携帯が鳴なるわけはない。


「悪い。俺のだ」


　とビーグルが携帯を取り出した。相手の名前を確かく認にんしてから「どした？」と電話に出る。


　そして、素す早ばやく何事か言い合ったあと、急にビーグルは声を荒あららげた。


「馬ば鹿かっ。そんなわけねえよ。考えりゃわかんだろ」


　思わず集中する二つの視線に、


「掲けい示じ板ばんに──これから街まちでウィザードと氷太がやり合うって書き込みがあったらしい。それを見たＤうＤちのが、ホントかよって聞いてきやがったんだ」


　とだけ告つげて再ふたたび電話の会話に戻もどった。


「甲斐氷太がウィザードと？」


　梓が説明を求めて茜に目を向けると、彼女は即そく座ざに首を横に振ふって否ひ定ていした。


「デマよ。昨日甲斐自身が、いまはマズいって言ったはずでしょ。この手の煽あおりは、裏うらサイトじゃよくある──」


「いや、待て。どうも話がおかしい」


　茜の説明を遮さえぎって、ビーグルが口を挟はさんだ。


「……妙みようだぜ。書き込みの中に葛くず根ね東ひがしがどうこうって記き述じゆつがあるらしい」


「な、なんですって？」


　まるで本気にしていなかった茜だが、その一言には意い表ひようをつかれたらしい。


「どこの板？」


「『Ｃフリーク』」


　自分の携帯を取り出した茜は、その場でビーグルの言うＢＢＳにつなげた。


「──これね」


　スッと眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが鋭するどさを増ます。


　梓とビーグルも、茜の手元を隣となりからのぞき込こんだ。





　レディース・アン・ジャンキーズ！　ラリって盛さかってるカップルや、ラリってこいてるシングルに、ビッグなクリスマス・プレゼントだ！　知ってるか？　今年のイブは悪あく魔まの降こう誕たん祭さいだ。ネットとＤＤがダンスを踊おどり、超ちようド派は手でなデビル・バトルが始まるぜ！　主演はなんと、あのカリスマ悪オ魔ー持ナちーウィザード。さらには甲斐氷太もゲスト出演だ。狼煙のろしが上がるのは葛根東。噓うそだと思うなら窓まど開けて待ってな。引き籠こもってっと不ふ覚かくを見るぜ！





　──な、なんだ、これ。


　文面から無む責せき任にんさがヒシヒシと伝つたわってくる、ふざけた文章だ。だが、内容は到とう底てい見過ごすことはできない。


　──主演ウィザード。それに「狼煙が上がるのは葛根東」ですって？


　ざわり、と鳥とり肌はだが立った。


　俗ぞくっぽく面おも白しろ半分な文面と、その内容の意味する結果とのギャップが不ぶ気き味みだった。しかも、この書き込みは真実を見み抜ぬいている者の挑ちよう発はつである可能性が高い。


　突とつ然ぜん、ビーグルが呻うめき声をもらした。


「くそっ！　マジかよ、このハンドルネーム……」


「え？」


　書き込みは匿とく名めいではなく、アルファベットのハンドルネームがあった。


　Ｆｅｓｔａ。


　梓は呆ぼう然ぜんとその文字を凝ぎよう視しした。


『フェスタ』──それは水原が細胞だったときのコードネームだった。





　　　　２





　同じ質問は、甲斐のもとにも来た。


　床ゆかに手をつき、開けた指と指の間にガツガツガツガツとナイフを突つき立てて遊んでいた甲斐は、かかってきた携帯に向かって、忌いま々いましく吐はき捨すてた。


「なわけねーだろ、タコ！　それができりゃ苦労はねえんだ。つまんねえこと吠ほえてっと肝かん臓ぞうえぐり出して──待て。なんだと。葛根東。どこでそれを……待て待て。その掲けい示じ板ばんってのは、どこのことだ？　『Ｃフリーク』？　待てよ。そのまま待ってろ」


　甲斐はナイフを投げ出して立ち上がると、自室の中を見回した。


　部へ屋やは、先日灰はい皿ざらを見つけるためにひっくり返したまま廃はい墟きよの様よう相そうを呈ていしている。甲斐はがらくたの山に、足で押おしのけながら分わけ入った。


　こんな有あり様さまだが何がどこにあるかは把は握あくしている。雑ざつ誌しの山を崩くずし、食べ終えたばかりのカップ麵めんの容器をひっくり返して、甲斐は下した敷じきになっていたノートパソコンを引きずり出した。


「だあ、くそっ。バッテリーがねえっ」


　発はつ掘くつしたノートパソコンをベッドに放ほうり出し、今度は電でん源げんコードを求めてがらくたの海に腕うでをつっこむ。苛いら立だちに任まかせて悪あつ口こう雑ぞう言ごんの限りを尽つくし、それをもれ聞いていた携帯相手の顔色を漂ひよう白はくさせたあげく、ようやくコードが見つかった。


　パソコン起き動どう後、ただちにブラウザを立ち上げて『Ｃフリーク』にアクセスする。


「──こいつか」


　甲斐は半はん眼がんになった。


　微び妙みような書き込みだった。この程度のいい加か減げんな書き込みは日にち常じよう茶さ飯はんのことだ。少しでもアンテナを持っている者なら、いまセルネットとＤＤの間に危あやうい緊きん張ちよう感かんがあることは明らかだろう。ウィザードの名前を持ってくるのも当たり前すぎて逆に捻ひねりがないぐらいだし、自分がウィザードとライバル関係というのも周しゆう知ちの事実である。


　問題は一点のみ。「葛根東」という場所を特定していることだ。


　当て推ずい量りようということもあり得えるが、結果的にでも的まとを射いている。本気にする馬ば鹿かの一人や二人はいるだろうし、その一人や二人が身の程ほど知らずな悪オ魔ー持ナちーで、ウィザードとの力比くらべに勇ゆう躍やくしないとも言い切れない。


　甲斐は凶きよう暴ぼうな舌した打うちをした。


「お前いまどこだ？　『テアー・チェイン』か。他の連中も一いつ緒しよだな。ビーグル出せ。──いない？　じゃあデルタは？　──ちっ。なんだよ。二人ともどこ行きやが──おい、何笑ってやがる。いや、いま笑っただろ。あ！　テメエ何か知ってて口止めされたなっ。フカすなっ。テメエらが最近『姐ねえさん姐さん』とあのアマに尻尾しつぽ振ふってんのはわかってんだ。どいつもこいつもボンクラ揃ぞろいが、いとも容易たやすく懐かい柔じゆうされやがって。──おい。わかってんのか？　お前いま誰と口利きいてんだ、あっ？　吐はけっ！　いますぐ全部……知らねえだあ!?　よーしいい度ど胸きようだ。五分やる。得え物もの構かまえて弾カプセル込こめときな。いまからそっち行ってテメエの生なま皮かわ剝はいでやらあ。……黙だまれ！　甲斐氷太に二に言ごんがあるかっ！」


　雷らい鳴めいのような怒ど声せいを最後に、甲斐は携帯を切った。


　哀あわれなメンバーはいまごろ葛根市から出しゆつ奔ぽんすべく荷物をまとめているだろうが、言い放はなった甲斐は携帯を切ると同時に自分の台詞せりふなど忘れてしまった。


　あらためてディスプレイをにらむ。


　茜はＤＤの情報担たん当とうであるビーグルと馬が合った。二人が他の連中に口止めしてまで連つれ立ったからには、ただの散さん歩ぽや気まぐれのデートであるはずがない。では、この書き込みを見て動いたのか？　いや、それはない。この程度の情報に一々対応していては身が保もたない。何か他に理由があったはずだ。重要度の高い、しかし自分には告つげられない類たぐいの理由が。


　甲斐は自分の携帯をにらんだ。口止めしたということは、こちらから二人に連れん絡らくしても電話にはでまい。


「ちっ。コソコソ動きやがって……」


　二人が何を企たくらんでいるか。いや、何を危き惧ぐしているのかは想像がつく。自分の暴ぼう走そうを恐おそれているのだ。これでも抑おさえに抑えているつもりなのだが、端はたから見ると、そうは見えないらしい。甲斐は、人の住みかとは思えぬ自室と、床ゆかに空あいたナイフの穴あなを見て、少しだけ反はん省せいした。


「……大人おとなしくしてりゃいーんだろ。けっ」


　甲斐は遊んでいたナイフをつまみ上げると、手首を捻ひねって投げ、壁かべに突つき立てた。


　確かく認にんしてきたメンバーの気持ちはわかる。彼らの多くは甲斐同様の不満を抱かかえているのだ。だが、享きよう楽らく的てきで暴あばれることにしか興きよう味みのないメンバーと違ちがい、甲斐には彼らが見えていないものが見えていた。


　警けい察さつの目がある。ネットの策さく謀ぼうがある。権けん勢せいの均きん衡こうがある。仲間の生活がある。


　動くわけにはいかないのだ。


　その点、ビーグルを初め、幾いく度ども警察の取とり締しまりをかいくぐってきた古ふる株かぶたちは慣なれたものだ。現状の厳きびしさを先せん刻こく承しよう知ちしており、下の不平にはにらみを利きかしながら、大人おとなしく鳴なりを潜ひそめていた。彼らが恐おそれているのはむしろ甲斐の劇げき発はつで、だからこそ、唯ゆい一いつ甲斐を宥なだめることができる茜に信しん望ぼうが寄せられているのである。


　腹ふく心しん連中が顔色をうかがいやがるのは気に食わないが、彼らが慎しん重ちようなのは、何も我わが身可愛かわいさだけのことではない。不ふ遇ぐうに耐たえる甲斐を思い、余よ計けいな火ひ種だねを与あたえまいと配はい慮りよしているのだ。そして彼らの心こころ遣づかいを知ってしまえば、甲斐もまた我がを抑おさえねばならなくなる。


　煮にえ切らなかった。


　甲斐は他人の心しん情じようを汲くむのが嫌きらいだった。なまじ勘かんが鋭するどく頭が切れる分、周まわりの都つ合ごうを考え出せばきりがなくなるのだ。


　そんな屈くつ託たくを抱えていると行き場のない憤いきどおりがどんどん内ない圧あつを高めてゆく。そして一線を過ぎると燻くすぶりだし、ついには何もかもどうでもよくなってしまう。自分の時間が腐くさっていく。


　壊え死しだ、と思う。どうして世せ間けんの連中は、ドラッグもやらずにこんな時間に耐たえていられるのだろう。不ふ思し議ぎでならない。


　甲斐はもう一度ノートパソコンのディスプレイをのぞいた。その中の一文をつぶやく。


「超ちようド派は手でなデビル・バトルが始まるぜ──」


　陳ちん腐ぷな文もん句くが宝ほう石せきのように見えた。


　と、そのとき窓まどの外で稲妻いなずまが走った。


　質感のある暗あん雲うんに、閃せん光こうが陰いん影えいをつけた。


　甲斐は首をもたげた。


　稲妻としては小さいもので、大したことのない放ほう電でんだった。ただ、前まえ触ぶれがまるでない、唐とう突とつすぎる稲妻だった。


　ふと、予感が走った。甲斐は立ち上がって窓に近づいた。


　空では一面に広がる雲の連つらなりが、音もなくうねり、舞まい踊おどっていた。巨きよ大だいな雪ゆき雲ぐもだ。太陽を完全に隠かくし、地上をモノトーンに染そめている。いつ降ふり出してもおかしくない。


　そこに二度目の稲妻が閃ひらめく。


　落ちた。


　やはり規き模ぼ的には小ぶりな落らく雷らい。空気の爆はぜる、ドォンという音が走り抜けた。すぐ近く。市内のどこかだ。方向的には、葛根東に近い。


　甲斐の表情が厳きびしく引き締しまった。


　葛根市では天てん候こうに限らず不自然に唐突な落雷が過か去こ幾いく度どか起こっている。それも、数年前から急に増ふえ、その度たびに落雷による被ひ害がい者しやを出していた。


　警察は気づいていないが、その被害者は全員セルネットの敵てき対たい者しやだった。


　甲斐は携帯の着ちやく信しん記き録ろくから、さっき電話をかけてきたメンバーにかけ直した。


「──俺だ。ああ、いい。さっきの話は無なしだ。それより一つだけ答えろ。二人が向かったのは、葛根東か？」


　電話の向こうで狼ろう狽ばいする気け配はいがあった。図ず星ぼしと見て、甲斐は相手の返事も待たずに携帯を切った。


「なるほどな……それでこんな与よ太た話ばなしを信じかけたわけか」


　茜とビーグルが葛根東に出向き、しかもそのことを甲斐には告つげないよう口止めした。その直後にこんな書き込みを見たものだから、つい「まさか」と思ってしまったのだろう。


　いや、もしあの雷かみなりが予想通りの代しろ物ものなら、この書き込みは「まさか」ではなくなる。


　甲斐は壁かべにかけてあった革かわジャンを取り、バイクのキーを手に部へ屋やを出た。





　　　　◆◆◆◆◆





　落雷。


　その天から突つき立つ雷らい柱ちゆうの中に、一匹ぴきの獣けものの姿すがたがあった。


　豹ひようと猿さるを掛かけ合わせたようなシルエットを持つ獣は、たなびく羽は衣ごろもをまとうように、全身に電光をまとっていた。体長の半分を占しめる長い尾は二ふた股またにわかれ、口こう蓋がいから角つののように突き出る犬けん歯しを持つ頭とう部ぶもまた二つあった。


　双そう頭とうの雷らい獣じゆうは一つ身を震ふるわせると空に向かって咆ほう吼こうを放はなった。たてがみと体たい毛もうが針はりのように逆さか立だち、同時に身にまとう電光が天空に駆かけ上っていった。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、雷らい鳴めいが響ひびく。


　ワンボックスカーの後こう部ぶシートに身を埋うずめ、ケルベロスは自みずからの力に愉ゆ悦えつの笑えみを浮うかべた。


　ワンボックスの中は炊たき込めたマリファナの煙けむりで霞かすんでいた。ウィンドウにはスモーク処しよ理りがされており、停車中でも外から車内をうかがうことはできない。天てん井じようのライトは消され、重低音を吐はき出すカー・ステレオの赤いディスプレイが浮うかび上がって見えた。


　運転席では無ぶ精しよう髭ひげの男が焦しよう点てんのぼやけた瞳ひとみでハンドルにもたれかかっている。助じよ手しゆ席せきにいるのはドレッドヘアの男で、涎よだれを垂たらしながら煙草たばこを吸すっていた。ケルベロスの隣となりには、彼にしなだれかかるトリップ中の若い女。いずれもケルベロスの指し揮きする第三世代細胞サード・セルの部下だ。


　女は欲よく情じようした眼まな差ざしでケルベロスのあごをつかみ、嚙かみ砕くだいたカプセルを口移しに飲ませた。


　ケルベロスは女の唾だ液えきごとカプセルを嚥えん下かする。身体からだの芯しんに新たなコークスがくべられ、灼しやく熱ねつの火が火か勢せいを増ました。


　意い識しきがスッと遠とお退のき、視し覚かくが使し役えきする悪あく魔まの視覚に重かさなった。


「ケケケ──」


　ケルベロスはこの瞬間が病やみ付きになるほど好きだった。空を駆かけ、稲妻いなずまを従したがえる獣を意のままに操あやつる快かい感かん。自らは安全な場所に居いながらにして、視覚を自在に移動する快感。それはリモートコントロールの快感であり、ゲームプレイヤーの快感だ。しかも彼の雷獣は、セルネットでも屈くつ指しの戦せん闘とう力りよくと機き動どう力を誇ほこる。大多数の悪あく魔まは敵てきではない上、敵かなわぬと見れば逃にげ出せるのである。主あるじ本人は離はなれた場所にいるから、退たい却きやくはセーフティーで且かつイージーだ。つまり彼は負けることがない。悪オ魔ー持ナちーにとって、これ以上に優ゆう秀しゆうな能力があるだろうか。


「ケケケケ──」


　マリファナとカプセルの回った頭で、ケルベロスは跳ちよう躍やくを命じる。


　いささかのタイムラグも置かず、双頭の雷獣は身を躍おどらせた。まさしくコントローラーのレバーを倒たおすような安あん易いさだった。スイッチ一つで人だって殺せる。


　視界が大きく開け、街並みが眼がん下かに沈しずむ。視覚ほど鮮せん明めいではないが、他の五感。聴ちよう覚かく、嗅しゆう覚かく、味み覚かく、触しよつ覚かくも雷獣と共きよう有ゆうしている。ケルベロスは風を切る音を聞き、気体の焼けるにおいを嗅かぎ、雪雲の水みず気けを味わい、足の裏うらの空気を感じた。


　ケタケタ笑う。合わせて雷獣が吼ほえ、雷らい光こうが四し方ほうに放ほう射しやされた。


　カプセルを飲用していない一いつ般ぱん人じんには、悪魔の姿すがたは見えない。空を見上げる凡ぼん人じんどもは、突とつ然ぜんの稲妻にさぞ仰ぎよう天てんしているだろう。その矮わい小しような様さまを想像し、彼はさらにゲラゲラと笑った。訳わけの分わからないまま、車内の部下たちも彼の嗤し笑しように和した。


　だが、ドラッグに精神を浸ひたしながらも、ケルベロスは決して自制を失うしないはしなかった。その一点こそが、彼をしてIXＣナイン・シーの座に就つかしめた最大の要因である。


『状じよう況きよう』開始から十分。徐じよ々じよに稲妻を放はなつ間かん隔かくを狭せばめてきた。そろそろのはず──と携けい帯たいを手にした瞬しゆん間かんにメールが来た。


　送そう信しん者しやはカーク。


　ケルベロスはニマリとほくそ笑えむと雷獣を一度大きく跳躍させ、葛根東高校のフェンス近くに着ちやく地ちさせた。


　もう一度跳とぶ。そして雷撃を放つ。


　ただし空に。


　雷鳴はするが何も起こらない。焦あせるカークの顔が脳のう裏りに浮うかび、ケルベロスは一ひと際きわ甲かん高だかく笑った。


　それから三度目の跳躍。


　跳躍が頂ちよう点てんに達した地点で目もく標ひようを確かく認にんする。葛根東の校こう舎しや。グラウンド。その脇わきに建たつ体育館。体育館に繫つながる電線。その先の電でん柱ちゆう。


　ケルベロスは雷獣の四し肢しを震ふるわせ、身体からだをよろう雷らい火かを倍にした。そして雷らい撃げきの塊かたまりとなった雷獣を落らつ下かの勢いきおいのまま電柱に落とした。


　凄すさまじい破は壊かい音おんが響いた。電線が音を立てて切れ、火ひ花ばなを散らしながら光の軌き跡せきを残した。


　ケルベロスは開戦の雄お叫たけびを上げた。
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　雷かみなりが鳴なった。


　梓は一瞬頭ず上じようを仰あおいだが、すぐに視し線せんを体育館に戻もどした。


　中ではすでに終しゆう業ぎよう式しきが始まっている。いまから入っていけば、さぞ注ちゆう目もくを集めるだろう。


「中に部外者が入れると思う？」


　茜の質問に、梓は首を横に振ふった。


「無む理りだと思うわ。生徒と教師しかいないもの。知らない人間が紛まぎれ込こめるとは思えない」


「じゃあ、やっぱ外だな。あの書き込みが水原かどうかはわからねえが、ただの悪戯いたずらとも思えねえ。怪あやしい奴やつがいねえか見回って見ようぜ」


　ビーグルの提案に、梓も茜も首しゆ肯こうした。


　生徒も教師も体育館に集合しているため、校舎や他の場所は空になっている。部外者が潜ひそんでいても気がつかないだろう。


　書き込みを読んだ三人は、ひとまず行動を共ともにすることになった。ビーグルはただちにＤＤと連れん絡らくを取り、不ふ測そくの事じ態たいに備そなえて適てき当とうな悪オ魔ー持ナちーを呼よび寄よせていた。


「ディンゴは駄だ目めよっ」


　と念を押す茜に、「言われるまでもねえ」と返事を返したビーグルは、彼の指し示じで動く諜ちよう報ほう担たん当とうの悪オ魔ー持ナちー二人に招しよう集しゆうをかけた。意外なことに、ビーグルはＤＤの中でも有力者のようだった。ただ、葛根東に到とう着ちやくするのは少し先になるらしい。


　──いいわ。ＤＤに借かりを作りたくないし。むしろ居いてくれない方がいい。


　景はおそらく式場だろう。なら外部の敵てきは自分が片かたづける。やれる──という自信があった。


　梓はビーグルが連絡を付けている間にＣ組に戻もどり、無人の教室から自分の持ち物を取ってきていた。腰こしに回したポーチの中身は、伸しん縮しゆくする警けい棒ぼうに手て錠じよう。スタンガン。防ぼう犯はんスプレーが揃そろっている。昨日きのう実働細胞アクト・セルから取り上げた折おり畳たたみナイフもある。敵はほぼ確実に悪オ魔ー持ナちーだ。まともに戦たたかっても昨日のような勝利を得えることは難むずかしい。しかしこちらが先に敵を見つけ、不ふ意い打うちを仕し掛かけられるようなら勝てる。梓はそう踏ふんでいた。


　曇くもり空の下、外は朝の登校時より暗くなっていた。ついさっき急に鳴り始めた雷らい鳴めいも徐じよ々じよに間かん隔かくが短くなり、音も大きくなっている。近づいてきているのだ。


「……ねえ」


　と、空そら模も様ようを眺ながめていた茜がつぶやいた。


「なんでグラウンドの照しよう明めいが点ついてるの？」


　茜に言われて梓も気がついた。葛根東のグラウンドには高さ十二メートルの照明ライトが設せつ置ちされている。それが点けっぱなしで、オレンジ色の光を投げていた。


「ほんと──変だな。朝は点いてなかったと思うんだけど……」


　自信のないまま答えたとき、ふと、あの照明に上のぼれば体育館が二階の窓まどからのぞけることに気づいた。梓は照明の上に誰だれかいないか目を凝こらしてみた。


　人ひと影かげは見えない。しかし考え方は間ま違ちがっていないはずだ。


　──そうよ。敵の狙ねらいが景ちゃんなら、体育館を監かん視しするはず。


　梓が自分の考えを告つげると、茜とビーグルも賛さん同どうした。


　体育館を見み張はるのに最さい適てきなポジションはどこか。


　さほどの手て間まもなく、一人の不ふ審しん者しやが見つかった。


「いたっ。あそこ」


　その男は隣となりの校こう舎しやの廊ろう下かにいて、窓から体育館を監視していた。自分を捜さがしている人間の存在など念ねん頭とうにないらしく、軽く窓に手をかけた体勢で堂々と身を晒さらしている。


「ＤうＤちの人間じゃないな」


　とビーグル。茜はどう出るべきか思し案あんを巡めぐらせていた。


　その隙すきに梓が動いた。


「ちょ、ちょっと、姫木さん!?」


　梓は校こう舎しやに入ると音を立てないよう廊ろう下かを走り、男のいる二階に上がった。廊下の角かどまで進み、身体からだを壁かべに張はり付ける。そして窓にいる男を盗ぬすみ見た。


　男は携けい帯たいを手に持ち、体育館と稲妻いなずまの走る空とを交こう互ごに見ていた。緊きん張ちようした面おも持もちだ。何かを待っている。


　──どうせろくでもない事だ。


　その何かを阻そ止ししなければならない。梓は制服のタイを抜ぬいた。


　目もく測そくで距きよ離りを測はかる。三──いや、四メートル。不意を突つけば二秒で詰つめられる距離だ。障しよう害がい物ぶつもない。スペースも十じゆう分ぶん。


　しかし、男が悪オ魔ー持ナちーで、すでにカプセルを服ふく用ようしているとすれば、二秒は長過ぎる。


　──どっちだ……


　悪オ魔ー持ナちーの可能性は非常に高い。しかし見み張はりの段階でカプセルを服用しているだろうか？　カプセルにはアップ系けいドラッグに似にた効こう果かがある。のめばハイになるから、見張りという作業には向かない。まして男は見張りにつきながらも自分が隠かくれることには気を払はらっていない。これはつまり、自分が襲おそわれる可能性を考こう慮りよしていないということである。それなら、あらかじめ悪あく魔まを召しよう喚かんしておくようなことはしないだろう。


　──カプセルはのんでない。


　梓はそう結論を下くだした。


　しかし問題はもう一つある。仲間の有う無むだ。


　──一人だけとは思えない。どこかに仲間がいるはずよ。


　仲間の潜せん伏ぷく位い置ちにもよるが、二秒あればその仲間になんらかの合あい図ずを送ることはできるはず。そうさせないためには、どうすればいいのか。


　と、背中に人の気け配はいを感じ、梓は慌あわてて振り返った。


「しっ」


　口に指を当てたのは茜だった。現あらわれたのは彼女一人で、ビーグルの姿すがたがない。梓が唇くちびるだけで「ビーグルは？」と尋たずねると、茜は男のいる廊下の反対側を指さした。回り込んでいるのだ。


　それから数秒後、


「あれ、お前、誰だれ？」


　という声が廊下の向こうで聞こえた。


　男は激はげしく狼ろう狽ばいした。制服姿のビーグルを葛根東の生徒と思ったのだろう。


　そこへ梓は飛び出した。


　男が振り返る。梓は男の腕うでをつかんでねじり上げ、手にしていた携帯を振り落とした。さらには足払いで床ゆかに倒たおし、動きを殺しながら口を塞ふさぐ。男は悲ひ鳴めいを上げる暇ひまさえなかった。


　遅おくれてビーグルが加か勢せいに入った。十秒後、男は後うしろ手に手て錠じようにかけられ、口をタイで塞がれた格かつ好こうで床に転ころがることとなった。


「ははっ！　たまげたぜ。鮮あざやかな手て並なみじゃねえか」


　男を完全に捕ほ縛ばくしてからビーグルは感かん心しんして首を振った。茜まで「すごいわ」と驚おどろいている。


「感心してる場合じゃないでしょ。手て伝つだって。近くの教室に運ぶわよ。どこの誰で、何を企たくらんでるのか話を──」


　そのとき、窓まど枠わくがフラッシュをたいたように光った。


　バ──ン！


　と半瞬遅れて轟ごう音おんがし、ガラス窓がビリビリと振しん動どうした。


　三人は反はん射しや的てきに身を竦すくめた。


「落ちたの!?」


「い、いや。落ちちゃいねえな。だがすぐ近く──」


　ビーグルは唐とう突とつに口を閉とざした。そして口を塞いだ男を見み下おろした。


　男は青い顔で窓の外を見て、何事か叫さけんでいた。


　ビーグルの顔色も青くなった。


「まさか……ケルベロスか!?」


　梓が鋭するどく振り向いた。


「誰？」


「……IXＣナイン・シーの一人だ。雷かみなりを操あやつる悪あく魔まを使う。『事じ故こ』のセッティングが間まに合わないか、すぐにでも手を打つ必要があるときに出てくる奴やつだ」


　──『ネットには、ケルベロスってのと、カークってのがいる。どちらもカイムには劣おとるが腕の立つ奴らだ』


　梓の脳のう裏りに甲斐の台詞せりふが閃ひらめいた。梓は窓に飛びついて空を見上げた。


　見えた。


　灰はい色いろの空を駆かける黄色い雷らい光こう。その中に獅し子しの成せい獣じゆうほどもある一匹ぴきの獣けものがいた。猫ねことも猿さるともつかぬ姿すがたで、尾おが二ふた股またに割われ、双そう頭とうが牙きばを剝むいている。


　宙に浮うく獣は明めい確かくな悪意と敵てき意いを持って体育館をにらみ、その側そばに立つ電でん柱ちゆうをにらんだ。


「攻こう撃げきする気だわ！」


　梓は呆あつ気けにとられている茜を押おしのけ、ビーグルの制止を無む視しして階段に走った。


　──景ちゃん！


　梓は校こう舎しやを飛び出し、体育館に走った。


　直後に雷が落ちた。


　電柱が破は壊かいされ、雷を従したがえた双頭の獣は、禍まが々まがしい雄お叫たけびを上げた。





　　　　◆◆◆◆◆





　校長の話は、二学期に起こった「悲しい事件」に関するものだった。


　沈ちん痛つうな口くち振ぶりだった。何しろ、自校の生徒が麻ま薬やくに手を染そめたあげく、ある者は自じ殺さつ未み遂すいを計はかり、ある者は警けい察さつの前で暴ぼう行こう騒さわぎを起こしたのだ。この件はマスコミの知るところとなり、周しゆう囲いの注ちゆう目もくを浴あびた。校長自身、進しん退たい問題で取りざたされもした。


　しかし、千絵の見るところ、校長は自分も被ひ害がい者しやの一人と思っている節ふしがあった。自分は何もしていないのに、どうしてこんな問題が起こったのかわからないと言いたげな顔だ。


　──生徒を見てない証しよう拠こじゃないの。


　白しらけた気分でそれとなくため息をつく。


　終しゆう業ぎよう式しきは相あいも変わらず冗じよう長ちようだった。当然ながら面おも白しろいことの一つも起こらない。開始されて十分も経たつころには、千絵はこの場にいない梓が羨うらやましくなった。


　いっそ居い眠ねむりでもしている方が有ゆう意い義ぎなのに、クラス委い員いんとしての生き真ま面じ目めな義ぎ務む感かんが邪じや魔まをする。結局千絵は校長の話を聞き流しながら、再ふたたび自分の思し索さくに戻もどった。今け朝さからずっと続いているループ思し考こうだ。データが足たりないのだから何度考えてみたところで結論は出ない。それなのに考えずにいられない。そんな実みのりのない思いに沈しずんでいると、


　カッ


　とカーテン越ごしに雷らい光こうが当たり、次ついで、


　ゴオオォォォ


　雷らい鳴めいが轟とどろいた。


　窓はカーテンで覆おおわれ、天てん窓まどのブラインドも閉められている。館内では外の天てん候こうを知ることはできなかった。雨あま音おとは聞こえないが、雪ぐらいは降り始めているかもしれない。なんとなく季き節せつ外はずれの嵐あらしのようだ。


　校長の話がようやく終わり、司会をする教師が何事か喋しやべった。


　千絵は演えん壇だんに視し線せんを戻した。


　ステージには校長の他ほか、隅すみに控ひかえる学年主しゆ任にんが数名。それとは反対側の舞ぶ台たい奥おくにパイプ椅い子すが三さん脚きやく並ならび、葛くず根ね署しよから招まねかれた刑けい事じと警察官が三人座すわっていた。三人とも千絵の知らない人間だった。


　──警察はどこまで知ってるのかしら……


　中には悪あく魔まの存在を嗅かぎつけている刑事もいるのではないか、と千絵は思っている。例たとえば、松まつ崎ざき祐ゆう子この取り調べを行おこなった上うえ田だ刑事。彼は取り調べの最中、原因不明の現げん象しようで怪け我がを負おった。あの件に関して上田も警察も何も意見していないようだが、実はあれから彼は何度か千絵との情じよう報ほう交こう換かんに応じている。いまでは千絵にとって警察内部の有力な協力者になっていた。


　上田も捜そう査さの過か程ていで、カプセルユーザーから「悪魔」という単語を耳にしているはずだ。口に出しては何一つはっきりしたことを言わないが、内心はどうだろうか。


　もっとも、個人がどう考えたところで、警察という組そ織しきは相手にしないだろう。というより、相手にしてはならないのだ。警察がオカルトを持ち出すようではお終しまいだ。


　──だったら……


　警察が手を出してはならない部分にこそ、自分がやるべきことがあるのだろうか？


　わからなかった。


　ガラガラガラ──！


　不ふ意い打うちのように頭ず上じようで凄すさまじい轟ごう音おんが響ひびき、分ぶ厚あついカーテンを貫つらぬいて雷らい光こうが差した。衝しよう撃げきでガラスが震ふるえる音まで聞こえた。


　──落ちた!?　いや。落ちてはないか？


　いくつか女生徒の悲ひ鳴めいが上がり、生徒たちが一いつ斉せいにざわめいた。司会役の教師が「静かにっ。落ち着つきなさい！」とマイクで叫さけぶ。しかし、館内のざわめきは、まるで静まらなかった。


　椅子から腰こしを浮うかす者も大おお勢ぜいいた。恐こわがっている者もいるが、ほとんどは退たい屈くつな式中に起こった思わぬイベントに眠ねむ気けを飛とばされた顔をしている。実を言うと千絵もその一人だった。


「どこに落ちたの。まさか校こう舎しや？」


　誰だれかがつぶやく。千絵はクラス委員の口く調ちようで、


「いいえ、たぶん落らく雷らいはしてないわ。でもこの様よう子すだと、落ちてもおかしくは──」


　言げん下かに、


　ガアア──ン！


　今度こそ落ちた。


　さっきに倍する落雷の衝撃と共ともに、盛せい大だいな破は壊かい音おんがすぐ側そばで起こり、体育館の照しよう明めいが落ちた。生徒たちのざわめきが大小の悲鳴に変わり、館内は絶ぜつ叫きようの渦うずにのみ込まれた。


　スピーカーから高音のハウリングが響いて、電でん源げんと共ともに消えた。突とつ然ぜん訪おとずれた闇やみの中、ガタガタとパイプ椅子の倒たおれる音がし、鋭するどい悲ひ鳴めいと狼ろう狽ばいの声が幾いく重えにも重かさなり合った。


　混こん乱らんの熱ねつが館内を満たす。体育教師や生徒指し導どうの教師たちが大声で「静かに！」と叫んでいたが効こう果かはなかった。


「みんな、落ち着いて！」


　千絵は立ち上がってクラスメイトに叫んだ。だが、聞いている者はほとんどいない。


　と、千絵の目が全くの偶ぐう然ぜんで二階にいる人ひと影かげを捉とらえた。暗くら闇やみの中、数少ない光こう源げんである非ひ常じよう灯とう。その明かりの下で、混乱の中、二階の回かい廊ろうを歩いていたのは──


「み、水原！」


　何をしている？　千絵は思わず棒ぼう立だちになり、そこへ、喧けん噪そうを縫ぬって聞き慣なれた叫び声が届とどいた。


「景ちゃん！」


　梓の声だった。


　千絵は弾はじかれたように声のした方を振り向いた。フロアから必ひつ死しの形ぎよう相そうをした梓が駆かけ込こんできた。


　──景ちゃん？


　千絵はもう一度振り返り、Ｂ組──物部景のクラスの生徒が座すわっている辺あたりを見やった。


　混乱の中、台風の目のように一人静かに席に座り続ける生徒がいる。彼だ。


　その瞬しゆん間かん、千絵が抱いだいていた梓に関する疑ぎ惑わくは確信に変わった。


　千絵は物部景の姿すがたを凝ぎよう視しした。


　何一つ見み逃のがすまいと。





　　　　３





　ステージ上に座り、カークは眼がん下かの生徒たちを冷たい視し線せんで睥へい睨げいした。


　物部景の姿は確かく認にんした。


　海野千絵の姿も確認した。


　しかし姫木梓の姿が見当たらない。


　資料によれば彼女は海野千絵と同じ二年Ｃ組の生徒だ。女生徒の座る列に一つ空あきがあるが、あれが姫木梓の席なのだろうか。欠けつ席せきしたのか？


　カークは検けん討とうし、作戦続ぞつ行こうを決定した。姫木梓は三人の中で最もつとも重要度の低い目もく標ひようだ。この機会に物部景と海野千絵の両名だけでも削さく除じよする方が優ゆう先せんする。


　ケルベロスが暴あばれ始めたとき、カークは物部景の観かん察さつを開始した。奴やつがウィザードなら、ネット上じよう層そう部ぶに雷かみなりを操あやつる悪オ魔ー持ナちーがいる噂うわさを耳にしていてもおかしくない。また、たとえ知らずとも、ケルベロスほどの悪あく魔まの気け配はいを感じないはずはない。


　果はたして、変化があった。


　うつむき加か減げんに座っていた物部景が、突とつ然ぜん反はん応のうを示しめした。まるで人間に聞き取れない超ちよう音おん波ぱを捉とらえた犬のように、唐とう突とつに顔を上げ、カーテンに閉とざされた屋おく外がいを見み据すえた。


　それを見て、カークは誠せい実じつな顔の裏うら側がわで、ニタリと笑った。


　見つけたのだ。とうとう──


　カークは上うわ着ぎのポケットに手を入れると、中にある携けい帯たいのボタンを操そう作さした。前もって用意しておいたメールを一いつ斉せいに発信する。


　程ほどなく体育館周辺で六つの悪魔が召しよう喚かんされた。あらかじめ配はい置ちしておいた手しゆ兵へい。カークの指し揮きする第三世代細胞サード・セルと、戦せん闘とう型がた悪魔の悪オ魔ー持ナちーだけで構こう成せいされる実行細胞アクト・セルだ。


　気け配はいを察したのだろう。物部景が身体からだを強こわ張ばらせるのがわかり、カークは表ひよう情じようには出さないまま、悪意の滴したたる笑えみを一いつ層そう深めた。


　部下の気配が一つ足たりないのが気にかかったが、それももはや些さ細さいな問題だ。


　この瞬しゆん間かん、物部景──いや、ウィザードの注意は外部に集中された。体育館を囲かこむ形で現あらわれた悪魔の気配。不自然に始まり、近づきつつある稲妻いなずま。それに比くらべ、体育館の中には教師と生徒しかいない。校内の細胞は潰つぶれているから学校関係者はシロ。敵てきは外にいる。論理的思し考こうだ。


　だが、自分は刑けい事じだった。


　カークがIXＣナイン・シーで強い発言権を持ち、セルネットの隠いん蔽ぺい工作で常つねに切きり札ふだ的てき役割を果はたしてきた理由がこれだ。また、今回のウィザード狩がりで彼が刺し客かくに選ばれた理由の一つも、彼が刑事で、それゆえ体育館内にいても怪あやしまれないという点だった。


　ケルベロスも他の部下たちも、全すべてはウィザードの注意を外に向けるための陽動である。


　奴やつの首をあげるのは、このカークだ。


　ケルベロスの気配が葛根東高の敷しき地ち内に入った。


　カークはポケットのカプセルを握にぎりしめた。雷らい鳴めい。わずか数十メートルの位置で発生した放ほう電でんが大気を引き千ち切ぎって叩たたきつけ、外がい壁へきを揺ゆるがした。


　生徒たちがざわめき立った。一方、カークも落ち着ついてはいられなかった。予定では初しよ撃げきで通つう電でんを破は壊かいし、停てい電でんさせる手て筈はずになっていた。なのに照しよう明めいが落ちない。


　──馬ば鹿かなっ。失しつ敗ぱいしたのか!?


　一転、身を凍こおらせる恐きよう怖ふがカークを襲おそった。ただ一つ手順が欠かけただけで、早くもパニックに陥おちいりかけた。


　が、次の瞬間には二度目の落らく雷らいが襲ってきた。今度は照明が落ち、館内は暗くら闇やみと悲ひ鳴めいに包つつまれた。


　──くそっ。あの、ろくでなしめっ！


　ケルベロスが遊んだのだ。カークは怒いかりで引きつったが、すぐに激げき情じようを排はいして冷れい静せいさを取り戻もどした。


　闇に紛まぎれてカプセルをのむ。


　カークは自分の悪魔を召しよう喚かんした。それは手のひらに収おさまる小型拳けん銃じゆうだった。


　カークの悪魔は極きわめて特とく殊しゆな性質を持っている。まず彼の悪魔は意い志しを持たない。ほとんどの悪魔が多かれ少なかれ自じ立りつした意志を有しているにもかかわらず、彼の悪魔にはそれがない。従したがって彼は自分の悪魔を完全に制せい御ぎよすることができた。さらに彼の悪魔には気け配はいがない。たとえ召喚したあとでも、それと悟さとられる心配がないのだ。


　そして、彼の悪魔は強力だった。小型拳銃の姿すがたをした悪魔の射しや程てい距きよ離りは実に一キロ以上。しかも一度発射された弾だん丸がんは物ぶつ理り法ほう則そくに囚われない弾だん道どうを描えがいて、目もく標ひようを外はずすことがない。着ちやく弾だんしたあとは肉体を傷きずつけず、目標の精神に入り込んで内部から破は壊かいする。


　暗あん殺さつに特化した攻こう撃げき型がた悪魔。それがカークの悪魔なのだ。これこそ彼がウィザード排はい除じよに選ばれた最大の理由だった。


　ノーマークである館内からの攻撃。しかも奴は悪魔を自分の影かげに潜ひそめている。この闇では召喚することすらできない。反撃はおろか防ぼう御ぎよも不可能。


　──さあ、覚かく悟ごはいいか、ウィザードよ。


　グリップを握にぎる手が汗あせばんだ。あの伝でん説せつの──幾いく多たの悪魔を葬ほうむり、甲斐氷太を退しりぞけ、執行細胞フアースト・セルですらその名に注意を払はらう古ふる強つわ者ものを、この手で殺す。それはかつてない興こう奮ふんだった。


　このあとケルベロスが体育館を直接雷らい撃げきする。その際、天てん窓まどを破壊し、ガラスの破は片へんを降ふらす予定だ。物部景と海野千絵、それにその他の何人かは、この『事じ故こ』で死し亡ぼうする。そしてウィザードは、その『事故』の瞬しゆん間かんに人知れず放はなたれた凶きよう弾だんに屈くつする。


　このカークの凶弾に！


　ついに限界を超こえた。柔にゆう和わで誠せい実じつ。見る者の多くがそんな印いん象しようを持つカークの顔が、歪ゆがんだ喜き悦えつにぐにゃりと崩くずれ、涎よだれを垂たらさんばかりの憫びん笑しようを作った。


「──死ねえ──」


　と口から吐と息いきがもれる。


　そのとき──





　フ──と、


　音もなく、二階の窓まどを塞ふさいでいたカーテンが一いつ斉せいに床ゆかに落ちた。


　同時に、暗くら闇やみの館内に淡あわいオレンジの光が差し込んだ。グラウンドの照しよう明めいライトだ。


　斜ななめに差し込こまれた光の帯おびは、心の闇にも光を当てた。館内の人間は残らず窓を振り返り、一瞬辺あたりは水を打ったように静まった。


　二階の回かい廊ろうで、カーテンを落とした水原が、煙草たばこを取り出し火を点つけた。


　カタ


　とわずかな音を立てて、混こん沌とんの中、一人椅い子すに座すわっていた景が立ち上がった。


　揺ゆるぎのない足取りで、パイプ椅子の列から中央の通路に向かう。


　ポケットから手を出すと、つかんだカプセルがじゃらりと音を立てた。


　一いち錠じよう取って口に含ふくむ。嚙かむ。嚥えん下かする。


　二階から差し込む明かりは、景の足あし下もとから長い影かげを引いていた。その影が、一歩進むごとに形を変えていった。


　甲かつ冑ちゆうに似にた輪りん郭かくに。


　鉤かぎ爪づめを広げる指に。


　仮か面めんと繫つながる角つのに。


　朧おぼろに光る呼こ吸きゆう孔こうに。


　影の中の巨きよ人じんはワイヤーに似た線で拘こう束そくされていた。が、そのワイヤーはプツプツと絹きぬ糸いとのように引き千ち切ぎられた。


　景はアリーナの中央で足を止めた。ステージを向き、醜みにくい憫笑を浮うかべたまま固まっているカークを見上げた。魔法使いのテリトリーに、そうと知りながら押し入った愚おろかな悪オ魔ー持ナちー。


　景が眼鏡めがねを取る。現あらわれた両目は、赤い輝かがやきを放はなっていた。


「ようこそ魔法の塔とうへ」


　と景はカークにささやいた。





　直後、体育館の天てん井じように、雷らい電でんと衝しよう撃げきと爆ばく音おんを引き連つれた双そう頭とうの獣けものが着ちやく地ちした。


　天てん窓まどのガラスが瞬時に破は砕さいし、雷光を反はん射しやしながら生徒の頭ず上じように降ふり注そそいだ。


　が、煌きらめく大小の破は片へんは一直線には落らつ下かせず、床ゆかの平面から飛び出した景の〝影〟によって粉こな々ごなに砕くだかれ、弾はじき飛ばされ、受け止められた。悲ひ鳴めいをあげて頭を抱かかえた生徒たちに降りかかったのは、皮ひ膚ふは切れても肉は裂さけない無数の小しよう片へんだけだった。


　景の〝影〟は声なき咆ほう吼こうをあげた。そのまま伸のび上がり、腕うでを伸ばした。


　雷獣は油ゆ断だんしていた。獣を操あやつる主人は、館内は暗くら闇やみの混こん乱らんに沈しずんでいると信じて疑うたがわなかった。反撃に備そなえるなど、考えつきもしなかった。


　逃にげ遅おくれた雷獣を〝影〟の腕が捉とらえた。後あと脚あしに鉤かぎ爪づめの切っ先が突つき立った。


　猛たけ々だけしかった雷獣の雄お叫たけびは、激げき痛つうの悲鳴に変わった。〝影〟は容よう赦しやせず、獣を館内に引きずり落とし、床の上に叩たたき伏ふせた。


　雷獣が放ほう電でんするのを、〝影〟が身体からだで受け止める。生徒目がけて発射された雷光は、〝影〟の身体の中の闇に吸すい込まれて消えた。いや、喰くわれた。


〝影〟は哄こう笑しように似にた震しん動どうで鎧よろいを揺ゆらし、捉えた雷獣に爪を立てた。その爪を真横に引き、獣の胴どう体たいを引き裂いた。


　雷獣はのたうち回るが、〝影〟は手を緩ゆるめない。


　景はアリーナに立ったまま、冷れい厳げんとその様よう子すを見み届とどけた。
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　次に、二階の窓が割われた。外で待たい機きしていた悪あく魔またちが、状じよう況きようを把は握あくし切れていないまま突とつ入にゆうしてきたのだ。


　のんきに喫きつ煙えんしていた水原が泡あわを食って窓から離はなれる。


　景は相あい棒ぼうの見み事ごとな逃にげ足に一いつ笑しようした。


　そして六匹ぴきの悪魔を悠ゆう然ぜんと迎むかえ撃うった。


　カークは最後まで戦せん況きようを認にん識しきできないまま凍こおり付いていた。ついには錯さく乱らんして銃じゆう弾だんを放はなったが、そのときには館内の戦せん闘とうは決けつ着ちやくしていた。


〝影〟は飛ひ来らいする弾だん丸がんを片手でつかみ取った。そして演えん壇だんに飛び上がると、カークの腕ごと拳けん銃じゆうを握にぎりつぶした。
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　家出をしようと景けいちゃんに言った。


　わたしはぶたれて痣あざを作り、涙なみだで目を腫はらしていた。


　景ちゃんはじっとわたしを見つめ、それから小さく頷うなずいた。


　わたしと景ちゃんは王国に戻もどり、旅に出かける準じゆん備びをした。持ってきた着き替がえをバッグに詰つめた。毛もう布ふを畳たたんで紐ひもで結むすんだ。猫ねこの形をした王国の金きん庫こを壊こわして、中の硬こう貨かを財さい布ふに入れた。貯ためていたお菓か子しも全部持ち出すことにして、二人で分わけて荷物にまとめた。


　ガイドブックを広げて話し合った結果、目もく的てき地ちは北ほつ海かい道どうに決まった。北海道ならあまり人がいないような気がした。北海道なら緑みどりがいっぱいあって、湖みずうみもいっぱいあると思った。


「王国そっくりなところを探さがそう」


　わたしは景ちゃんとそんなことを話した。


　わたしはそのうち夢む中ちゆうになって、嫌いやなことを忘れてしまった。ぶたれたことや罵ののしられたこと。アイジンがどうだとか、わたしが誰だれのコだとか。


　景ちゃんも笑っていた。いつもより少し元気がなかったけれど、いつもの倍くらいよく笑った。


　そして、わたしと景ちゃんは、一度家に戻ることにした。待ち合わせは翌よく朝あさの六時。指切りをして、離はなれを出た。


　次の日、景ちゃんがいつまで待っていたのか、わたしはいまでも知らない。


　家に帰ったわたしは、ママに連つれられてお祖じ父いちゃんの家に行った。そのまま三日間、お祖父ちゃんの家から出られなかった。


　三日後、パパが迎むかえに来た。


　パパとママはわたしを置いて、また三日間いなくなった。


　帰ってきたときには、何かを乗り越こえたような顔をしていた。





　それからどうなったのかと誰かが尋たずねた。


　それから両りよう親しんは喧けん嘩かをしなくなった。全然しなくなったわけじゃないけど、前よりずっと少なくなった。いつも穏おだやかな顔をして、段々と笑え顔がおが戻ってきて、わたしも家で笑うようになって──


　そうじゃないと誰かが言った。聞いているのは景ちゃんのことだ。


　景ちゃんは──あれ？　景ちゃん、は──





　　　　◆◆　◆　　◆　　　◆





　パニック状じよう態たいの生徒たちが我われ先さきに館外へと逃にげ出していく中、水原は流れに逆さからって、揉もみくちゃになりながら一階アリーナに入ってきた。


　悲ひ鳴めいが悲鳴を呼よぶ阿あ鼻び叫きよう喚かんの館内。散さん乱らんするパイプ椅い子すの中央で、景は一人たたずんでいた。


　カプセルをのんだ水みず原はらの目には、景が戦せん闘とうの興こう奮ふんで火ひ柱ばしらのようなオーラをまとっているのがわかった。余よ韻いんを残して立つ様さまは全身の毛け皮がわを血で濡ぬらした狼おおかみのようであり、一いつ方ぽう瞳ひとみは澄すみきって霜しもの降おりた鉄のようだった。


　目が合うと思わず震ふるえが来た。水原は首を竦すくめて苦く笑しようした。


「つくづく、おっかねえ野や郎ろうだな。お前は」


　ポケットからバイクのキーを取り出して投げる。そして抱かかえていたブルーのウィンドブレーカーを渡わたした。


　景はキーを受け止め、渡されたウィンドブレーカーに視し線せんを落とした。


「それがねえと締しまらないだろ？」


「……そうだな」


　答えて景は微かすかに微笑ほほえんだ。


「これからが本番──超ちようド派は手でなデビル・バトルの始まりだ」


「そゆこと」


　と水原も笑った。


　ここまでは景の引いた図面通りだった。


　自分を餌えさに敵てきを誘おびき出し、これを叩たたく。それが景の目もく的てきだった。


　梓あずさたちがマークされた以上、いつ不ふ測そくの事じ態たいが生じるとも限らない。かといって、現あらわれる実働細胞アクト・セルを一つ二つ潰つぶしたところで意味はない。ネットを支配するIXＣナイン・シーを叩く必要があった。


　そのために、まずIXＣナイン・シー直ちよつ結けつの情じよう報ほう網もうに対し、デルタのコードネームを利用して密みつ告こくしたのだ。


　ウィザードの正しよう体たいなど、セルネットが長期的な調ちよう査さを続ければ、遠からず判明される情報である。現に梓や千ち絵えを介かいして、急速に景まで迫せまりつつあった。だから先手を打ち、敵が突つき止めるより先にこちらから正体を明かすことで敵の動きをコントロールした。


　襲しゆう撃げきパターンは幾いくつか想定できたが、敵がウィザードを千絵の協力者と考えていることは掲けい示じ板ばんからわかっていた。とすれば両者を同時に襲おそうはず。一番確かく率りつが高いのは葛くず根ね東ひがしの校内だ。そこで敵の襲撃をさらに限定するべく、終しゆう業ぎよう式しきの直前に密告する。密告が早過ぎれば式の前に襲撃を受けるかもしれず、遅おそければ冬休みに入り襲撃時期の予よ測そくが困こん難なんになる。IXＣナイン・シーが「いま動けば間まに合う」と判断するぎりぎりのタイミングを見み計はからって呼よび水みずを差したのだ。


　敵が光こう源げんを封ふうじにくることは予測できたので、カーテンは一いつ瞬しゆんで外はずせるよう細さい工くを施ほどこした。そして館内ではなく外部に。グラウンドの照しよう明めいライトを確かく保ほした。


　刑けい事じが怪あやしいのも最初からわかっていた。警けい察さつの講こう義ぎは、今日きようになって急に決まったことである。IXＣナイン・シーに誘さそいをかけた直後に、警察関係者が体育館に入れてくれとやってきたのだから一いち目もく瞭りよう然ぜんというものだ。


　あとは敵が奇き襲しゆうのつもりで仕し掛かけて来たところを、待ち構かまえて反撃すればいい。


　景の戦せん略りやくと水原の情報操そう作さ。悪あく魔ま狩がりのウィザード必ひつ勝しようの型が見み事ごとに決まった当然の結果だった。


　しかし、戦たたかいはこれで終わりではない。


　いまさっき血ち祭まつりに上げた悪オ魔ー持ナちーの中には、IXＣナイン・シーの人間も含ふくまれていただろう。だが、全員ではないはずだ。これから、残りの連中を引きずり出す。そのための手はすでに打ってある。それが甲か斐い氷ひよう太ただった。


「で？　お犬の大たい将しよう、もう来てるのか？」


「当然向かって来てるだろうな。何しろあいつは、喧けん嘩かには滅めつ法ぽう鼻はなが利きく」


　ケルベロスがあれだけ派は手でに動いたのである。加えて、ビーグルを介かいしてＤＤにも情報を流している。甲斐が気づかないはずはなかった。


　ビーグルに抗こう議ぎしたのも、『Ｃフリーク』に宣せん伝でんを打ったのも、水原本人だった。皮ひ肉にくなことに、IXＣナイン・シーがもっとも恐おそれていることは、敵であるウィザードと甲斐が正しよう面めんからぶつかることなのである。


　両者が共とも倒だおれになるのは、ネットにとって歓かん迎げいすべき事じ態たいだ。だが同時に、この両者──葛根市屈くつ指しの悪オ魔ー使ナいー二人が正面衝しよう突とつした場合、周しゆう囲いに与あたえる影えい響きようは計はかり知れない。そのとき生じる波は動どうは、ネットが時間をかけて葛根市全ぜん域いきに張はり巡めぐらせたドラッグとオカルトの霧きりを吹ふき払はらうだけの力を持つ。悪魔の存在が白はく日じつの下もとに晒さらされるのである。そのような事態が発生したとき、ネットはその性質上、事態の収しゆう拾しゆうに動かざるを得えない。


　まさにそれが、景と水原の狙ねらいだった。


「結けつ構こう落ち着いてるんじゃね？」


「──そうでもない」


　景は静かに答えて、渡されたウィンドブレーカーを広げた。


　肩の部分をつかんで目の前にかざすと裾すそは床ゆかにまで届とどいた。いつもは気にしていないが、あらためてみると傷きずだらけだった。こいつとも長いつき合いになる。


　景はばさりと翻ひるがえしてウィンドブレーカーに腕うでを通した。


　かくしてウィザードが登とう場じようした。


　彼は怪かい物ぶつだ。この時点で、ネットから差し向けられた選えり抜ぬきの悪魔八匹ぴきを打だ倒とうしている。それでいて、彼は隣となりに立つ水原より頭半分も小さく、体重もずっと軽く見えた。


　水原は何か言おうと口を開けかけ──結局やめてこう言った。


「火ひ打うち石いしが欲ほしいとこだな」


　煙草たばこを口にして火を点つける。それから箱はこを振ふってもう一本パッケージから飛び出させると、黙だまって景に向けた。


　景は煙草を受け取って口にくわえる。水原がライターの火を差し出すと、両手で炎ほのおを囲かこむようにして煙草の先に火を点けた。


　まだ生徒たちの悲ひ鳴めいが響ひびく館内。窓まどから斜ななめに差し込む明かりの帯おびを通り抜け、緩ゆるやかな紫し煙えんが二条ほど上のぼった。


「……勇ゆう司じ」


　と景はたゆたう紫煙を見ながらささやいた。


「ん？」


　と水原はくわえた煙草の先を見つめながら答えた。


「……いや。なんでもない。あとを頼たのむ」


「おう。ちゃんとバイク返せよ。二台目なんだから」


「……一応、保ほ険けんの確かく認にんはしておいてくれ」


　そう言うと、景は軽く手を挙げて出口に向かった。


　水原は両手をポケットに入れたまま、無む言ごんで景の背中を見送った。





　　　　◆◆◆◆◆





　隣となりの校こう舎しやに残っていた茜あかねとビーグルは、体育館の窓から一いち部ぶ始し終じゆうを見ていた。


　二人とも感想はなかった。ただ硬こう直ちよくし、口を半開きにして窓まど枠わくを手に跡あとが残るほどきつく握にぎりしめていた。完全に思し考こう停止状じよう態たいだ。


　生徒たちが雪崩なだれをうって館外に流れ出し始めた。それを見て、ようやく頭が働き始めた。
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　──なんて……なんて……なんてことを……


　IXＣナイン・シーは高たかをくくっていたことだろう。正しよう体たいがバレることを恐おそれるウィザードは、行動に迷まよいが出るはずだ、と。立場が同じなら茜だって間ま違ちがいなくそう予想した。ところがどうだ。あの少年はこともあろうに白はく昼ちゆう堂々同級生たちの目の前で正体を明かした。そして敵てきの生なまぬるい見通しを嘲あざ笑わらいながら、全員を返り討うちにしてのけた。


　いや、違う。


　単なる反はん撃げきなら、いかにウィザードでもあれほどの暴ぼう威いは振ふるえない。第一、カーテンに施ほどこされていた工作の説明ができない。彼はIXＣナイン・シーの奇き襲しゆうを事前に見み破やぶっていたのだ。


　──違うっ。そうですらない！


　IXＣナイン・シーが今日きようこの場所で奇襲をかけるなど、事前に察さつ知ちできるわけがない。


　誘おびき出したのだ。


　ウィザードこそが、この奇襲──いや、それも違う。『待ち伏せアンブツシユ』を仕組んだのだ。IXＣナイン・シーは手玉に取られたに過ぎない。本当に、なんてことだろうか。


　茜が衝しよう撃げきから立ち直るのに前後して、隣で額ひたいに汗あせを浮うかべていたビーグルがつぶやいた。


「これがウィザードの戦法スタイルか……」


　その声に含ふくまれた賛さん嘆たんの響ひびきを聞いて、茜は思わずビーグルを振ふり返った。


　ビーグルはまるでロックスターを見る少年のような目をしていた。


　──この馬ば鹿かは……！


　茜はビーグルをその場に残して窓から離はなれた。二階を下おり、校舎の外に出る。


　生徒たちは体育館から出たあとも逃にげ惑まどっていた。茜は学校の人間ではないが、そんなことに気がつく余よ裕ゆうのある者は一人もいなかった。


　フェンスの向こうで電でん柱ちゆうが倒たおれ、炎ほのおに包つつまれていた。切れた電線がまだ火ひ花ばなを飛ばしている。体育館の周まわりは、砕くだけた窓ガラスが散さん乱らんしている。黒こく煙えんのもれる窓もあった。落らく雷らいで発はつ火かしたのか、赤く燃もえるカーテンが引っかかっているのも見えた。


　皮ひ肉にくにも、表面的にはIXＣナイン・シーが目もく論ろんだ『事じ故こ』そのものだった。


　──いますぐにこの場を収しゆう拾しゆうすれば……


　そうすれば、少なくとも表面上はIXＣナイン・シーの描えがいた筋すじ書がき通り、この件は不ふ幸こうな事故で片かたが付く。それには何より、不ふ審しんな死し傷しよう者しやを出さないことだ。


　ウィザードが庇かばったため、生徒に怪け我が人にんはいない。問題は悪あく魔ま戦せんで敗やぶれたネットの悪オ魔ー持ナちーたちだ。外がい傷しようはなくとも精神崩ほう壊かい寸すん前ぜん。おまけに全員部外者ときては、消しよう防ぼうのみならず警けい察さつの注意を呼ぶ。校内に潜せん伏ぷくしていた細胞たちだけでも、どうにかしなければならい。


　現場は市の中心に近い。五分もすれば消防が駆かけ付け、次ついでマスコミがやってくる。だが、呼び寄せたＤＤのメンバーがそれより先に到とう着ちやくすれば、手分けして細胞を他に移せるかもしれない。この混こん乱らんが味み方かたしてくれる。時間との勝しよう負ぶだ。


　ビーグルが茜の隣となりに駆け寄ってきた。茜は振り返り、「ビーグル。これから──」と口を利ききかけたが、その前にビーグルは無む言ごんで校門を指さした。


　見れば、校門に一台のバイクが停とまっていた。バイクに跨またがったまま両足をつき、ヘルメットを外はずしてこちらをにらむ長身の男。


　茜は頭を抱かかえたくなった。


　──仕し方かたない。言い訳わけはあとよ。とにかくいまは人ひと手でがいるわ。


　茜は校門に走った。葛くず根ね東ひがしの制服を着きた茜が近寄って、「ディンゴ！」と呼びかけても甲か斐いは微び動どうだにしなかった。


「聞いてちょうだい。全部説明するから、とりあえず一いつ緒しよに来て。校内に細胞が紛まぎれ込こんでるはずなの。意い識しきはないと思うから捜さがし出して全員校外に──」


　息を切らせながら話しかけても、甲斐に反はん応のうがない。甲斐は黙だまって混乱のただ中にある体育館をにらんでいた。その表ひよう情じようはいつになく堅かたく、無表情だ。


　茜は説せつ得とくの言葉を途と切ぎれさせた。


　走ってきたので息切れがした。呼こ吸きゆうを整ととのえながら甲斐の顔を見上げた。そして徐じよ々じよに顔を青ざめさせた。


　セルネットがウィザードを襲おそったが逆に反撃されて全ぜん滅めつした。いまから校内に転ころがっている敗はい退たい者しやたちを運び出す。それに手を貸かしてくれ──


　私は馬ば鹿かか？　この男がそんなことをするものか。それどころか、いまここに最もつともいて欲ほしくない人間こそ、この男だ。


　バイクに跨またがって破は滅めつのステージをにらんでいるのは、人の形をした起き爆ばく剤ざいだった。カプセル蔓まん延えん後、数年にわたる抗こう争そうを経へてようやく落おち着ついたアンダーグラウンドの秩ちつ序じよを、一いつ瞬しゆんで破は壊かいしかねない爆ばく薬やくそのものだ。ここにもう一人。あの体育館の中にいる火ひ種だねを加えてやれば、たったそれだけで炸さく裂れつする。


　甲斐は無む言ごん。見動き一つしない。「あ、いや、その」と茜の口が勝かつ手てに喋しやべった。導どう火か線せんに火がついているのを知りながら、それを消し止める手しゆ段だんが思いつかない。


　焦あせる頭は、消しよう火か手段ではなく別の事実に気がついた。


　そもそも、なぜ甲斐がここにいるのか。ケルベロスの気け配はいを捉とらえたから？　それもあるだろう。だが早過ぎないか？　そうだ。あの掲けい示じ板ばん。あれを見たんじゃないのか？　待て待て。ビーグルのもとに連れん絡らくが入ったのは？　それ以前に自分のコードネームを騙かたった密みつ告こくは？


　IXＣナイン・シーはウィザードに誘おびき出された。水原は知るはずのないIXＣナイン・シーの内ない情じようを知っていた。掲示板はすべての結果を見通しているような煽あおり文もん句くを謳うたっていた。そうとも。いまにしてみれば明確じゃないか。全部ウィザードの計けい略りやくだ。何もかも、あの少年が指さした手だ。あの掲示板にはなんとあった？


　超ちようド派は手でなデビル・バトルが始まるぜ──


　主演はなんと、あのカリスマ悪オ魔ー持ナちーウィザード──


　さらには甲斐氷太もゲスト出演だ──


　クラクラした。つまりウィザードの狙ねらいとは……


　甲かん高だかい排気音エキゾースト・サウンドが響ひびいた。


　振り返った茜が見たものは、予想し、見たくないと思っていた通りのものだった。


　グラウンドを隔へだてた反対側の校門。一台のバイクが止まり、エンジンを吹ふかしていた。ドライバーが着きているのはジャケットでもなければツナギでもない。


　曇どん天てんの下、一ひと際きわ目に鮮あざやかな、ブルーのウィンドブレーカー。


　ウィザードは甲斐の視し線せんが向くのを確かく認にんすると、頭を覆おおっていたフードをはねのけた。


　素す顔がおが見えた。現あらわれた顔は病びよう軀くのジャンキーには見えず、狂きよう気きの悪オ魔ー持ナちーにも見えなかった。


　ただの少年だった。


　彼は、これだけの距きよ離りを開けていてもはっきりとわかるぐらい、真まっ直すぐな視線で甲斐を正せい視しした。遠目には少女と見み紛まがう白はく皙せきの美び貌ぼう。しかしその中央には、決して少女には似つかわしくない、激はげしい戦せん闘とう意い欲よくに塗ぬりたくられた赤い瞳ひとみが輝かがやいていた。


　ウィザードの乗るバイクが、再ふたたび雄お叫たけびのような排はい気き音おんをかき鳴ならした。


　同時に彼の影かげが持ち上がり、声なき叫さけびを放はなって──中指を立てた。


　彼の乗るバイクは後こう輪りんをスピンさせて砂すな埃ぼこりを舞まい上げた。そして校門から弾だん丸がんのように飛び出していった。


　次ついで、傍かたわらでも盛せい大だいな排気音が轟とどろいた。


　茜はなんとしても甲斐を止めるべく振り返った。


　どんな手段を講こうじてでも制止する決意だった。仲間を見み捨すてる気かと責せめてでも、愛しているから止やめてくれと泣きついてでも、とにかくウィザードを追うのだけは止めさせようとした。


　しかし振り返り、甲斐の表情を見た瞬しゆん間かん、その決意は、ぽろりとこぼれた。


　そこにいたのはただのガキだった。


　目の前でシルクハットから鳩はとを出すところを見せつけられた子供。


　満面に喜き色しよくを湛たたえて無む心しんに魔法使いを見つめるガキの面つらだった。


　灯とう火かに吸すい寄よせられる蝶ちようのように、甲斐のバイクは唸うなりを上げてウィザードの跡あとを追った。


　茜は為なす術すべもなく、走り去る二人の悪オ魔ー持ナちーを見送った。





　　　　◆◆◆◆◆





　報ほう告こくを受けたクリスタルの衝しよう撃げきは、茜のそれを遥はるかに上うわ回まわった。


　回復には数分を必要としたし、回復したあとも打つ手はなく、立ち尽つくすだけだった。


　ウィザードの狙ねらいを理り解かいすることはできた。できたがどうしようもない。自分たちをリングに上げる罠わなと知りつつ、ロープをくぐってスポットライトと観客の視し線せんの中に身を投じるよりほか、選せん択たくの余よ地ちはない。


　クリスタルは実働細胞アクト・セルを招しよう集しゆうし、詳しよう細さいな説明もないままウィザードと甲斐のカーチェイス制止に投とう入にゆうした。仕し方かたないのだ。詳細な説明などしようものなら、自分の指し示じに従したがう細胞など一つもいなくなるとわかり切っていた。


　残る二人のIXＣナイン・シーにも、部下の第三世代細胞サード・セル共とも々ども戦闘に参加することを要よう請せいした。一人は蒼そう白はくになりながら要求に応じ、もう一人は行方ゆくえをくらました。逃にげたと報告されたときも、まあそうだろうな、としか思わなかった。


　自分は参加できない。自分の悪魔は戦闘向きではない。周しゆう囲いもそれを知っている。


　だが、戦闘向きの悪魔をぶつけて、それでどうなるというのだろうか？　仲間内で最強を誇ほこったカイムは、頑かたくなに甲斐との戦闘を避さけ、堕落クラツシユした状じよう態たいでなおウィザードに及およばなかった。カイム亡なきあと最強の座ざを争あらそったカークとケルベロスは、部下と実働細胞アクト・セルを引き連つれ、周しゆう到とうな用意を調ととのえ、セルネット本ほん来らいの方ほう針しんを曲げてまで仕し掛かけた奇き襲しゆうで返り討うちに遭あい敗やぶれた。


　そしていま、ウィザードと甲斐氷太が人目もはばからず全力で雌し雄ゆうを決しようとしている。


　自分にどうしろというのだ？


　そのとき、また報告が入った。二人の戦闘に飛び入りした実働細胞アクト・セルの一つが、報告役一人を残して全ぜん滅めつしたという。乱らん闘とうは一分と続かず、二人にはほとんどダメージを与あたえられなかったらしい。


　クリスタルは電話を切って思った。


　セルネットは今日でお終しまいかもしれない、と。





　　　　２





　カーテンが舞まい落ち、光と共ともに訪おとずれた静せい寂じやくの中で景が立ち上がったとき、梓は息をするのも忘れて幼おさななじみの姿すがたに見入ってしまった。


　すごく素す敵てきだった。


　なんて格かつ好こういいんだろうと思った。


　次の瞬しゆん間かん、天てん井じようへの落らく雷らいで乱戦の火ひ蓋ぶたが切って落とされたあとも、周しゆう囲いの人間が感じている混こん乱らんや恐きよう怖ふは、梓には無む縁えんだった。それどころではない。血が沸わき肉が躍おどった。胸むねの奥おく底そこからわき上がる興こう奮ふんが快かい感かんだった。悪あく魔まを前に、こんなにワクワクしたことはなかった。不ふ謹きん慎しんだとか、これからどうなるとか、そんなことは脳のう裏りに浮うかびもしなかった。


　梓は、景は勝つと確信していた。あんなに焦あせって体育館に飛び込んできた自分だったが、景が立ち上がった瞬間、感じていた不安など消し飛んだ。


　景は全すべて承しよう知ちしていた。なら大だい丈じよう夫ぶだ。景が負ける戦たたかいにズルズル引き込まれるなんてこと、あるわけがない。勝てるから、受けて立ったのだ。


　そのあと梓は脱だつ出しゆつしようとする生徒に紛まぎれて外に出ることにした。


　悪魔同士の戦いで自分にできることはない。それよりも景の邪じや魔まになってはいけない。自分は彼のアキレス腱けんなのだ。もし人ひと質じちに取られたら大変だし、そうでなくとも戦場にいるだけで迷めい惑わくになる。


　フロアはすぐに生徒で一いつ杯ぱいになった。どの顔もパニックに押おし潰つぶされている。


　気の毒どくな人たちだった。みんなには同情する。だが我が慢まんしてもらおう。どうせ長くは続かない。


　梓は逃にげ惑まどう同級生らを無む視しして、校こう舎しや横の非常階段を上のぼった。そこからでも二階の窓まどから館内がのぞけるからだ。


　手すりから身を乗り出し、梓は景の活かつ躍やくを見つめた。


　麻ま里り奈なのときは恐怖が勝まさり、全てを見み届とどける力が梓になかった。


　カイムのときは景の条件があまりに悪く、彼本来の力を知ることができなかった。


　そしていま。梓は景の力りき量りようのほどを知った。


　迫せまり来る悪魔の群むれを迎むかえ撃うつ景。不ふ敵てきな微び笑しようを浮かべ、漲みなぎる魔力をまとって立ち、強力無む比ひな影かげを操あやつる、その姿。あれこそカプセルユーザーが畏い怖ふしてやまぬフリーランスの悪オ魔ー持ナちー、ウィザードなのだろう。


　──変だな。


　自分は、景が悪魔を使うのを嫌きらっていたはずだ。カプセルに関かかわるのを恐おそれていたはずだ。なのにいま、自分は、悪魔を駆く使しして戦う景を、恋こい人びとでも見るような思いで見つめている。


　梓は自分の感情を見つめ直した。わたしは、いったいどうしたんだ？　なんでこんなに高こう揚ようしてるんだ？　こんなにも清すが々すがしい気分なんだ？


　そして、なんとなくわかった。


　──なんか……吹ふっ切っちゃったみたい。


　腹が据すわったのだ。


　葛根東高の校内で、同級生たちの眼がん前ぜんで、景はあれだけのことをやらかした。もう、これまでと同じ学校生活は望めないだろう。それだけの覚かく悟ごで、戦っているのだ。


　なら、自分も怯ひるんではいられない。


　つき合ってやろうじゃないか。どこまでだって付いていく。そしてどれだけ時間がかかっても、最後には必かならず景を元に戻もどしてみせる。


　──ううん。


　戻せなくたっていい。そうなるよう、景の側そばに居い続つづけられれば。最後まで、彼の隣となりに。


　戦せん闘とうは数分で終わった。


　戦いを終えた景のもとに、水原が現あらわれた。しばらくして景一人が体育館を出ていった。


　──何？　どうしたの？


　と、梓はさっき茜たちと見た掲けい示じ板ばんのことを思い出した。


「まさかっ」


　まだ戦う気か？　いくらなんでも無む茶ちやだろう。景の体調は回復してはいないはずなのに。


　梓は非常階段を駆かけ下おりた。景の跡あとを追おうとした。そのとき。


「梓！」


　突とつ然ぜんの呼よび声に、梓は足を止めた。


「美み加か!?」


　梓を呼び止めたのは、清きよ井い美加だった。彼女の後うしろには、まだ浮うき足だったままのクラスメイトたちが見えた。無ぶ事じ避ひ難なんできたらしい。


「梓っ。どこ行く気？　駄だ目めよ。行っちゃ駄目。戻って」


「美加。あなたまさか記き憶おくが戻ったの？」


　梓が驚おどろいて尋たずねると、美加は苦しそうな表ひよう情じようで首を振ふった。


「違ちがうわ。よくわかんない。でもさっきの……さっきのあれ、私、私知ってる！　あれは駄目よ。関かかわっちゃ駄目。お願い。行くのは止よして」


　必ひつ死しの形ぎよう相そうだった。梓は思わず「美加……」とつぶやいたきり返事ができなくなった。


「あのね。私ずっと謝あやまりたかったの。私、麻ま薬やくのこととかなんにも覚おぼえてないけど、祐ゆう子このことや梓のことは忘れてないわ。一いつ緒しよに話したし、一緒にいろんなとこ行ったよね？　それなのに気が付いたらぐちゃぐちゃになってて……それも私や祐子が麻薬に手を出したせいで……でも私思い出せなくて……」


「美加──」


「悪いのは私と祐子なんでしょ？　ごめんね。ほんと言うと、私、あなたが恐こわかったの。私と祐子と麻里奈で、せっかく上う手まくいってたとこに、あなたが入ってきたから。だから、だからきっとあなたにだけ黙だまってあんなことしたんだわ。なのに、まるであなた一人を悪者みたいにして……」


「……いいんだよ。そんなこと」


　美加は本気だった。それはよくわかったが、梓は妙みように冷さめた目で美加を見ていた。


　正確には冷めていたのではない。距きよ離りが開いていたのだ。美加の言いたいことはわかるが、それは梓にとって、とっくに終わってしまったことだった。


「お願い、梓。あなたは知ってるんでしょ？　いったい何があったのか、私に教えて。私全部きちんと謝るから。そしたらまた、一緒にやってこう。ね？」


「美加……」


　自分の立場を悪くしてまでそう言ってくれる美加に、梓は思わず微笑ほほえみを見せた。


　美加の気持ちはとても嬉うれしかった。しかし、距離感は消えなかった。必死に訴うつたえる美加の姿すがたが、ガラス越ごしの映像に見えた。そしてそう意い識しきした瞬しゆん間かん、周しゆう囲いの世界何もかもが、一瞬にして現実感をなくした。


　顔見知りのクラスメイトたちが制服を着きた他人になり、見み慣なれた校こう舎しやの景けい観かんが異い国こくの鉄てつ筋きん建けん築ちくになった。帰国してからの学園生活が、まるでいま初めて見たもののように瞳ひとみに映うつった。


「ありがとう」


　とだけ、梓は言った。


「ここはもう安全よ。みんなと一緒にいて」


「梓っ！」


　美加が悲ひ痛つうな声で叫さけんだ。梓は美加を見、その向こうのクラスメイトたちを見て、冷たい微び笑しようを見せた。


「じゃ、ね」


　そして踵きびすを返して駆かけ出した。美加がまた叫んだが、梓はもう振り返らなかった。


　梓は校こう舎しやの裏うらを回った。


　駐ちゆう輪りん場じように出る。


　駐輪場の設せつ備びは古い。トタン板の屋や根ねを一定間かん隔かくで柱はしらが支ささえ、それを柵さくで区切っただけの簡かん単たんな造つくりだった。そんなバラックのような物が、縦たてに二列。横に三列ある。


　生徒のほとんどは中なか庭にわに逃にげた。こちらには人ひと影かげがない。景も見当たらなかった。


　──景ちゃん、どこなの？


　校舎の向こうから生徒たちの声が届とどいてきたが、こちら側は静かなものだった。真っ黒な空の下、寒さむ々ざむとした冷気が肌はだを刺さした。


　梓が景を捜さがしてもう一度走り出そうとしたとき、





「こっちだ」





　と声が聞こえた。


　誰だれもいないとばかり思っていた。梓は慌あわてて周まわりを見み渡わたした。


　錆さびた柵の中に一方向を向いた自転車が列を作って並ならんでいる。空が暗いため、屋根の下となると薄うす闇やみに包つつまれていて見通しが悪かった。


　梓は目を凝こらして横に視し線せんを移動した。一度端はしから端まで見渡し、もう一度視線を戻もどしたとき、声の主ぬしに気が付いた。


　交こう錯さくする柵と柱の奥おく。縦縞を成す暗がりの中に、サドルに腰こし掛かけて彼がいた。


「誰っ!?」


　梓が鋭するどく叫ぶと、彼はサドルから腰を上げてパンパンとスラックスを払はらった。立ち上がると胸むねから下は見えたが、逆に顔が屋根の陰かげに隠かくれた。


「俺だよ」


　耳の奥に響ひびく不ふ思し議ぎな声だった。


　とたんに梓は、彼が誰なのか気にならなくなった。正しよう体たいはわからないままなのに、警けい戒かい心しんだけが消えた。それどころか、ごく親したしい人間であるような信しん頼らい感かんさえ湧わいてくる。


　彼がIXＣナイン・シーで見せた力だった。他者が自みずからに対して持つ「認にん識しき」を操そう作さする力だ。


「やるなあ、あいつ。凄すご腕うでとは聞いてたが、まさか、こんな手を打ってくるとは思ってなかった。少しベリアルに似にてるな」


「そう？」


　ベリアルって誰だろう、という疑問が浮かんだが、すぐに気にならなくなった。


「それより景ちゃんを見なかった？　こっちに来たと思ったんだけど」


「ああ来たとも。バイクに乗って反対側に抜ぬけてった」


「なんですって!?　どうして止めてくれなかったのよっ」


「無む理りを言っちゃいけない。この技わざはあいつには通用しないんだ」


　彼はそう言って肩かたを竦すくめた。


　この技？　いや、いまはそんなことを気にしている場合ではない。


　そのとき遠くから一ひと際きわ高いバイクの排はい気き音おんが聞こえてきた。


「景ちゃん？」


「ああ、そうだな」


　そこへ次の排気音がした。さっきの物とは音が違ちがう。


「ふん。こっちはドラッグ・ドッグズの甲斐氷太か。早いな。段取りがいい。どうしてああいうのが、うちに来ないのかね。そうすればもっと楽にできるのに」


　彼はぼやいたが、梓はそれどころではなかった。


「甲斐氷太ですって！」


　どうすればいいのか。せめて見み届とどけたいが、バイクで移動されては跡あとを追う方法がない。


　梓が途と方ほうに暮くれると、彼は安心させるように「大だい丈じよう夫ぶだ」と言った。


「ウィザードの狙ねらいは甲斐じゃなくてセルネットの幹かん部ぶだ。すぐに甲斐と衝しよう突とつはしないさ。しばらく市内を走り回って、直接対決はそのあとだろう」




[image: ]


　彼は肩を竦めると、闇やみの中から梓を直ちよく視しした。


「ここまで周しゆう到とうに計画したんだ。おそらく戦場も用意してるはずだ。俺ならそこを特定できるけど、どうだろう？　一いつ緒しよに行くか？」


「もちろんよ」


　梓が即そく答とうすると、彼は満まん足ぞくそうに頷うなずいた。


「では歩こう」


　駐ちゆう輪りん場じようを出て、梓の前に立つ。それから空を仰あおいだ。


「もうすぐ降ふるな」





　　　　◆◆◆◆◆





　水原が最後の一いつ服ぷくを深々と吸すい込こみ、その吸い殻がらを床ゆかに落として踏ふみ消したとき、踏んだ吸い殻を拾ひろい上げ、彼のポケットに放ほうり込む人物がいた。


　考え事をしているところに黙だまって近づいてきたので、接近に気づかなかったのだ。


　水原は慌あわてた。覚かく悟ごはしていたが、ここが一番きついところだ。これまでのことをなんと説明するか。土ど下げ座ざで済すむなら安いもの。万が一、泣かれでもしたら完全にお手上げだ。


「あ、千絵ちゃん。やあ、その、なんて言うか……すごい雷かみなりだったねえ。アハハ」


「……館内禁きん煙えん」


「え、ああ。そうだね、ワリイ、ワリイ──」


　と答えたところに、あごを下から突つき上げる、加か減げんを知らない一撃が見み舞まった。


「ぶっ」


　と仰のけ反ぞる水原の上うわ着ぎをつかみ、足を払はらって押おし倒たおす。水原は受け身も取れずに床のマットに大の字になった。


「ち、千絵ちゃん、痛いたいですっ」


「シャラーップ！」


　と腹の上に膝ひざを落とす。「ぐえ」と声をもらして水原は目を白黒させた。


　千絵は鼻はなから息を吐はき出すと、水原の首根っこをつかんで上じよう半はん身しんを引き起こした。そして力ちから任まかせに前後に揺ゆさぶった。


「よくも、よくも、よくも、よくも、よくも、よくも、よくも！」


「は、話し合おう、千絵ちゃん。ボクらは、きっと、わかりあえる」


「よくも、まあ、いままで、ずっと、のうのうと、この、このっ！」


「いや、悪かったよ。謝あやまるよ。ごめんってば。ね、許ゆるしてよ、話すから、放はなして」


　無む抵てい抗こうな水原の首を振ふり回し、さらに張はり手を二往おう復ふくお見み舞まいしてから、ようやく千絵は彼を解放した。


　眼がん光こう鋭するどく、鼻息も荒あらく、


「梓さん直じき伝でんの裏うら切ぎり者制せい裁さい連コ係ン技ボよ」


「……そんなもん教わるなよ……」


「さあ、命ばかりは許してやるわ。まだ遅おそくない。洗いざらい吐きなさい」


「ひでえ。正せい義ぎの信しん奉ぽう者しやとも思えない台詞せりふだ」


「タフでなければ……生きていけないのよ」


　そう、うそぶく千絵の語ご尾びが揺ゆれていた。顔を向けると、逸そらそうともしない瞳ひとみの中に光るものがあった。


　水原は腫はれた顔のまま、痛みも忘れて自みずからに命じた。


　さあ気合い入れろ水原ユージ。軟なん派ぱ師しの異い名みようは伊だ達てじゃない。女の子泣かすのはベッドの中だけで十じゆう分ぶんだ。


「どこから知りたい？」


　水原が言うと、千絵は思いもよらぬか弱い口く調ちようで聞いた。


「……梓さんは知ってたの？」


「難むずかしいな。梓ちゃんは見ただけさ」


「見た？」


「景が戦たたかってるところを見たんだよ。それで訳わけのわかんないまま景を助けようと必ひつ死しになったんだ。なあ、千絵ちゃん。千絵ちゃんも見たよな？　カイムが宙に浮ういてるとこ」


「…………」


「梓ちゃんはあれと同じようなものを千絵ちゃんより先に見ちゃったのさ。そのとき梓ちゃんは悪あく魔まのことなんかまるで本気にしてなかった。そこにいきなり信じられないような体たい験けんして、自分でも何がなんだかわからなくなった。他人に説明するどころじゃない。自分を納なつ得とくさせることだってできなかったろうよ。千絵ちゃんも、そうだったろ？」


「そんなことは……承しよう知ちしてるわ。別に梓さんを恨うらむ気はこれっぽっちもない。あんな真まっ直すぐな子いないもの」


「うん。俺おれもそう思う。おまけに梓ちゃんの場合、景まで絡からんでたからな。余よ計けいにこんがらがったんだ」


「……やっぱりウィザードは物部くんだったわけね」


「やっぱり？　千絵ちゃん、気づいてたのか？」


　水原が聞き返すと、ようやく千絵は普ふ段だん通りの強がりを見せた。


「あのね。あんな真っ直ぐな子はいないって言ったでしょ？　梓さんの側そばにいてご覧らんなさい。いやでも気がつくわよ。ウィザードの話になる度たびに、カチンカチンになってうつむいて、それなのに必死で聞き耳立ててるんですもの」


「はは。そりゃそうか」


「そして正確には、ウィザードというのは、あなたと彼のコンビのことだった。あなたも悪魔を使う──悪オ魔ー持ナちーって奴やつなの？」


「いいえ、ミス・ホームズ。俺はただのチンピラさ。なるほどコンビかもしれないが、ウィザードはあくまで奴やつこさんの方。俺たちは協力して悪魔狩がりをしてたんだ」


「協力して？　なぜ？」


「古い話だ。おまけに話すと長い」


「古いというのは一九九八年三月一日のことかしら？」


　千絵が言い放はなった瞬しゆん間かん、水原のへらへら笑いが半はん壊かいした。


　水原の反はん応のうを見て、千絵は自分に納得させるように頷うなずいた。


「──そう。ということは《彼女》が憑ついた小学生というのが、物部くんのことなのね」


「……どこで……」


「お兄さんの残したサイトを見たの。お兄さんのことは……お気の毒どくだったわね」


　いたわるように目を伏ふせる。


　水原は息を詰つめた。


「……やれやれ」


　と天てん井じようを仰あおぎ、それから肩かたを震ふるわせて笑い出した。


「お見それしたぜ名めい探たん偵てい。まったく。こっちが気を遣つかわれてちゃ世せ話わないな。ダツボーだ」


　水原は足を引き寄せてあぐらをかいた。床ゆかに座すわり、背を丸めるようにして千絵と視し線せんを合わせた。


「いいぜ。聞いてくれ。俺が一から話すより早そうだ。なんでもいい。全部話すよ」


　痣あざの残る顔で水原がほほえみかけると、千絵はわずかに気け色しきばんで頰を赤らめた。


「悪魔って……いったい何？」


「正しよう直じき言って俺にもわかんねえ。曲がりなりにもわかった気でいたのは、兄あに貴きぐらいのもんだろうよ。とりあえず、そう呼よんでるだけだからな。とにかく、悪魔がいるって考えた方がカプセルにまつわる、あれやこれやは、納得し易やすいんだよ。一種の方ほう便べんさ」


「願ねがいが叶かなうっていう例の噂うわさも本当なの？」


「基本的にはデタラメだ。願いが叶う幻げん覚かくを見るってだけで、悪魔とは関かかわりがない。千絵ちゃんが聞いてる悪魔っていうのは、自分専用の召めし使つかいみたいなもんさ。カプセルをのんで呼び出して、自分の思うように使し役えきする。さっきの落らく雷らい。あれ、ネットの人間が操あやつってる悪魔の仕し業わざなんだぜ」


　千絵は絶ぜつ句くして天井を見上げた。「噓うそでしょ」とつぶやきがもれる。


「到とう底てい信じられないわ」


「カプセルをのめば見えるようになる」


「梓さんはのんだのね？」


「ああ。景がいたからな。千絵ちゃんものんでみる？」


　水原がポケットからカプセルを取り出して千絵の前に差し出した。


　水原の手のひらにのる、赤と白のゼラチン容器でできた錠じよう剤ざい。


　千絵はそれを、真しん剣けんな目で見つめた。そして葛かつ藤とうの末すえ、きっぱりと顔をそむけた。


「……いい。私はのまない。代かわりに梓さんがのんでくれたんですもの。なら私はのまないままでいるわ」


「わかった。それならいいよ。格かつ好こういいねえ、千絵ちゃん」


「茶ちや化かさないで。悪魔の力はともかくとして、さっきのがただの事じ故こじゃないって点は、私も感じたわ。それがセルネットと関係してるんだという点も信用しましょう。それで、物部くんはどこに行ったの。さっきあなたと話してなかった？」


　水原は肩かたを竦すくめると、観かん念ねんして悪戯いたずらを告こく白はくするようにさらりと言った。


「セルネットを潰つぶしに行ったのさ」


　再び、千絵は絶句した。


「……本気？」


「ああ。前も言ったが、いまネットを動かしてんのは第二世代細胞セカンド・セルの奴らだ。ここさえ叩たたいとけばネットは自然崩ほう壊かいする。千絵ちゃんの獲え物ものを攫さらうようで悪いが、因いん縁ねんの深さじゃこっちが上なんでね。こればっかりは譲ゆずれない」


「そんな簡かん単たんな。いったいどうやって戦たたかう気なのよ？　勝てるの？」


「勝てるさ」


　と水原は即そく答とうした。


　だから見送ったのだ。死にに行かせたわけではない。


　二十四時間脇わき目めもふらずに考え抜ぬいた作戦だ。自分たちは勝つ。勝てば千絵と梓の安全はほぼ確かく保ほできる。そしてもう一つの目もく的てきも。


　あいつは、いまも誰かに憑いているはずだ。


　そして憑いている可能性が最もつとも高いのはIXＣナイン・シーに他ほかならない。


　いつにない厳きびしい面おも持もちで口をつぐんだ水原を、千絵は気がかりそうに見た。


「でも……第二世代細胞セカンド・セルを潰したとして、その上はどうする気？　セルネットのトップは、執行細胞フアースト・セルなんでしょ？」


「連中は消えちまったよ。いまはもういない。ネットを牛ぎゆう耳じってんのは第二世代細胞セカンド・セルだ」


　水原は苦にがい口く調ちようで答えた。


　千絵は眉まゆをひそめた。


「そうなの？　じゃあ『バール』ってセルネットとは関係ないのかしら？　私、さっきの事故は昨晩ゆうべの更こう新しんに関係してるとばかり──」


　何なに気げなく口にした発言だったが、聞いた水原はぎょっとした。


「おいおい。『バール』だと？　そんな名前どこで聞いた？」


「さっき言った、お兄さんのサイトよ。昨日きのうの夜──正確には今日きようの零れい時じに、あのサイトが更新されてたの。その更新者が『バール』ってハンドルネームを使ってたから」


「今日の零時!?」


　水原は愕がく然ぜんとして千絵の両肩をつかんだ。


「なんて？　なんて書いてあった！」


「お、お兄さんの最後の更新で『あの王国に行きたい』ってあって。その後うしろに、『俺ももうじき、そっちに行けそうだ』って──どうしたの？　あなた、真まっ青さおよ？」


　肩をつかまれた痛みに顔をしかめながらも、千絵は水原の豹ひよう変へんぶりに驚おどろきを隠かくせなかった。


　一いつ方ぽう水原はそれどころではない。


「なんでいまになって……まさか読まれてたのか？　くそっ。ふざけんなよ」


　水原は火がついたように立ち上がったが、そのまま動きを止めた。


　すでに作戦は動き出してしまっている。いまさら景と連れん絡らくを取る手しゆ段だんはなかった。唯ゆい一いつ可能性があるのは……


「あそこで待つしかないか……」


　奥おく歯ばを嚙かみしめた。


　完全に意い表ひようをつかれた。相手の意い図とが読めない。それが不安に拍はく車しやをかける。


「いったいどうしたの急に？　あなたまさか『バール』って人を知ってるの？」


「…………」


　水原は質問に答えなかった。と、突とつ然ぜん蒼そう白はくになって振り向き、


「梓ちゃんは？　いまどこにいる？」





　　　　３





　風を切る音が耳じ朶だを打った。


　冷たい空気がまともに顔がん面めんを叩たたく中、甲斐は瞳ひとみを細めながらも、決して前を行くバイクから目を逸そらそうとしなかった。それ以外のものは意い識しきから追い出し、ただ心の命じるままに、前方ではためく青い外がい衣いを追った。


　甲斐も景もヘルメットは着ちやく用ようしていなかった。理由は単純。フェイスカバーがあっては、口が塞ふさがるからだ。口が塞がっては、カプセルがのめない。代かわりに可能な限り頭を低くし、メーター越ごしに視し界かいを確かく保ほした。


　甲斐はスロットルを緩ゆるめぬまま、ぐんぐん距きよ離りを詰つめた。


　心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打っていた。喉のどがからからに渇かわいていた。


　景が選んだのは市の幹かん線せん道路だった。クラクションとブレーキ音が地じ雷らいのように弾はじけては後こう方ほうに消えていく。二台のバイクは一いつ般ぱん車しや両りようを躱かわしながら暴ぼう走そうを続けていた。


　空では暗あん雲うんが踊おどっている。


　太陽は雲に遮さえぎられ、正しよう午ご過ぎだというのに、辺あたりは夕ゆう刻こくのように暗い。通行車の大たい半はんはヘッドライトを点ともしていた。道路沿ぞいの街がい灯とうもすでに点てん灯とうしている。


　その街灯の下を抜ける度たび、バイクの影かげは前後左右に位置を入れ替かえた。甲斐は、景の影の中から挑ちよう戦せん的な視し線せんがこちらを注ちゆう視ししているのに気が付いた。


　最高の気分だった。


　期き待たいと興こう奮ふんで目め眩まいがした。


　どんなアルコールもドラッグも敵かなわない、闘とう争そうの狂きよう喜きだ。それが段々と高まって止とどまることがない。鬱うつ積せきしていた無形の苛いら立だちが、身体からだを打つ強風に千ち切ぎれ飛んでいくようだった。甲斐は、このまま気が狂くるうんじゃないかと思い、望むところだと思った。


　右手はアクセルを回したまま、左手を革かわジャンにつっこんでカプセルを取り出した。


　三さん錠じよう嚙かみ砕くだく。


　頭の中に血ち色いろの靄もやがかかり、その靄に火ひ花ばなが引いん火かして燃もえ上がった。同時に左後方で巨きよ体たいが現げん出しゆつする気け配はいがあった。巨体は疾しつ走そうするバイクの隣となりに並ならんだ。


　流りゆう線せん型けいの身体を波なみ打うたせ、大たい気きを裂さいて泳ぐ黒い鮫さめ。


　黒鮫は主あるじが駆かる鋼こう鉄てつの馬と併へい走そうしつつ、指し示じを求めて視線を向けた。


　甲斐は唇くちびるを舐なめた。


　と、突とつ然ぜん前方を行く景の〝影〟が槍やりのように伸のびた。


「──何！」


　とっさにブレーキをかけ、後こう続ぞくの車両の間に車体を逃にがした。〝影〟の手しゆ刀とうがバイクの前ぜん輪りんをかすめて一いつ瞬しゆん前まで甲斐のいた場所に突つき刺ささった。かと思うと、次の瞬間には、〝影〟は景の乗るバイクの前方に移動した。景が、光こう源げんであった街灯の横を走り抜けたため、光の当たる角度が反対側に移動したのだ。そしてまた後うしろに現あらわれ、また前方に移動する。街灯の隣を通るたびに、〝影〟はその位置を入れ替えた。まるで剣けん舞ぶのステップを踏ふんでいるようだ。


「野や郎ろう！」


　割わり込こんだ後ろのセダンが、クラクションを鳴ならしてパッシングした。すぐさま甲斐は車体を起こして追つい走そうコースに戻もどった。


　待ち構かまえていたように〝影〟が二度目の攻こう撃げきを仕し掛かけた。


　今度は避よけずに突っ込む。


　さっきは突き出す刃やいばにしか見えなかった〝影〟の輪りん郭かくが視し認にんできた。車道に映うつる甲かつ冑ちゆうの鬼おに。仮か面めんに開いた呼こ吸きゆう孔こうの奥おくで、燐りん光こうを発する一いつ対ついの目。甲斐は目が合った瞬間、車体に急きゆう制せい動どうをかけた。〝影〟の鉤かぎ爪づめが迫せまった。攻撃の軌き道どうを見切り、甲斐はギリギリで黒い腕うでを躱かわした。


　躱しながら黒鮫に命めい令れいを飛ばす。


　黒鮫は甲斐を跨またぐように身を捻ひねらせて〝影〟の頭ず上じようからアスファルトに迫った。牙きばの並ぶ口を開け、水面の魚を狩かる水鳥のように地面に鼻はな面づらを潜もぐらせた。


〝影〟は身体を景のバイクに引き戻して避けた。下あごがアスファルトの表面をえぐり、舗ほ装そうに傷きず跡あとが尾おを引いた。


「逃にがすかよ」


　甲斐の目が爛らん々らんと光る。


　甲斐は黒くろ鮫さめを先行するバイクに飛ばした。黒鮫は一いつ般ぱん車しやの車しや間かんを縫ぬい、放はなたれた弾だん丸がんさながら景の背はい後ごに急きゆう迫はくした。景の背中に緊きん張ちようが走るのがわかった。


「行けっ」


　甲斐の一声に応じて、黒鮫があぎとをもたげた。そのまま一いち躍やくして飛びかかった。


　景の〝影〟が後こう輪りんの下から壁かべのように立ち上がった。肉にく薄はくする黒鮫の上あごと下あごを両手で受け止める。


　巨体の衝しよう撃げきを相そう殺さいできず、〝影〟とバイクのテールが接せつ触しよくして火花が飛んだ。景のバイクが挙きよ動どうを乱みだした。後輪が蛇へびのようにのたうった。


　力ちから比くらべなら黒鮫の圧あつ勝しようだ。〝影〟は黒鮫を押おさえ込もうと力を絞しぼっているが、このままでは押し切られる。


　景は弾はずむバイクを操あやつって、衝しよう突とつする二体の脇わきに出た。そして急ブレーキをかける。


　とたんに車体は減げん速そく。景は〝影〟と黒鮫の横を通って後方に逃のがれた。


　連れん動どうして〝影〟も体たいを入れ替える。主人の位置に引きずられて後うしろへ流れた〝影〟は、大だい地ちの影から足を抜ぬき出し、倒たおれ込みながら黒鮫の腹を蹴けり上げた。


　あごをつかまれた形の黒鮫が、下からの打だ撃げきに巨体を浮うかせる。〝影〟は黒鮫を巴ともえ投なげで放ほうり出して、再ふたたび主あるじの影に戻もどった。空中に投げ出された黒鮫は、ぐるりと身を捻ひねって体勢を整ととのえた。


　その隙すきに、甲斐は一気に景との距きよ離りを縮ちぢめた。


「ウィザード！」


　声を嗄からして怒ど鳴なる。


　同時に、ほとんど接触するほど近くにバイクを寄よせる。


　景がサッと横目で背はい後ごを一いち瞥べつした。同時に風をはらんで音を立てていたウィンドブレーカーが翻ひるがえり、何かが空中に投げ出された。


　葛くず根ね東ひがしの制服。ブレザーの上うわ着ぎだ。


「うおっ」


　近距離だ。広がった上着は生き物のようにうごめき、甲斐の頭に絡からんで視し界かいを塞ふさいだ。
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　たまらず減速した甲斐は、被かぶさった上着をはぎ取った。投げ捨すてた上着が風に乗って空に舞まう。開いた視界の前には、大型トラックのバンパーが迫せまっていた。


「──ちっ！」


　思い切り身体からだを投げ出し、バイクを傾かたむけて間かん一いつ髪ぱつ回かい避ひする。姿し勢せいを戻したとき、甲斐と景の間には、最初と同じ距離が開いていた。〝影〟の攻撃が届とどいた次の瞬間には光の角度が入れ替わる、最長の射しや程てい距離だ。


　甲斐の唇くちびるが獰どう猛もうな笑いで捲まくり上がった。


「ハハッ、ハハハハッ！」


　気が付くと声がもれていた。渇かわいた喉のどに貼はり付き息苦しくなったが、それでも笑いが止まらなかった。


　もう一度。今度は景の前方に黒鮫を回して攻撃を仕し掛かけた。


　景の乗るバイクを追い抜いた黒鮫は、高速で併へい走そうしながらタイミングを計はかった。自分の前に出た黒鮫を、景は鋭するどい眼がん光こうで迎むかえ撃うった。新しいカプセルを口に運ぶのがわかった。


　黒鮫は正しよう面めんから突とつ撃げきするのは避さけ、長ちよう大だいな尾おを振ふって横よこ殴なぐりに景のバイクを叩たたいた。


　尾の攻撃は予想していなかったようだ。まともに食くらった景のバイクが、真横にタイヤを滑すべらせた。


　隣となりを走っていたワンボックスに、バコッ、とハンドルが接せつ触しよくした。


　メーターは八十キロを超こえている。わずかな衝しよう撃げきでも命取りだ。景は一いつ瞬しゆん投げ出されそうになったが、全身の筋きん肉にくを駆く使ししてバイクにしがみついた。減速を繰くり返し、アクセルワークで必ひつ死しにバイクの制せい動どうを整ととのえる。


　再ふたたび黒鮫が尾を振るった。


　景は限界まで身体を沈しずめ、〝影〟を呼よんで盾たてにした。


　尾は、ガードを固めた〝影〟の肩かたを叩き、景の頭ず上じようをかすめて振り抜かれた。


　再び巻き起こる振しん動どうと風ふう圧あつで、景はバイクを動かす余よ裕ゆうをなくしていた。速度を維い持じするのが精せい一いつ杯ぱいで、左右に避よけることもできない。


　コースが直線に固定されたのを見て、黒鮫は攻撃を尾から牙きばに移い行こうした。首こうべを巡めぐらせ、頭から景に襲おそいかかった。


　やったか？


　そう甲斐が両目をぎらつかせた瞬間、景は〝影〟を自分の防ぼう御ぎよから外はずした。


「──ばっ！」


　──馬ば鹿か野や郎ろう！


　まともに食らったら死ぬ。甲斐が凍こおり付いた目の前で、景は自分の身を黒鮫の牙に晒さらしながら、〝影〟の身体をギリギリまで伸のばして左斜ななめ前方にあった信号機に飛ばした。


〝影〟が限界まで腕うでを伸ばす。


　鉤かぎ爪づめが信号機にかかった。


　かかると同時に景はフルブレーキング。ハンドルを左に切った。


　バイクが冗じよう談だんのような角度で左に傾かたむく。


〝影〟は身体にかかる強きよう烈れつな遠えん心しん力りよくを物ともせず、伸びた身体を引き縮ちぢめて主あるじの乗る車体を己おのれのもとに引き寄せた。


　景のバイクが振り子のように交差点を左さ折せつした。黒鮫の攻撃は空くうを切った。


　瞬間移動じみた景の動きを確かく認にんした刹せつ那な、甲斐も反はん射しや的てきにバイクを倒たおしていた。頭で考えるより先に、身体が景の跡あとを追った。


　氷ひよう上じようを滑すべる勢いきおいで、二つのタイヤが横滑りした。アスファルトを擦こする異い音おんが響ひびき、タイヤが白はく煙えんを上げて焦こげた。


　滑りながら頭を上げる。


　スライドする視し界かいの先に、青いウィンドブレーカーが見えた。


「うおおおっ！」


　甲斐の両りよう眼がんが激はげしい赤せつ光こうを放はなった。


　黒くろ鮫さめが主の叱しつ声せいに身を竦すくめ、慌あわてて空中を横切る。バイクが横おう転てんする直前、横滑りする進行方向に、黒い巨体を滑り込ませた。


　甲斐は右足を上げて、回り込んだ黒鮫の背を踏ふみつけた。


　とんでもない重量が足あし腰こしにのしかかった。甲斐は奥おく歯ばを嚙かみしめ、全身をバネのようにたわめた。バイクから身を乗り出すようにし、ぐっ、と足場を踏みしめながら巨きよ体たいを蹴けり返した。


　その反動でグリップ力が戻もどり、タイヤがアスファルトを嚙んだ。


　車体から伝つたわる手て応ごたえを逃のがさず、甲斐はぴたりとカウンターを当てた。バイクが息を吹ふき返し、猛もう然ぜんと地面を蹴った。


　そこへ、


「──！」


　狙ねらい澄すました〝影〟の攻撃が来た。到とう底てい回かい避ひできるタイミングではない。黒鮫は全力で主の前に身を投げ出し、盾たてとなって〝影〟の攻撃を腹に受けた。


　強力無む比ひな一撃だった。


「っぐ！」


　悪あく魔まのダメージが甲斐にもフィードバックした。


　苦く痛つうの呻うめきがこぼれた。それでもアクセルは放はなさなかった。


〝影〟は突つき立てた鉤爪を縦じゆう横おうに振るい、黒鮫の分ぶ厚あつい皮ひ膚ふを切り裂さいた。黒鮫は躱かわしようもないまま蹂じゆう躙りんに耐たえ、甲斐のバイクが安定した時点で咆ほう吼こうをあげて〝影〟を振り払った。


〝影〟は一瞬にして景のもとに戻った。


　甲斐は歯を痛いたいほど食いしばった。苦痛と怒いかりより、隙すきのない手て並なみに奮ふるい立った。


「野や郎ろう、野郎──」


　双そう眸ぼうを見開き、前方を行くバイクをにらむ。


　と、景のバイクのサイドミラーに、赤い光点が映うつっているのに気が付いた。


　奴やつが見ている。


　全身がカッと燃もえ立った。


　サイドミラーの赤い瞳ひとみは笑っていた。肉にく食しよく獣じゆうの笑えみ。狩人かりゆうどの笑えみ。力の行こう使しに酔よう笑みだ。


　いままさに自分の顔に刻きざまれているだろう笑みと、まったく同じ笑みだった。


　たまらなかった。あまりの歓かん喜きに胸むねが苦しくなった。命より大たい切せつな恋こい人びとから告こく白はくされているような気分だった。


　──最高だ。やっぱお前は最高だぜ──


　ウィザード、いや、


「物部ぇ！」


　甲斐はわき上がる躍やく動どう感かんに奮ふるえて吠ほえた。


　そのとき。


　ダン


　と行く手に人ひと形がたの何かが現あらわれた。


　全身毛むくじゃらで胴どう体たいの大きさは酒さか樽だるほど。腕うでが左右に三本ずつ生はえている。太い胴の上に乗っているのは、黄色い角つのを持った牛の頭とう部ぶだ。


「悪あく魔ま!?　実働細胞アクト・セルかっ！」


　悪魔は景の前に立ち塞ふさがる形で立っていた。


　邪じや魔まする気か!?　甲斐は激げき怒どしたが、現れた悪魔は景の妨ぼう害がいをするほどの力を持っていなかった。速度を緩ゆるめないまま悪魔に接近した景は、鮮あざやかなコントロールで敵てきをやり過ごし、それどころか走り抜け様ざまに悪魔を袈け裟さ斬ぎりにして跳はね飛ばした。


　どっと血を噴ふき、宙に浮うく悪魔。


　甲斐は嘲あざ笑わらいながら景と同じコースを取り、哀あわれな悪魔を黒鮫で嚙かみ砕くだいた。


　あらためて感かん覚かくを四し方ほうに向けると、自分たちを追つい走そうする複数の気け配はいに気が付いた。いずれも敵意を持つ悪魔の気配だ。


　ウィザードとの真しん剣けん勝しよう負ぶに水を差された気がした甲斐だったが、すぐに考えをあらためた。『Ｃフリーク』にあった書き込みを思い出したのだ。


　当然セルネットもあれを見たはずだ。最初は鼻はなで笑っていたに違ちがいないが、本当に自分とウィザードが市し街がい戦せんを始めたので、仰ぎよう天てんして駆かけ付けたのだ。


「なるほど、そういう趣しゆ向こうかい」


　甲斐は破は顔がんした。


　なるほど。こいつは確たしかに、超ちようド派は手でなデビル・バトルになりそうだ！


「上じよう等とうだ。かかってきやがれ！」


　甲斐は沈しずめていた身体からだを起こして大声で怒ど鳴なった。風ふう圧あつに髪かみが振り乱みだれ、黒くろ革かわのジャンパーがはためいた。


　そして二人は、現れた悪魔を片かたっ端ぱしから蹴け散ちらし始めた。
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　その日、景けいちゃんは泣いていなかった。


　わたしはクラスの男子たちを追い払はらうと、地面に倒たおれていた景ちゃんを立たせた。


　景ちゃんの服は引ひっ張ぱられて破やぶれ、髪かみはぐちゃぐちゃで、顔には絵の具が塗ぬられていた。


　わたしはハンカチを取り出して、景ちゃんの顔から絵の具を拭ぬぐった。うまくいかなくて、顔中が赤や青や黄色で斑まだらになった。それでも景ちゃんは泣き出さなかった。


　どうしてか、わたしはイライラし、いつになく強い口く調ちようでお説せつ教きようをした。


　なんでいつもやられたままなのか。たまにはやり返したらどうなんだ。そんなだからいつもいじめられるんだ。悔くやしくないのか。腹が立たないのか。そんなに恐こわいのか──


　景ちゃんは何も言わなかった。


　黙だまってわたしの目を見ていた。


　わたしはいよいよ頭に血が上のぼった。されるがままの景ちゃんに向かって、乱らん暴ぼうに拭ふきながら言った。


　もう知らないよ。もう助けてあげないよ。もう口も利きかない。もう顔も合わせない。もう景ちゃんのことなんか知らない──


　景ちゃんは、スッと視し線せんを下げた。そして小声で、


「──ごめんなさい」


　と言った。


　わたしはようやく満まん足ぞくし、景ちゃんを連つれて王国に帰った。





　それで？　と誰だれかが尋たずねた。


　もちろんいつも通りだ。すっかり仲なか直なおりして夜まで一いつ緒しよに遊んだ。景ちゃんだって笑ってた。いつも通り笑っていた。


　ちゃんと、笑っていたんだ。





　　　　◆　◆　　◆　　　◆　　　　◆





　茜あかねとビーグルはＤＤのメンバーを残らず動員して甲か斐いとウィザードの行方ゆくえを追った。


　指揮を取る二人の元には、市内に散ったメンバーから続々と報ほう告こくが寄せられた。どの報告も予想した展てん開かいに添そう内容だった。だが、想像が次々と現実のものとなっていく過か程ていには、鳥とり肌はだを立てずにいられなかった。


　市内を走り抜ぬけ、郊こう外がいのバイパス線を一回りしたあげく、二人が飛び込んだのは市の外はずれにある高こう層そうビルの建けん築ちく予定地だった。基き礎そ工事に取りかかったばかりの敷しき地ちだ。周しゆう囲いは高いフェンスで遮さえぎられて、外からではすぐに様よう子すを見ることはできない。警けい察さつもまだ気づいていないらしい。


　二人はすぐに現場に向かった。





　あれほど荒あれていた空が、いまでは落おち着つきを見せていた。


　動くのを止やめた灰はい色いろの雲が、どこまでもどこまでも続いて世界を覆おおっている。地上は痺しびれるような寒さで、屋おく外がいにいる人々から熱ねつを奪うばっていた。


　しかし、冷さめることのない熱ねつ狂きように取り憑つかれた者たちもいた。


　茜が工事現場に到とう着ちやくしたとき、そこはすでに歓かん声せいを上げるギャラリーで人だかりができていた。


　建けん設せつ予定のビルは地上十五階、地下三階で、現在は地下の基礎工事が行おこなわれていた。敷地内にはプレハブの事じ務む所しよがあり、巨きよ大だいな建設車しや両りようが駐車している。いくつものライトが点つき、隠かくれた太陽の代かわりに、ぽっかりと空あいた工事中の地下を照てらしていた。


　地面に開いた四角い穴あなは、巨大なプールのようだった。ギャラリーは地ち表ひように立ち、穴の下で行われる常じよう軌きを逸いつした決闘に酔よいしれていた。


「どきやがれ、穀ごく潰つぶしども！」


　ビーグルと数名のＤＤが、ラリって叫さけぶギャラリーを押おしのけた。人ひと垣がきの一いつ角かくが崩くずれると、茜はそこに割わり込んで眼がん下かをのぞき込んだ。


　底までは十メートルの高さがあった。


　階を下くだるほど狭せまくなり、最さい下か層そうの広さはざっと見てサッカー競きよう技ぎ場じようの半分程度。碁ご盤ばんの星のように、柱はしらが並ならび、まだない天てん井じようを支ささえていた。


　穴の周まわりは、ぐるりと野や次じ馬うまに囲かこまれていた。いずれも掲けい示じ板ばんの文もん句くを見たジャンキーたちだ。闘技場コロセウムを彷ほう彿ふつとさせる、異い様ような空気が充じゆう満まんしていた。


　そして、その舞ぶ台たい。


　熱狂するギャラリーの熱あつい視し線せんを浴あび、彼らのヒーローが激げき突とつしていた。


「ディンゴ……」


　茜は眼がん下かの光景に立ち尽つくした。


　崩くずれ落ちた瓦が礫れきの上に、埃ほこりにまみれた甲斐がいた。


　腰こしを落とした前ぜん傾けい姿し勢せいでつま先立ちに立ち、獲え物ものを狙ねらう猛もう虎こさながらに右回りに歩を移している。呼こ気きは荒あら々あらしく、顔がん面めんは獰どう猛もうな破は壊かい衝しよう動どうに彩いろどられていた。


　対たい峙じするのはウィザード。


　粉ふん塵じんに汚よごれたウィンドブレーカーを引きずり、全身の疲ひ労ろうを戦意で燃もやしながらジリジリと右回りに足を運んでいる。双そう眸ぼうに宿やどる光は、高温の青い火を思わせた。


　円を描えがくように移動する両者は共ともに手て負おい。しかしいずれも精せい気きに満ち、一歩たりとも退ひく気け配はいは見せない。五メートルの距きよ離りを開け、焼けた鉄のような視線で相手の隙すきを虎こ視ししていた。


　そして二人の周しゆう囲い。


　地下に穿うがたれた空間で、目に見えない何かが嵐あらしの如ごとく荒れ狂くるっている。


　唐とう突とつに土つち埃ぼこりが舞まったかと思えば、積つみ上げた資し材ざいが音を立てて崩れた。鉄てつ柱ちゆうが飴あめのように折おれ曲がり、コンクリートの壁かべがバルサ材のように砕くだけ散った。


　茜は息をのみ、あたふたとカプセルを服ふく用ようした。襲おそい来る快かい感かんと高こう揚ようを、目を閉じ、拳こぶしを握にぎってやり過ごす。そして、まぶたを開けたとき、跳ちよう梁りようする二体の悪あく魔まが、その姿すがたを現あらわした。


　甲斐とウィザードの頭ず上じよう、茜の視線と同じ高さを、切るように泳およぐ、黒い大おお鮫ざめ。


　甲斐とウィザードの足そつ下か、壁に囲まれたフィールドを、縦じゆう横おうに這はう、巨きよ人じんの影かげ。


　以前スクラップ工場で見た悪魔。茜の知る限り、最もつとも強力な二体だ。


　茜が状じよう況きようを見て取ったとき、甲斐の黒鮫が仕し掛かけた。ほとんど直ちよつ角かくに急きゆう潜せん行こう。ウィザードの〝影〟目がけて正しよう面めんから切り込んだ。


〝影〟は地面から上じよう半はん身しんを起こした。迎むかえ撃うつと見せて反転。攻こう撃げきを右に流すと見せて、さらに反転。突つき出した黒鮫の左胸むなビレをかいくぐって、横から胴どう体たいに爪つめを立てる。


　黒鮫は攻撃をもらいながら尾を大きく振ふるった。尾で作った反動を利用して〝影〟を巨体で磨すり潰つぶす。〝影〟は黒鮫の体たい表ひように移動。腹から背中へと反対側に這って逃のがれた。


　その間に、主あるじたちも激はげしく動く。


　ウィザードは均ならされた地面を何度も横おう断だんし、工事現場を照てらす複数のライトの間を激しく行き来した。〝影〟に逃にげ場がなくなると見れば、ただちに自分のいる位置を変える。


　中でも驚おどろいたのは、〝影〟が黒鮫のあごにくわえられたときだ。


　バキバキと牙きばが鎧よろいを粉ふん砕さいし、ついに決けつ着ちやくがつくかと思った瞬しゆん間かん、急にウィザードを照らしていた照しよう明めいが消えた。そして反対側のライトが点てん灯とうし、〝影〟が窮きゆう地ちを脱だつしたのである。


　ウィザードが照明を遠えん隔かく操そう作さしたのだ。


　これには甲斐も啞あ然ぜんとし、ギャラリーは喝かつ采さいを送った。


　──つまり彼は、ここを最終決戦の場所と決めてたんだ。それであらかじめ細さい工くをしていたのよ。


　返す返すもなんという奴やつだろうか。勝つための布ふ石せきを万ばん全ぜんに敷しき詰つめた上で、その陣じん立だてを活いかしきっている。


「ビーグル、すぐに照明を消して回って。他ほかにも何を仕掛けてるかわかったもんじゃないけど、とにかく光こう源げんさえ封ふうじてしまえば、ウィザードの勝しよう機きはなくなるわ」


「…………」


「ビーグル！」


「できねえ」


　拒きよ否ひの言葉に、茜は驚おどろいて隣となりを振り返った。


　ビーグルは顔を紅こう潮ちようさせて、穴あなの底の二人を見つめていた。その視線をズラしもせずに、


「……やっぱ、あんた、なんだかんだ言ってもセルネットの人間だよな。おんなじようにカプセルやってても、俺らとは違ちがうわ。あれを止めろだって？　馬ば鹿か言うな。馬鹿言ってんなよ」


　声が上うわ擦ずっている。興こう奮ふんを隠かくそうともしないで、ビーグルは首を振った。


「冗じよう談だんじゃねえよ。あの勝しよう負ぶの邪じや魔まだてするぐらいなら、指詰つめた方がマシだ。これで警けい察さつに何もかもバレるってんなら仕し方かたねえ。俺たちは捕つかまって少年院ネンシヨにでも入ってやらあ」


「そんな──ディンゴが勝つ保ほ証しようはないのよっ？　あいつが負けたらどうする気よっ！」


「いいんだよ。んなこたぁ」


　ビーグルは血に酔よう眼まな差ざしを茜に向け、きっぱりと警けい告こくした。


「あんたのことは誓ちかって逃にがしてやる。だから、この勝負には、手を、出すな」


　茜は青ざめて口を閉ざした。


　と、そのときギャラリーが一ひと際きわ高いどよめきをあげた。移動するウィザードを追つい尾びし、甲斐が格かく闘とう戦せんを仕掛けたのである。


　甲斐はウィザードの行く手を塞ふさいで立ち、長いブラックジーンズに包つつまれた足を跳はね上げて回し蹴げりを見み舞まった。


　ウィザードは大きく後こう退たいして蹴りを避よけ、違うルートから光の当たる位置を変えた。


　追い、近づいて拳こぶしを繰くり出す甲斐。ウィザードが避ける。逆側からフック。躱かわせずにガード。再ふたたび回し蹴り。軽量な身体からだが地に倒たおれる。と同時に甲斐の軸じく足あしに衝しよう撃げき。倒れたウィザードが振るったのは、なんとブラックジャックだ。格闘戦をも視し野やに入れていたらしい。


　甲斐は構かまわず蹴り足を叩たたき落とす。ウィザードは転ころがって回かい避ひ。だが、ウィンドブレーカーの裾すそが踏ふみ抜ぬかれた。逃げ切れぬ脇わき腹ばらに、つま先を入れる。ウィザードが呼こ気きを吐はく。甲斐が馬乗りに殴なぐりかかる。ウィザードが顔を庇かばう。


　二発三発と拳が唸うなる。と、庇う両腕うでの間から血の色をした眼がん光こうが差した。背はい後ごに殺さつ気き。長身を投げ出した直後に、〝影〟の鉤かぎ爪づめが革かわジャンを斬きった。


　甲斐が前転して跳はね起きる。起きたところに〝影〟の左手。もう一度転がる。そして黒鮫を召しよう喚かん。地面から出た状じよう態たいの〝影〟に体当たりを食らわして自分の側そばから引き離はなした。


　そこに振り下おろされるブラックジャック。


　額ひたいに衝撃。一いつ拍ぱく置いて熱ねつ。鈍どん痛つう。


　反撃のストレートは空くうを切った。ひらりと舞うブルーの生き地じを見て、甲斐は凶きよう暴ぼうな、しかし嬉うれしくてたまらないといった絶ぜつ笑しようを見せた。


　するとウィザードは背を向けて走り出した。


　誘さそいだ。しかし甲斐は乗った。


　ウィザードが地面を蹴って駆かける。甲斐が犬のように跡あとを追う。二人が向かったのは一いつ辺ぺん三メートルほどのコンクリートの柱はしらだった。まだ支ささえる物を持たない、天を突つく柱だ。


　光こう源げんは甲斐の背後。つまりウィザードにとっては逆ぎやつ光こうになる不利な位置。そこで足を止め、柱を背後に、ウィザードは甲斐に向き直った。


　茜やビーグル、数十人のギャラリーが見守る中、ウィザードは新しいカプセルをのみ込んだ。


　甲斐は走り寄りながら黒鮫を頭ず上じように呼よび戻もどした。そして、そのまま突っ込ませた。


　黒鮫の巨体が唸うなりをあげて迫せまる。


　ヒュッ、とウィザードは二本指を立てて、下から上に線を切った。


　同時に柱に映うつる影から、一本の黒い線が柱を駆け上のぼった。〝影〟を拘こう束そくしていた影でできたワイヤー。ウィザードの操あやつる、ツーパターン目の技わざだ。


　ワイヤーは柱の頂ちよう上じように達すると、そこに隠かくされていた物に巻き付き、柱の下に引き落とした。


　ドアほどもある「鏡かがみ」だった。


「！」


　甲斐がたたらを踏んで停止した。逆光が跳ね返り、まともに甲斐を直ちよく射しやする。


　決定的瞬しゆん間かん。


　だが、攻撃は来なかった。


　急に、ウィザードは口を覆おおって身を屈くつした。ウィンドブレーカーに包つつまれた意外なほどに小こ柄がらな背中。それが耐たえ難がたい苦く痛つうに痙けい攣れんしていた。


「……お前」


　甲斐は攻撃も忘れて呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんだ。


　そのとき。


「おい！　なんだあれっ!?」


「んだよ。誰だれの悪あく魔まだ！」


　ギャラリーが色めき立った。地下の工事現場に、〝影〟と黒鮫以外の悪魔が、合わせて八匹ぴきも現あらわれたのだ。


　茜はすぐにその正しよう体たいを察した。


「セルネットだわ！　細胞が二つ」


「ああ、間ま違ちがいねえ。あの一匹、見み覚おぼえがある。IXＣナイン・シーの一人が操あやつってる悪魔だ」


　とビーグルが舌した打うちした。


「ふざけやがって！　この期ごに及およんで、まだ隠いん蔽ぺい工作かよ。おい、テメエら！　構かまうこたあねえっ。全員ぶっ殺すぞ。氷ひよう太たとウィザードの勝しよう負ぶにケチをつけさせんな！」


　ビーグルが威い勢せいを振るうと、憤ふん怒ぬに燃もえた賛さん意いの雄お叫たけびが一いつ斉せいに和した。そしてなんの迷まよいもなく、その場の全員が猟りよう犬けんと化した。


　襲しゆう撃げき者しやの本体を捜さがすべく散ちり散ぢりになりながら、それぞれの悪魔を現げん世せに呼よび出す。四し角かくい穴あなの開いた敷しき地ち内は、たちまち悪魔で埋うめ尽つくされた。


「正しよう気きなのっ？　ビーグル！」


　茜は哀あわれなほど狼ろう狽ばいして叫さけんだが、所しよ詮せんどうにもならなかった。


　すぐにセルネットとＤＤの乱らん戦せんが始まった。


　ギャラリーの歓かん声せいがいよいよ狂くるおしいものになった。驚おどろくべきことに、逃にげ出す者はほとんどいなかった。それどころか、どちらの陣じん営えいにも属していないはずの者まで、戦たたかいに参加しようとしていた。


　初めのうち、ＤＤやギャラリーは、義ぎ憤ふんとでもいうべき怒いかりに燃えていた。だが、十分と経たたない内に、それは純じゆん粋すいな戦いくさの興こう奮ふんに塗ぬり代かわっていった。まるで、甲斐とウィザードの狂きよう気きが伝でん染せんしたようだった。全員が熱ねつに浮うかされ、楽しんでいた。


　乱らん痴ち気き騒さわぎだ。


「狂くるってるわ」


　と茜は力無なくつぶやいた。


　なんとか事じ態たいを収おさめようと奔ほん走そうしていたが、その努力ももうこれでお終しまいだ。


　均きん衡こうは崩くずれた。マーケットは崩ほう壊かいする。何もかも台だい無なしだ。異い常じよう者しやどもの蛮ばん行こうのせいで……


　しかし、茜は不ふ意いに気づいてしまった。


　そうではない。


　これが本ほん来らいの姿すがたなのだ。


　こいつらは──いや、私たちはジャンキーだ。もとより線が切れた連中ばかりなのだ。だからこそカプセルなんかに手を出しているのであり、だからこそ警察が敵てき視ししているのだ。


　カプセルを常じよう用ようすれば精神に疾しつ患かんを抱かかえることは周しゆう知ちの事実だ。非ひ合ごう法ほう品ひんであり、売ばい買ばいするだけでも間ま違ちがいなく罪つみに問われる。そうとわかりきっていながら、それでもこの世界に足を突つっ込こむ馬ば鹿かばかりなのだ。


　カプセルに手をつけながら、なお世せ間けん体ていや将しよう来らいを気にするセルネットこそ奇き形けいなのである。馬鹿は馬鹿なりにせいぜい暴あばれて、世間から蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれ、散さん々ざんな目に遭あって死んでいけばいいのだ。


　あいつらが正しい。


　私たちは悪の側がわの人間だ。そこから抜ぬけ出すつもりがないのなら、損そん得とく勘かん定じようとか、身の安全とか、先のこととか、そんなことは放ほうっておけ。そんなものを気にする資し格かくなんかない。将来を夢む想そうしていいのは、光の世界の住人だけだ。夜の住人に、そんな資格はない。


　そして、


　いま目の前で行おこなわれているのは、夜の住人にだけ許ゆるされた祭さい典てんだった。


　他の全すべてと引き替かえにして初めて味わえる悪あく魔まの祝しゆく祭さい。悪魔が魂たましいを要求し、代かわりに望みを叶かなえてくれるというのは、たぶん本当なんだろう。


　──私は、中ちゆう途と半はん端ぱだな。


　茜は甲斐とウィザードの方に視し線せんを落とした。


　甲斐は頭ず上じようで始まった敵てき味み方かた入り乱みだれての大だい乱らん闘とうを他ひ人と事ごとのように見上げていた。


　その後うしろで、崩くずれるように屈かがみ込こんでいたウィザードが、震ふるえながら立ち上がった。


　甲斐はウィザードを底そこ冷びえのする視線で射い抜ぬいた。


「──いいんだな？」


　ウィザードは赤い瞳ひとみの片方を瞬またたかせた。


「野や暮ぼなことを聞くな」


　唇をニッと持ち上げ、甲斐は右の拳を左の手のひらに打ちつけた。


　そして地下でも、戦たたかいの宴うたげが再開した。


　茜は華はなやかな祭まつりの中にあり、一人寄よる辺べなく立っていた。


　酒しゆ杯はいに満ちた酒が溢あふれるように、空からしんしんと粉こな雪ゆきが降ふり始めた。





　　　　２





　風は凪ないでいた。


　雪は真まっ直すぐに音もなく落ちる。工事現場を照てらす照しよう明めいは雪の表面をわずかに溶とかした。雪は砂さ金きんのような小さな輝かがやきを放はなち、吸すい込まれるように落らつ下かし続けた。


　静かな光景だった。


　しかし、雪が大だい地ちに積つもることはなかった。


　地ち表ひようでは、はぐれ者たちの発する熱ねつが渦うずを巻いていたのだ。


「いったい、どうなってんのよ……」


　フェンスの陰かげから様よう子すを窺うかがう梓は、あまりの光景に言葉がなかった。まるで地じ獄ごくの門をのぞいているみたいだ。


「ＤＤがいる……戦たたかってるのはセルネット？　景ちゃんと甲斐氷太はどこなのよ」


　工事現場は戦場と化していた。


　見える限りでも二十体に届とどく数の悪あく魔まが、乱らん戦せん状じよう態たいで跋ばつ扈こしている。誰だれしも血ち走ばしった目で口くち汚ぎたなく怒ど鳴なり散らし、相手の力りき量りようがどれほどのものだろうと、敵てきと見れば遮しや二に無む二に襲おそいかかっていた。敵意と戦意が充じゆう満まんして、息をするだけでむせ返りそうだった。


　梓は陰かげから身を乗り出して景の居い場ば所しよを探さがしたが、あの人目に付くブルーの布地はどこにも見当たらない。


　すると、梓の後うしろで物もの見み高く見けん物ぶつしていた男が、スッと指を伸のばした。


「──あの穴あなの下だな」


　梓たちの位置からでは穴の底は見えない。それなのに彼は当然のように言った。そしてフェンスの陰から出て、まるで散さん歩ぽでもする足取りで、飄ひよう々ひようと穴に近づいた。


「ちょっ、ちょっと！」


「平気だ。一いつ緒しよに来い。いまの君きみならこの技わざも適用できる」


　血で血を洗う戦場のただ中を彼は真まっ直すぐに通り抜けた。梓は驚おどろいたが、すぐに彼の跡あとに続いた。


　どういうわけか、敵のわずかな動きにも過か敏びんに反はん応のうする男たちが、すぐ側そばを通り過ぎた梓たちには目もくれなかった。注意を払はらう者さえいない。台たい風ふうの目のように、荒あれ狂くるう暴ぼう力りよくの渦うずを、梓は無む風ふう状態で歩くことができた。


　やがてたどり着ついた四し角かくい穴の淵ふち。すり鉢ばち状じように掘ほり下げられた穴の底に、梓の求める青いウィンドブレーカーが見えた。


「景ちゃん！」


　景もまた戦たたかっていた。


　巨きよ大だいな生いけ簀すを泳ぐ、黒い鮫さめの姿が見えた。黒革のジャケットをまとう、鮫の主あるじもいた。どちらも満まん身しん創そう痍いだった。


　だが景の方が酷ひどい。


　アウトレット・モールで堕落クラツシユしたカイムと戦ったとき、梓は景の身体からだが取り返しのつかないほど酷こく使しされているのを見た。あのとき見たものと同じものが、いま梓の目に再ふたたび映うつっていた。


　いや、前より酷い。景が攻こう撃げきを繰くり出すたびに、彼のオーラが突とつ風ぷうを受けたロウソクのように揺ゆれた。消え入りそうに萎しぼんでは、辛かろうじて息を吹ふき返す。その繰くり返しだ。見ていて気が遠とお退のきそうだった。


　──止やめさせなきゃ！


　梓は穴の淵から身を躍おどらせた。


　隣となりに立つ男は黙だまって梓の好きにさせた。制止するどころか満まん足ぞくそうな顔だった。


　ざざっ、と踵かかとが壁かべを擦こすり、三メートルの距きよ離りを過ぎて地下一階部分に着ちやく地ちする。その先には、地ち表ひようより一回り小さい長方形の穴が、さらに下へと口を開けていた。


　奮ふん起き一番、もう一階分下に飛び下おりる。両足で着地。体勢を崩くずしたが手を着ついて転倒を免まぬがれた。この下が、最さい下か層そうの地下三階部分。穴の底だ。


　──だけど、下に降おりてどうすればいいの？


　差しあたり、梓は地下二階に止まって近くにあった柱はしらの側そばに走り寄った。


　柱の陰かげに背中を当てて隠かくれる。コンクリートはひんやりと冷たかった。梓は呼こ吸きゆうを整ととのえながら、必ひつ死しに考えをまとめようとした。


　体育館では自分が足手まといになることを恐おそれて手出ししなかったが、今度は話が違ちがう。


　いまの景には助けが必要だ。そして景を助けるのは、ずっと昔むかしから、自分の役割と決まっていた。景と知り合って以来、それこそ梓の義ぎ務むであり、誇ほこりだったのだ。


　本当に？　と誰だれかが尋たずねた。


　当たり前だ。梓は怒おこって答えた。いつだって自分は景を助けてきた。それはわたしの役割だ。


　梓の頰ほおが場ば違ちがいにほころんだ。


　──そうよ。わたしが助けないで、誰が景ちゃんを助けてあげるの？


　かつて自分は景を庇かばい、二人で世界と戦った。いまもまた、自分たちは世界から外はずれようとしている。


　やはり、自分たちは異い国こくの住人なのだろう。ならば仕し方かたあるまい。違う世界に生まれついたなら、そのように生きていくだけだ。一人ではない。共ともに生きる同どう胞ほうがいるのだから、何を悲しむことがある。


　梓は決然と顔を上げた。


　甲斐の恐おそろしさは公園で遭そう遇ぐうしたときに骨ほね身みに染しみている。しかし引き下がろうという考えは浮うかんでこなかった。問題なのは手しゆ段だんだ。


　梓は慎しん重ちように柱の陰から顔をのぞかせた。


　──あれ？


　空そらを駆けていた黒くろ鮫さめがいない。梓が穴の下に視線を移そうと身体からだをせり出す。


　ドンッ


　と、急に地面が揺ゆれた。最下層の壁。梓のいるすぐ下の壁に黒鮫が衝しよう突とつしたのだ。


　身を乗り出していたのが災わざわいした。踏ふみ出していた足が滑すべり、地面の感かん触しよくが消えた。


「きゃっ！」


　とっさに柱にしがみついたが支ささえきれない。梓は転てん倒とうし、倒たおれ込むように落らつ下かした。


　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かんのあと、身体の至いたる所が壁にぶつかる。急きゆう斜しや面めんから転ころがり落ちるように、梓は横倒しの状態で地面に激げき突とつした。


「つっ……ゴホッ、ゴホッ」


　落下した下は壁から崩くずれた瓦が礫れきで、もうもうと粉ふん塵じんが舞まっていた。


　落下途と中ちゆうで背中が壁を擦こすった。血が滲にじんでいるような鈍どん痛つうがした。頭を庇かばった腕うでを打ちつけたので、肘ひじが真まっ赤かに擦すり剝むけていた。しかし足を挫くじかなかったのは僥ぎよう倖こうだ。


「……ええい、くそっ」


　梓は怪け我がの状態を確かく認にんして立ち上がった。ここは戦場だ。じっとうずくまっていては危き険けんすぎる。


　ぱさりと肩かたに髪かみがかかった。ポニーテールを結んでいたゴムが切れたらしい。制服は泥どろまみれであちこちが破やぶれているし、スカートから出る足は打だ撲ぼくで紫むらさき色いろに腫はれれている。これではまるで襲おそわれでもしたみたいだ。


　埃ほこりで涙なみだが浮うかんだ。息が苦しかったが、気づかれないよう咳せきを嚙かみ殺した。


　──どこにいるの……？


　白い埃で何も見えない。梓は足あし下もとの瓦が礫れきに躓つまずきつつ、粉塵の中を見回した。


　視線が止まった。


「景ちゃん！」


　霞かすむ視し界かいの奥おくに、地面に伏ふせて動かないブルーのウィンドブレーカーがあった。フードが外はずれ、うつぶせに倒れる景の頭とう部ぶが見えた。


　景は苦しそうに目を閉じていた。髪が泥に汚よごれている。四し肢しが小こ刻きざみに震ふるえていた。力がなく、まるで子供のようだった。


　梓は景に駆かけ寄ろうとした。


　一歩踏ふみだし、足が止まった。


　既視感デ・ジヤヴがした。


　前にも似にたような光景を見た。


　──馬ば鹿かっ。それどころじゃないでしょ。助けないと……わたしが助けないと！


　梓は自分に怒ど鳴なったが、足はそれ以上動き出そうとしなかった。意い識しきのどこかが、ぐるぐると回転し、記き憶おくのアルバムから同じ光景を探さがしていた。


　そうだ、あのとき景ちゃんは、こっちを見た。


　そう思い出した瞬しゆん間かん、景の頭が動き、顔がこちらを向いた。あのときと同じように。


　うっすらと開いた瞳ひとみが梓を見る。信じられないものを見るように見開かれる。


　思い出した。


　わたしは──





　　　　◆　◆　　◆　　　◆　　　　◆　　　　　◆　　　　　　◆





　わたしは見つからないように隠かくれて、それを見ていた。


　景ちゃんの泣き声が聞こえた。


　クラスの男子が寄ってたかって景ちゃんを押さえつけていた。一人が絵の具のチューブを持って、景ちゃんの顔に塗ぬりつけていた。


　景ちゃんは苦しそうに目を閉じていた。髪も絵の具で汚れている。手足が小こ刻きざみに震えていた。いいように遊ばれていた。


　わたしは物陰から、じっとそれを見ていた。


　わたしの目は冷れい静せいそのもので、そこには怒いかりも同情もない。あるのは計算だけだった。いつ景ちゃんが大声で泣き出すか。見かねた誰だれかが先生を呼よんでこないか。もしそうなったら、先生が景ちゃんを助けてしまう前に、急いで自分が助けなくてはならない。でも、先生が来る気け配はいはなかった。だからわたしは、何もしなかった。


　ああそうだ、とわたしは思い出した。


　いままで幾いく度どとなく繰り返されてきた光景だった。わたしはいつだって、こうやって見て見ぬ振りをしていた。景ちゃんが充分酷い目に遭あうのを待って、それから助けてあげるのだ。そして慰なぐさめてあげるのだ。


　初めのうちは胸が痛んだ。景ちゃんの泣き声を聞く度に、自分の残ざん酷こくさに身震いした。でも、助けには行かなかった。そして自分に言い聞かせた。


　こうすれば景ちゃんは、わたしに懐なつく。


　こうしてさえおけば、この子はわたしの側にいる。


　だからわたしは、そのようにした。


　目玉焼きを作るために卵を割わるように。朝顔を育てるために雑ざつ草そうを摘つみ取るように。疑問を感じることもなく、当たり前のように、そうやった。景ちゃんをわたしと同じにするために、景ちゃんがいじめられるのを、何もしないで放ほうって置いた。





　それだけですか、と誰かが尋たずねた。





　それだけじゃない。他ほかにもやった。みんなが景ちゃんをいじめるよう、わざと喧けん嘩かして仕返しをした。そんなことをすればいじめが酷くなると知っていて、もっと景ちゃんがいじめに遭うとわかっていて、そうした。


　その通りになった。


　初めは違ちがっていた。そんなことをする前から二人には友達もいなくて、いつも孤こ独どくだったのだ。だから一いつ緒しよにいるようになったのだし、だから仲良くなれたのだ。互たがいが互いを理り解かいし合い、掛かけ替がえのない親しん友ゆうになることができたのだ。


　そして、だからこそ不安にもなった。


　もしいま、この友人が自分の側そばを離はなれてしまったら。


　以前と同じ孤独に、自分は決して耐たえられない。


　もしいま、この同どう胞ほうに自分以外の誰かができてしまったら。


　いまと違う関係を、自分は決して許ゆるすことができない。


　二人の──二人だけの王国を守るため、女王たる自分は、近づく異い人じんを排はい除じよした。


　だから、


　そのときも、わたしは手を拱こまねいていた。絵の具を塗られる景ちゃんを、もうすっかりなんとも思わなくなった眼まな差ざしで見つめていた。


　でも、


　その日に限り、いじめられていた景ちゃんと隠かくれていたわたしの目があった。


　うっすらと開いた瞳ひとみがわたしを見た。仮か面めんのように無む表ひよう情じようなわたしが、景ちゃんの涙なみだ目めにはっきり映うつった。信じられないものを見るように、濡ぬれた瞳が見開いた。


　一ひと呼こ吸きゆうの間まを置いて、


　わたしは物もの陰かげから飛び出した。


　こら。景ちゃんに何をする。景ちゃんをいじめるな──


　わたしはいじめっ子たちを追い払はらうと、いつもと同じように景ちゃんを慰なぐさめた。


　景ちゃんは、もう泣いていなかった。


　わたしはハンカチを取り出して、景ちゃんの顔から絵の具を拭ぬぐった。うまくいかなくて、顔中が赤や青や黄色で斑まだらになった。


　わたしはひどくイライラし、いつになく強い口く調ちようでお説せつ教きようをした。


　なんでいつもやられたままなのか。たまにはやり返したらどうなんだ。そんなだからいつもいじめられるんだ。悔くやしくないのか。腹が立たないのか。そんなに恐こわいのか──


　景ちゃんは何も言わなかった。


　黙だまってわたしの目を見ていた。


　わたしは怯おびえた。


　それを隠すように、怒おこった口調で必ひつ死しに言い放はなった。


　もう知らないよ。もう助けてあげないよ。もう口も利きかない。もう顔も合わせない。もう景ちゃんのことなんか知らない──


　景ちゃんは、いつも人の顔を見て相手の思っている通りに動く子供だった。このときもそうだ。わたしが求めているのがなんなのか、景ちゃんはちゃんと気が付いた。


　景ちゃんは、スッと視し線せんを下げた。そして小声で、


「──ごめんなさい」


　と言った。


　わたしはようやく満まん足ぞくし、景ちゃんを連つれて王国に帰った。





　他ほかには？　と誰かが尋たずねた。





　わたしが住んでいたマンションの前。空くう港こうに向かうタクシーを待たせて、わたしは景ちゃんと向き合っていた。


　わたしは一いつ見けん塞ふさいでいるように見えた。その実じつ、喜き色しよく満まん面めんだった。隠しきれない笑え顔がおが弾はじけ、一いつ時ときもじっとしていなかった。


　そこには悲しみとか寂さびしさとか、ましてや罪ざい悪あく感かんなんか微み塵じんもない。


　後うしろのタクシーではパパとママが嬉うれしそうに笑っていた。これから新しい生活が始まる。何もかもが素す晴ばらしく良くなる。そんな予感に満ちていた。わたしだって嬉しい。とても、嬉しい。


　わたしは言った。ごめんね。さよならね。謝あやまりながら言った。見え透すいていた。


　景ちゃんのこと忘れないからね──


　噓うそだ。アメリカに着ついてしばらくは、思い出しさえしなかった。


　毎日手紙書くからね──


　とんでもない。書いたのは一通きり。それも投とう函かんする前に無なくしてしまった。


　これあげる。わたしの宝たから物もの──


　渡わたしたのはいったいなんだったか。もう覚おぼえてさえいない。


　わたしのこと忘れないで──


　そう。


　景ちゃんはわたしのことを忘れはしなかった。


　このときの景ちゃんの顔を、わたしは十七歳さいの視し線せんでのぞいた。


　景ちゃんが見せていた表情。それは恨うらみでもなければ怒いかりでもない。悲しみですらない。


　それは、諦てい観かんだった。


　わがままで自じ己こ中心的で、寂しがり屋のくせに他人の気持ちなんかわかりもしない。そんな友人の何もかもを承知して受け入れている顔だった。


　無む慈じ悲ひな女王に仕つかえる臣しん下かの、透とう明めいな諦あきらめの念だ。


　心が冷ひえた。





　そしてアメリカ。


　両りよう親しんの仲は修しゆう復ふくされたが、わたしに友人はできなかった。当然だ。自分を特別な何かと思い込み、他人を心ない異い国こく人じんとしか見ない人間に、友達ができるわけがない。


　再ふたたび陥おちいる孤こ独どくの中で、思い出すのは景ちゃんのこと。新たな疎そ外がい感かんの言い訳わけに、わたしは思い出を美び化かしていった。


　やはり自分には景ちゃんしかいない。あの王国こそわたしの居い場ば所しよ。自分と景ちゃんは同どう胞ほうだった。なのに自分は彼を置き去りにした。酷ひどい奴やつ。罪つみ深ぶかい奴。いくら両親のせいとはいえ、なんて非ひ道どうで──哀あわれなわたし……


　我われながら呆あきれ返った。


　よくまあ、こんなにも自分に都つ合ごうのいい噓を並ならべてきたものだ。


　女王様の次は、悲ひ劇げきのヒロイン。こんなことを鬱うつ々うつと考えて、勝かつ手てに自分を慰なぐさめていたのだ。景ちゃんをダシにして……





　まいったな、とわたしは頭を搔かいた。


　まいったな。これはさすがに、景ちゃんに会わせる顔がない。いくらわたしが厚こう顔がん無む恥ちだからって、今度ばかりは、ちょっぴりきつい。


　わかっていただけましたか、と誰だれかが言った。


　うん、わかったよ。ハハ。よくわかった。


　では、そこをどいてください、と誰かが言った。


　印いん象しよう的てきな、雅みやびな声で、


　彼に必要なのはわたくしです。


　あなたではない。





　わたしもそう思う。





　　　　３





　そろそろ限界だった。


〝影かげ〟の一いつ挙きよ一いち動どうに、生気がごっそり持っていかれるのを感じた。


　その度たびに意い識しきが拡かく散さんし、自じ我がが希き薄はくになって認にん識しき力りよくが急低下する。そんな危あやうい瞬しゆん間かんを乗り越こえると、なんとか持ち直して凝ぎよう縮しゆくする。自分が誰で、何をしているのかが自じ覚かくできる。まさに死の淵ふちを行き来している気分だった。


　それでも景は怯ひるまなかった。身体からだを切り売りするように、攻こう撃げきを繰くり返した。しかも笑いながら。


　死し線せんを楽しんでいるのだ。


　度どし難がたい。


　──やはり僕ぼくはジャンキーだな。生きつ粋すいの愚おろか者だ。


　ともあれ、当初の目もく的てきも半分は達たつ成せいできた。これでIXＣナイン・シーはズタズタだ。もはや再さい建けんする力はあるまい。セルネットはあらかた潰つぶれる。刺し客かくが迫せまることも、もはやなくなった。


　再ふたたび混こん沌とんが訪おとずれるだろう。だがそれも穏おだやかな混沌だ。かつてのように暴あばれ狂くるう悪オ魔ー持ナちーは残らず狩かった。例外は目の前の男ぐらいであり、末まつ端たんの混こん乱らんはあっても、全体的には何事もないはずだ。


　何より今回のカーチェイス。葛くず根ね東ひがしを中心に市内全ぜん域いきで繰くり広げた馬パ鹿レー騒ぎドは、世せ間けんの耳じ目もくを集中させるはず。その監かん視し下かであえて動き出す馬ば鹿かはいない。


　つまり、梓と千絵の安全は、これでほぼ確かく立りつできた。クリアだ。任にん務む完かん遂すいといっていい。


　だが、もう一つの目的。これはとうとう叶かなわなかった。


　──IXＣナイン・シーでもなかった。


　まだ一人二人残っているかもしれないが、この一大決戦に参加しない程度の悪オ魔ー持ナちーでは、所しよ詮せん望み薄うすだ。同じ理由で現れなかった実働細胞アクト・セルでもない。となると在ざい野やの悪オ魔ー持ナちーか？　しかし《彼女》が憑つくほどのユーザーなら、なんらかの噂うわさは耳に入るはず。全まつたくの無む名めいに憑くなんてことがあるだろうか。それには、余よ程ほど《彼女》と同調できる素そ質しつが必要になってくる。


　例たとえば自分のように。


　──あるいは、もういない──とかな。


　いずれにせよ、いまからどうこうできる問題ではない。


　体勢を立て直す必要があった。そのためには、まずこの窮きゆう地ちを脱だつしなければならない。


　──ところが、これが難問だ。


　結局甲斐とは、とことんやる羽は目めになった。鏡かがみの反はん射しや攻撃をしくじったのが痛つう恨こんだ。もう仕し掛かけは残っていない。景はなんの戦せん術じゆつもないまま、自じ力りきだけを頼たよりに死し力りよくを尽つくした。意識が途と切ぎれ途切れ闇やみに霞かすむ有あり様さまで、それでも必ひつ死しに抗あらがった。


　そして気が付くと、大だい地ちに寝ね転ころがっていた。


　ダメージのほどを計はかろうとして、ゾッとした。身体からだの感かん覚かくがない。まるで死体に意識だけ残っているみたいだ。酷こく使しし続けた身体は、いま完全に景の意い思しから離はなれた。


　──ここまでか……


　いま思し考こうしている、この意識が止まれば、自分はたぶん死ぬ。もう心の多くが麻ま痺ひしていたので、恐きよう怖ふや喪そう失しつ感かんを感じることもなかった。


　ただ心残りは、最後にもう一度──


「景ちゃん！」


　幻げん聴ちようが聞こえた。


　景は横たわったまま、急きゆう速そくに焦しよう点てんがぼやける瞳ひとみを、うっすらと持ち上げた。


　うつぶせになった視し界かいに、剝むき出しの地面が見えた。


　雪が降ふっていた。


　重さを感じさせない幻まぼろしのような粉こな雪ゆきが、音を立てずに降りしきり、大地に触さわって消えていた。


　幻げん想そう的てきな雪のヴェール。その白い御み簾すの向こうに、自分に向かう人影が見えた。


　ほどけた栗くり色いろの髪かみが、懐なつかしい顔の輪りん郭かくを覆おおっていた。


　あれは誰だろう？　梓ちゃん？　まさか。そんなはずはない。そんなはずは──





「わたくしのことを、お忘れですか？」
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　舞まい落ちる雪より冷たい、粛しゆくとした声がした。


　その怜れい悧りで涼すずやかな響ひびきは、数年の歳さい月げつを飛び越こえて、景の魂たましいに共きよう鳴めいした。


　景の目が大きく見開いた。


「が、あっ」


　意思の力で肉体を無む理り矢や理り動かす。膝ひざを立て、胸むねを浮うかした。足を曲げ、立ち上がろうとした。


　駄だ目めだった。


　肝かん心じん要かなめの回路が切れた。仰あお向むけになったところで、景はぐしゃりと崩くずれ伏ふした。


　もう眼がん球きゆうも動かせない。空そらを向いた視線。灰あ汁く色いろをした雪ゆき雲ぐもから綿わた色の弾たまが降り注そそぐ。戦場に倒れた魔法使いは、うっすらと雪に濡ぬれた。


　近づく足音が聞こえた。と思うと、頭ず上じように影が差し、女の顔が覆い被かぶさった。


　梓だ。


　だが、梓ではない。


　彼女は上から景を見み下おろし、膝を揃そろえて傍かたわらにしゃがんだ。ほどけた長ちよう髪はつが景の顔に触った。


「わたくしのことを、お忘れですか？」


　忘れるはずがない。景は彼女の腕うでをつかもうとした。指一本動かせなかった。だが、視線で意思だけは通じた。


　彼女は白はく刃じんの切っ先より薄うすい微び笑しようを浮うかべた。


　その微笑を浮かべたまま、人形のような動きで、両腕を持ち上げた。


　白はく磁じのごとき指先が、ゆっくりと広がり、ウィンドブレーカーに包つつまれた景の胸に触ふれる。


　ずぶり、と布地を突つき通す。


　景の手足が痙けい攣れんした。「くっ」と熱あつい吐と息いきがこぼれた。


　彼女は景の反はん応のうを楽しみつつ、ずぶずぶと指を差し入れた。手首が完全に埋うまる。しかし血の一いつ滴てきも流れてこない。彼女はそのまま景の体内で指を動かした。景の痙攣が激はげしくなった。


「こんなにしてしまって……」


　と彼女は幼おさな子ごをたしなめる口く調ちようでささやいた。


「いまにも死んでしまいます」


　腕の動きは止まらない。水中の小こ魚ざかなを両手で追うように手首がひらめいた。するすると秀しゆう麗れいな指先が内ない臓ぞうをなぞる。


　肺はいに触れ、


「ハッ──！」


　心しん臓ぞうに触れ、


「ぐ」


　大きく動かして喉のどに、


「っ！」


　首から一いつ瞬しゆん手の甲こうがはみ出し、そのまま通り抜ぬけて顔がん面めんに移動。


　舌したの上をなで、舌先をつまみ、


「んっ……」


　鼻び孔こうをかすめ、眼がん球きゆうを裏うら側がわから触る。


「あ、……」


　そして手を抜き、指の第一関かん節せつより先だけを埋めて、愛いとおしそうに頭ず蓋がいを愛めでる。


「…………」


　弱々しい瞳ひとみの奥おくで、景の最後の火が燃もえていた。


　彼女は指先を埋めたまま景の顔を固定し、額ひたいを額に押おし当てて、瞳の奥おくをのぞき込んだ。


　そしてまた指を潜もぐらせる。


　脳のうに触れた。


　脳の中に、指を進めた。


　そのとき。ぐ、と景の手が、彼女の着きる制服の裾すそをにぎった。


「あず……放はな……せ……」


　麻ま酔すいを打ったような口調で景の口が動いた。いまこの状じよう態たいでそれだけの行動を取るには、想像を絶する苦く痛つうと努力が必要とされる。


　彼女はわずかに気を悪くした。


　が、厳げん正せいに頷うなずいた。


「わたくしが求めるのはあなただけ。この方は解放します」


　景の抵てい抗こうが消えた。


　彼女は再ふたたび脳の中に指を埋めた。


　目を閉じて探さぐる。指先と、額から伝つたわるイメージ。


　緑みどり。森。樹じゆ海かい。静せい寂じやく。湖こ面めん。城じよう壁へき。大だい理り石せき。石いし畳だだみ。階段。地下。暗くら闇やみ。地下。最さい奥おう。炬きよ火か。封ふう印いん。鎖くさり。鍵かぎと、扉。《ドア》


　城しろの地下。最もつとも深い暗くら闇やみの奥底に、その《ドア》はあった。


　持ち込んだ松明の火が、堆たい積せきする古いにしえの空気を燃もやしている。埃ほこりと黴かび、蜘く蛛もの巣す。扉には何重にも鎖が渡わたされ、幾いくつもの封ふう印いんが為なされていた。炎ほのおの明かりが扉を照てらし出し、表面に陰いん影えいを浮うかべている。


　彼女は《ドア》の前に立った。その封印を解とき得える者は、一人、この城の主あるじのみ。


　女王は《ドア》を開けた。


　同時に、景の心が吸すい込まれた。





　落らつ下か──





　　　　◆◆◆◆◆





　最後は相あい打うちだった。


〝影かげ〟に投げ飛ばされた黒くろ鮫さめは、穴あなの壁かべに激はげしく叩たたき付けれた。


　ズシンとダメージが腹にきた。立っていられず、甲斐は思わず膝ひざを突ついた。滅めつ多たにないことだ。


「ぜえっ。はあっ。ぜえっ。はあっ」


　──くそったれ。ガス欠けつっぽいぜ。


　軽かる口くちを叩くだけの余よ力りよくすらない。ここまで自分の限界に迫せまったのは初めてのことだった。肩かたで息をしてなんとか呼こ吸きゆうを整ととのえると、ふらつく足を叱しつ咤たして立つ。


　相打ちになった付近で、もうもうと白はく煙えんが上がっていた。


　壁かべが崩くずれ、粉ふん塵じんが舞まい上がっているのだ。


「はあっ……はあっ……」


　──どこだ？


　甲斐は霞かすむ目で敵てき手しゆの姿すがたを求めた。限界なのは奴やつも同じ。それどころか、奴の方が遥はるかに深しん刻こくなはずだ。


　甲斐の頭ず上じようにふらつきながら黒鮫が戻もどっていた。こちらも、かつてなく傷きずついていた。艶つややかに黒光りしていた表ひよう皮ひが、いまや見る影もない。


　しかし不ふ快かいではなかった。それどころか全身を満たす疲ひ労ろう感かんが心地ここちよい。清すが々すがしいほどだ。


「……けっ。これじゃまるでスポーツマンだぜ」


　甲斐はウィザードを捜さがして歩き始めた。


　見つけだしてどうする気かは、自分でもよくわからない。決けつ着ちやく云うん々ぬんではなく、単にウィザードの姿を探そうとしただけだった。


　足あし下もとの瓦が礫れきに蹴けつ躓まずき、危あぶなく転ころびそうになる。


　もう体力も尽つきていた。甲斐はのろのろと歩いた。


　──上はどうなった？


　頭上を仰あおいでみる。そのとき初めて雪が降ふっていることに気が付いた。寒さは感じなかったが、そういえば吐はく息は白い。


「あらかた終わったみたいだな」


　まだ戦たたかいは続いているが、それも収しゆう束そくに向かっていた。


　たぶんセルネットの負けだと思う。ＤＤの連中は平気だろう。あれでどいつもタフなのばかりだ。ビーグルもいたから、後あと処しよ理りも問題ない。そういえばデルタの馬ば鹿かも来ていたようだが、ちゃんと隠かくれていただろうか？　あいつは心こころ得えてるようで案外抜ぬけている。しゃしゃり出て怪け我がなどしてなければいいが。


　と、強きよう烈れつな気け配はいを感じて、甲斐は視し線せんを落とした。


　総そう毛け立だった。


　前方の粉塵の中。まったく見たこともないタイプの気配が、真ま夏なつの陽ひのように煌きらめいていた。


　強い。


　尋じん常じようでない強さだ。


　しかも刻こく一いつ刻こくと力を増ましている。まるで聖せい歌か隊たいの輪りん唱しようのように、一定間かん隔かくで強さが増しているのだ。気配の増ぞう加かは揺ゆるぎなく、力強かった。頂ちよう点てんが見えない。


「これは……!?」


　白い靄もやが晴はれる。


　青いウィンドブレーカーが現あらわれた。


　ただし、甲斐と同じ目線ではなく、その二メートル上に。


　完全に埃ほこりが消えたとき、ウィザードは地下現場の底から二メートルの高さに浮いていた。


　ウィンドブレーカーが天空に向けて、翼つばさのように翻ひるがえっている。髪かみも、制服も、地面から吹ふき付ける突とつ風ぷうに煽あおられているかのようだ。


　二メートルの空中にあり、落らつ下かし続けている。


　それは『堕落クラツシユ』した悪オ魔ー持ナちーに起こる超ちよう常じよう現げん象しようだった。


「馬鹿野や郎ろう……」


　甲斐は放ほう心しんしてつぶやいた。


　頭上で悲ひ鳴めいが聞こえた。誰だれかが地下の異い変へんに気づいたらしい。


　祭まつり騒さわぎだった悪あく魔まの気配が乱みだれに乱れた。まだ残っているということは、いずれも腕うでに覚おぼえのある悪オ魔ー持ナちーたちだろう。その全員が、直前まで戦っていた敵に背を向けて逃にげ出している。


　浮ふ遊ゆうするウィザードが両目を開けた。恐おそろしく無む慈じ悲ひな瞳ひとみ。その双そう眸ぼうは深い黄おう金ごん色いろの輝かがやきを放はなっていた。


　──影はっ？


　甲斐はウィザードの足あし下もとを見た。大だい地ちと離はなれたウィザードの足下には、影が落ちていない。


　背はい後ごに巨きよ大だいな何かが生まれた。


「な……」


　甲斐は振ふり返り、顔を強こわ張ばらせた。


〝影〟が沸ふつ騰とうしていた。


　地面に落ちた黒い泉いずみのような〝影〟の、表面が泡あわ立だっている。弾はじけては混まざり、また弾ける。自分で自分を喰くっているのだ。


　やがて、弾ける泡が光を放ち始めた。闇やみから摂せつ取しゆした力が熱ねつとなり、転じて光となった。


　光は泡が弾けると宙に広がり、ゆっくりと拡かく散さんした。だが、その速度が速はやまり、拡散するより先に、次の泡が次の光を撒まいた。光は重かさなり合い、凝ぎよう固こし、集まって形を成なした。単なる波は動どうではなく、質量を備そなえた形に。


　形は跪ひざまずいた姿し勢せいから、ゆっくりと立ち上がった。


　立ち上がったのは一人の騎き士し。


　黄おう金ごんに輝く鎧よろいをまとい、水すい晶しようの剣を持った、女王の僕しもべだった。


　力が光の粉こなとなって鎧の隙すき間まから吹ふき出していた。一歩動くごとに蒸じよう気きのような光る風が舞まい、周しゆう囲いの闇を破は砕さいする。


　光と栄光に溢あふれた勇ゆう壮そうなその姿すがたは、とても悪あく魔まとは思えなかった。だがフォルムに覚おぼえがある。ついさっきまで戦っていた当の相手だ。つまりこいつは〝影〟ではなく──


「本体か!?」


　騎士は鉤かぎ爪づめ型がたの手甲ガントレツトで、水晶の剣を天に掲かかげた。兜かぶとの奥おくからにらみ返す眼がん光こうには、主あるじの敵を誅ちゆうする明めい快かいな戦意があった。


　甲斐には攻こう撃げきを避よける力は残っていなかった。


　騎士が剣を振ふり下おろすのと、黒くろ鮫さめが主と騎士の間に身を投げ出すのは、まったく同時だった。


　刃が白い光こう跡せきを残した。


　わずか一いつ刀とう。


　黒鮫は真まっ二ぷたつに切り裂さかれた。





　　　　◆◆◆◆◆





　水原と千絵が駆かけたつけたときには、全すべて終わっていた。


「…………うはあ」


　工事現場のフェンスの内側をのぞいたとき、あまりの光景に、千絵はぽかんと棒ぼう立だちになった。


「葛根東うちの体育館どころじゃないわね。被ひ害がい総そう額がくとかすごそう……」


　嵐あらしの去った被害現場を見回っているようだった。千絵は目と鼻び孔こうを丸く広げて穴あなが空いた敷しき地ち中央へと歩あゆみ寄よった。


「あっ。あそこっ。なんか逃にげてるのが一いつ杯ぱいいるわ。あれってカプセルユーザーじゃない？　捕つかまえないと！」


「あとだあと！　先に景を捜さがしてくれ。ひょっとすると梓ちゃんも来てるかもしれん」


　どうも現実感が持てないのか、千絵には普ふ段だんほどの真しん剣けんさがなかった。状じよう況きようについていくのが精せい一いつ杯ぱいといった感じだ。


　一いつ方ぽう水原は懸けん命めいに焦しよう燥そうを嚙かみ殺していた。二人とも制服姿のままで、周囲の風景とはひどいギャップがあった。


「一応は予定通りいったみたいだが……くそっ。無ぶ事じでいろよ」


「無事って……物ものの部べくんもこの乱らん闘とうに参加したのね？　それに、梓さんがいるかもしれないってどういうことよっ？」


「万が一ってことだよ。ほら、最近梓ちゃんの様よう子すが変だったろ？　──そういや景もフラッシュバックがどうとか言ってたんだ。くそっ。もっと注意してりゃ」


　あいつが憑つくとすれば悪オ魔ー持ナちーだと端はなから決めつけていた。しかし、一番最初、あいつが景と出会ったとき、景は悪あく魔まなど召しよう喚かんしていなかった。兄あにだってそうだ。いずれも、悪魔を召喚するようになったのは、あいつに憑かれたあとだった。


　悪オ魔ー持ナちー以外に憑くとすれば、宿やど主ぬしとの間に親しん密みつなシンクロナイズが必要となる。だが、梓はいわば原型プロトタイプだ。あいつとの同どう調ちよう率りつは景に匹ひつ敵てきするはず。盲もう点てんだった。


　とはいえ、これはあくまで想像に過ぎない。杞き憂ゆうで終わればそれで済すむ。


「とにかく捜してくれ。無事でいればそれでいいんだから」


「この子は無事だよ」


　水原が千絵に指し示じを飛ばしたとき、穴の淵ふちから落ち着ついた声がかかった。


　そちらには地下に下おりる梯はし子ごが設せつ置ちされていた。その梯子を上がりきったところに、長ちよう髪はつの少女を担かついで、一人の男が立っていた。男は水原たちに声をかけると、担いでいた少女を地面に下ろした。気き絶ぜつした梓だった。


「梓さん！」


　千絵が叫さけびながら駆かけ寄った。


「梓さんっ。しっかりして。大だい丈じよう夫ぶなの？　……こんな、酷ひどい」


　梓の顔は埃ほこりと泥どろに汚よごれていた。衣服も同様で、血が滲にじんでいる箇か所しよも少なくない。


　千絵は悲ひ痛つうな呻うめきをあげたが、男は「安心しなさい」と優やさしく言った。


「気を失うしなってるだけだ。怪我も大したことはない。身体の方はすぐに良くなる」


　男の言葉に誤あやまりはなかった。千絵は梓の怪我を確かく認にんし、軽けい傷しようばかりなのを知って安あん堵どのあまり座すわり込こんだ。


「ありがとうございます。助けて下さって」


　心の底から礼れいを述のべる。すると、男は苦く笑しようを見せた。


「しっかりしろ。こっちは非道を承知でやってるんだ。頭を下げられたんじゃ、拍子抜けする」


　千絵はきょとんとした。男はそれ以上構かまわず、水原の方に顔を向けた。


　水原は千絵と違ちがい、男に話しかけられた場所から一歩も動いていなかった。千絵は驚おどろいて自分の目を疑うたがった。これほどの憎ぞう悪おを浮うかべる水原を見たのは初めてだったのだ。


「久ひさしぶりだね、勇ゆう司じくん」


「四しの宮みやさん……あんた、まだそんなことをしてるのか……！」


「まだ、というか──そうだな。あれからつい数日前までは、ずっと消えてたんだ。ただまあ、彼女が目を覚さましたみたいなんでな。お出で迎むかえに来た」


　ハッとした水原は、千絵に抱かかえられた梓へ鋭するどく視し線せんを移した。


　男は首を振った。


「違うよ。もういない。彼女は『帰き還かん』された」


　水原が息を呑のむ気け配はいが、千絵のところまではっきりと伝つたわってきた。


「どこだ！」


「言えない。勇司くん、これは彼のためでもあるんだ。彼の身体からだは末期の中ちゆう毒どく症しようで瀕ひん死しの状じよう態たいにあった。放ほう置ちしておけば間ま違ちがいなく命を落としただろう」


　男の台詞せりふに水原は激はげしく動どう揺ようした。


「末期だと!?　あいつは何も……」


「……やはり気づいてなかったんだな。噓うそじゃない。本当の事さ。彼は死にかけてた。しかし、彼女が一いつ緒しよなら助かる。彼女は彼を、決して死なせはしないからな。他ほかに助かる方法はない」


「…………」


　水原の握にぎった拳こぶしがブルブルと震ふるえていた。千絵はおろおろし、傍かたわらに立つ男を見上げて一言だけ聞いた。


「……あなたが、バール？」


「そうだ」


　千絵の質問に答えると、バールは踵きびすを返した。二人のもとから歩あゆみ去ろうとした。


「待ちやがれ！」


　水原が叫さけんで両手を挙あげた。


　構かまえているのは、無む機き質しつに光る拳けん銃じゆうだ。


「水原！」


　千絵が愕がく然ぜんとして叫んだ。バールが足を止めて首だけを振り返らせた。


「悪オ魔ー持ナちーでもねえ俺おれが、空から手てで首突つっ込こんでるとでも思ったかよっ。こちとら、この五年間、景と二人であんたや兄あに貴きの後あと始し末まつばかり考えて来たんだ。この上好き勝かつ手てされてたまるかっ！」


「……あのときの銃か」


「景はどこだ！」


　銃じゆう声せいが冷気を軋きしませた。


　バールの立つ一メートル後こう方ほうで、土と砂じや利りが跳はね上がった。


「水原、やめて！」


　千絵の悲ひ鳴めいが銃声の残ざん響きように重かさなった。バールは平然と背中を向けた。


「お前は信しん司じとは違う。お前には、撃うてんよ」


　言い切って、バールは真まっ直すぐに歩き始めた。その背中が徐じよ々じよに遠ざかっていく。


　千絵が呼こ吸きゆうを止めて見守る中、水原は鬼おにのような顔でバールをにらみつけた。


　銃じゆう口こうを震わせ、腕うでを震わせ、肩かたを震わせて──しかし、結局は撃てなかった。


　バールの姿すがたが消えた。


　水原は銃を下おろすと、しばらく顔を伏ふせて震えていた。一分ほどそうしてから重苦しく顔を上げ、ため息を落としながら千絵の側そばに近づいた。


「……水原」


　千絵が消えそうな声で呼よぶ。軽く頭を振ると、水原はいつもと同じように笑った。


「ワリ。みっともねえとこ見せた」


「そんなこと……」


　水原は手を返し、まだ硝しよう煙えんの消えない銃を持ち上げた。出で来きの悪い工作課か題だいを見るような目で拳銃を眺ながめてから、上うわ着ぎを捲まくってベルトに差し込む。


　そして、空あいた手のひらを皿さらにして、降ふってくる雪をすくうような仕し草ぐさをした。


「あーあ。今年のイブは潰つぶれちまったな。これからいったい、どうするよ？」


　仏ぶつ頂ちよう面づらでぼやき、それからおどけて笑った。涙なみだのペイントをした道ピ化エ師ロのような笑え顔がおだった。


　急に、千絵の目から涙が溢あふれた。


　体育館の事件からずっと──いやもっと前からずっと溜たまっていた涙だった。


　梓が隠かくし事を抱かかえていると気づいたり、水原が秘ひ密みつを持っていると感づいたりした頃ころから、少しずつわだかまり、胸むねの奥おくに溜まり続けてきた涙が、堰せきを切って溢れ落ちた。


　腕うでの中で眠ねむる傷きずついた梓が可か哀わい相そうだった。


　過か去こを抱えて笑顔を見せる水原が可哀相だった。


　嗚お咽えつが止まらなかった。


　しゃくり上げる千絵を前にして、水原はどうすればいいかわからなかった。慰なぐめの言葉を言いたかったが、ろくな台詞せりふが浮うかばなかった。


　弱り切った水原は、散さん々ざん考えたあげく千絵の肩におずおずと手を置いた。自分でも頼たよりないと感じる声で、
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「泣くなよ」


　と不ぶ器き用ような言葉を口にする。


　千絵は泣きやまなかった。


　空は次し第だいに本ほん降ぶりになりつつあった。





　　　　４





　景が彼女の存在に気づいたのは、離はなれで本を読んでいたときだった。


　彼女は身体からだを持っておらず、顔もなければ、声もなかった。それどころか、はっきりした言葉も持っていなかった。ぼんやりとした思し念ねんだけの存在だった。


　最初に彼女に気づいたとき、自分はおかしくなったのかな、と景は思った。


　梓が渡と米べいして一か月。あれから、一日中誰だれとも口を利きかない日が何度もあった。そういう生活を続けていると頭がおかしくなって、最後には幻げん聴ちようが聞こえてくるのだと本で読んで知っていた。だから、いま聞こえた音のしない声は、その前まえ触ぶれなんじゃないかと思った。


　でも、だからってどうしようもない。話し相手なんかいないのだ。それに、そうなるならなったで、それだけのことだ。別になんとも思わなかった。梓がいなくなったときと同じだ。仕し方かたがない。そう思った。


　次には、これは幽ゆう霊れいじゃないだろうかと考えた。


　どうやら、声を発しているのは、自分以外の何かのようだ。それに、声とはいっても音はしない。耳ではなく心に直接ささやきかける声なのだ。意味がある言葉でもない。言葉になる前の形の定さだまらない思いが、ストレートに伝つたわってくる。幽霊なんて信じていなかったけど、ひょっとするとこれがそうなんじゃないかと思った。


　ただ、幽霊にしては人間らしくなかった。伝わる感情は恨うらみ言ごととかじゃなかったし、そもそも感情らしい感情ではなかった。卵から孵かえった雛ひなが、たまたま目の前にいる生き物をくちばしでつついている。そんな感じだった。


　その、余よ計けいな感情のないところが気に入った。


　景はその幽霊とコミュニケーションを取るよう試こころみた。まるで精せい神しん異い常じよう者しやみたいだと、暗いユーモアも覚おぼえたが、興きよう味みを持ったのは事実だった。梓が去って以い来らい急速に虚きよ無む化かしていた景だったが、彼本ほん来らいの好こう奇き心しんが息いき絶たえるまでには至いたっていなかったのである。幸こうか不ふ幸こうか──


　最初は挨あい拶さつを繰くり返した。幽霊が見えない手を差し伸のべてきたら、その度たびに強く、やあ、と念じてみる。それを繰り返す。次には声に出して、「やあ」と返事する。何度も何度も。


　幽霊が話しかけたのを判断するのは難むずかしかった。声はとても小さかったし、次の瞬しゆん間かんには、空そら耳みみだったような気になった。それでも耳を澄すませて声を待ち、聞こえたと思ったら、「やあ」と言った。声がする回数もまばらだった。一日一回のときもあったし、一時間置きのときもあった。


　それは十歳さいの少年にとっては大変な忍にん耐たい力りよくを要求される作業だった。しかし景は投げ出すことなく、機き械かいのように淡たん々たんと続けた。


　やがて反はん応のうが返り始めた。


　景が、


「やあ」


　と声をかけると、


「？」


　という想そう念ねんが返った。


「やあ」


「もしもし」


　と声をかけると、


「？」


「？　！」


　という思し念ねんが返った。


　景は思わず笑い声を上げた。すると、


「！」


「！」


「！」


　と連続して意思が伝わってきた。景は嬉うれしくなってコロコロと笑い続けた。梓がいなくなって初めての笑え顔がおだった。


　そのあとはあっという間まだった。幽霊は景の感情を知り、言葉を覚え、会話を求めた。景はもちろん望みに応じた。幽霊は景の心を読むことができた。景が思うことを、形にする前に察していた。


　そして精神感かん応のうによる会話を何十日と交かわし合った末すえ、幽霊は初めて「声」を伝えた。


　最初の一言。


　景は驚おどろいて返事ができなかった。


　梓と同じ声だった。





「あのときも雪が降ふっていました」


　誰もいない部へ屋やを眺ながめながら、女王は静かにつぶやいた。


　彼女がいるのは、あのときと同じ場所。景の家の残された離はなれだった。


　静かにたたずむ女王は、花か弁べんに包つつまれた百ゆ合りのように、ブルーのウィンドブレーカーに包まれていた。


　くすんだ黒くろ髪かみと青白い相そう貌ぼう。線の細い秀しゆう麗れいな顔かんばせは、とてもそれが少年のものとは思えない。質量を持たぬかのような立ち姿すがたは、そこに居いながら存在していない幻まぼろしに見えた。周しゆう囲いの空気さえ、玉ぎよく体たいに触ふれることを畏おそれて自みずから退しりぞいているようだ。


「やっとここに戻もどってきました」


　しずしずと、右手を挙あげて自らの胸むねに優やさしく触れる。


　背はい後ごで離れの引き戸が開いた。


　部屋に入ったバールは仰ぎよう々ぎようしく腕を振ふって胸に当てると、片かた膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。


「ご帰き還かん、お待ちしておりました」


　慇いん懃ぎんな口く調ちようは、どこか白しら々じらしかった。彼は自分が、虚きよ幻げんの王を仰いでいると自覚していた。


　だが、この王は、彼に虚幻の楽らく園えんを与あたえてくれる。


　宵よい闇やみに沈しずむ部屋の中、底の知れない双そう眸ぼうが黄おう金ごん色いろに輝かがやいてバールを見た。


　臣しん下かの胸きよう中ちゆうを知ってか知らずか、少年の姿すがたをした女王は、その異い名みように相応ふさわしい無む慈じ悲ひな笑えみを美び貌ぼうに刻きざんだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　擬ぎ態たいについての考こう察さつ。


　我われ々われの認にん識しきでは「悪あく魔ま」と仮か称しようする存在はエゴを持たない。生物というよりは、むしろ精神的ウィルス性プログラムと理り解かいする方が正しい。対たい象しようの心しん的てき欠けつ損そんに潜せん入にゆうし、それを補ほ完かんする形で展てん開かいし、最終的にはクラッシュする。オカルト風にいえば、召しよう喚かん者しやの魂たましいと引き替かえに、望みを叶かなえてくれる。バールが期き待たいしていた「悪魔効こう果か」だ。


　ただ、その過か程ていにおいて、宿やど主ぬしの記き憶おくを元に疑ぎ似じ人じん格かくを形成する。これは、疑似人格の形成が、そのまま宿主の精神補ほ完かんに繫つながるからだろう。成長速度の速はやさといい、完成度の高さといい、今回のケースもおそらくこれに当たる。


《夢魔》と話してみたい。




22:19 96/04/20　Beelzebub













　あとがき[image: ]




　衝しよう撃げきの第[image: ]巻──と感じてもらえたなら、しめしめなんですが。（笑）


　さていかがだったでしょうか？


　当シリーズが佳か境きように向かって走り始めたのが、ちょうどこの巻ぐらいでした。当時は夢中になって書いていましたが──あの頃の「熱ねつ」を少しでも感じてくれたなら幸いです。





　　　　●●●●●





　というわけで、「あとがき[image: ]」でございます。


「あとがきＩ」で説明した通り、この巻にはミステリー文庫版の二巻と三巻、『敵手』の最終章と『祭典』が掲けい載さいされています。旧三巻のあとがきでも書いたのですが、この頃から筆ひつ者しやもだいぶハジケてましてね（笑）。「ミステリー文庫」に相応ふさわしいかと問とわれると、答えに躊ちゆう躇ちよする内容となっています。


　ただ、これも旧三巻や前回のあとがきに書いたことですが、『Ｄクラッカーズ』は、もともと龍皇杯ドラゴン・カツプ用に用意した作品でして、元は「ダーク・ファンタジー」なのです。だから、話が核かく心しんに近づくほど、自然とファンタジックな展開になって行ったのですよ。


　景けいや水みず原はらの目的も判明し、梓あずさの過去の秘密が暴あばかれ、千ち絵えが涙を流す、といった風に、キャラクターたちの感情も大きく揺ゆれ動いています。シリーズ開始当初から一番書きたかったシーンも満載でして……物語がダイナミックに躍やく動どうし始めた──なんて自分でいうと照れますけど（笑）。最初の山やま場ばだけあって、「ここから好きになった」という読者の方も大勢いらっしゃるみたいです。


　実際、この巻を書き上げた辺りから、未み熟じゆくな当時の筆者にも、物語の全体図が朧おぼろ気げながら見えてきました。「ああ、これはこういう話だったんだな」という感かん覚かくです。そうした感かん覚かくを味わったのは、このときが初めてでして、筆者自身、書き手として『Ｄクラ』に鍛きたえられたんだと、いまならよくわかります。





　ちなみに、このころのあとがきで、筆者自らが『Ｄクラ』を指して言った言葉が、「主人公のジャンキーがドラッグをキメてラリったまま悪魔を駆く使しして敵をやっつけるミステリー小説」というもの。


　あまりにもそのものズバリですが、いま考えると（当時もか？）かなり無む茶ちやな話に聞こえます。でも間ま違ちがってはないんだよなあ……





　　　　●●●●●





　ともあれ、今回はあとがきページが少なめなので、この辺で。


　ついに動き出した、執行細胞フアースト・セル。明かされる過去の因いん縁ねん。散々な目にあった主人公たちは、果たしてこのあとどうなるのか？　お楽しみに！







（続く）







※本書は富士見ミステリー文庫『Ｄクラッカーズ２』[image: ]章と『Ｄクラッカーズ３』を纏め、加筆修正したものです。
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Ｄクラッカーズ[image: ]


祭典─ceremony─
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